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このガイドについて
SUSE Linux Enterprise Serverのインストールはさまざまな⽅法で⾏うことができます。ここ
ではブート、インストールサーバ、⾃動インストール、イメージの配置の組み合わせのすべ
てを説明することはできません。このマニュアルでは、インストールのための導⼊の適切な
⽅法の選択について説明します。
パートI「インストールの準備」

標準的な導⼊⼿順は使⽤されているアーキテクチャによって異なります。アーキテク
チャに関する違いと要件については、この部分を参照してください。

パートII「インストール⼿順」
インストール時に必要なほとんどのタスクについてここで説明されています。これに
は、コンピュータの⼿動での設定、追加ソフトウェアのインストール、ディスクイメー
ジのクローニング、およびリモートでの設定に関する説明が含まれます。

パートIII「インストールサーバのセットアップ」
SUSE® Linux Enterprise Serverは複数の⽅法でインストールすることができます。通常
のメディアインストール以外にも、さまざまなネットワークベースの⽅法を選択できま
す。この部では、インストールサーバの設定⽅法と、インストールするターゲットシス
テムのブートを準備する⽅法について説明します。

パートIV「初期のシステム設定」
インストール後のシステムの設定⽅法について説明します。この部では、ハードウェア
コンポーネントの設定、ソフトウェアのインストールと削除、ユーザ管理、YaSTでの設
定変更など、⼀般的なタスクについて説明します。

1 必要な背景知識
このガイドラインで扱える範囲を維持するために、⼀定の技術的想定を⾏っています。

⼗分なコンピュータの使⽤経験があり、⼀般的な技術⽤語を知っている。
ユーザのシステムについてのドキュメント、およびシステムにつながるネットワークに
精通している。
Linuxシステムについての基本的な理解がある。
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2 利⽤可能なマニュアル
注記: オンラインヘルプと最新のアップデート
製品に関するマニュアルは、http://www.suse.com/documentation/ からご利⽤いた
だけます。最新のアップデートもご利⽤いただけるほか、マニュアルをさまざまな形式
でブラウズおよびダウンロードすることができます。

また、製品マニュアルは通常、 /usr/share/doc/manualの下にあるインストール済みシステ
ムから⼊⼿できます。
この製品の次のマニュアルを⼊⼿できます。
項⽬ 「インストールクイックスタート」

このクイックスタートでは、SUSE® Linux Enterprise Server 15のインストールを順を
追って説明します。

『導⼊ガイド』
単⼀または複数のシステムをインストールする⽅法および展開インフラストラクチャに
製品本来の機能を活⽤する⽅法を⽰します。ローカルインストールまたはネットワーク
インストールサーバの使⽤から、リモート制御の⾼度にカスタマイズされた⾃動リモー
トインストール技術による⼤規模展開まで、多様なアプローチから選択できます。

『管理ガイド』
当初のインストールシステムの保守、監視、およびカスタマイズなど、システム管理タ
スクについて説明します。

『Virtualization Guide』
仮想化技術全般について説明し、仮想化統合インタフェースであるlibvirt、および特定
のハイパーバイザの詳細情報を紹介します。

『ストレージ管理ガイド』
SUSE Linux Enterprise Serverサーバでストレージデバイスを管理する⽅法を説明しま
す。

『AutoYaST Guide』
AutoYaSTは、インストールデータと設定データが指定されたAutoYaSTプロファイルを
使⽤してSUSE Linux Enterprise Serverの各システムを無⼈で⼤規模展開するシステムで
す。マニュアルに従って、⾃動インストールの基本的な⼿順(準備、インストール、およ
び設定)を実⾏できます。
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『Security and Hardening Guide』
システムセキュリティの基本概念を紹介し、ローカルセキュリティ/ネットワークセキュ
リティの両⽅の側⾯を説明します。AppArmorなど製品に付属するセキュリティソフト
ウェアや、セキュリティ関連イベントの情報を確実に収集する監査システムの使⽤⽅法
を説明します。

『System Analysis and Tuning Guide』
問題の検出、解決、および最適化に関する管理者ガイド。ツールの監視によってシステ
ムを検査および最適化する⽅法およびリソースを効率的に管理する⽅法を⾒つけること
ができます。よくある問題と解決、および追加のヘルプとドキュメントリソースの概要
も含まれています。

『Repository Mirroring Tool Guide』
リポジトリ管理ツール(SUSEカスタマーセンターの代理システムで、リポジトリと登録
ターゲットが含まれる)の管理者ガイド。ローカルのRMTサーバのインストールと設定、
リポジトリのミラーリングと管理、クライアントマシンの管理、およびRMTを使⽤する
クライアントの設定について説明します。

『GNOMEユーザガイド』
SUSE Linux Enterprise ServerのGNOMEデスクトップについて紹介します。デスクトッ
プの使⽤および設定⽅法と、キータスクの実⾏⽅法を説明します。主として、デフォル
トのデスクトップとしてGNOMEを効率的に使⽤したいと考えるエンドユーザ向けです。

3 フィードバック
次のフィードバックチャネルがあります。
バグと機能拡張の要求

ご使⽤の製品に利⽤できるサービスとサポートのオプションについては、http://
www.suse.com/support/ を参照してください。
openSUSEのヘルプはコミュニティによって提供されています。詳細について
は、https://en.opensuse.org/Portal:Support を参照してください。
製品コンポーネントのバグを報告するには、https://scc.suse.com/support/
requests にアクセスしてログインし、Create New (新規作成)をクリックします。

ユーザからのコメント
本マニュアルおよびこの製品に含まれているその他のマニュアルについて、皆様の
ご意⾒やご要望をお寄せください。オンラインドキュメントの各ページの下にある
ユーザコメント機能を使⽤するか、またはhttp://www.suse.com/documentation/
feedback.html にアクセスして、コメントを⼊⼒してください。
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メール
この製品のドキュメントについてのフィードバックは、 doc-team@suse.com宛のメール
でも送信できます。ドキュメントのタイトル、製品のバージョン、およびドキュメント
の発⾏⽇を明記してください。エラーの報告または機能拡張の提案では、問題について
簡潔に説明し、対応するセクション番号とページ(またはURL)をお知らせください。

4 マニュアルの表記規則
このマニュアルでは、次の通知と表記規則が使⽤されています。

/etc/passwd : ディレクトリ名とファイル名
PLACEHOLDER : PLACEHOLDERは、実際の値で置き換えられます
PATH :環境変数PATH
ls , --help :コマンド、オプション、およびパラメータ
user :ユーザまたはグループ
package name  :パッケージの名前
Alt , Alt ‒ F1  :使⽤するキーまたはキーの組み合わせ、キーはキーボード上と同様、⼤

⽂字で表⽰される
ファイル、ファイル 名前を付けて保存: メニュー項⽬、ボタン
AMD/Intel  この説明は、AMD64/Intel 64アーキテクチャにのみ当てはまります。⽮印

は、テキストブロックの先頭と終わりを⽰します。 
IBM Z, POWER  この説明は、 IBM Zおよび POWERの各アーキテクチャにのみ当てはまりま

す。⽮印は、テキストブロックの先頭と終わりを⽰します。 
Dancing Penguins (「Penguins」の章、↑他のマニュアル):他のマニュアルの章への参
照です。
root特権で実⾏する必要のあるコマンド。多くの場合、これらのコマンドの先頭
に sudoコマンドを置いて、特権のないユーザとしてコマンドを実⾏することもできま
す。
root # command
tux > sudo command

特権のないユーザでも実⾏できるコマンド。
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tux > command

通知

警告: 警告の通知
続⾏する前に知っておくべき、無視できない情報。セキュリティ上の問題、デー
タ損失の可能性、ハードウェアの損傷、または物理的な危険について警告しま
す。

重要: 重要な通知
続⾏する前に知っておくべき重要な情報。

注記: メモの通知
追加情報。たとえば、ソフトウェアバージョンの違いに関する情報です。

ヒント: ヒントの通知
ガイドラインや実際的なアドバイスなどの役に⽴つ情報。
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1 SUSE Linux Enterprise Serverの計画
この章では、SUSE Linux Enterprise Serverをインストールする前の基本的な考慮
事項について説明します。

1.1 SUSE Linux Enterprise Serverを展開するための考慮事項
オペレーティングシステムを既存のIT環境に導⼊する場合でも、または完全に新しい環境とし
て構築する場合でも、⼊念な準備が必要です。導⼊計画時に、まずプロジェクトの最終⽬標
と、必要な機能を定義する必要があります。この作業は、常にプロジェクトごとに個別に⾏う
必要がありますが、⼀般的には以下のような事柄を検討していきます。

何台のコンピュータにインストールする必要があるか? この数によって、最適な展開⽅
法が異なります。
システムを物理ホストとして実⾏するのか、仮想マシンとして実⾏するのか?
システムを配置する環境は、攻撃を受ける可能性があるか? 詳細は、『Security and
Hardening Guide』、第1章「Security and Confidentiality」を参照してください。
アップデートはどのようにして⼊⼿するか? パッチやアップデートは、登録されたユー
ザの⽅にオンラインで提供されます。登録⽅法、パッチ、およびサポートデータベース
については、http://download.suse.com/ を参照してください。
ローカルにインストールする際に⼿助けが必要か? SUSEは、SUSE Linux Enterprise
Serverに関連するあらゆるトピックについて、トレーニング、サポート、およびコンサ
ルティングを提供しています。詳細は、https://www.suse.com/products/server/ を参
照してください。
サードパーティ製品が必要か? 利⽤するプラットフォーム上で、必要な製品やソフト
ウェアがサポートされているかどうかを確認してください。SUSEは、必要に応じて、さ
まざまなプラットフォームでのソフトウェアサポートを提供できます。
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1.2 SUSE Linux Enterprise Serverの展開
システムを完全に稼動するようにするには、できる限り認定ハードウェアを使⽤してくだ
さい。ハードウェア認定作業は常時⾏われ、認定ハードウェアのデータベースは定期的に
更新されています。認定ハードウェアを確認するには、http://www.suse.com/yessearch/
Search.jsp を参照してください。
インストール台数によっては、インストールサーバを⽤意したり、⾃動インストールを実施す
る⽅が効率的なこともあります。XenまたはKVMの仮想化技術を使⽤する場合は、ネットワー
クルートファイルシステム、またはiSCSIなどのネットワークストレージソリューションの利
⽤を検討してください。
SUSE Linux Enterprise Serverは、幅広いサービスを提供します。マニュアルの概要について
は、『管理ガイド』、前書き 「このガイドについて」を参照してください。必要な環境設定
の⼤部分は、SUSEの環境設定ユーティリティYaSTを使って⾏うことができます。さらに、多
くの⼿動設定について、該当する章で取り上げています。
単にソフトウェアのインストール作業を検討するだけでなく、エンドユーザのトレーニング
や、ヘルプ体制なども検討しておく必要があります。

注記: ⽤語集
以降のセクションでは、SUSE Linux Enterprise Serverを新たにインストールするシ
ステムのことを「ターゲットシステム」または「インストールターゲット」と呼びま
す。リポジトリ(以前は「インストールソース」と呼ぶ)という⾔葉は、インストール
データのすべてのソースを表すために使⽤されます。これには、CDやDVDなどの物理
メディアや、ネットワーク内でインストールデータを配布するネットワークサーバが含
まれます。

1.3 SUSE Linux Enterprise Serverの実⾏
SUSE Linux Enterprise Serverオペレーティングシステムは、⼊念にテストされた安定したシ
ステムです。それでも、ハードウェア障害や他の理由で問題が発⽣し、システムダウンやデー
タ消失が発⽣する危険性を完全に回避することはできません。データ消失の危険性を避ける
ためにも、常に定期的なバックアップを⾏うようにしてください。
最適なセキュリティとデータの安全を確保するため、対象のすべてのコンピュータを定期的に
アップデートする必要があります。ミッションクリティカルなサーバの場合は、すべての変更
をテストできるように、2つ⽬の同⼀の(運⽤前)マシンを稼働させる必要があります。また、
予備のコンピュータを⽤意しておくことにより、ハードウェア障害の発⽣時に、コンピュータ
を切り替えることができます。
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1.4 SUSE Linux Enterprise Serverの登録
テクニカルサポート情報や製品のアップデートを⼊⼿するには、SUSEカスタマセンターで
SUSE製品を登録してアクティブ化する必要があります。この登録はインストール中に⾏うこ
とをお勧めします。これにより、最新の更新プログラムとパッチが提供されているシステムを
インストールできるようになるからです。ただし、ネットワークに接続していない場合や登録
⼿順を⾶ばしたい場合は、後でインストール済みシステムからいつでも登録できます。
組織でローカル登録サーバが提供されていない場合に備えて、SUSE Linux Enterpriseの登録
にはSUSEカスタマセンターのアカウントが必要になります。このアカウントをまだ作成して
いない場合は、SUSEカスタマセンターのホームページ(https://scc.suse.com/ )でアカウン
トを作成します。
インストール時には、登録コードの⼊⼒が求められます。詳細については、8.7項 「登録」を
参照してください。
AutoYaSTを使⽤してインスタンスを⾃動的に展開する場合、AutoYaSTの制御ファイルに
情報を書き込んで、システムをインストール中に登録することができます。詳細につい
ては、『AutoYaST Guide』、第4章「Configuration and Installation Options」、4.3項
「System Registration and Extension Selection」を参照してください。
インストールしたシステムの登録については、17.2項 「インストール済みシステムの登
録」を参照してください。
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2 AMD64およびIntel 64でのインストール
この章では、AMD64搭載コンピュータおよびIntel 64搭載コンピュータにSUSE
Linux Enterprise Serverをインストールする準備作業で必要なステップについて説
明します。さらに、さまざまなインストール⽅法に対応するために必要な⼿順を紹
介します。ハードウェア要件の⼀覧では、SUSE Linux Enterprise Serverでサポー
トされているシステムの概要を⽰します。使⽤可能なインストール⽅法と既知の問
題についても説明しています。さらに、インストール処理を制御する⽅法、インス
トール⽤のメディアを提供する⽅法、および標準のブート⽅法の概要についても説
明されています。

2.1 ハードウェア要件
SUSE® Linux Enterprise Serverオペレーティングシステムは、多彩なハードウェア上に展開で
きます。SUSE Linux Enterprise Serverがサポートするハードウェアのさまざまな組み合わせ
をすべて取り上げることは困難です。ここでは、計画段階で役⽴つガイド情報を提供するため
に、最⼩要件について説明します。
所定のコンピュータ設定が機能することを確認する場合は、どのプラットフォームがSUSEで
認定されているかを把握しておきます。https://www.suse.com/yessearch/ でリストを⾒つ
けます。
Intel 64アーキテクチャとAMD64アーキテクチャでは、X86ソフトウェアを64ビットへ簡潔に
移⾏できます。x86アーキテクチャと同様に、費⽤効果の⾼い代替システムを実現できます。
CPU

現在までに市販されているすべてのCPUがサポートされます。
CPUの最⼤数

Intel 64およびAMD64の場合、ソフトウェア設計でサポートされているCPUの最⼤数は
8192です。このような⼤規模なシステムを使⽤する場合は、ハードウェアシステムの動
作保証に関する弊社のWebページ(https://www.suse.com/yessearch/ )で、サポート対
象のデバイスを確認してください。

メモリ要件
最⼩限のインストールで、少なくとも512MBのメモリが必要です。ただし、マルチプ
ロセッサコンピュータの場合の最⼩推奨要件は、1024MBまたは512MB(CPUあたり)で
す。HTTPまたはFTPを介したリモートインストールの場合、さらに150MB必要です。こ
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れらの値は、オペレーティングシステムのインストールのみを対象にした値であること
に注意してください。実際の実動システムで必要なメモリは、システムのワークロード
によって異なります。

ハードディスクの要件
ディスク要件は、選択したインストール処理とコンピュータの使⽤⽅法に⼤きく依存し
ます。選択肢ごとの最⼩要件は、次のとおりです。
システム ハードディスクの要件
最⼩システム 800MB〜1GB
X Windowの最⼩システム 1.4GB
GNOMEデスクトップ 3.5GB
すべてのパターン 8.5GB
仮想化でのスナップショットの使⽤ 最⼩ 8GB

ブート⽅法
コンピュータは、CDまたはネットワークからブートすることができます。ネットワー
ク上でブートするには、特殊なブートサーバが必要です。このサーバは、SUSE Linux
Enterprise Serverで設定できます。

2.2 インストールの考慮事項
このセクションでは、AMD64搭載コンピュータおよびIntel 64搭載コンピュータにSUSE Linux
Enterprise Serverをインストールする前に考慮することが必要な多くの要因を取り上げま
す。

2.2.1 ハードウェアまたは仮想マシンでのインストール
SUSE Linux Enterprise Serverは、独⽴したオペレーティングシステムとしてインストールす
ることが普通です。仮想化により、同じハードウェア上でSUSE Linux Enterprise Serverの複
数のインスタンスを実⾏することもできます。しかし、VM Host Serverのインストールは、ア
プリケーションパッケージの標準的なインストールと同じ⽅法で実⾏できます。仮想ゲストの
インストールについては、『Virtualization Guide』、第9章「Guest Installation」を参照して
ください。
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2.2.2 インストールターゲット
インストールの多くは、ローカルのハードディスクに⾏われます。そのため、インストールシ
ステムでハードディスクコントローラが使⽤できるようにする必要があります。特別なコント
ローラ(RAIDコントローラなど)で他のカーネルモジュールが必要な場合は、カーネルモジュー
ルのアップデートディスクをインストールシステムに提供してください。
このほか、オペレーティングシステムの実⾏に⼗分なディスクの容量と速度を提供する各種の
ブロックデバイスもインストールターゲットになります。これには、 iSCSIまたは SANのよ
うなネットワークブロックデバイスなどがあります。標準のUNIXパーミッションを提供する
ネットワークファイルシステム上にインストールすることもできます。ただし、これらのネッ
トワークファイルシステムは、実際のシステムを起動する前に initramfsでサポートされる
必要があるため、これらのシステムをブートするときに問題が発⽣する可能性があります。
ネットワークファイルシステムへのインストールは、異なる場所で同⼀のシステムを起動す
る必要がある場合、または、ドメインの移⾏のような仮想化機能を使⽤する必要がある場合
に便利です。

2.3 インストール⼿順
このセクションでは、必要とするモードでSUSE® Linux Enterprise Serverのインストールを
完了するために必要なステップの概要について説明します。パートII「インストール⼿順」で
は、YaSTを使⽤してシステムをインストールおよび設定する⽅法を詳しく取り上げていま
す。

1. 2.4項 「ブートおよびインストールメディア」で説明されているように、ブートとインス
トールメディアを準備します。

2. 選択したメディアをブートするように、ターゲットシステムのファームウェアを設定し
ます。正しいブート順序の設定⽅法については、ハードウェアベンダが提供するドキュ
メントを参照してください。

3. 使⽤するインストール⽅法で必要とされるブートパラメータを設定します。それぞれの
⽅法の概要については、2.5項 「インストールの制御」を参照してください。ブートパ
ラメータのリストは、第7章 「ブートパラメータ」に記載されています。

4. 第8章 「インストール⼿順」に説明されている⽅法でインストールを実⾏します。イン
ストールを完了した後は、システムを再起動する必要があります。
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5. オプション: SUSE Linux Enterprise Serverのインストール先であるメディアから直接
ブートするように、システムのブート順序を変更します。システムをインストールメ
ディアからブートした場合、最初のブートパラメータは、インストール済みのシステム
をブートします。

6. パートIV「初期のシステム設定」で説明されているように、初期のシステム設定を実⾏
します。

2.4 ブートおよびインストールメディア
システムをインストールする場合、システムブート⽤のメディアとシステムインストール⽤
のメディアが異なることがあります。ブートとインストールに対してサポートされたメディア
のすべての組み合わせが使⽤されます。最近のハードウェアを使⽤する際には、より新しい
カーネルを使ってインストール環境をブートする必要が⽣じることがあります。詳細について
は、第6章 「リリース時にサポートされていなかったハードウェアへのインストール」を参照
してください。

2.4.1 ブートメディア
コンピュータのブートは、使⽤するハードウェアの機能と、各ブートパラメータに対応する
メディアの可⽤性に依存します。
DVDからのブート

これは、最も⼀般的な可能性のあるシステムのブートです。ほとんどのコンピュータの
ユーザにとって簡単な⽅法ですが、インストール処理中にさまざまな処理を必要としま
す。DVDがない場合は、SUSEホームページからISOイメージを取得し、DVDに書き込み
ます。このDVDには、基本インストール⽤のデータも収録されます。

USBフラッシュドライブからのブート
光ドライブが搭載されていないマシンでは、フラッシュディスクからインストールイ
メージをブートできます。ブート可能なフラッシュディスクを作成するには、 ddコマン
ドを使⽤してデバイスにDVDイメージをコピーする必要があります。フラッシュディス
クはマウントしないでください。マウントすると、そのデバイスのデータがすべて消去
されてしまいます。
root # dd if=PATH_TO_ISO_IMAGE of=USB_STORAGE_DEVICE bs=4M

ISOイメージには、基本インストール⽤のデータも含まれます。
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ネットワークからのブート
コンピュータをネットワークから直接ブートできるのは、コンピュータのファーム
ウェアまたはBIOSによってサポートされている場合に限られます。このブート⽅法
では、必要なブートイメージをネットワーク上に提供するブートサーバが必要です。
実際に使⽤するプロトコルは、使⽤するハードウェアによって異なります。⼀般的に
は、TFTP、DHCP、PXEブートなどのサービスが必要です。詳細については、第15章
「ネットワークブート環境の準備」を参照してください。

2.4.2 インストールメディア
インストールメディアには、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールに必要なすべて
のパッケージとメタ情報が収録されています。これらは、インストールのために起動した後
のインストールシステム⽤に使⽤可能になっている必要があります。SUSE Linux Enterprise
Serverには、インストールメディアをシステムに提供する⽅法がいくつか⽤意されています。
DVDからのインストール

必要なすべてのデータはブートメディアで提供されます。選択したインストールによっ
ては、ネットワーク接続またはアドオンメディアが必要になることがあります。

USBフラッシュドライブからのインストール
必要なすべてのデータはブートメディアで提供されます。選択したインストールによっ
ては、ネットワーク接続またはアドオンメディアが必要になることがあります。

ネットワークからのインストール
複数のシステムをインストールする場合、ネットワークを介してインストールメディア
を提供すると、処理がより簡単になります。NFS、HTTP、FTPやSMBなどの標準的な
プロトコルからのインストールが可能です。このようなインストールの実⾏⽅法の詳細
は、第11章 「リモートインストール」を参照してください。

2.5 インストールの制御
インストールの制御には、複数の⽅法のうちのいずれかを使⽤します。2.4.1項 「ブートメ
ディア」に記載されているオプションのいずれかを使⽤してインストール設定をブートしま
す。異なる制御⽅法の有効化については、7.3.4項 「リモートアクセスの指定」を参照して
ください。それぞれのリモート制御⽅法の使⽤については、第11章 「リモートインストー
ル」を参照してください。
各制御⽅法の簡単な概要を以下に⽰します。
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モニタとキーボードを使⽤したローカル制御
これは、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールで最もよく利⽤されている⽅法
です。事前の準備は最も少なくて済みますが、多くの直接的なやり取りが必要になりま
す。

SSH経由でのリモート制御
SSH経由のテキストモードまたはグラフィカルモードでインストールを制御できます。
グラフィカルインストールでは、X転送を使⽤します。詳細については、11.4項 「SSHを
介したインストールの監視」を参照してください。

シリアルコンソールを使⽤したリモート制御
このインストール⽅法では、SUSE Linux Enterprise Serverのインストール先とするコン
ピュータにヌルモデムケーブルで接続した2台⽬のコンピュータが必要です。インストー
ルはテキストモードで実⾏されます。詳細については、11.5項 「シリアルコンソールを
介したインストールの監視」を参照してください。

VNC経由でのリモート制御
ターゲットマシンに直接アクセスせずにグラフィカルインストールを実⾏したい場合は
この⽅法を使⽤します。詳細については、11.3項 「VNCによるインストールの監視」を
参照してください。

AutoYaSTを使⽤した⾃動制御
同じようなハードウェアを搭載した多くのコンピュータにSUSE Linux Enterprise
Serverをインストールする場合は、AutoYaSTを使⽤したインストールをお勧めします。
この場合は、まず、1つのSUSE Linux Enterprise Serverをインストールし、これを使
⽤して、必要なAutoYaST設定ファイルを作成します。詳細については、『AutoYaST
Guide』を参照してください。

2.6 ブートおよびインストールの問題の対処
SUSE® Linux Enterprise Serverは、広範囲なテストプログラムを経たうえで提供されていま
す。それにもかかわらず、時折、ブートおよびインストール時に問題が発⽣することがありま
す。

2.6.1 ブート時の問題
ブートの問題は、YaSTインストーラをシステムから起動することで防⽌できます。別の症状
には、インストールが完了した後、システムがブートしない場合があります。
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メディアではなく、インストールしたシステムからのブート
正しいブートシーケンスが実⾏されるように、コンピュータのファームウェアまたは
BIOSを変更します。これを⾏うには、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

コンピュータがハングする
カーネル出⼒が表⽰されるようにコンピュータ上のコンソールを変更します。必ず最後
の出⼒をチェックしてください。普通は、 Ctrl ‒ Alt ‒ F10 を押すことでこの操作が可
能です。それでも問題が解決しない場合は、SUSE Linux Enterprise Serverのサポート
スタッフにお問い合わせください。ブート時のシステムメッセージをすべて記録するに
は、 2.5項 「インストールの制御」の説明に従って、シリアル接続を使⽤します。

ブートディスク
ブートディスクは、他のブート設定を⾏うのが困難な場合や最終的なブートメカニズ
ムに関する決定を延期したい場合には、便利な暫定ソリューションです。ブートディス
クの作成の詳細については、『管理ガイド』、第12章「ブートローダGRUB 2」 grub2-
mkrescueを参照してください。

インストール後のウィルス警告
BIOSによっては、GRUB 2のインストール後に、ブートセクタ(MBR)の構造をチェックし
て誤ったウイルス警告を表⽰するものがあります。この問題を解決するには、BIOSに⼊
り、該当する設定を⾒つけ出します。たとえば、virus protectionをオフにします。この
オプションは、後でオンに戻すことができます。ただし、使⽤している唯⼀のオペレー
ティングシステムがLinuxである場合は、上記の作業は不要です。

2.6.2 インストール時の問題
インストール中に予期しない問題が発⽣した場合、問題の原因を判断するには、情報が必要
です。次の指⽰を参考にして、トラブルシュートしてください。
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さまざまなコンソール上の出⼒をチェックします。コンソールを切り替えるに
は、 Ctrl ‒ Alt ‒ Fn の組み合わせを使⽤します。たとえば、各種のコマンドを実⾏する
シェルを取得するには Ctrl ‒ Alt ‒ F2 を押します。
「セーフ設定」によるインストールの開始を試してください(インストール画⾯
で F5 キーを押し、セーフ設定を選択)。この状況で、インストール処理で問題が発⽣し
ない場合は、 ACPI または APIC のどちらかに、エラーとなる原因である⾮互換性があ
ります。場合によっては、BIOSまたはファームウェアのアップデートが問題を解決しま
す。
コマンド dmesg -Tを⼊⼒して、インストールシステムでコンソールに表⽰されるシス
テムメッセージを確認します。

2.6.3 ブートDVDへのブートソースのリダイレクト
インストールプロセスを簡素化し、誤ったインストールを防⽌できるように、SUSE Linux
Enterprise ServerのインストールDVDのデフォルト設定では、システムが1番⽬のハードディ
スクからブートするようになっています。通常は、この時点で、インストールされたブート
ローダによってシステムの制御が引き継がれます。したがって、ブートDVDを、インストール
時にドライブに挿⼊したままにする必要があります。インストール処理を開始するには、メ
ディアのブートメニューから、インストール処理の選択肢のいずれかを選択してください。

12 ブートDVDへのブートソースのリダイレクト SLES 15



3 ARM AArch64でのインストール
この章では、ARM AArch64搭載コンピュータにSUSE Linux Enterprise Serverをイ
ンストールする準備作業で必要なステップについて説明します。さらに、さまざま
なインストール⽅法に対応するために必要な⼿順を紹介します。ハードウェア要件
の⼀覧では、SUSE Linux Enterprise Serverでサポートされているシステムの概要
を⽰します。使⽤可能なインストール⽅法と既知の問題についても説明していま
す。さらに、インストール処理を制御する⽅法、インストール⽤のメディアを提供
する⽅法、および標準のブート⽅法の概要についても説明されています。

3.1 ハードウェア要件
SUSE® Linux Enterprise Serverオペレーティングシステムは、多彩なハードウェア上に展開で
きます。SUSE Linux Enterprise Serverがサポートするハードウェアのさまざまな組み合わせ
をすべて取り上げることは困難です。ここでは、計画段階で役⽴つガイド情報を提供するため
に、最⼩要件について説明します。
所定のコンピュータ設定が機能することを確認する場合は、どのプラットフォームがSUSEで
認定されているかを把握しておきます。https://www.suse.com/yessearch/ でリストを⾒つ
けます。
CPU

少なくとも、ARM Cortex-A53やCortex-A57など、ARMv8-A命令セットアーキテクチャ
(ISA)をサポートするCPUが必要です。使⽤可能なARMv8-Aプロセッサのリストについて
は、https://www.arm.com/products/processors/cortex-a/ を参照してください。
現在のところ、ARMv8-R (リアルタイム)およびARMv8-M (マイクロコントローラ) ISAを
備えたCPUはサポートされていません。

CPUの最⼤数
ソフトウェア設計がサポートするCPUの最⼤数は、256です。このような⼤規模なシ
ステムを使⽤する場合は、ハードウェアシステムの動作保証に関する弊社のWebペー
ジhttps://www.suse.com/yessearch/ で、サポート対象のデバイスを確認してくださ
い。

メモリ要件
最⼩限のインストールで、少なくとも1GBのメモリが必要です。ただし、マルチプロ
セッサコンピュータの場合の最⼩推奨要件は、1024MBまたは512MB(CPUあたり)で
す。HTTPまたはFTPを介したリモートインストールの場合、さらに150MB必要です。こ
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れらの値は、オペレーティングシステムのインストールのみを対象にした値であること
に注意してください。実際の実動システムで必要なメモリは、システムのワークロード
によって異なります。

ハードディスクの要件
ディスク要件は、選択したインストール処理とコンピュータの使⽤⽅法に⼤きく依存し
ます。選択肢ごとの最⼩要件は、次のとおりです。
システム ハードディスクの要件
最⼩システム 800MB〜1GB
X Windowの最⼩システム 1.4GB
GNOMEデスクトップ 3.5GB
すべてのパターン 8.5GB
仮想化でのスナップショットの使⽤ 最⼩ 8GB

ブート⽅法
コンピュータは、CDまたはネットワークからブートすることができます。ネットワー
ク上でブートするには、特殊なブートサーバが必要です。このサーバは、SUSE Linux
Enterprise Serverで設定できます。

3.2 インストールの考慮事項
このセクションでは、ARM AArch64搭載コンピュータにSUSE Linux Enterprise Serverをイン
ストールする前に考慮することが必要な多くの要因を取り上げます。

3.2.1 ハードウェアまたは仮想マシンでのインストール
SUSE Linux Enterprise Serverは、独⽴したオペレーティングシステムとしてインストールす
ることが普通です。仮想化により、同じハードウェア上でSUSE Linux Enterprise Serverの複
数のインスタンスを実⾏することもできます。しかし、VM Host Serverのインストールは、ア
プリケーションパッケージの標準的なインストールと同じ⽅法で実⾏できます。仮想ゲストの
インストールについては、『Virtualization Guide』、第9章「Guest Installation」を参照して
ください。
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3.2.2 インストールターゲット
インストールの多くは、ローカルのハードディスクに⾏われます。そのため、インストールシ
ステムでハードディスクコントローラが使⽤できるようにする必要があります。特別なコント
ローラ(RAIDコントローラなど)で他のカーネルモジュールが必要な場合は、カーネルモジュー
ルのアップデートディスクをインストールシステムに提供してください。
このほか、オペレーティングシステムの実⾏に⼗分なディスクの容量と速度を提供する各種の
ブロックデバイスもインストールターゲットになります。これには、 iSCSIまたは SANのよ
うなネットワークブロックデバイスなどがあります。標準のUNIXパーミッションを提供する
ネットワークファイルシステム上にインストールすることもできます。ただし、これらのネッ
トワークファイルシステムは、実際のシステムを起動する前に initramfsでサポートされる
必要があるため、これらのシステムをブートするときに問題が発⽣する可能性があります。
ネットワークファイルシステムへのインストールは、異なる場所で同⼀のシステムを起動す
る必要がある場合、または、ドメインの移⾏のような仮想化機能を使⽤する必要がある場合
に便利です。

3.3 インストール⼿順
このセクションでは、必要とするモードでSUSE® Linux Enterprise Serverのインストールを
完了するために必要なステップの概要について説明します。パートII「インストール⼿順」で
は、YaSTを使⽤してシステムをインストールおよび設定する⽅法を詳しく取り上げていま
す。

1. 2.4項 「ブートおよびインストールメディア」で説明されているように、ブートとインス
トールメディアを準備します。

2. 選択したメディアをブートするように、ターゲットシステムのファームウェアを設定し
ます。正しいブート順序の設定⽅法については、ハードウェアベンダが提供するドキュ
メントを参照してください。

3. 使⽤するインストール⽅法で必要とされるブートパラメータを設定します。それぞれの
⽅法の概要については、3.5項 「インストールの制御」を参照してください。ブートパ
ラメータのリストは、第7章 「ブートパラメータ」に記載されています。

4. 第8章 「インストール⼿順」に説明されている⽅法でインストールを実⾏します。イン
ストールを完了した後は、システムを再起動する必要があります。
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5. オプション: SUSE Linux Enterprise Serverのインストール先であるメディアから直接
ブートするように、システムのブート順序を変更します。システムをインストールメ
ディアからブートした場合、最初のブートパラメータは、インストール済みのシステム
をブートします。

6. パートIV「初期のシステム設定」で説明されているように、初期のシステム設定を実⾏
します。

3.4 ブートおよびインストールメディア
システムをインストールする場合、システムブート⽤のメディアとシステムインストール⽤
のメディアが異なることがあります。ブートとインストールに対してサポートされたメディア
のすべての組み合わせが使⽤されます。最近のハードウェアを使⽤する際には、より新しい
カーネルを使ってインストール環境をブートする必要が⽣じることがあります。詳細について
は、第6章 「リリース時にサポートされていなかったハードウェアへのインストール」を参照
してください。

3.4.1 ブートメディア
コンピュータのブートは、使⽤するハードウェアの機能と、各ブートパラメータに対応する
メディアの可⽤性に依存します。
DVDからのブート

これは、最も⼀般的な可能性のあるシステムのブートです。ほとんどのコンピュータの
ユーザにとって簡単な⽅法ですが、インストール処理中にさまざまな処理を必要としま
す。DVDがない場合は、SUSEホームページからISOイメージを取得し、DVDに書き込み
ます。このDVDには、基本インストール⽤のデータも収録されます。

USBフラッシュドライブからのブート
光ドライブが搭載されていないマシンでは、フラッシュディスクからインストールイ
メージをブートできます。ブート可能なフラッシュディスクを作成するには、 ddコマン
ドを使⽤してデバイスにDVDイメージをコピーする必要があります。フラッシュディス
クはマウントしないでください。マウントすると、そのデバイスのデータがすべて消去
されてしまいます。
root # dd if=PATH_TO_ISO_IMAGE of=USB_STORAGE_DEVICE bs=4M

ISOイメージには、基本インストール⽤のデータも含まれます。
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ネットワークからのブート
コンピュータをネットワークから直接ブートできるのは、コンピュータのファーム
ウェアまたはBIOSによってサポートされている場合に限られます。このブート⽅法
では、必要なブートイメージをネットワーク上に提供するブートサーバが必要です。
実際に使⽤するプロトコルは、使⽤するハードウェアによって異なります。⼀般的に
は、TFTP、DHCP、PXEブートなどのサービスが必要です。詳細については、第15章
「ネットワークブート環境の準備」を参照してください。

3.4.2 インストールメディア
インストールメディアには、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールに必要なすべて
のパッケージとメタ情報が収録されています。これらは、インストールのために起動した後
のインストールシステム⽤に使⽤可能になっている必要があります。SUSE Linux Enterprise
Serverには、インストールメディアをシステムに提供する⽅法がいくつか⽤意されています。
DVDからのインストール

必要なすべてのデータはブートメディアで提供されます。選択したインストールによっ
ては、ネットワーク接続またはアドオンメディアが必要になることがあります。

USBフラッシュドライブからのインストール
必要なすべてのデータはブートメディアで提供されます。選択したインストールによっ
ては、ネットワーク接続またはアドオンメディアが必要になることがあります。

ネットワークからのインストール
複数のシステムをインストールする場合、ネットワークを介してインストールメディア
を提供すると、処理がより簡単になります。NFS、HTTP、FTPやSMBなどの標準的な
プロトコルからのインストールが可能です。このようなインストールの実⾏⽅法の詳細
は、第11章 「リモートインストール」を参照してください。

3.5 インストールの制御
インストールの制御には、複数の⽅法のうちのいずれかを使⽤します。2.4.1項 「ブートメ
ディア」に記載されているオプションのいずれかを使⽤してインストール設定をブートしま
す。異なる制御⽅法の有効化については、7.3.4項 「リモートアクセスの指定」を参照して
ください。それぞれのリモート制御⽅法の使⽤については、第11章 「リモートインストー
ル」を参照してください。
各制御⽅法の簡単な概要を以下に⽰します。
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モニタとキーボードを使⽤したローカル制御
これは、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールで最もよく利⽤されている⽅法
です。事前の準備は最も少なくて済みますが、多くの直接的なやり取りが必要になりま
す。

SSH経由でのリモート制御
SSH経由のテキストモードまたはグラフィカルモードでインストールを制御できます。
グラフィカルインストールでは、X転送を使⽤します。詳細については、11.4項 「SSHを
介したインストールの監視」を参照してください。

シリアルコンソールを使⽤したリモート制御
このインストール⽅法では、SUSE Linux Enterprise Serverのインストール先とするコン
ピュータにヌルモデムケーブルで接続した2台⽬のコンピュータが必要です。インストー
ルはテキストモードで実⾏されます。詳細については、11.5項 「シリアルコンソールを
介したインストールの監視」を参照してください。

VNC経由でのリモート制御
ターゲットマシンに直接アクセスせずにグラフィカルインストールを実⾏したい場合は
この⽅法を使⽤します。詳細については、11.3項 「VNCによるインストールの監視」を
参照してください。

AutoYaSTを使⽤した⾃動制御
同じようなハードウェアを搭載した多くのコンピュータにSUSE Linux Enterprise
Serverをインストールする場合は、AutoYaSTを使⽤したインストールをお勧めします。
この場合は、まず、1つのSUSE Linux Enterprise Serverをインストールし、これを使
⽤して、必要なAutoYaST設定ファイルを作成します。詳細については、『AutoYaST
Guide』を参照してください。

3.6 ブートおよびインストールの問題の対処
SUSE® Linux Enterprise Serverは、広範囲なテストプログラムを経たうえで提供されていま
す。それにもかかわらず、時折、ブートおよびインストール時に問題が発⽣することがありま
す。

3.6.1 ブート時の問題
ブートの問題は、YaSTインストーラをシステムから起動することで防⽌できます。別の症状
には、インストールが完了した後、システムがブートしない場合があります。
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メディアではなく、インストールしたシステムからのブート
正しいブートシーケンスが実⾏されるように、コンピュータのファームウェアを変更し
ます。これを⾏うには、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

コンピュータがハングする
カーネル出⼒が表⽰されるようにコンピュータ上のコンソールを変更します。必ず最後
の出⼒をチェックしてください。普通は、 Ctrl ‒ Alt ‒ F10 を押すことでこの操作が可
能です。それでも問題が解決しない場合は、SUSE Linux Enterprise Serverのサポート
スタッフにお問い合わせください。ブート時のシステムメッセージをすべて記録するに
は、2.5項 「インストールの制御」の説明に従って、シリアル接続を使⽤します。

ブートディスク
ブートディスクは、他のブート設定を⾏うのが困難な場合や最終的なブートメカニズ
ムに関する決定を延期したい場合には、便利な暫定ソリューションです。ブートディス
クの作成の詳細については、『管理ガイド』、第12章「ブートローダGRUB 2」 grub2-
mkrescueを参照してください。

3.6.2 インストール時の問題
インストール中に予期しない問題が発⽣した場合、問題の原因を判断するには、情報が必要
です。次の指⽰を参考にして、トラブルシュートしてください。

さまざまなコンソール上の出⼒をチェックします。コンソールを切り替えるに
は、 Ctrl ‒ Alt ‒ Fn の組み合わせを使⽤します。たとえば、各種のコマンドを実⾏する
シェルを取得するには Ctrl ‒ Alt ‒ F2 を押します。
「セーフ設定」によるインストールの開始を試してください(インストール画⾯
で F5 キーを押し、セーフ設定を選択)。この状況で、インストール処理で問題が発⽣し
ない場合は、 ACPIまたは APICのどちらかに、エラーとなる原因である⾮互換性があり
ます。場合によっては、ファームウェアのアップデートにより問題が解決されます。
コマンド dmesg -Tを⼊⼒して、インストールシステムでコンソールに表⽰されるシス
テムメッセージを確認します。

3.6.3 ブートDVDへのブートソースのリダイレクト
インストールプロセスを簡素化し、誤ったインストールを防⽌できるように、SUSE Linux
Enterprise ServerのインストールDVDのデフォルト設定では、システムが1番⽬のハードディ
スクからブートするようになっています。通常は、この時点で、インストールされたブート

19 インストール時の問題 SLES 15



ローダによってシステムの制御が引き継がれます。したがって、ブートDVDを、インストール
時にドライブに挿⼊したままにする必要があります。インストール処理を開始するには、メ
ディアのブートメニューから、インストール処理の選択肢のいずれかを選択してください。
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4 IBM POWERへのインストール
この章では、IBM POWERシステムにSUSE® Linux Enterprise Serverをインストー
ルするための⼿順について説明します。

4.1 ハードウェア要件
標準のインストールでは、512 MB以上のRAMが必要です。GNOMEデスクトップでの標準シス
テムのインストールには、最低でも3.5GBの空きハードディスク領域が必要です。完全なイン
ストールには、約8.5GBのディスク領域が必要になります。
SUSE® Linux Enterprise Serverオペレーティングシステムは、IBM POWERサーバで動作する
ことができます。ただし、ここでは、計画段階で役⽴つガイドを提供するため、最⼩要件を⽰
します。
所定のコンピュータ構成が機能するかどうかを確認する場合は、SUSEが認定したハー
ドウェアのデータベースを調べます。認定ハードウェアのリストについては、http://
www.suse.com/yessearch/Search.jsp を参照してください。
SUSE Linux Enterprise Serverでは、以下に挙げられていないIBM POWERシステムも別途サ
ポートしていることがあります。最新の情報については、http://www.ibm.com/support/
knowledgecenter/linuxonibm/liaam/liaamdistros.htm からLinuxのIBM情報センターを参
照してください。
IBM FixCentralで最新のファームウェアを参照してください(http://www.ibm.com/support/
fixcentral/ )。製品グループパネルからお使いのシステムを選択します。追加ソフトウェア
は、IBM PowerLinux Tools Repositoryから⼊⼿できます。IBM Tools Repositoryは、Yum
Repositoryとも呼ばれています。IBM PowerLinux Tools Repositoryの使⽤⽅法の詳細につい
ては、https://ibm.biz/Bdxn3N を参照してください。
PowerKVMに対応したすべてのPOWERサーバがサポートされています。

8247-21L (IBM Power® System S120L)
8247-22L (IBM Power System S220L)
8284-22A (IBM Power System S2200)
8286-41A (IBM Power System S1400)
8286-42A (IBM Power System S2400)
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4.2 準備
このセクションでは、SUSE Linux Enterprise Serverを実際にインストールする前に実⾏する
必要がある準備⼿順について説明します。インストール⼿順は、使⽤されているシステムに
よって異なります。次の⽅法がサポートされています。

IBM PowerKVMを備えたサーバへのKimchiによるインストール
IBM PowerKVMを備えたサーバへのvirt-installによるインストール
IVMを使⽤したパーティションでのインストール
オープンなPower抽象化レイヤのないサーバへのインストール

複数のシステムまたはパーティションにSUSE® Linux Enterprise Serverをインストールする必
要がある場合は、ネットワークインストールソースの作成をお勧めします。同じソースを、複
数のパーティションまたはシステム上での同時インストールに使⽤することもできます。ネッ
トワークインストールソースの設定については、14.1項 「YaSTを使ったインストールサーバ
のセットアップ」で説明されています。

4.2.1 IBM PowerKVMを備えたサーバへのKimchiによるインストール
このセクションでは、PowerKVMを備えたIBM PowerLinuxシステムにインストールするため
の準備作業について説明します。Kimchi Webインタフェースを使⽤してISOイメージからイ
ンストールする⽅法を取り上げます。Kimchiは、IBM PowerKVMを管理するためのツールで
す。
このセクションでは、IBM PowerLinuxサーバ上でPowerKVMを実⾏していることを前提と
します。PowerKVMを事前にインストールしていなかった場合は、PowerKVMのインストー
ルと設定について、http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/linuxonibm/liabp/
liabpkickoff.htm の「Configuring IBM PowerKVM on Power Systems」を参照してくださ
い。

4.2.1.1 KimchiによるSUSE Linux Enterprise Serverテンプレートの作成
テンプレートは、PowerKVMゲストのインストールソースです。テンプレートを作成するか、
既存のテンプレートを編集するか、テンプレートをクローニングすることができます。既存の
ゲストからテンプレートをクローニングするには、そのゲストを無効にする必要があります。
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⼿順 4.1: KIMCHIによるテンプレートの作成
1. Webブラウザで、PowerKVMを実⾏しているPowerLinuxサーバのURLを⼊⼒します。た

とえば、 https://POWERLINUX_IP:8001とします( POWERLINUX_IPを実際のシステムの
IPアドレスに置き換えてください)。

2. テンプレートタブをクリックしてテンプレートページを有効にします。
3. 緑⾊のプラス記号(+)をクリックしてSUSE Linux Enterprise Serverテンプレートを作成

します。
4. Add Template (テンプレートの追加)ダイアログで、次のオプションのいずれかを選択し

ます。
ローカルISOイメージ

システムで使⽤可能なインストールISOイメージのストレージプールをスキャンす
る場合に選択します。

Local Image File (ローカルイメージファイル)
ローカルイメージファイルへのパスを指定する場合に選択します。

Remote ISO file (リモートISOファイル)
インストールISOイメージのリモートの場所を指定する場合に選択します。

5. ゲストの作成に使⽤するISOファイルを選択し、Create Templates from Selected ISO
(選択したISOからテンプレートを作成)をクリックします。

6. 新規に作成したテンプレートを設定するには、Actions (アクション) 編集の順にクリッ
クし、実際のワークロードでの要求に従ってデフォルト値を変更します。
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詳細については、http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/linuxonibm/liabp/
liabpkimchitemplate.htm の「Setting up a template using Kimchi」を参照してくださ
い。

4.2.1.2 Kimchiによる、ゲストとしてのSUSE Linux Enterprise Serverのインストール
1. Webブラウザで、PowerKVMを実⾏しているPowerLinuxサーバのURLを⼊⼒します。た

とえば、 https://POWERLINUX_IP:8001とします( POWERLINUX_IPを実際のシステムの
URLに置き換えてください)。

2. Guests (ゲスト)タブをクリックしてGuests (ゲスト)ページを有効にします。
3. 緑⾊のプラス記号(+)をクリックしてSUSE Linux Enterprise Serverゲストを作成しま

す。
4. SUSE Linux Enterprise Serverゲストの仮想マシン名をVirtual Machine Name (仮想マシ

ン名)に⼊⼒します。
4.2.1.1項 「KimchiによるSUSE Linux Enterprise Serverテンプレートの作成」で作成し
たSUSE Linux Enterprise Serverテンプレートを選択してCreate (作成)をクリックしま
す。

5. ゲストを作成したら、そのゲストを起動することができます。このSUSE Linux
Enterprise Serverゲストを起動するには、⾚⾊の電源ボタンをクリックします。また
は、アクション 開始の順に選択します。
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6. Action (アクション) Connect (接続)の順にクリックし、11.3.2項 「インストールプロ
グラムへの接続」の説明に従ってVNCビューアをインストールプロセスに接続します。

ヒント: 複数のゲストの作成
同じ種類の複数のゲストを作成するには、既存のゲストのアクションメニューからク
ローンを選択します。

これにより、第8章 「インストール⼿順」で説明している⽅法で、VNCからデフォルトのイン
ストールを続⾏できます。

4.2.2  IBM PowerKVMを備えたサーバへのvirt-installによる
インストール
Kimchiでのインストールの代わりに、IBM PowerKVMを備えたサーバでは、 virt-installコ
マンドラインツールを使⽤してインストールできます。これは、IBM PowerLinux Server
システムで複数の仮想マシンをインストールする必要がある場合は特に便利です。 virt-
installを使⽤すると多彩なインストールシナリオが実現します。以下では、VNCブートおよ
びPXEブートによるリモートインストールのシナリオを取り上げます。 virt-installの詳細
については、『Virtualization Guide』、第9章「Guest Installation」、9.2項「Installing from
the Command Line with virt-install」を参照してください。
11.2.2項 「VNC経由でのネットワークからのインストール」の説明に従って、インストール
ソースを格納したリポジトリおよびPXEブートを有効にしたターゲットシステムを⽤意しま
す。
コマンドラインで次のようなコマンドを⼊⼒します(実際のニーズと使⽤しているハードウェ
アに適合するように各オプションを調整します)。
virt-install --name server_sle12 --memory 4096 --vcpus=2 --pxe \
--graphics vnc --os-variant sles11 \
--disk pool=default,size=3000,format=qcow2,allocation=1G,bus=virtio \
-w mac=MAC_ADDRESS,model=spapr-vlan

このコマンドでは、VNCグラフィックを使⽤し、グラフィッククライアントを⾃動的に起動し
ます。第8章 「インストール⼿順」で説明している⽅法でインストールを完了します。
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4.2.3  IVMを使⽤したパーティションでのインストール
このガイドでは、Integrated Virtualization Manager (IVM) Webインタフェースを使⽤し
て、Power SystemsサーバのパーティションにSUSE Linux Enterprise Serverをインストール
する⽅法について説明します。インストールを開始する前に、次の要件を満たしていることを
確認してください。

Linux on Power System の電源がオンになっていること
仮想I/Oサーバがインストールされていること
IVMが初期設定済みであること

⼿順 4.2: IVM WEBインタフェースにログインします。
1. Webブラウザウィンドウを開き、HTTPプロトコルまたはHTTPSプロトコルを使⽤し

て、インストールプロセスでIVMに割り当てたIPアドレス(https:// IP_ADDRESSなど)に
接続します。［ようこそ］ウィンドウが表⽰されます。

2. ユーザ padminとしてログインし、インストールプロセスで定義したパスワードを⼊⼒
します。IVMインタフェースが表⽰されます。

3. View/Modify Virtual Ethernet (仮想イーサネットの表⽰/変更)を選択します。
4. Initialize Virtual Ethernet (仮想イーサネットの初期化)をクリックして、パーティション

間のイーサネット接続を有効にします。
5. 仮想イーサネットが初期化されたら、適⽤をクリックします。
6. インストール環境で外部ネットワークが必要な場合は、仮想イーサネットブリッジを作

成します。
a. Virtual Ethernet Bridge (仮想イーサネットブリッジ)タブを選択します。
b. ブリッジの物理アダプタを選択し、適⽤をクリックして続⾏します。

次の⼿順に従って、パーティションを作成します。
⼿順 4.3: パーティションの作成

1. IVM Webインタフェースで、View/Modify Partition (パーティションの表⽰/変
更) Create Partition (パーティションの作成)の順にクリックします。

2. パーティションの名前を⼊⼒します。次のステップに進むには、次へをクリックしま
す。後続のステップでも同様に実⾏します。
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3. パーティションのメモリを指定します。共有メモリプールを作成している場合は、パー
ティションでメモリを共有できます。作成していない場合は、Dedicated (専⽤)を選択
します。

4. プロセッサの数とパーティションの処理モードを指定します。
5. パーティション⽤の仮想イーサネットを指定します。アダプタを設定しない場合は、仮

想イーサネットに対してなしを選択します。
6. 新しい仮想ディスクを作成するか、現在パーティションに割り当てられていない既存の

仮想ディスクと物理ボリュームを割り当てます。
7. ディスクのVirtual disk name (仮想ディスク名)とStorage pool name (ストレージプール

名)を確認し、Virtual disk size (仮想ディスクサイズ)を指定します。
8. Physical Optical Devices (物理光デバイス)とVirtual Optical Devices (仮想光デバイ

ス)を展開してパーティション⽤の光デバイスを設定し、パーティションに割り当てるデ
バイスを選択します。

9. パーティションの設定を確認したら、完了をクリックします。パーティションが作成さ
れ、View/Modify Partition (パーティションの表⽰/変更)リストから選択できるようにな
ります。

作成したパーティションを有効にします。
⼿順 4.4: パーティションの有効化

1. IVM WebインタフェースでView/Modify Partition (パーティションの表⽰/変更)をクリッ
クして、有効化するパーティションの横のボックスを選択します。

2. More Tasks (その他のタスク)を選択します。
3. Open a terminal window (ターミナルウィンドウを開く)を選択します。
4. パーティションの横にある有効化をクリックします。
5. ターミナルウィンドウで 1 を⼊⼒して、システム管理サービス(SMS)を起動します。

これでマシンが設定されたため、インストール環境をブートすることができます。
⼿順 4.5: LINUXインストールのブート

1. Boot selection (ブート選択)ウィンドウで 1 を⼊⼒して、SMS Menu (SMSメニュー)を
選択します。ファームウェアのブート画⾯が完全に表⽰される前に 1 を⼊⼒します。
ブート画⾯は、完全に表⽰された後で消えてしまうからです。この画⾯に気付かなかっ
た場合は、システムを再起動します。
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2. ここで、仮想I/Oサーバ(VIOS)メディアディスクをディスクドライブに挿⼊します。
3. 2 を⼊⼒して、Language selection (⾔語選択)メニューのパスワード⼊⼒に進みます。

管理者IDのパスワードを⼊⼒します。
4. メインSMSメニューで 5 を⼊⼒して、Select Boot Options (ブートオプションの選

択)を選択します。
5. 1 を⼊⼒して、Install/Boot Device (デバイスのインストール/ブート)を選択します。
6. 7 を⼊⼒して、使⽤可能なすべてのブートデバイスを表⽰します。
7. 使⽤したいデバイスに対応する数値を⼊⼒します。デバイスが⼀覧表⽰されていない場

合は、 N を⼊⼒してその他のデバイスも表⽰します。
8. 2 を⼊⼒して、Normal Mode Boot (通常モードのブート)を実⾏します。
9. 1 を⼊⼒してSMSメニューを閉じ、ブートプロセスを開始します。

10. インストーラのブートプロンプトで、次のように⼊⼒します。
install vnc=1
vncpassword=VNC_PASSWORD

VNC_PASSWORDをお気に⼊りのパスワード(最低8⽂字)に置き換えてから Enter を押し
て、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールを開始します。カーネルがロードを
開始します。

カーネルがロードを開始した後、インストーラでは、VNCセッションを設定するための情報を
システムから取得する必要が⽣じます。VNCを使⽤するには、有効なTCP/IPスタックが必要で
す。DHCPを使⽤するか、インストーラの指⽰に従ってネットワーキング情報を⼿動で定義し
ます。
⼿順 4.6: VNCセッションを開始します。

1. ネットワークデバイスウィンドウで、ネットワークデバイスとしてeth0 (eth0)を選択し
ます。OKを選択して Enter を押します。

2. インストールメディアをテストします。または、Skip (スキップ)を選択して、テストな
しで続⾏します。

3. システムでVNCサーバが起動された後は、VNCクライアントの接続を求めるメッセージ
と、それに続いてIPアドレスが表⽰されます。このIPアドレスを記録しておいてくださ
い。
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4. ラップトップまたはPCでVNCクライアントを起動します。前のステップのIPアドレス
と、それに続いて :1を⼊⼒します(たとえば、192.168.2.103:1)。

5. 第8章 「インストール⼿順」で説明している⽅法でインストールを完了します。

4.2.4  オープンなPower抽象化レイヤのないサーバへのインストール
この情報に基づいて、シリアルコンソールを使⽤したり、Power Systemsサーバのモニタと
キーボードを使⽤したりしてLinuxをインストールできます。このインストールは、ブートの
準備ができた⾮管理対象(スタンドアロン)システムを想定しています。

1. Power On/Off System (システムの電源オン/オフ)メニューからPower On (電源オン)を
選択して、システムの電源を⼊れます。コンソールを使⽤し続けるかどうかを尋ねられ
たら、 0 を⼊⼒して使⽤を継続します。

2. SUSE Linux Enterprise Serverインストールメディアをディスクドライブに挿⼊します。
3. Select Language (⾔語の選択)ウィンドウで 2 を⼊⼒して、ブートに進みます。
4. 1 を⼊⼒して、使⽤許諾契約書の条項を受け⼊れます。
5. Boot selection (ブート選択)ウィンドウで 1 を⼊⼒して、SMS Menu (SMSメニュー)を

選択します。ファームウェアのブート画⾯が完全に表⽰される前に 1 を⼊⼒します。
ブート画⾯は、完全に表⽰された後で消えてしまうからです。この画⾯に気付かなかっ
た場合は、システムを再起動します。

6. 2 を⼊⼒して、Language selection (⾔語選択)メニューのパスワード⼊⼒に進みます。
管理者IDのパスワードを⼊⼒します。

7. メインSMSメニューで 5 を⼊⼒して、Select Boot Options (ブートオプションの選
択)を選択します。

8. 7 を⼊⼒して、使⽤可能なすべてのブートデバイスを表⽰します。
9. 使⽤したいデバイスに対応する数値を⼊⼒します。デバイスが⼀覧表⽰されていない場

合は、 N を⼊⼒してその他のデバイスも表⽰します。
10. 2 を⼊⼒して、Normal Mode Boot (通常モードのブート)を実⾏します。
11. 1 を⼊⼒してSMSメニューを閉じ、ブートプロセスを開始します。
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12. インストーラのブートプロンプトで、次のように⼊⼒します。
install vnc=1
vncpassword=VNC_PASSWORD

VNC_PASSWORDをお気に⼊りのパスワード(最低8⽂字)に置き換えてから Enter を押し
て、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールを開始します。カーネルがロードを
開始します。

カーネルがロードを開始した後、インストーラでは、VNCセッションを設定するための情報を
システムから取得する必要が⽣じます。VNCを使⽤するには、有効なTCP/IPスタックが必要で
す。DHCPを使⽤するか、インストーラの指⽰に従ってネットワーキング情報を⼿動で定義し
ます。
⼿順 4.7: VNCセッションを開始します。

1. ネットワークデバイスウィンドウで、ネットワークデバイスとしてeth0 (eth0)を選択し
ます。OKを選択して Enter を押します。

2. インストールメディアをテストします。または、Skip (スキップ)を選択して、テストな
しで続⾏します。

3. システムでVNCサーバが起動された後は、VNCクライアントの接続を求めるメッセージ
と、それに続いてIPアドレスが表⽰されます。このIPアドレスを記録しておいてくださ
い。

4. ラップトップまたはPCでVNCクライアントを起動します。前のステップのIPアドレス
と、それに続いて :1を⼊⼒します(たとえば、192.168.2.103:1)。

5. 第8章 「インストール⼿順」で説明している⽅法でインストールを完了します。

4.3 その他の情報
IBM PowerLinuxの詳細情報は、SUSEおよびIBMが提供しています。

SUSEサポートナレッジベース(https://www.suse.com/support/kb/ )は、お客様によ
る問題解決を援助する効果的なヘルプツールです。SUSE Linux Enterprise Serverのナ
レッジベースで、POWERやPowerKVMなどのキーワードを使⽤して検索します。
セキュリティ警告については、https://www.suse.com/support/security/ を参照して
ください。SUSEは、誰もが参加できる2つのセキュリティ関連メーリングリストも管理
しています。

30 その他の情報 SLES 15

https://www.suse.com/support/kb/
https://www.suse.com/support/security/


suse-security  ‐ LinuxおよびSUSEに関するセキュリティの⼀般的な意⾒交換が
⾏われています。このリストには、SUSE Linux Enterprise Serverに関するすべて
のセキュリティ警告が送信されます。
suse-security-announce  ‐ セキュリティ警告に特化されたSUSEメーリングリス
トです。

ハードウェアエラーが発⽣した場合は、コントロールパネルにコードが表⽰されていな
いかどうかを確認します。表⽰されているコードについて、IBM Power Systemsハード
ウェア情報センター(https://ibm.biz/Bdxn3T )で検索することができます。
トラブルシューティングのヒントについては、情報センター(https://ibm.biz/Bdxn35 )
のIBM PowerLinux FAQを参照してください。
linuxppc-devのメーリングリストに参加するには、http://lists.ozlabs.org/listinfo/
linuxppc-dev/ の形式を使⽤して登録します。
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5 IBM Zでのインストール
この章では、IBM Z上でSUSE® Linux Enterprise Serverのインストールを準備する
際の⼿順について説明します。LPARおよびz/VMの側でインストールを準備する際
に必要な情報をすべて⽰します。

5.1 システム要件
このセクションでは、SUSE Linux Enterprise ServerがサポートするIBM Z向けハードウェア
のリストを⽰します。次に、ユーザのIBM Zシステムで使⽤されるMicroCode (MCL)のレベル
について説明します。これは、インストールを⾏ううえで⾮常に重要なことです。このセク
ションの末尾では、インストールする追加ソフトウェアとインストールに使⽤する追加ソフ
トウェアについて説明します。

5.1.1 ハードウェア
SUSE Linux Enterprise Serverは、以下の各プラットフォームで正常に動作します。

IBM zEnterprise System z196(2817)
IBM zEnterprise System z114(2818)
IBM zEnterprise EC12(zEC12)(2827)
IBM zEnterprise BC12(zBC12)(2828)
IBM z Systems z13 (2964)
IBM z Systems z13s(2965)
IBM LinuxONE Emperor(2964)
IBM LinuxONE Rockhopper(2965)

5.1.1.1 メモリ要件
インストール⽅法が異なれば、インストール時のメモリ要件も異なります。インストールの完
了後に、システム管理者はメモリを必要なサイズに減らすことができます。SUSEによる推奨
要件は次のとおりです。
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1GB z/VMの下でインストールする場合
1GB LPARの下でインストールする場合
1GB KVM下でインストールする場合

注記: リモートインストールソースのメモリ要件
NFS、FTP、またはSMBインストールソースからインストールする場合、あるいはVNC
が使⽤されるたびに、最⼩512MBのメモリが必要です。この要件を満たさないと、イン
ストールが失敗しがちです。また、メモリ要件は、z/VMゲストに可視的なデバイス数
や、LPARイメージに影響を受けることに留意してください。アクセス可能なデバイス
が数百あるインストールの場合は、さらに多くのメモリを要することがあります。

5.1.1.2 必要なディスク容量
ディスク要件は、インストール処理に⼤きく依存します。⼀般的に、システムが適切に動作す
るために、インストールソフトウェア⾃⾝が必要とする以上のディスク領域が必要です。選択
肢ごとの最⼩要件は、次のとおりです。
800MB 最⼩インストール
1.4 GB 最⼩インストール+基本システム
2.6 GB デフォルトのインストール
3.6 GB+ 推奨(グラフィックデスクトップ、開発パッ

ケージ、javaの場合)

5.1.1.3 ネットワーク接続
SUSE Linux Enterprise Serverシステムと通信するには、ネットワーク接続が必要です。次の
ような1つ以上の接続またはネットワークカードを使⽤できます。

OSA Express Ethernet (Fast EthernetおよびGigabit Ethernetを含む)
HiperSocketまたはゲストLAN
10GBE、VSWITCH
RoCE (RDMA over Converged Ethernet)
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次のインタフェースも引き続き含まれますが、サポートされなくなりました。
CTC (または仮想CTC)
ESCON
IUCV⽤のIPネットワークインタフェース

KVM下でインストールする場合は、VMゲストからネットワークへの透過的なアクセスを可能
にするために、次の要件が満たされていることを確認してください。

仮想ネットワークインタフェースがホストネットワークインタフェースに接続されてい
る。
ホストネットワークインタフェースが、仮想サーバが参加するネットワークに接続され
ている。
2つの個別のOSAネットワークポートをグループ化して、結合されたネットワークインタ
フェースを構成することで、冗⻑なネットワーク接続を提供するようにホストが設定さ
れている場合、この結合されたネットワークインタフェースの識別⼦は bond0になりま
す。または、結合されたインタフェースが複数存在する場合は、 bond1、 bond2などに
なります。
ホストのネットワーク接続を冗⻑に設定していない場合は、単⼀ネットワークインタ
フェースの識別⼦を使⽤する必要があります。識別⼦は、enccw0.0. NNNNという形式に
なります。 NNNNは、使⽤するネットワークインタフェースのデバイス番号です。

5.1.2 MicroCodeレベル、APAR、およびFix
現在のリリースのSUSE Linux Enterprise Serverに対する制限事項と要件に関する
ドキュメントについては、http://www.ibm.com/developerworks/linux/linux390/
documentation_suse.html のIBM developerWorksを参照してください。利⽤可能な最⾼の
サービスレベルを常に使⽤することをお勧めします。最⼩要件については、IBMサポートにお
問い合わせください。
z/VMの次のバージョンがサポートされています。

z/VM 5.4
z/VM 6.2
z/VM 6.3qclibの出⼒を向上させるため、APAR VM65419以降をインストールすることを
強くお勧めします。
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新しいMicroCodeレベルをインストールする前に、VM APARの有効化が必要になる可能性が
あるため、インストールの順序については、IBMサポートにお問い合わせください。

5.1.3 ソフトウェア
LinuxベースではないNFSまたはFTPを介してSUSE Linux Enterprise Serverをインストール
する場合は、NFSサーバまたはFTPサーバのソフトウェアで問題が発⽣する可能性がありま
す。Windows*の標準FTPサーバではエラーが発⽣する可能性があるので、⼀般にこれらのマ
シンへのインストールはSMB経由で実⾏することをお勧めします。
SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムに接続するには、以下のいずれかの⽅
法を使⽤する必要があります(SSHまたはVNCによる⽅法をお勧めします)。
ターミナルエミュレーション機能を持つSSH (xterm互換)

SSHは標準のUnixツールのため、どのUnixおよびLinuxシステムに含まれていま
す。Windowsの場合は、Puttyという名前のSSHクライアントがあります。無償で使⽤で
き、http://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/ から利⽤できます。

VNCクライアント
tightvncパッケージの⼀部として、Linux向けにvncviewerというVNCクライアント
がSUSE Linux Enterprise Serverに付属しています。Windows向けにもtightvncを提供し
ています。http://www.tightvnc.com/ からダウンロードしてください。

Xサーバ
⽬的に合ったLinuxまたはUnixワークステーション上でのXサーバ実装を探しま
す。WindowsおよびmacOS*⽤の商⽤X Window System環境は、数多くあります。その
⼀部は、無償の試⽤バージョンとしてダウンロードできます。MochaSoft提供のMocha
X Serverのトライアルバージョンをhttp://www.mochasoft.dk/freeware/x11.htm から
取得できます。

ヒント: 追加情報
IBM ZでSUSE Linux Enterprise Serverをインストールする前に、SUSE Linux
Enterprise ServerのDVD 1のルートディレクトリにある READMEを参照してください。
このファイルは、このドキュメントを補完するものです。
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5.2 ⼀般情報
このセクションでは、さまざまなインストールの種類および初回インストールでのIPL処理
について説明します。SUSE Linux Enterprise Server上のIBM Zの詳細な技術情報について
は、http://www.ibm.com/developerworks/linux/linux390/documentation_suse.html を
参照してください。

5.2.1 インストールタイプ
このセクションでは、IBM Z対応のSUSE Linux Enterprise Serverで実⾏可能なさまざまな種
類のインストールの概要について説明します。SUSE Linux Enterprise Serverは、z/VM内のゲ
ストまたはKVM内のゲストとして、LPARにインストールできます。
インストールのモード(LPARまたはz/VM)に応じて、インストールプロセスの開始およびイン
ストールしたシステムに対するIPL処理の⽅法としていくつかが考えられます。

5.2.1.1 LPAR
IBM Z対応のSUSE Linux Enterprise Serverを論理パーティション(LPAR)にインストールす
る場合は、そのインスタンスにメモリとプロセッサを割り当てます。⾼負荷の運⽤マシンに
は、LPARへのインストールをお勧めします。LPARでの実⾏では、⾼⽔準のセキュリティ標
準を実現することもできます。外部インタフェースまたはHiperSocketを通じて、LPAR間の
ネットワーク接続が可能です。KVMによる仮想化に対応したインストールを検討している場合
は、LPARへのインストールを強くお勧めします。

5.2.1.2 z/VM
IBM Z対応のSUSE Linux Enterprise Serverをz/VMで実⾏する場合、SUSE Linux Enterprise
Serverは、z/VMでゲストシステムとして機能します。このモードの利点は、z/VMからSUSE
Linux Enterprise Serverを全⾯的に制御できることにあります。カーネルの開発やカーネル
ベースのデバッグには、⾮常に役⽴ちます。Linuxゲストとの間で、ハードウェアを簡単に追
加したり取り外したりできます。追加のSUSE Linux Enterprise Serverゲストを容易に作成で
き、数百のLinuxインスタンスを同時に実⾏できます。
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5.2.1.3 KVMゲスト
IBM Z対応のSUSE Linux Enterprise ServerをKVMゲストとしてインストールするには、KVM
ホストサーバインスタンスをLPARにインストールする必要があります。ゲストインストール
の詳細については、⼿順5.3「KVMゲストのインストールの概要」を参照してください。

5.2.2 IPLオプション
このセクションでは、初めてのインストールの際に⾏うIPL処理に必要な情報を提供します。
インストールのタイプに応じて、異なるオプションを使⽤する必要があります。検討対象とし
て、VMリーダ、CD-ROMまたはサーバからのロード、およびSCSI接続されたDVD-ROMからの
ロードの各オプションがあります。ネットワーク経由で⾏うソフトウェアパッケージのインス
トールでは、IPLメディアは不要です。

5.2.2.1 VMリーダ
VMリーダからIPLを実⾏するには、最初に必要なファイルをリーダに転送します。管理
しやすいように、IPLに必要なファイルとスクリプトを含むミニディスクを所有するユー
ザ linuxmntの作成をお勧めします。このミニディスクには、Linuxゲストが読み取り専⽤ア
クセスします。詳細については、5.3.4.2.1項 「z/VMリーダからのIPL」を参照してください。

5.2.2.2 リムーバブルメディアまたはサーバからのロード
LPARにIPLする場合は、カーネルイメージを、SEまたはHMCのCD/DVD-ROMデバイスから
直接ロードするか、またはFTPを介してアクセスできる任意のリモートシステムからロード
することができます。この機能はHMCから実⾏できます。インストールプロセスでは、イン
ストールデータのファイルシステム内での場所とデータのコピー先にするメモリ内の場所の
マッピングを含むファイルを必要とします。
SUSE Linux Enterprise Serverには、このようなファイルが2つあります。どちらのファイル
もDVD 1のファイルシステムのルートディレクトリにあります。

suse.ins。インストールを始める前に、Linuxrcにネットワークアクセスを設定するた
めに必要です。
susehmc.ins。ネットワークアクセスなしでインストールできます。
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HMCの左側のナビゲーションペインでシステム管理とサーバ システムの順に展開し、扱う
メインフレームシステムを選択します。SUSE Linux Enterprise ServerをブートするLPARを
LPARの⼀覧から選択し、Load from Removable Media or Server (リムーバブルメディアまた
はサーバからロード)を選択します。
次に、ハードウェア管理コンソールCD-ROM/DVDか、またはFTPソースを選択します。後のオ
プションを選択した場合は、サーバのアドレスまたは名前と、⾃分の資格情報を⼊⼒します。
適切な .insファイルがサーバのルートディレクトリにない場合は、このファイルへのパスを
⼊⼒します。ロードするソフトウェアの選択メニューに移動し、適切な .insエントリを選択
します。OKをクリックしてインストールを開始します。

5.2.2.3 SCSI接続のDVDからのロード
SCSI DVDからIPLを実⾏するには、DVDドライブに接続されたFCPアダプタにアクセスする必
要があります。SCSIドライブのWWPNおよびLUNの値が必要です。詳細については、5.3.4.1.2
項 「FCP接続SCSI DVDからのIPL」を参照してください。

5.2.2.4 zPXEによるネットワークからのロード
zPXEによるネットワークからのIPLingでは、カーネル、RAMディスク、parmfileを提供する
Cobblerサーバが必要です。ZPXE EXECスクリプトを実⾏することにより開始できます。詳細
については、5.3.1.3項 「zPXE⽤のCobblerサーバの使⽤」を参照してください。zPXEは、z/
VM上で使⽤できます。

5.3 インストールの準備
インストールに使⽤するデータをアクセス可能にする⽅法、さまざまな⼿段によるSUSE
Linux Enterprise Serverのインストール⽅法、およびSUSE Linux Enterprise Serverのインス
トールシステムのIPLを準備して使⽤する⽅法について説明します。また、ネットワーク設定
とネットワークインストールについても説明します。

5.3.1 インストールデータを利⽤できるようにする
このセクションでは、SUSE Linux Enterprise ServerのIBM Z向けインストールデータをイン
ストール時にアクセス可能にする⽅法について詳しく説明します。コンピュータとシステム
環境に応じて、NFSまたはFTPによるインストールを選択します。Microsoft Windowsワーク
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ステーションを実⾏している環境では、Windowsネットワーク(SMBプロトコルを含めて)を
使⽤して、IBM ZシステムにSUSE Linux Enterprise Serverをインストールすることができま
す。

ヒント: DVDからのIPL
DVDからIPL処理して、そのDVDをインストールメディアとして使⽤することができま
す。これは、ネットワークを介してインストールメディアを提供するインストールサー
バを設定することに制約がある場合に、⾮常に便利です。前提条件はFCP接続SCSI DVD
ドライブです。

注記: 「ハードディスクから」のインストールに⾮対応
DVDのコンテンツをDASDのパーティションに格納することでハードディスクからイン
ストールすることは不可能です。

5.3.1.1 LinuxワークステーションまたはSUSE Linux Enterprise ServerのDVDの使⽤
コンピュータ環境でLinuxワークステーションを実⾏している場合は、そのワークステーショ
ンを使⽤して、NFS経由またはFTP経由でインストールデータをIBM Zインストールプロセス
で使⽤できるようにします。SUSE Linux Enterprise ServerでLinuxワークステーションを実
⾏している場合は、14.1項 「YaSTを使ったインストールサーバのセットアップ」の説明にあ
るようにYaSTのインストールサーバモジュールを使⽤して、インストールサーバ(NFSまたは
FTP)を設定できます。

5.3.1.1.1 NFS経由
NFS(ネットワークファイルシステム)を使⽤して、インストールメディアを使⽤できるように
します。

重要: マウントされたデバイスのNFSを使⽤するエクスポート
ファイルシステムのroot( / )をエクスポートしても、DVDなどのマウントされたデ
バイスのエクスポートが暗⽰指定されるわけではありません。次のように、 /etc/

exportsでマウントポイントを明⽰的に指定します。
/media/dvd  *(ro)
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このファイルを変更した後、 sudo systemctl restart nfsserverコマンドを使⽤し
てNFSサーバを再起動します。

5.3.1.1.2 FTP経由
LinuxシステムでのFTPサーバの設定には、 pure-ftpd  または vsftpdなどのサーバソフト
ウェアのインストールと設定が含まれます。SUSE Linux Enterprise Serverを使⽤している場
合は、インストール⼿順について『管理ガイド』、第35章「YaSTを使⽤したFTPサーバの設
定」を参照してください。匿名ログインを使⽤したインストールデータのダウンロードはサ
ポートされていないため、ユーザ認証がサポートされるようにFTPサーバを設定する必要があ
ります。

5.3.1.1.3 DVDに収録されたSUSE Linux Enterprise Server
IBM Z対応のSUSE Linux Enterprise ServerのDVD1には、Intelベースのワークステーション向
けのブート可能なLinuxイメージおよびIBM Z向けのイメージが収録されています。
Intelベースのワークステーションの場合はこのDVDからブートし、使⽤する⾔語とキーボー
ド配列に関する質問に答えて、レスキューシステムを開始するを選択します。この操作には
64MB以上のRAMが必要です。レスキューシステム全体がワークステーションのRAMに常駐す
るため、ディスク領域は必要ありません。この⽅法では、ワークステーションのネットワーク
キングを⼿動で設定する必要があるため、Linuxとネットワーキングに関する経験が要求され
ます。
IBM Zの場合は、5.3.4.1.2項 「FCP接続SCSI DVDからのIPL」で説明しているとおり、このDVD
からLPAR/VMゲストをIPL処理します。ネットワークパラメータを⼊⼒したら、インストール
システムはDVDをインストールデータのソースとして処理します。IBM Zでは、X11対応の端
末を直接接続できないので、VNCによるインストールまたはSSHによるインストールを選択し
ます。SSHはまた、 ssh -XでX接続をSSHにトンネルさせることで、グラフィカルインストー
ルを提供します。

5.3.1.2 Microsoft Windowsワークステーションの使⽤
ネットワーク内でMicrosoft Windowsワークステーションが使⽤可能な場合は、そのコン
ピュータを使⽤して、インストールメディアを使⽤できるようにします。その最も簡単な⽅法
は、Windowsオペレーティングシステムにすでに含まれているSMBプロトコルを使⽤するこ
とです。必ずSMB over TCP/IPを有効にしてください。この機能によって、SMBパッケージを
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TCP/IPパッケージにカプセル化できるようになります。詳細については、Windowsオンライ
ンヘルプ、またはネットワーキングを対象にしたその他のWindows関連マニュアルを参照し
てください。もう1つのオプションは、FTPを使⽤することです。この場合は、Windows⽤の
サードパーティソフトウェアも必要です。

5.3.1.2.1 SMBを使⽤する
SMBを使⽤してインストールメディアを使⽤可能にするには、Windowsワークステーション
のDVDドライブにSUSE Linux Enterprise ServerのDVD1を挿⼊します。次に、DVD-ROMドラ
イブの⽂字を使⽤して新しい共有を作成し、ネットワーク内のどのユーザでも使⽤できるよ
うにします。
YaSTでのインストールパスは次のとおりです。
smb://DOMAIN;USER:PW@SERVERNAME/SHAREPATH

各プレースホルダは次のような意味です。
DOMAIN

ワークグループまたはActive Directoryのドメイン(オプション)。
USER  ,
PW

このサーバとその共有にアクセスできるユーザのオプションのユーザ名およびパスワー
ド。

SERVERNAME

共有をホストするサーバの名前。
SHAREPATH

共有へのパス。

5.3.1.2.2 NFSを使⽤する
Windowsワークステーション⽤にNFSサーバサービスを有効にするサードパーティ製品のマ
ニュアルを参照してください。SUSE Linux Enterprise ServerのDVDが含まれているDVD-ROM
ドライブを、使⽤可能なNFSパスで指定する必要があります。
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5.3.1.2.3 FTPを使⽤する
Windowsワークステーション⽤にFTPサーバサービスを有効にするサードパーティ製品のマ
ニュアルを参照してください。SUSE Linux Enterprise ServerのDVDが含まれているDVD-ROM
ドライブを、使⽤可能なFTPパスで指定する必要があります。
Microsoft Windowsの⼀部のリリースにバンドルされているFTPサーバは、FTPコマンドの
サブセットのみを実装するので、インストールデータの提供には適しません。この制約が
Windowsワークステーションにも当てはまる場合は、必要な機能を提供するサードパーティ
のFTPサーバを使⽤します。

5.3.1.2.4 FCP接続SCSI DVDドライブの使⽤
5.2.2.3項 「SCSI接続のDVDからのロード」の説明に従ってSCSI DVDからIPLすると、イ
ンストールシステムによってDVDがインストールメディアとして使⽤されます。この場
合、FTP、NFS、またはSMBサーバにはインストールメディアは必要ありません。ただ
し、VNCまたはXによるグラフィカルインストールを実⾏するには、インストールの際にネッ
トワークを設定する必要があるので、SUSE Linux Enterprise Serverのネットワーク設定デー
タは必要です。

5.3.1.3 zPXE⽤のCobblerサーバの使⽤
ネットワークからのIPLingでは、カーネル、initrd、インストールデータを提供するための
Cobblerサーバが必要です。Cobblerサーバを準備するには、次の4つのステップを実⾏する必
要があります。

インストールデータのインポート
配布の追加
プロファイルの追加
システムの追加

5.3.1.3.1 インストールデータのインポート
メディアをインポートするには、DVDまたはネットワークソースにあるインストールソースを
Cobblerサーバ上で使⽤できるようにする必要があります。次のコマンドを実⾏してデータを
インポートします。
tux > sudo cobbler import --path=PATH 1  --name=IDENTIFIER 2  --arch=s390x
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1 インストールデータのマウントポイント。
2 インポートした製品を識別する⽂字列(例: 「sles12_s390x」)。この⽂字列は、イ

ンストールデータのコピー先のサブディレクトリとして使⽤されます。SUSE Linux
Enterprise上で稼動しているCobblerサーバの場合は、この⽂字列として /srv/www/

cobbler/ks_mirror/IDENTIFIERを使⽤します。Cobblerが別のオペレーティングシステ
ムで実⾏されている場合、これは別のパスになる可能性があります。

5.3.1.3.2 配布の追加
配布を追加することで、IPLに必要なカーネルとinitrdをzPXEを介して提供するよう、Cobbler
に指⽰します。Cobblerサーバ上で次のコマンドを実⾏して、IBM Z対応のSUSE Linux
Enterprise Serverを追加します。
tux > sudo cobbler distro add --arch=s390 --breed=suse --name="IDENTIFIER" 1  \
  --os-version=sles12 2  \
  --initrd=/srv/www/cobbler/ks_mirror/IDENTIFIER/boot/s390x/initrd 3  \
  --kernel=/srv/www/cobbler/ks_mirror/IDENTIFIER/boot/s390x/linux 4  \
  --kopts="install=http://cobbler.example.com/cobbler/ks_mirror/IDENTIFIER" 5

1 配布のカスタム識別⼦(「SLES 15  IBM Z」など)。⼀意にする必要があります。
2 オペレーティングシステムの識別⼦。 sles12を使⽤します。
3 initrdへのパス。パスの最初の部分( /srv/www/cobbler/ks_mirror/IDENTIFIER/ )

は、Cobblerによってデータがインポートされた場所と、インストールデータのインポー
ト時に選択したサブディレクトリ名によって異なります。

4 カーネルへのパス。パスの最初の部分( /srv/www/cobbler/ks_mirror/IDENTIFIER/ )
は、Cobblerによってデータがインポートされた場所と、インストールデータのインポー
ト時に選択したサブディレクトリ名によって異なります。

5 Cobblerサーバ上のインストールディレクトリへのURL。

5.3.1.3.3 プロファイルの調整
配布パッケージを追加するとき(5.3.1.3.2項 「配布の追加」を参照)、対応する IDENTIFIERを
持つプロファイルが⾃動的に⽣成されます。次のコマンドを使⽤して、必要な調整を⾏いま
す。
tux > sudo cobbler distro edit \
--name=IDENTIFIER 1  --os-version=sles10 2  --ksmeta="" 3

--kopts="install=http://cobbler.example.com/cobbler/ks_mirror/IDENTIFIER" 4
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1 プロファイルの識別⼦。配布パッケージを追加したときに指定した同じ⽂字列を使⽤し
ます。

2 オペレーティングシステムのバージョン. プロファイルの適⽤先の配布。ここのインポー
トステップでは、 --name=IDENTIFIERで指定した⽂字列を使⽤する必要があります。

3 キックスタートファイルのテンプレートに必要なオプション。SUSEでは使⽤しないた
め、例で指定したように空の値を設定します。

4 カーネルパラメータのスペース区切りのリスト。例に⽰すように、少なくと
も installパラメータが含まれている必要があります。

5.3.1.3.4 システムの追加
最後に必要なステップは、Cobblerサーバへのシステムの追加です。zPXEを介して起動する
IBM Zゲストごとにシステムを追加する必要があります。ゲストは、z/VMのユーザIDによって
識別されます(次の例では、「linux01」というIDが想定されています)。このIDの⽂字列は⼩
⽂字でなければならないことに注意してください。システムを追加するには、次のコマンド
を実⾏します。
tux > sudo cobbler system add --name=linux01 --hostname=linux01.example.com \
--profile=IDENTIFIER --interface=qdio \
--ip-address=192.168.2.103 --subnet=192.168.2.255 --netmask=255.255.255.0 \
--name-servers=192.168.1.116 --name-servers-search=example.com \
--gateway=192.168.2.1 --kopts="KERNEL_OPTIONS"

--koptsオプションを使⽤して、通常はparmfile内で指定するカーネルとインストールパラ
メータを指定できます。パラメータは、 PARAMETER1=VALUE1 PARAMETER2=VALUE2という形
式のスペース区切りリストで⼊⼒します。⽋落しているパラメータがあれば、インストーラに
プロンプトが表⽰されます。完全な⾃動インストールを実現するには、ネットワークやDASD
に対するすべてのパラメータを指定し、AutoYaSTファイルを⽤意する必要があります。次
に、上記と同じネットワークパラメータを使⽤してOSAインタフェースを装備したゲストの例
を⽰します。
--kopts=" \
AutoYaST=http://192.168.0.5/autoinst.xml \
Hostname=linux01.example.com \
Domain=example.com \
HostIP=192.168.2.103 \
Gateway=192.168.2.1 \
Nameserver=192.168.1.116 \
Searchdns=example.com \
InstNetDev=osa; \
Netmask=255.255.255.0 \
Broadcast=192.168.2.255 \
OsaInterface=qdio \
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Layer2=0 \
PortNo=0 \
ReadChannel=0.0.0700 \
WriteChannel=0.0.0701 \
DataChannel=0.0.0702 \
DASD=600"

5.3.1.4 DVDまたはHMCのフラッシュディスクからのインストール
IBM ZサーバにSUSE Linux Enterprise Serverをインストールするには、通常、ネットワーク
⽤のインストールソースが必要になります。ただし、⼀部の環境では、この要件を満たせな
いことがあります。SUSE Linux Enterprise Serverでは、LPAR上でのインストール⽤のインス
トールソースとして、既存のDVDやハードウェア管理コンソール(HMC)のフラッシュディスク
を使⽤できます。
DVDのメディアまたはHMCのフラッシュディスクからインストールするには、次の⼿順に従
います。

install=hmc:/

を parmfile (5.4項 「parmfile: システム設定の⾃動化」を参照)またはカーネルオプショ
ンに追加します。
または、⼿動モードで、 linuxrcの次の項⽬を選択します。
［Start Installation (インストールの開始)］、
［インストール］、
［Hardware Management Console (ハードウェア管理コンソール)］。
インストールメディアは、HMCに挿⼊する必要があります。

重要: ネットワークの設定
インストールを開始する前に、 linuxrcで必ずネットワークを設定してください。後
でブートパラメータを渡す⼿段がないにもかかわらず、ネットワークアクセスが必要
になる可能性が⾼いからです。 linuxrcで、［Start Installation (インストールの開
始)］をクリックし、［ネットワーク設定］を選択します。

重要: Linuxシステムを最初にブートする必要性
Linuxシステムがブートするのを待ってから、DVDまたはHMCのフラッシュディスクの
メディアへのアクセスを許可するようにしてください。IPL処理を⾏うと、HMCとLPAR
との間の接続に⽀障が⽣じる可能性があります。すでに説明した⽅法を最初に試⾏して
失敗した場合は、アクセス権を付与して HMCオプションで再試⾏できます。
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注記: Installation Repository
アクセス権の割り当ては⼀時的なものであるため、DVDやフラッシュディスクファイル
をインストール⽤のリポジトリとして使⽤し続けることはできません。インストールリ
ポジトリが必要な場合は、オンラインリポジトリを登録して使⽤してください。

5.3.2 インストールタイプ
このセクションでは、それぞれのインストールモードでSUSE Linux Enterprise Serverをイン
ストールする際に必要な⼿順および適切な情報の⼊⼿⽅法について説明します。これまでに
説明した準備⼿順を完了したら、⽬的のインストールモードでのインストールの概要を確認
し、SUSE Linux Enterprise Serverをシステムにインストールします。
5.3.1項 「インストールデータを利⽤できるようにする」で説明したように、Linux on IBM Zの
インストールモードには、次の3種類があります。

LPARによるインストール
z/VMのインストール
KVMゲストのインストール

⼿順 5.1: LPARインストールの概要
1. インストールに必要なデバイスを準備します。5.3.3.1項 「LPARインストールのIPLの準

備」を参照してください。
2. インストールシステムをIPL処理します。5.3.4.1項 「LPARインストールでのIPL処理」を

参照してください。
3. ネットワークを設定します。5.3.5項 「ネットワーク設定」を参照してください。
4. SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムに接続します。詳細について

は、5.3.6項 「SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムへの接続」を参照
してください。

5. YaSTを使⽤してインストールを開始し、インストールしたシステムをIPL処理します。
詳細については、第8章 「インストール⼿順」を参照してください。

⼿順 5.2: Z/VMインストールの概要
1. インストールに必要なデバイスを準備します。5.3.3.2項 「z/VMへのLinuxゲストの追

加」を参照してください。
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2. インストールシステムをIPL処理します。5.3.4.2項 「z/VMインストールでのIPL処理」を
参照してください。

3. ネットワークを設定します。5.3.5項 「ネットワーク設定」を参照してください。
4. SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムに接続します。詳細について

は、5.3.6項 「SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムへの接続」を参照
してください。

5. YaSTを使⽤してインストールを開始し、インストールしたシステムをIPL処理します。
詳細については、第8章 「インストール⼿順」を参照してください。

⼿順 5.3: KVMゲストのインストールの概要
1. 仮想ディスクイメージを作成し、ドメインXMLファイルを作成します。詳細について

は、5.3.3.3項 「KVMゲストインストールのIPLの準備」を参照してください。
2. インストールターゲットを準備し、VMゲストのIPL処理を実⾏します。詳細について

は、5.3.4.3項 「KVMゲストインストールでのIPL処理」を参照してください。
3. 5.3.5.3項 「ネットワークの設定とインストールソースの選択」。
4. SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムに接続します。詳細について

は、5.3.6項 「SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムへの接続」を参照
してください。

5. YaSTを使⽤してインストールを開始し、インストールしたシステムをIPL処理します。
詳細については、第8章 「インストール⼿順」を参照してください。

5.3.3 SUSE Linux Enterprise ServerのインストールシステムのIPLの準備
5.3.3.1 LPARインストールのIPLの準備
適切な有効化プロファイルとIOCDSを使⽤して、ESA/S390モードまたはLinux専⽤モードで起
動するようにIBM Zシステムを設定します。この⽅法の詳細については、IBMのマニュアルを
参照してください。5.3.4.1項 「LPARインストールでのIPL処理」に従って⼿順を進めます。
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5.3.3.2 z/VMへのLinuxゲストの追加
最初の⼿順として、z/VM環境のLinuxゲストによって使⽤されるシステム内の1つ以上のDASD
を接続してフォーマットします。次に、z/VMでの新しいユーザを作成します。この例は、
パスワード LINPWDを使⽤するユーザ LINUX1のディレクトリ、1GBのメモリ(2GBまで拡張
可能)、32MBの拡張RAM (XSTORE)、複数のミニディスク(MDISK)、2つのCPU、およびOSA
QDIOデバイスを⽰しています。

ヒント: z/VMゲストへのメモリの割り当て
メモリをz/VMゲストに割り当てるときは、メモリサイズが、優先的に選択するイン
ストールタイプのニーズに適していることを確認します。詳細については、5.1.1.1項
「メモリ要件」を参照してください。メモリサイズを1GBに設定するには、 CP DEFINE
STORAGE 1Gコマンドを使⽤します。インストールが完了したら、メモリサイズを必要
な値に戻します。

例 5.1: Z/VMディレクトリの設定
USER LINUX1 LINPWD 1024M 2048M G
*____________________________________________
* LINUX1
*____________________________________________
* This VM Linux guest has two CPUs defined.

CPU 01 CPUID 111111
CPU 02 CPUID 111222
IPL CMS PARM AUTOCR
IUCV ANY
IUCV ALLOW
MACH ESA 10
OPTION MAINTCCW RMCHINFO
SHARE RELATIVE 2000
CONSOLE 01C0 3270 A
SPOOL 000C 2540 READER *
SPOOL 000D 2540 PUNCH A
SPOOL 000E 3203 A
* OSA QDIO DEVICE DEFINITIONS
DEDICATE 9A0 9A0
DEDICATE 9A1 9A1
DEDICATE 9A2 9A2
*
LINK MAINT 0190 0190 RR
LINK MAINT 019E 019E RR
LINK MAINT 019D 019D RR
* MINIDISK DEFINITIONS
MDISK 201 3390 0001 0050 DASD40 MR ONE4ME TWO4ME THR4ME
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MDISK 150 3390 0052 0200 DASD40 MR ONE4ME TWO4ME THR4ME
MDISK 151 3390 0253 2800 DASD40 MR ONE4ME TWO4ME THR4ME

この例では、ミニディスク201を、ゲストのホームディスクとして使⽤します。200のシリン
ダを持つミニディスク150は、Linux swapデバイスです。また、2800のシリンダを持つディス
ク151は、Linuxインストールデータを保持するメディアです。
ここで、 DIRM FOR LINUX1 ADDを使⽤して、( MAINTユーザとして)ゲストをユーザディレク
トリに追加します。ゲストの名前( LINUX1 )を⼊⼒して、 F5 キーを押します。次のように、
ユーザの環境を設定します。
DIRM DIRECT
DIRM USER WITHPASS

最後のコマンドは、リーダファイル番号を返します。次に⽰すように、この番号は、次のコマ
ンドを実⾏するのに必要です。
RECEIVE <number> USER DIRECT A (REPL)

ユーザ LINUX1 として、ゲスト上でログインできるようになります。
dirmaintオプションが使⽤できない場合は、IBMのドキュメントを参照してこのユーザを設
定してください。
5.3.4.2項 「z/VMインストールでのIPL処理」に従って⼿順を進めます。

5.3.3.3 KVMゲストインストールのIPLの準備
KVMゲストインストールでは、仮想マシンを定義するドメインXMLファイルと、インストール
⽤の最低1つの仮想ディスクイメージを⽤意しておく必要があります。

5.3.3.3.1 仮想ディスクイメージの作成
デフォルトでは、libvirtはVMホストサーバ上の /var/lib/libvirt/images/でディスクイ
メージを検索します。イメージは、ファイルシステム上の他の任意の場所に保存することもで
きますが、管理を容易にするため、1つの場所にすべてのイメージを保存することをお勧めし
ます。次の例では、 /var/lib/libvirt/images/に10GBのqcow2イメージを作成します。詳
細については、『Virtualization Guide』、第30章「Guest Installation」、30.2項「Managing
Disk Images with qemu-img」を参照してください。

1. KVMホストサーバにログインします。
2. 次のコマンドを実⾏してイメージを作成します。
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tux > sudo qemu-img create -f qcow2 /var/lib/libvirt/images/s12lin_qcow2.img 10G

5.3.3.3.2 ドメインXMLファイルの作成
ドメインXMLファイルは、VMゲストの定義に使⽤します。ドメインXMLファイルを作成する
には、エディタで空⽩ファイル s12-1.xmlを開き、次の例のようなファイルを作成します。
例 5.2: サンプルのドメインXMLファイル

次の例では、単⼀のCPU、1GBのRAM、および前のセクション(5.3.3.3.1項 「仮想ディ
スクイメージの作成」)で作成した仮想ディスクイメージを持ったVMゲストを作成しま
す。仮想サーバが接続されているホストネットワークインタフェースは、 bond0である
と想定しています。使⽤するネットワークのセットアップと⼀致するようにソースデバ
イス要素を変更します。
<domain type="kvm">
 <name>s12-1</name>
 <description>Guest-System SUSE Sles12</description>
 <memory>1048576</memory>
 <vcpu>1</vcpu>
 <os>
  <type arch="s390x" machine="s390-ccw-virtio">hvm</type>
  <!-- Boot kernel - remove 3 lines after successfull installation -->
  <kernel>/var/lib/libvirt/images/s12-kernel.boot</kernel>
  <initrd>/var/lib/libvirt/images/s12-initrd.boot</initrd>
  <cmdline>linuxrcstderr=/dev/console</cmdline>
 </os>
 <iothreads>1</iothreads>
 <on_poweroff>destroy</on_poweroff>
 <on_reboot>restart</on_reboot>
 <on_crash>preserve</on_crash>
 <devices>
  <emulator>/usr/bin/qemu-system-s390x</emulator>
  <disk type="file" device="disk">
   <driver name="qemu" type="qcow2" cache="none" iothread="1" io="native"/>
   <source file="/var/lib/libvirt/images/s12lin_qcow2.img"/>
   <target dev="vda" bus="virtio"/>
  </disk>
  <interface type="direct">
   <source dev="bond0" mode="bridge"/>
   <model type="virtio"/>
  </interface>
  <console type="pty">
   <target type="sclp"/>
  </console>
 </devices>
</domain>
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5.3.4 SUSE Linux Enterprise ServerのインストールシステムのIPL処理
5.3.4.1 LPARインストールでのIPL処理
LPARに対してSUSE Linux Enterprise ServerをIPL処理するにはさまざまな⽅法があります。
推奨されているのは、SEまたはHMCのLoad from CD-ROM or server機能を使⽤する⽅法で
す。

5.3.4.1.1 DVD-ROMからのIPL
インストールするLPARをマークして、Load from CD-ROM or serverを選択します。ファイル
の場所を指定するフィールドを空⽩のままにするか、最初のCD ROMのルートディレクトリへ
のパスを⼊⼒して、［続⾏］を選択します。表⽰されるオプションのリストで、デフォルトの
選択を指定します。ここで、Operating system messagesによって、カーネルブートメッセー
ジが表⽰されます。

5.3.4.1.2 FCP接続SCSI DVDからのIPL
SCSIをLoad typeとして選択し、LOAD⼿順を使⽤して、SCSIからのIPLを実⾏できます。SCSI
ブリッジまたはSCSIストレージで指定されているWWPN (Worldwide port name)とLUN
(Logical unit number)を⼊⼒します。これは16桁の数字ですが、末尾のゼロを省略しない
ようにします。ブートプログラムセレクタは2にする必要があります。FCPアダプタをLoad
addressとして使⽤し、IPLを実⾏します。

5.3.4.2 z/VMインストールでのIPL処理
このセクションでは、z/VMシステムにIBM Z対応のSUSE Linux Enterprise Serverをインス
トールするようにインストールシステムをIPL処理する⽅法について説明します。

5.3.4.2.1 z/VMリーダからのIPL
FTPを介してインストールシステムを転送するには、新規に定義されたz/VMゲスト内では、
有効なTCP/IP接続とFTPクライアントプログラムが必要です。z/VM⽤のTCP/IPの設定は、こ
のマニュアルの範囲を超えています。適切なIBMマニュアルを参照してください。

51 SUSE Linux Enterprise ServerのインストールシステムのIPL処理 SLES 15



z/VM Linuxゲストとしてログインし、IPLを実⾏します。IBM Z対応の SUSE Linux

Enterprise ServerのDVD  1にある/boot/s390xディレクトリの内容を、ネットワークのFTP
経由で使⽤できるようにします。このディレクトリから、 linux、 initrd、 parmfile、お
よび sles12.execの各ファイルを取得します。80⽂字の固定ブロックサイズでファイルを
転送します。サイズを指定するには、FTPコマンド locsite fix 80 を使⽤します。 linux

(Linuxカーネル)と initrd  (インストールイメージ)はバイナリファイルとしてコピーする必要
があるので、 バイナリ 転送モードを使⽤します。 parmfileと sles12.execはASCIIモードで
転送する必要があります。
この例は、必要な⼿順を⽰しています。この例では、IPアドレス 192.168.0.3を指定し
て、FTPサーバから、必要なファイルにアクセスできます。ログインは lininstです。実際の
ネットワークでは異なる場合があります。
例 5.3: FTP経由のバイナリ転送
FTP 192.168.0.3
VM TCP/IP FTP Level 530
Connecting to 192.168.0.3, port 21
220 ftpserver FTP server (Version wu-2.4.2-academ[BETA-18](1)
Thu Feb 11 16:09:02 GMT 2010) ready.
USER
lininst
331 Password required for lininst
PASS
******
230 User lininst logged in.
Command:
binary
200 Type set to I
Command:
locsite fix 80
Command:
get /media/dvd1/boot/s390x/linux sles12.linux
200 PORT Command successful
150 Opening BINARY mode data connection for /media/dvd1/boot/s390x/linux
(10664192 bytes)
226 Transfer complete.
10664192 bytes transferred in 13.91 seconds.
Transfer rate 766.70 Kbytes/sec.
Command:
get /media/dvd1/boot/s390x/initrd sles12.initrd
200 PORT Command successful
150 Opening BINARY mode data connection for /media/dvd1/boot/s390x/initrd
(21403276 bytes)
226 Transfer complete.
21403276 bytes transferred in 27.916 seconds.
Transfer rate 766.70 Kbytes/sec.
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Command:
ascii
200 Type set to A
Command:
get /media/dvd1/boot/s390x/parmfile sles12.parmfile
150 Opening ASCII mode data connection for /media/dvd1/boot/s390x/parmfile
(5 bytes)
226 Transfer complete.
5 bytes transferred in 0.092 seconds.
Transfer rate 0.05 Kbytes/sec.
Command:
get /media/dvd1/boot/s390x/sles12.exec sles12.exec
150 Opening ASCII mode data connection for /media/dvd1/boot/s390x/sles12.exec
(891 bytes)
226 Transfer complete.
891 bytes transferred in 0.097 seconds.
Transfer rate 0.89 Kbytes/sec.
Command:
quit

ダウンロードしたREXXスクリプトsles12.execを使⽤して、LinuxインストールシステムのIPL
を実⾏します。このスクリプトは、次のように、カーネル、parmfile、およびRAMディスク
を、IPL⽤のリーダにロードします。
例 5.4: SLES12 EXEC
/* REXX LOAD EXEC FOR SUSE LINUX S/390 VM GUESTS       */
/* LOADS SUSE LINUX S/390 FILES INTO READER            */
SAY ''
SAY 'LOADING SLES12 FILES INTO READER...'
'CP CLOSE RDR'
'PURGE RDR ALL'
'SPOOL PUNCH * RDR'
'PUNCH SLES12 LINUX A (NOH'
'PUNCH SLES12 PARMFILE A (NOH'
'PUNCH SLES12 INITRD A (NOH'
'IPL 00C'

このスクリプトでは、 sles12コマンドを使⽤して、SUSE Linux Enterprise Serverのインス
トールシステムのIPLを実⾏できます。Linuxカーネルが起動し、そのブートメッセージが表⽰
されます。
インストールを続⾏するには、5.3.5項 「ネットワーク設定」の説明に従います。

5.3.4.2.2 FCP接続SCSI DVDからのIPL
z/VMでIPLを実⾏するには、次のように、 SET LOADDEV パラメータを使⽤して、SCSI IPLプ
ロセスを準備します。
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SET LOADDEV PORTNAME 200400E8 00D74E00 LUN 00020000 00000000 BOOT 2

たとえば、適切な値でLOADDEVパラメータを設定したら、FCPアダプタのIPLを実⾏します。
IPL FC00

インストールを続⾏するには、5.3.5項 「ネットワーク設定」に従って処理を⾏います。

5.3.4.2.3 zPXEによるCobblerサーバからのIPL
zPXEによってCobblerサーバからIPLを実⾏するには、Cobblerサーバからz/VMゲストに対し
て、FTP経由で zpxe.rexxスクリプトを転送する必要があります。z/VMゲストでは、TCP/IP
接続とFTPクライアントプログラムが機能している必要があります。
z/VM LinuxゲストとしてIPLにログインし、ASCIIモードの80⽂字の固定サイズでスクリプト
を転送します(例は、例5.3「FTP経由のバイナリ転送」を参照)。 zpxe.rexxスクリプトは、イ
ンストールDVDの /boot/s390x/zpxe.rexx、またはSLE Cobblerサーバの /usr/share/doc/

packages/s390-tools/zpxe.rexxにあります。
ご使⽤のゲストの PROFILE EXECが zpxe.rexxに置き換わることになります。既存の PROFILE

EXECのバックアップコピーを作成し、 ZPXE REXXから PROFILE EXECに名前を変更しま
す。または、 'ZPXE REXX'というコンテンツを含む新しい⾏を使⽤して、既存の PROFILE

EXECから ZPXE REXXを呼び出します。
最後のステップでは、設定ファイル ZPXE CONFを作成し、そこで接続先のCobblerサーバと
IPLの実⾏対象とするディスクを ZPXE REXXに対して指定します。 xedit zpxe conf aを実⾏
して、次のコンテンツで ZPXE CONFを作成します(それに応じて例のデータを置き換えます)。
HOST cobbler.example.com
IPLDISK 600

次にz/VMゲストにログインすると、Cobblerサーバに接続します。Cobblerサーバ上でインス
トールがスケジュールされている場合は、それが実⾏されます。インストールをスケジュール
するには、Cobblerサーバで次のコマンドを実⾏します。
tux > sudo cobbler system edit --name ID 1  --netboot-enabled 1 2  --profile PROFILENAME 3

1 z/VMのユーザID。
2 ネットワークからのIPLingを有効にします。
3 既存のプロファイルの名前(5.3.1.3.3項 「プロファイルの調整」を参照)。
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5.3.4.3 KVMゲストインストールでのIPL処理
ゲストインストールを開始するには、まず5.3.3.3.1項 「仮想ディスクイメージの作成」で定義
されているVMゲストを起動する必要があります。そのための前提条件として、最初に、IPL処
理で必要とされるカーネルとinitrdを使⽤できるようにします。

5.3.4.3.1 インストールソースの準備
インストールシステムへのVMゲストのIPLを実⾏するには、インストールシステムのカーネル
とinitrdをVMホストサーバにコピーする必要があります。

1. KVMホストにログインし、インストールソースを提供するリモートホストやデバイスに
接続できることを確認します。

2. 次の2つのファイルを、インストールソースから /var/lib/libvirt/images/にコピー
します。リモートホストからデータが提供される場合は、 ftp、 sftp、または scpを使
⽤してファイルを転送します。
/boot/s390x/initrd

/boot/s390x/cd.ikr

3. KVMホスト上のファイルの名前を変更します。
tux > sudo cd /var/lib/libvirt/images/
tux > sudo mv initrd s12-initrd.boot
tux > sudo mv cd.ikr s12-kernel.boot

5.3.4.3.2 VMゲストのIPLの実⾏
VMゲストのIPLを実⾏するには、KVMホストにログインし、次のコマンドを実⾏します。
tux > virsh  create s12-1.xml --console

VMゲストの起動が完了したら、インストールシステムが起動し、次のメッセージが表⽰され
ます。
Domain s12-1 started
Connected to domain s12-1
Escape character is ^]
Initializing cgroup subsys cpuset
Initializing cgroup subsys cpu
Initializing
cgroup subsys cpuacct
.
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.
Please make sure your installation medium is available.
Retry?
0) <-- Back <--
1) Yes
2) No

2) いいえと答え、次のステップでインストールを選択します。5.3.5.3項 「ネットワークの設
定とインストールソースの選択」の説明に従って、作業を⾏ってください。

5.3.5 ネットワーク設定
カーネルがその起動ルーチンを完了するまで待機します。基本モードまたはLPARでインス
トールを⾏う場合は、HMCまたはSEのOperating System Messagesを開きます。
最初に、linuxrcのメインメニューでStart Installationを選択し、次にStart Installation
or Updateを選択してインストールプロセスを開始します。Networkをインストールメ
ディアとして選択し、インストールに使⽤するネットワークプロトコルの種類を選択しま
す。5.3.1項 「インストールデータを利⽤できるようにする」には、さまざまなタイプのネッ
トワーク接続でインストールデータを使⽤できるようにする⽅法が説明されています。現在
は、FTP、HTTP、NFS、SMB/CIFS(Windowsファイル共有)がサポートされています。
インストールデータを受け取る際に使⽤するネットワークデバイスとして、使⽤可能なデバ
イスのリストからOSAまたはHiperSocketsを選択します。このリストにはCTC、ESCON、
またはIUCVデバイスも挙げられていることがありますが、これらはSUSE Linux Enterprise
Serverではサポート対象外となっています。

5.3.5.1 HiperSocketsインタフェースの設定
ネットワークデバイスのリストからHipersocketデバイスを選択します。続いて、次のように
読み取りチャネル、書き込みチャネル、およびデータチャネルの各番号を⼊⼒します。
例 5.5: サポートされているネットワーク接続の種類とドライバパラメータ
Choose the network device.

 1) IBM parallel CTC Adapter (0.0.0600)
 2) IBM parallel CTC Adapter (0.0.0601)
 3) IBM parallel CTC Adapter (0.0.0602)
 4) IBM Hipersocket (0.0.0800)
 5) IBM Hipersocket (0.0.0801)
 6) IBM Hipersocket (0.0.0802)
 7) IBM OSA Express Network card (0.0.0700)
 8) IBM OSA Express Network card (0.0.0701)
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 9) IBM OSA Express Network card (0.0.0702)
10) IBM OSA Express Network card (0.0.f400)
11) IBM OSA Express Network card (0.0.f401)
12) IBM OSA Express Network card (0.0.f402)
13) IBM IUCV

> 4

Device address for read channel. (Enter '+++' to abort).
[0.0.800]> 0.0.800

Device address for write channel. (Enter '+++' to abort).
[0.0.801]> 0.0.801

Device address for data channel. (Enter '+++' to abort).
[0.0.802]> 0.0.802

5.3.5.2 OSA Expressデバイスの設定
ネットワークデバイスのリストからOSA Expressデバイスを選択し、ポート番号を指定しま
す。続いて、読み取りチャネル、書き込みチャネル、およびデータチャネルの各番号を該当の
有無に応じて⼊⼒します。OSIレイヤ2のサポートを有効にするかどうかを選択します。
新しい2ポートのOSA Express 3ネットワークデバイスをサポートするポート番号が追加され
ます。OSA Express 3デバイスを使⽤しない場合は、「 0」を⼊⼒します。OSA Expressカー
ドにはまた、「OSI layer 2 support」モードで実⾏したり、もっと⼀般的な従来の「layer
3」モードを使⽤するオプションもあります。カードのモードは、他のLPAR上のシステムを含
むデバイスを共有するすべてのシステムに影響します。不明な場合は、z/VMやz/OSなどの他
のオペレーティングシステムで使⽤するデフォルトモードとの互換性を確保するために「 2」
を指定します。これらのオプションに関する詳細については、ハードウェア管理者にご相談く
ださい。
例 5.6: ネットワークデバイスドライバのパラメータ
Choose the network device.

 1) IBM parallel CTC Adapter (0.0.0600)
 2) IBM parallel CTC Adapter (0.0.0601)
 3) IBM parallel CTC Adapter (0.0.0602)
 4) IBM Hipersocket (0.0.0800)
 5) IBM Hipersocket (0.0.0801)
 6) IBM Hipersocket (0.0.0802)
 7) IBM OSA Express Network card (0.0.0700)
 8) IBM OSA Express Network card (0.0.0701)
 9) IBM OSA Express Network card (0.0.0702)
10) IBM OSA Express Network card (0.0.f400)
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11) IBM OSA Express Network card (0.0.f401)
12) IBM OSA Express Network card (0.0.f402)
13) IBM IUCV

> 7

Enter the relative port number. (Enter '+++' to abort).
> 0

Device address for read channel. (Enter '+++' to abort).
[0.0.0700]> 0.0.0700

Device address for write channel. (Enter '+++' to abort).
[0.0.0701]> 0.0.0701

Device address for data channel. (Enter '+++' to abort).
[0.0.0702]> 0.0.0702

Enable OSI Layer 2 support?

0) <-- Back <--
1) Yes
2) No

> 1

MAC address. (Enter '+++' to abort).
> +++

5.3.5.3 ネットワークの設定とインストールソースの選択
ネットワークデバイスのすべてのパラメータを⼊⼒すると、該当のドライバがインストール
され、対応するカーネルメッセージが表⽰されます。
次に、ネットワークインタフェースパラメータの設定に、DHCP⾃動設定を使⽤するかどう
かを決定します。DHCPは、設定可能なデバイスが少なく、特殊なハードウェア設定が必要な
ため、ここでは、NOを選択する可能性が⾼くなります。このようにすると、以下の各ネット
ワークパラメータの⼊⼒を求められます。

インストールするシステムのIPアドレス
対応するネットマスク(IPアドレスで指定していない場合に⼊⼒)
サーバにアクセスするためのゲートウェイのIPアドレス
ドメイン名サーバ(DNS)で扱う検索ドメインのリスト
ドメイン名サーバのIPアドレス
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例 5.7: ネットワークパラメータ
Automatic configuration via DHCP?

0) <-- Back <--
1) Yes
2) No

> 2

Enter your IP address with network prefix.

You can enter more than one, separated by space, if necessary.
Leave empty for autoconfig.

Examples: 192.168.5.77/24 2001:db8:75:fff::3/64. (Enter '+++' to abort).
> 192.168.0.20/24

Enter your name server IP address.

You can enter more than one, separated by space, if necessary.
Leave empty if you don't need one.

Examples: 192.168.5.77 2001:db8:75:fff::3. (Enter '+++' to abort).
> 192.168.0.1

Enter your search domains, separated by a space:. (Enter '+++' to abort).
> example.com

Enter the IP address of your name server. Leave empty if you do not need one. (En
ter '+++' to abort).
> 192.168.0.1

最後にインストールサーバの詳細情報の⼊⼒を求められます。この情報として、IPアドレス、
インストールデータを格納しているディレクトリ、ログインアカウント情報などがあります。
必要な情報をすべて⼊⼒すると、インストールシステムがロードされます。

5.3.6 SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシステムへの接続
インストールシステムをロードしたlinuxrcでは、インストール⼿順の制御に使⽤するディス
プレイの種類を指定する必要があります。可能な選択肢は、 X11  (X Window System)、 VNC

(Virtual Network Computingプロトコル)、 SSH  (テキストモード、またはSecure Shellを介し
たX11インストール)、または ASCII Consoleです。 VNCまたは SSHの使⽤をお勧めします。
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ASCII Consoleを選択すると、YaSTがテキストモードで起動するので、端末で直接イン
ストールを実⾏できます。YaSTをテキストモードで使⽤する⽅法については、『管理ガイ
ド』、第5章「テキストモードのYaST」を参照してください。 ASCII Consoleは、LPARにイ
ンストールする場合にのみ役に⽴ちます。

注記: ASCII Console⽤端末エミュレーション
テキストモードでYaSTを操作するには、VT220/Linuxエミュレーションを備えた端末
( ASCII consoleともいいます)でYaSTを実⾏する必要があります。3270端末などで
YaSTを使⽤することはできません。

5.3.6.1 VNCでのインストールの開始
VNCを使⽤してインストールをリモート制御するには、次の⼿順に従います。

1. インストールオプション VNCを選択すると、VNCサーバが起動します。コンソールに表
⽰される短いメッセージは、vncviewerとの接続にどのIPアドレスとディスプレイ番号
が必要かを⽰します。または、JavaScript対応ブラウザでインストールシステムに接続
するためのURLが表⽰されます。

2. クライアントシステム上のVNCクライアントアプリケーションを起動しま
す。vncviewerまたはVNC JavaScriptクライアントとJavaScript対応Webブラウザを使
⽤します。

3. SUSE Linux Enterprise ServerのインストールシステムのIPアドレスとディスプレイ番
号の⼊⼒を求められた場合は、これらの値を⼊⼒します。

4. JavaScript対応ブラウザを使⽤して接続する場合は、次の形式で、インストールシステ
ムのIPアドレスと適切なポート番号が含まれているURLを⼊⼒します。
http://<IP address of installation system>:5801/

5. 接続が確⽴された後、YaSTを使⽤してSUSE Linux Enterprise Serverのインストールを
開始します。
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5.3.6.2 X Window Systemでのインストールの開始
重要: X認証メカニズム
X Window Systemを使⽤する直接インストールでは、ホスト名に基づくプリミティブ
な認証メカニズムに依存します。現在のバージョンのSUSE Linux Enterprise Serverで
は、このメカニズムが無効になっています。SSHまたはVNCによるインストールが推奨
されています。

X転送を使⽤してインストールをリモート制御するには、次の⼿順に従います。
1. Xサーバを使⽤してクライアント(インストールされるシステム)の接続が可能なことを

確認します。 DISPLAYMANAGER_XSERVER_TCP_PORT_6000_OPEN="yes"変数を /etc/

sysconfig/displaymanagerファイル内で設定します。その後に、Xサーバを再起動
し、コマンド xhost CLIENT_IP_ADDRESSを使⽤して、サーバへのクライアントのバイ
ンドを⾏うことができるようにします。

2. インストールシステムで⼊⼒するように指⽰されたら、Xサーバが稼働するコンピュー
タのIPアドレスを⼊⼒します。

3. YaSTが起動されるまで待機してから、インストールを開始します。

5.3.6.3 SSHでのインストールの開始
名前が earthであるインストールシステムにSSHを使⽤して接続するには、 ssh -X earthを
実⾏します。Microsoft Windows上で実⾏しているワークステーションでは、SSH、telnet
クライアント、およびhttp://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/ から⼊⼿で
きるターミナルエミュレータPuttyを使⽤します。接続 SSH X11の順に選択して、Putty
でEnable X11 forwarding (X11転送を有効にする)を設定します。別のオペレーティングシステ
ムを使⽤する場合は、 ssh -X earthを実⾏して、 earthという名前のインストールシステム
に接続します。ローカルXサーバが使⽤可能な場合は、SSHのX転送がサポートされます。使⽤
可能でない場合は、YaSTによって、ncursesのテキストインタフェースが表⽰されます。
ログインプロンプトが表⽰されます。「 root」と⼊⼒し、パスワードを使⽤してログインし
ます。「 yast.ssh」と⼊⼒してYaSTを起動します。その後、YaSTの指⽰に従ってインストー
ル⼿順を実⾏します。
第8章 「インストール⼿順」に記載されているインストール処理⼿順の詳細な説明に従って、
処理を⾏います。
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5.3.7 IBM ZでのSUSE Linux Enterprise Serverのブート⼿順
SLES 10および11のブートプロセスは、以下に⽰したスキームに従っています。詳しく
は、http://www.ibm.com/developerworks/linux/linux390/documentation_suse.html の
資料を参照してください。

1. カーネルを指定します。
2. 指定されたカーネルのinitrdを⼊⼒または作成します。
3. initrdとカーネルの正しいパスを /etc/zipl.confに指定します。
4. /etc/zipl.confに指定された設定をシステムにインストールします。

SLES 12では、IBM ZでSUSE Linux Enterprise Serverをブートする⽅法が変わりました。この
変更にはいくつかの理由があります。

他のアーキテクチャとの整合性: 管理者の観点から、SLESシステムの動作はすべての
アーキテクチャで同⼀であるべきです。
Btrfs: ziplブートローダは、SLESの新しいデフォルトのルートファイルシステム、Btrfs
と技術的に互換性がありません(『ストレージ管理ガイド』、第1章「Linuxファイルシス
テムの概要」、1.2項「Btrfs」を参照)。
Snapperによるシステムロールバックのサポート: Snapperは、Btrfsと組み合わせて
使⽤することで、システムロールバックに使⽤可能な、ブート可能システムスナップ
ショットを提供します(『管理ガイド』、第7章「Snapperを使⽤したシステムの回復と
スナップショット管理」を参照)。

このような理由から、SLES 12から、IBM Z対応のSUSE Linux Enterprise Serverで
は、GRUB 2がziplに取って代わりました。AMD64/Intel 64アーキテクチャのGRUB 2では、
ファームウェアレベルで、ファイルシステムにアクセスするためのデバイスドライバが組み
込まれています。メインフレームにはファームウェアがないため、GRUB 2への ccwの追加
は、⼤変な作業であり、GRUB 2にziplを再実装する必要も⽣じます。そのため、SUSE Linux
Enter rise Serverは、2段階のアプローチを使⽤します。
第1段階:

カーネルとinitrdを含む別のパーティションが /boot/zipl  (UEFIプラットフォームにお
ける /boot/efiに類似するもの)にマウントされます。このカーネルとinitrdは、 /boot/

zipl/configの設定を使⽤して、ziplを介してロードされます。
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この設定は、 initgrubというキーワードをカーネルコマンドラインに追加します。
カーネルとinitrdがロードされると、initrdは、ルートファイルシステムをマウントする
ために必要なデバイスを有効化します( /boot/zipl/active_devices.txtを参照)。そ
の後、GRUB 2ユーザ領域プログラムが開始され、 /boot/grub2/grub.cfgを読み込み
ます。

第2段階:
/boot/grub2/grub.cfgに指定されたカーネルとinitrdは、 kexecを使⽤して起動され
ます。 /boot/zipl/active_devices.txtにリストされたすべてのデバイスがアクティ
ブになり、ルートファイルシステムがマウントされます。ブートの⼿順が他のアーキテ
クチャと同じように進みます。

5.4 parmfile: システム設定の⾃動化
インストールプロセスは、 parmfileで不可⽋なパラメータを指定することで、部分的に⾃
動化することができます。 parmfileには、ネットワーク設定とDASD設定に必要なすべての
データが含まれています。また、parmfileを使⽤して、SUSE Linux Enterprise Serverのイン
ストールシステムおよびそのシステムで実⾏しているYaSTインスタンスに接続する⽅法を設
定することもできます。したがって、ユーザ操作は、YaSTダイアログによって制御される実
際のYaSTインストールで必要になるだけです。
次のパラメータをインストールルーチンに渡して、インストール⽤のデフォルト値として適
⽤させることができます。ここで使⽤しているすべてのIPアドレス、サーバ名、および数値
は、あくまでも例にすぎません。これらの値は、実際のインストールシナリオで必要になる
値に置き換えてください。
parmfile内の⾏数は10に制限されます。各⾏に複数のパラメータを指定します。パラメータ名
は⼤⽂字⼩⽂字を区別しません。各パラメータはスペースで区切ります。パラメータは任意の
順序で指定できます。 PARAMETER=valueの⽂字列は、必ず1⾏に収めてください。例を次に⽰
します。
Hostname=s390zvm01.suse.de HostIP=10.11.134.65

ヒント: インストール時のIPv6の使⽤
デフォルトでは、マシンにIPv4ネットワークアドレスのみを割り当てることができま
す。インストール時にIPv6を有効にするには、ブートプロンプトで ipv6=1 (IPv4とIPv6
を受け⼊れ)パラメータまたは ipv6only=1 (IPv6のみを受け⼊れ)パラメータのいずれか
を⼊⼒します。
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いくつかのブートパラメータは必須です。必須パラメータがない場合、⾃動プロセスは停⽌
し、値の⼿動⼊⼒を要求してきます。
使⽤可能なブートパラメータのリストは、第7章 「ブートパラメータ」に記載されています。

5.5 parmfileの例
parmfileに記述できる⽂字数は最⼤で860⽂字です。⽬安として、79⽂字以下の⾏を最⼤10⾏
とします。parmfileの読み取りでは、すべての⾏が間に空⽩を挟まずに連結されます。した
がって、各⾏の末尾(79番⽬の⽂字)は Space とする必要があります。
コンソールでエラーメッセージを受け取るには、次のコードを使⽤します。
linuxrclog=/dev/console

例 5.8: VNCおよびAUTOYASTを使⽤してNFSからインストールする場合のPARMFILE
ramdisk_size=131072 root=/dev/ram1 ro init=/linuxrc TERM=dumb
instnetdev=osa osainterface=qdio layer2=1 osahwaddr=
pointopoint=192.168.0.1
hostip=192.168.0.2
nameserver=192.168.0.3
install=nfs://192.168.0.4/SLES/SLES-12-Server/s390x/DVD1
autoyast=http://192.168.0.5/autoinst.xml
linuxrclog=/dev/console vnc=1
VNCPassword=testing

例 5.9: NFS、SSH、HSI、およびNFSによるAUTOYASTを使⽤したインストール⽤のPARMFILE
ramdisk_size=131072 root=/dev/ram1 ro init=/linuxrc TERM=dumb
AutoYast=nfs://192.168.1.1/autoinst/s390.xml
Hostname=zsystems.example.com HostIP=192.168.1.2
Gateway=192.168.1.3 Nameserver=192.168.1.4
InstNetDev=hsi layer2=0
Netmask=255.255.255.128 Broadcast=192.168.1.255
readchannel=0.0.702c writechannel=0.0.702d datachannel=0.0.702e
install=nfs://192.168.1.5/SLES-12-Server/s390x/DVD1/
ssh=1 ssh.password=testing linuxrclog=/dev/console

例 5.10: VLANでのインストール⽤のPARMFILE
ro ramdisk_size=50000 MANUAL=0 PORTNO=1 ReadChannel=0.0.b140
WriteChannel=0.0.b141 DataChannel=0.0.b142
cio_ignore=all,!condev,!0.0.b140-0.0.b142,!0.0.e92c,!0.0.5000,!0.0.5040
HostIP= Gateway= Hostname=zsystems.example.com nameserver=192.168.0.1
Install=ftp://user:password@10.0.0.1/s390x/SLES15.0/INST/ usevnc=1
vncpassword=12345 InstNetDev=osa Layer2=1 OSAInterface=qdio ssl_certs=0
osahwaddr= domain=example.com self_update=0
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ifcfg=eth0.201=192.168.0.2/16,192.168.0.1

5.6 vt220ターミナルエミュレータの使⽤
最新のMicroCodeレベルでは、標準のラインモードターミナルのほか、統合されたvt220ター
ミナルエミュレータ(ASCIIターミナル)を使⽤できます。vt220ターミナルは /dev/ttysclp0に
接続されます。ラインモードターミナルは /dev/ttysclp_line0に接続されます。LPARによ
るインストールでは、デフォルトでvt220ターミナルエミュレータが有効になります。
HMCでASCII Consoleを起動するには、HMCにログインし、Systems Management (システ
ム管理) システム IMAGE_ID  の順に選択します。LPARのラジオボタンを選択し、Recovery
(回復) Integrated ASCII Console (統合ASCII Console)の順に選択します。
ブート時にカーネルメッセージをシステムコンソールからvt220ターミナルにリダイレクトす
るには、次のエントリを、 /etc/zipl.conf内の parameters⾏に追加します。
console=ttysclp0 console=ttysclp_line0

その結果、 parameters⾏は次の例のようになります。
parameters = "root=/dev/dasda2 TERM=dumb console=ttysclp0 console=ttysclp_line0"

/etc/zipl.conf内の変更を保存し、 ziplを実⾏してシステムを再起動します。

5.7 IBM Zに関するさらに詳しい情報
IBM Zに関するさらに詳しい技術ドキュメントを⼊⼿するには、IBM Redbooks (https://
www.redbooks.ibm.com/Redbooks.nsf/domains/zsystems )またはIBM developerWorks
(https://www.ibm.com/developerworks/linux/linux390/ )を参照してください。SUSE
Linux Enterprise Server固有のドキュメントについては、https://www.ibm.com/
developerworks/linux/linux390/documentation_suse.html を参照してください。

5.7.1 Linux on IBM Zに関する⼀般的なドキュメント
Linux on IBM Zに関する⼀般情報については、次のドキュメントを参照してください。

Linux on IBM eServer zSeries and S/390: ISP and ASP Solutions (SG24-6299)
これらのドキュメントは、Linuxの現在の状態を反映していない可能性がありますが、説明さ
れているLinux展開の原則は変化していません。
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5.7.2 Linux on IBM Zについての技術的問題
Linuxカーネルとアプリケーションのトピックについて詳細な技術情報を得るには、次のド
キュメントを参照してください。最新のcode dropについては、これらのドキュメントの最
新版をインターネットで参照してください(http://www.ibm.com/developerworks/linux/
linux390/index.html )。

Linux on System z Device Drivers, Features, and Commands
zSeries ELF Application Binary Interface Supplement
Linux on System z Device Drivers, Using the Dump Tools
IBM zEnterprise 196 Technical Guide
IBM zEnterprise EC12 Technical Guide
IBM z13 Technical Guide

Linuxアプリケーション開発⽤のRedbookは、http://www.redbooks.ibm.com にもありま
す。

Linux on IBM eServer zSeries and S/390: Application Development (SG24-6807)

5.7.3 Linux on IBM Zの詳細設定
より詳細なIBM Zのシナリオについては、次のRedbook、Redpaper、およびリンクを参照し
てください。

Linux on IBM eServer zSeries and S/390:Large Scale Deployment (SG24-6824)
Linux on IBM eServer zSeries and S/390: Performance Measuring and Tuning
(SG24-6926)
Linux with zSeries and ESS: Essentials (SG24-7025)
IBM TotalStorage Enterprise Storage Server Implementing ESS Copy Services with
IBM eServer zSeries (SG24-5680)
Linux on IBM zSeries and S/390: High Availability for z/VM and Linux (REDP-0220)
Saved Segments Planning and Administration
http://publibz.boulder.ibm.com/epubs/pdf/hcsg4a00.pdf
Linux on System z documentation for "Development stream"
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http://www.ibm.com/developerworks/linux/linux390/
development_documentation.html

5.7.4 IBM Z上のKVMでの仮想化
IBM Z上のKVMの詳細については、次のドキュメントを参照してください(https://
www.ibm.com/developerworks/linux/linux390/documentation_dev.html )。

「Installing SUSE Linux Enterprise Server 12 as a KVM Guest」 (SC34-2755-00)
「KVM Virtual Server Quick Start」 (SC34-2753-01)
「KVM Virtual Server Management」 (SC34-2752-01)
「Device Drivers, Features, and Commands for Linux as a KVM Guest (Kernel 4.4)」
(SC34-2754-01)
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6 リリース時にサポートされていなかったハードウェアへのインストール
⼀部の新しいハードウェアでは、SUSE Linux Enterprise Serverのインストールメ
ディアをブートできません。この現象は、SUSE Linux Enterprise Serverのリリー
ス時にハードウェアが存在しなかった場合に発⽣することがあります。このような
状況に対処するために、SUSEはカーネルアップデートISO (kISO)イメージを提供
しています。この章では、カーネルアップデートを使⽤して、現在のハードウェア
にSUSE Linux Enterprise Serverをインストールする⽅法について説明します。

6.1 カーネルアップデートのダウンロード
カーネルアップデートISOイメージは、SUSE SolidDriverホームページから⼊⼿可能で
す。https://drivers.suse.com にアクセスして、該当するベンダとオペレーティングシステ
ムバージョン⽤のブート可能なISOイメージを検索してください。
ここでは、完全なISOイメージをダウンロードすることも、 initrdおよび linuxファイルの
みをダウンロードすることもできます。通常、ISOはCDまたはDVDに書き込む必要がありま
す。 initrdおよび linuxファイルは、PXEブートで使⽤できます。PXEでのブートの詳細につ
いては、第15章 「ネットワークブート環境の準備」を参照してください。

6.2 カーネルアップデートのブート
カーネルアップデートを使⽤するには、DVDまたはPXEからブートしま
す。 linuxと initrdがロードされると、インストールDVDの挿⼊を求められます。
第7章 「ブートパラメータ」で説明されているブートパラメータを使⽤します。これにより、
インストールDVD以外のインストールソースを使⽤できるようになります。
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7 ブートパラメータ
SUSE Linux Enterprise Serverでは、ブート時に複数のパラメータを設定できま
す。これらのパラメータを使⽤して、インストールデータの⼊⼿元を選択したり、
ネットワーク環境設定を設定したりすることができます。
適切なブートパラメータのセットを使えば、インストールの⼿順を容易にすることができま
す。多くのパラメータは、後ほどlinuxrcルーチンを使って設定することもできますが、ブー
トパラメータを使⽤するほうが簡単です。いくつかの⾃動セットアップでは、ブートパラメー
タを initrdまたは infoファイルで設定することもできます。
インストール時のシステムの起動⽅法は、アーキテクチャによって異なります。たとえば、シ
ステムがPC (AMD64/Intel 64)であるかメインフレームであるかによって、システムの起動形
態が異なります。KVMまたはXenハイパーバイザ上のVMゲストとしてSUSE Linux Enterprise
Serverをインストールする場合は、AMD64/Intel 64アーキテクチャ向けの指⽰に従います。

注記: ブートオプションおよびブートパラメータ
「ブートパラメータ」および「ブートオプション」という⽤語は、同義語として使⽤
されることが多いですが、このドキュメントでは、ほとんどの場合、「ブートパラメー
タ」を使⽤します。

7.1 デフォルトのブートパラメータを使う
ブートパラメータの詳細については、第8章 「インストール⼿順」を参照してください。⼀般
に、インストールを選択すると、インストールブートプロセスが開始します。
問題が発⽣した場合は、インストール—ACPI無効またはインストール—セーフ設定を使⽤し
ます。インストールプロセスでのトラブルシューティングについての詳細は、第13章 「トラ
ブルシューティング」を参照してください。
画⾯の下部にあるメニューバーには、セットアップで必要になる、いくつかの⾼度な機能が
⽤意されています。ファンクションキー( F1  ... F12 )を使えば、これらのパラメータの構⽂
の詳細を知らなくても、インストールルーチンに渡す付加オプションを指定できます(第7章
「ブートパラメータ」を参照)。使⽤可能な機能ｷｰの詳細については、7.2.1項 「従来のBIOSを
備えたマシンのブート画⾯」を参照してください。
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7.2 PC (AMD64/Intel 64/ARM AArch64)
このセクションでは、AMD64、Intel 64、ARM AArch64のブートパラメータを変更する⽅法に
ついて説明します。

7.2.1 従来のBIOSを備えたマシンのブート画⾯
ブート画⾯には、インストール⼿順の複数のオプションが表⽰されます。ハードディスクから
起動は、インストールしたシステムをブートし、デフォルトで選択されています。これは、
多くの場合、CDがドライブに残っているからです。⽮印キーで他のオプションの1つを選択
し、 Enter を押します。関連するオプションは次のとおりです。
インストール

通常のインストールモード。最新のハードウェア機能のすべてが有効になります。イン
ストールが失敗した場合は、 F5 カーネル で問題の原因となっている可能性のある機能
を無効にするブートパラメータについて参照してください。

アップグレード
システムをアップグレードします。詳細については、『アップグレードガイド』、第1章
「アップグレードパスと⽅法」を参照してください。

レスキューシステム
グラフィックユーザインタフェースのない、最⼩構成のLinuxを起動します。詳細につい
ては、『管理ガイド』、第40章「最も頻繁に起こる問題およびその解決⽅法」、40.5.2項
「レスキューシステムの使⽤」を参照してください。

Check Installation Media (インストールメディアのチェック)
このオプションは、ダウンロードしたISOから作成したメディアからインストールする
場合のみ使⽤できます。その場合、インストールメディアの整合性をチェックすること
をお勧めします。このオプションを選択すると、インストールシステムの起動後、⾃
動的にメディアがチェックされます。チェックが成功した場合は、通常のインストール
ルーチンが開始されます。メディアの破損が検出された場合は、インストールルーチン
が中⽌されます。破損したメディアを交換し、インストール作業をやり直します。

メモリテスト
読み取りと書き込みサイクルを繰り返して、システムのRAMをテストします。リブート
してテストを終了します。詳細については、13.4項 「ブートできない」を参照してくだ
さい。
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図 7.1: 従来のBIOSを備えたマシンのブート画⾯

画⾯下部に⽰されたファンクションキーを使⽤して、⾔語、画⾯解像度、インストールソー
スを変更したり、ハードウェアベンダからのドライバを追加します。
F1 ヘルプ

ブート画⾯のアクティブ要素の⽂脈依存型ヘルプを表⽰します。ナビゲートには⽮印
キー、リンクのアクセスには Enter 、ヘルプ画⾯の終了には Esc  を使⽤します。

F2 ⾔語
インストールシステムの表⽰⾔語および対応のキーボードレイアウトを選択します。デ
フォルト⾔語は、英語(⽶国)が選択されています。

F3 ビデオモード
インストールに使⽤するグラフィカルディスプレイモードを選択します。デフォルトで
は、KMS (「カーネルモード設定」)を使⽤してビデオ解像度が⾃動的に決まります。こ
の設定が機能しないシステムでは、No KMS (KMSなし)を選択し、さらに必要に応じて、
ビデオ解像度の指定を求めるブートコマンドラインで vga=askを指定します。GUIでの
インストールで問題が発⽣する場合はテキストモードを選択します。
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F4 Source (ソース)
通常、インストールはデバイスに挿⼊されたメディアから実⾏されます。ここで
は、FTPやNFSサーバなどの、他のソースを選択します。SLPサーバのあるネットワー
クでインストールを展開する場合は、このオプションを使⽤して、SLPサーバ上のイン
ストールソースを選択します。SLPによるインストールサーバの設定については第14章
「ネットワークインストールソースをセットアップする」を参照してください。

F5 カーネル
通常のインストールで問題が発⽣した場合は、このメニューで、問題の原因として考
えられるいくつかの機能を無効にできます。お使いのハードウェアでACPI(advanced
configuration and power interface)がサポートされていない場合は、No ACPI選択
してACPIサポートなしでインストールを実⾏します。No local APIを選択すると、⼀
部のハードウェアで問題の原因となる可能性のあるAPIC (Advanced Programmable
Interrupt Controllers)のサポートが無効になります。セーフ設定を選択すると、DMA
モード(CD/DVD-ROMドライブ⽤)で電源管理機能は無効のままシステムがブートされま
す。
どちらにすべきかわからない場合、インストール -- ACPI無効またはインストール -- セー
フ設定のオプションを最初に試してください。上級ユーザは、コマンドライン(起動オプ
ション)を使⽤してカーネルパラメータを⼊⼒または変更することもできます。

F6 ドライバ
このキーを押すと、SUSE Linux Enterprise Serverに適⽤できるオプションのドライバ
アップデートがあることをシステムに通知できます。ファイルまたはURLを使⽤して、
インストール開始前にドライバを直接ロードします。はいを選択した場合、インストー
ルプロセス中の適切な時点で、アップデートディスクの挿⼊を要求するプロンプトが表
⽰されます。

ヒント: ドライバ更新ディスクの取得
SUSE Linux Enterpriseのドライバのアップデートはhttp://drivers.suse.com/ に
⽤意されています。これらのドライバは、SUSE SolidDriverプログラムを使⽤し
て作成されています。
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7.2.2 UEFIを装備したマシンのブート画⾯
UEFI (Unified Extensible Firmware Interface)は、従来のBIOSの後継で機能を拡張した新しい
業界規格です。最新のUEFIの実装には「セキュアブート」拡張機能が⽤意されています。こ
の機能は、署名済みのブートローダのみの実⾏を許可することにより、悪意のあるコードの
ブートを防⽌します。詳細については、『管理ガイド』、第11章「UEFI (Unified Extensible
Firmware Interface)」を参照してください。
従来のBIOSでのマシンのブートに使⽤するブートマネージャGRUB 2は、UEFIをサポートして
いません。そのため、GRUB 2はGRUB 2 for EFIに置き換えられています。セキュアブートが
有効な場合、YaSTは⾃動的にインストールにGRUB 2 for EFIを選択します。管理およびユーザ
の視点からは、両⽅のブートマネージャの実装形態は同様に動作し、次では GRUB 2と呼ばれ
ています。

ヒント: セキュアブートでの追加ドライバの使⽤
セキュアブートを有効にしてインストールする場合、SUSE Linux Enterprise Serverに
付属していないドライバはロードできません。これは、SolidDriverに付属しているド
ライバについても同様です。デフォルトでは、それらのドライバの署名キーが信頼され
ていないからです。
SUSE Linux Enterprise Serverに付属していないドライバをロードするには、次のいず
れかの操作を⾏います。

インストール前に、ファームウェア/システム管理ツールを使ってファームウェア
データベースに必要なキーを追加します。
ブート可能なISOを使⽤して、最初のブート時に必要なキーがMOKリストに登録
されるようにします。

詳細については、『管理ガイド』、第11章「UEFI (Unified Extensible Firmware
Interface)」、11.1項「セキュアブート」を参照してください。

ブート画⾯には、インストール⼿順の複数のオプションが表⽰されます。⽮印キーで選択した
オプションを変更し、 Enter を押してブートします。関連するオプションは次のとおりです。
インストール

通常のインストールモード。
アップグレード

システムをアップグレードします。詳細については、『アップグレードガイド』、第1章
「アップグレードパスと⽅法」を参照してください。

74 UEFIを装備したマシンのブート画⾯ SLES 15



レスキューシステム
グラフィックユーザインタフェースのない、最⼩構成のLinuxを起動します。詳細につい
ては、『管理ガイド』、第40章「最も頻繁に起こる問題およびその解決⽅法」、40.5.2項
「レスキューシステムの使⽤」を参照してください。

Check Installation Media (インストールメディアのチェック)
このオプションは、ダウンロードしたISOから作成したメディアからインストールする
場合のみ使⽤できます。その場合、インストールメディアの整合性をチェックすること
をお勧めします。このオプションを選択すると、インストールシステムの起動後、⾃
動的にメディアがチェックされます。チェックが成功した場合は、通常のインストール
ルーチンが開始されます。メディアの破損が検出された場合は、インストールルーチン
が中⽌されます。

図 7.2: UEFIを使⽤したマシンのブート画⾯
SUSE Linux Enterprise Server上のGRUB 2 for EFIは、ブートパラメータを追加するための
ブートプロンプトもファンクションキーもサポートしていません。デフォルトでは、使⽤⾔
語を⽶英語、ブートメディアをインストールソースとしてインストールが始まります。DHCP
ルックアップの実⾏によってネットワークが設定されます。これらのデフォルト設定を変更す
る場合やブートパラメータを追加する場合は、該当のブートエントリを編集する必要があり
ます。⽮印キーを使⽤して強調表⽰にして、 E を押します。ヒントを編集するには、オンス
クリーンヘルプを参照します(ここでは、英語のキーボードのみが使⽤可能であることに注意
してください)。インストールエントリが次のように表⽰されます。
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setparams 'Installation'

   set gfxpayload=keep
   echo 'Loading kernel ...'
   linuxefi /boot/x86_64/loader/linux splash=silent
   echo 'Loading initial ramdisk ...'
   initrdefi /boot/x86_64/loader/initrd

linuxefiで始まる⾏の末尾に、スペースで区切って複数のパラメータを追加します。編
集済みエントリをブートするには F10 を押します。シリアルコンソールを介してマシン
にアクセスする場合には、 Esc ‒ 0 を押します。すべてのパラメータのリストはhttp://
en.opensuse.org/Linuxrc から⼊⼿できます。

7.3 重要なブートパラメータのリスト
このセクションでは、特定の重要なブートパラメータについて説明します。

7.3.1 ⼀般的なブートパラメータ
autoyast= URL

autoyastパラメータは、⾃動インストール⽤ autoinst.xml制御ファイルの場所を指定
します。

manual=<0|1>

manualパラメータは、他のパラメータをユーザによる肯定応答が引き続き必要なデ
フォルト値のみにするかどうかを制御します。すべての値を受け⼊れて、確認のメッ
セージを表⽰しないようにする場合は、このパラメータを 0に設定します。 autoyastを
設定すると、暗⽰的に manualが 0に設定されます。

Info= URL

追加オプションの読み取り元ファイルの場所を指定します。
IBM Z  これによって、parmfileの10⾏制限(およびz/VMでの1⾏当たり80⽂字の制限)を

克服することができます。Infoファイルの詳細については、『AutoYaST Guide』、第6
章「The Auto-Installation Process」、6.3.3項「Combining the linuxrc info File with
the AutoYaST Control File」を参照してください。多くの場合、InfoファイルにはIBM Z
上でネットワークを通じてのみアクセスできるので、このファイルを使⽤して、ネット
ワークの設定に必要なオプション(これらのオプションについては7.3.2項 「ネットワー
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クインタフェースの設定」を参照)を指定することはできません。デバッグ⽤オプション
など、他のlinuxrc固有のオプションは、有効になるようにparmfileで指定する必要があ
ります。 

upgrade=<0|1>

SUSE Linux Enterpriseをアップグレードするには、 Upgrade=1を指定します。
IBM Z  すでにインストールされているSUSE Linux Enterpriseをアップグレードするに

は、カスタムのparmfileが必要です。このパラメータを指定しないと、インストール時
にアップグレードオプションを使⽤できません 

dud= URL

URLからドライバのアップデートをロードします。
URLからドライバをロードするには、URLを dud=ftp://ftp.example.com/

PATH_TO_DRIVERまたは dud=http://www.example.com/PATH_TO_DRIVERに設定しま
す。 dud=1を指定すると、ブート時にURLが求められます。

language= LANGUAGE

インストール⾔語を設定します。サポートされる値
は、 cs_CZ、 de_DE、 es_ES、 fr_FR、 ja_JP、 pt_BR、 pt_PT、 ru_RU、 zh_CN、お
よび zh_TWです。

acpi=off

ACPIサポートを無効にします。
noapic

論理APICがありません。
nomodeset

KMSを無効にします。
textmode=1

インストーラをテキストモードで起動します。
console= SERIAL_DEVICE [, MODE ]

SERIAL_DEVICEには物理的なシリアルデバイスやパラレルデバイス( ttyS0など)を
指定することも、仮想ターミナル( tty1など)を指定することもできます。 MODEは、
ボーレート、パリティ、ストップビット( 9600n8など)です。この設定のデフォル
ト値は、マザーボードのファームウェアで設定されます。モニタに出⼒がない場合
は、 console=tty1を設定してみてください。複数のデバイスの定義が可能です。
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7.3.2 ネットワークインタフェースの設定
重要: ネットワークインタフェースの設定
このセクションで説明する設定は、インストール時に使⽤されるネットワークインタ
フェースのみに適⽤されます。インストールされたシステムで追加のネットワークイン
タフェースを設定するには、『管理ガイド』、第17章「ネットワークの基礎」、17.5項
「ネットワークの⼿動環境設定」の指⽰に従ってください。

ネットワークは、インストール時に必要とされる場合にのみ設定されます。ネットワークの設
定を強制するには、 netsetupパラメータを使⽤します。
netsetup=VALUE

netsetup=dhcpは、DHCP経由での設定を強制します。ブートパラメー
タ hostip、 gateway、 nameserverでネットワークを設定する際には、 netsetup=-

dhcpを設定します。オプション netsetup=hostip,netmask,gateway,nameserverを使
⽤すると、インストーラによってブート時にネットワーク設定が要求されます。

 ifcfg=INTERFACE[.VLAN]=SETTINGS 

INTERFACEとして *を指定すると、すべてのインタフェースが設定対象になります。た
とえば、 eth*を指定すると、 ethで始まるすべてのインタフェースが設定対象になりま
す。値としてMACアドレスを使⽤することも可能です。
必要に応じて、インタフェース名の後ろにVLANを設定することができます。その際に
は、インタフェースとVLANの間にピリオドを追加します。
SETTINGSが dhcpの場合、該当するすべてのインタフェースにDHCPが設定されます。
静的パラメータを設定することも可能です。静的パラメータでは、⼀致する最初のイン
タフェースのみが設定されます。静的な設定の構⽂は次のとおりです。
ifcfg=*="IPS_NETMASK,GATEWAYS,NAMESERVERS,DOMAINS"

カンマで区切られた各値には、スペースで区切られた⼀連の値を指定することができま
す。 IPS_NETMASKは、CIDR表記( 10.0.0.1/24など)になります。引⽤符が必要になるの
は、スペースで区切られたリストを使⽤している場合のみです。次の例では、2つのネー
ムサーバを指定しています。
ifcfg=*="10.0.0.10/24,10.0.0.1,10.0.0.1 10.0.0.2,example.com"

hostname=host.example.com

完全修飾ホスト名を⼊⼒します。
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domain=example.com

DNSのドメインサーチﾊﾟｽ完全修飾ホスト名ではなく短いホスト名を使⽤できます。
hostip=192.168.1.2[/24]

設定するインタフェースのIPアドレスを⼊⼒します。IPには、サブネットマスクを含め
ることができます。たとえば、 hostip=192.168.1.2/24と指定します。この設定は、イ
ンストール時にネットワークが必要な場合にのみ評価されます。

gateway=192.168.1.3

使⽤するゲートウェイを指定します。この設定は、インストール時にネットワークが必
要な場合にのみ評価されます。

nameserver=192.168.1.4

サービスを提供するDNSサーバを指定します。この設定は、インストール時にネット
ワークが必要な場合にのみ評価されます。

domain=example.com

ドメインの検索パス。この設定は、インストール時にネットワークが必要な場合にのみ
評価されます。

7.3.3 インストールソースの指定
インストールにDVDを使⽤しない場合は、別のインストールソースを指定してください。
install=SOURCE

使⽤するインストールソースの場所を指定します。使⽤できるプロトコル
は、 cd、 hd、 slp、 nfs、 smb  (Samba/CIFS)、 ftp、 tftp  http、および httpsで
す。⼀部のソースタイプは特定のプラットフォームでは使⽤できません。たとえ
ば、IBM Zは、 cdと hdをサポートしていません。
デフォルトのオプションは cdです。
ftp、 tftpまたは smbのURLを指定する場合は、URLとともにユーザ名およびパスワー
ドを指定します。これらのパラメータは任意に指定します。指定しない場合は、匿名ま
たはゲストログインが想定されます。例:
install=ftp://USER:PASSWORD@SERVER/DIRECTORY/DVD1/

暗号化された接続でインストールするには、 httpsのURLを使⽤します。証明書を検証
できない場合は、 sslcerts=0ブートパラメータを使⽤して、証明書のチェックを無効
にします。
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SambaまたはCIFSインストールの場合は、次のように、使⽤する必要があるドメインを
指定することもできます。
install=smb://WORKDOMAIN;USER:PASSWORD@SERVER/DIRECTORY/DVD1/

cd、 hdまたは slpを使⽤するには、次の例のように設定します。
install=cd:/
install=hd:/?device=sda/PATH_TO_ISO
install=slp:/

7.3.4 リモートアクセスの指定
リモート制御⽅法は⼀度に1つしか指定できませんが、SSH、VNC、リモートXサーバなど、さ
まざまな種類が存在します。このセクションで列挙されているパラメータの使⽤⽅法について
は、第11章 「リモートインストール」を参照してください。
display_ip= IP_ADDRESS

Display_IPを設定すると、インストール中のシステムは、指定のアドレスにあるXサー
バへの接続を試みます。

重要: X認証メカニズム
X Window Systemを使⽤する直接インストールでは、ホスト名に基づくプ
リミティブな認証メカニズムに依存します。現在のバージョンのSUSE Linux
Enterprise Serverでは、このメカニズムが無効になっています。SSHまたはVNC
によるインストールが推奨されています。

vnc=1

インストール時にVNCサーバを有効にします。
vncpassword= PASSWORD

VNCサーバのパスワードを設定します。
ssh=1

sshは、SSHでのインストールを有効にします。
ssh.password= PASSWORD

インストール時のrootユーザ⽤のSSHパスワードを指定します。
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7.4 詳細設定
インストール時のローカルRMTまたは supportconfigサーバへのアクセスを設定するには、
これらのサービスをインストール中に設定するようにブートパラメータを指定することがで
きます。インストールの際にIPv6のサポートを必要とする場合も、同様の⼿順を実⾏します。

7.4.1 RMTサーバにアクセスするためのデータの提供
デフォルトでは、SUSE Linux Enterprise ServerのアップデートはSUSEのカスタマセンター
から配布されます。ローカルアップデートソースを提供する名⽬上のRMTサーバがネットワー
クにある場合は、サーバのURLをクライアントに指定する必要があります。クライアントと
サーバはHTTPSプロトコルのみを通じて通信するため、証明書が認証局から発⾏されていな
い場合は、サーバの証明書へのパスを⼊⼒する必要があります。

注記: ⾮対話型インストールのみ
RMTサーバにアクセスするためのパラメータの指定は、⾮対話型インストールの場合
にのみ必要です。対話型インストールの実⾏中に、データを提供できます(詳細につい
ては、8.7項 「登録」を参照)。

regurl

RMTサーバのURL。このURLは、 https://FQN/center/regsvc/という⼀定の形式に
なっています。 FQNには、RMTサーバの完全修飾ホスト名を指定します。例:
regurl=https://smt.example.com/center/regsvc/

⼊⼒した値が正しいことを確認してください。 regurlが正しく指定されていないと、
アップデートソースの登録が失敗します。

regcert

RMTサーバの証明書の場所。次のいずれかの場所を指定します。
URL

証明書のダウンロード元であるリモートの場所(HTTP、HTTPS、または
FTP)。regcertが指定されていない場合は、デフォルトで http://FQN/smt.crtが
使⽤されます。ここで、 FQNはRMTサーバ名です。例:
regcert=http://rmt.example.com/smt-ca.crt
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local path
ローカルマシン上の証明書への絶対パス。例:
regcert=/data/inst/smt/smt-ca.cert

Interactive
askを使⽤してインストール中にポップアップメニューを開き、証明書へのパスを
指定します。AutoYaSTでは、このオプションを使⽤しないでください。例:
regcert=ask

証明書のインストールの無効化
アドオン製品によって証明書がインストールされる場合、または公式の認証局に
よって発⾏される証明書を使⽤している場合は、 doneを使⽤します。次に例を⽰
します。
regcert=done

7.4.2 supportconfig⽤代替データサーバの設定
supportconfigで収集したデータは(詳細は『管理ガイド』、第39章「サポート⽤システム情報
の収集」参照)、デフォルトでSUSEのカスタマセンターに送信されます。このデータを収集す
るローカルサーバを設定することも可能です。そのようなサーバがネットワーク上にある場合
は、サーバのURLをクライアント上に設定する必要があります。この情報はブートプロンプト
で⼊⼒する必要があります。
supporturl .  サーバのURLURLは、 http://FQN/Path/という形式になっています。ここ
で、 FQNはサーバの完全修飾ホスト名、 Pathはサーバ上の場所です。次に例を⽰します。
supporturl=http://support.example.com/supportconfig/data/

7.4.3 インストール時のIPv6の使⽤
デフォルトでは、マシンにIPv4ネットワークアドレスのみを割り当てることができます。イン
ストールの際にIPv6を有効にするには、以下のパラメータのいずれかをブートプロンプトで
⼊⼒します。
IPv4とIPv6が使⽤可能

ipv6=1
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IPv6のみが使⽤可能
ipv6only=1

7.4.4 インストール時のプロキシの使⽤
リモートWebサイトのアクセスにプロキシサーバを使⽤するネットワークでは、インストー
ル時の登録は、プロキシサーバの設定時にのみ可能です。
インストール時にプロキシを使⽤するには、ブート画⾯で F4 キーを押し、必要なパラメータ
をHTTPプロキシダイアログに指定します。あるいは、カーネルパラメータ proxyをブートプ
ロンプトで指定します。
l>proxy=http://USER:PASSWORD@proxy.example.com:PORT

USERと PASSWORDの指定は任意です。サーバーで匿名アクセスを許可する場合は、 http://

proxy.example.com:PORTで⼗分です。

7.4.5 SELinuxサポートを有効にする
インストール開始時にSELinuxを有効にすることで、インストールが終了した後、再起動する
必要なく、SELinuxサポートを設定することができます。使⽤するパラメータは、以下のとお
りです。
security=selinux selinux=1

7.4.6 インストーラセルフアップデートの有効化
8.2項 「インストーラセルフアップデート」で説明されているように、インストール中および
アップグレード中に、YaSTはそれ⾃体を更新して、リリース後に⾒つかった潜在的なバグを
解決できます。この機能の動作を変更するには、 self_updateパラメータを使⽤します。
インストーラセルフアップデートを有効にするには、このパラメータを 1に設定します。
self_update=1

ユーザ定義リポジトリを使⽤するには、URLを指定します。
self_update=https://updates.example.com/
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7.5 IBM Z
IBM Zプラットフォームでは、5.3.4項 「SUSE Linux Enterprise Serverのインストールシ
ステムのIPL処理」の説明にあるようにシステムがブートします(IPL、初期プログラムロー
ド)。これらのシステムでは、SUSE Linux Enterprise Serverのスプラッシュ画⾯が表⽰され
ません。インストール時に、カーネル、initrd、およびparmfileを⼿動でロードしてくださ
い。VNC、X、またはSSH経由でインストールシステムとの接続が確⽴されると、YaSTのイ
ンストール画⾯が表⽰されます。スプラッシュスクリーンがないため、画⾯上でカーネルや
ブートパラメータを指定することはできません。そのため、カーネルやブートパラメータは
parmfileで指定する必要があります(5.4項 「parmfile: システム設定の⾃動化」を参照してく
ださい)。
InstNetDev=osa

設定するインタフェースタイプを⼊⼒します。指定できる値
は、 osa、 hsi、 ctc、 escon、および iucvです(CTC、ESCON、およびIUCVは正式サ
ポート対象外となりました)。
インタフェースタイプが hsiおよび osaの場合は、適切なネットマスクとオプションの
ブロードキャストアドレスを次のように指定します。
Netmask=255.255.255.0
Broadcast=192.168.255.255

インタフェースタイプが、 ctc、 escon、 iucvの場合は(CTC、ESCON、IUCVは公式に
はサポートされなくなりました)、ピアのIPアドレスを次のように⼊⼒します。
Pointopoint=192.168.55.20

OsaInterface=<lcs|qdio>

osaネットワークデバイスの場合は、ホストインタフェースを指定します( qdioまた
は lcs )。

Layer2=<0|1>

osa  QDIOイーサネットデバイスと hsiデバイスで、OSIレイヤ2サポートを有効にする
どうかを指定します(有効にする場合は 1、無効にする場合は 0 )。

OSAHWAddr=02:00:65:00:01:09

レイヤ2が有効な osa  QDIOイーサネットデバイスでは、⼿動でMACアドレスを指定する
か、 OSAHWADDR=  (末尾に空⽩も指定)のままにしてシステムのデフォルト値を適⽤しま
す。

84 IBM Z SLES 15



PortNo=<0|1>

osaネットワークデバイスには、ポート番号を指定します(デバイスがこの機能をサポー
トしている場合)。デフォルト値は「0」です。

それぞれのインタフェースで、次のように特定の設定オプションが必要になります。
インタフェース ctcおよび escon (CTCおよびESCONは、公式にはサポートされなくなり
ました):
ReadChannel=0.0.0600
WriteChannel=0.0.0601

ReadChannelは、使⽤するREADチャネルを指定します。 WriteChannelは、WRITEチャ
ネルを指定します。
ctcインタフェース(公式にはサポートされなくなりました)の場合は、次のように、こ
のインタフェースに使⽤する必要があるプロトコルを指定します。
CTCProtocol=<0/1/2>

有効なエントリは次のとおりです。

0 OS/390およびz/OS以外の⾮Linuxピアに
も有効な互換モード(デフォルトモード)

1 拡張モード
2 OS/390およびz/OSに使⽤する互換モード

インタフェース lcs付きのネットワークデバイスタイプ osa :
ReadChannel=0.0.0124

ReadChannelは、この設定で使⽤されるチャネル番号を表します。2番⽬のポート番号
をここから取得するには、 ReadChannelに1を追加します。 Portnumberを使⽤して、相
対ポートを指定します。
インタフェース iucv :
IUCVPeer=PEER

ピアコンピュータの名前を⼊⼒します。
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OSA-Express Gigabit Ethernet⽤インタフェース qdioを備えたネットワークデバイスタ
イプ osa :
ReadChannel=0.0.0700
WriteChannel=0.0.0701
DataChannel=0.0.0702

ReadChannelでは、READチャネルの番号を⼊⼒します。 WriteChannelでは、WRITE
チャネルの番号を⼊⼒します。 DataChannelは、DATAチャネルを指定します。READ
チャネルに偶数のデバイス番号が設定されていることを確認します。
HiperSocketおよびVMゲストLAN⽤のインタフェース hsi :
ReadChannel=0.0.0800
WriteChannel=0.0.0801
DataChannel=0.0.0802

ReadChannelでは、READチャネルの適切な番号を⼊⼒します。 WriteChannelおよ
び DataChannelでは、WRITEチャネル番号とDATAチャネル番号を⼊⼒します。

7.6 詳細情報
ブートパラメータの詳細については、openSUSE wiki (https://en.opensuse.org/
SDB:Linuxrc#Parameter_Reference )を参照してください。
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8 インストール⼿順
この章では、SUSE Linux Enterprise Server⽤のデータをターゲットデバイスにコ
ピーするための⼿順について説明します。この⼿順では、新たにインストールした
システム⽤にいくつかの基本設定パラメータを設定します。グラフィカルユーザイ
ンタフェースでは、順を追ってインストール処理を⾏えるようになっています。次
に説明する⼿順は、第11章 「リモートインストール」で説明されているリモートイ
ンストール⼿順でも実⾏されます。テキストモードインストールはその表⽰内容が
異なるだけで、⼿順は同じです。⾮対話型の⾃動インストールを実⾏する⽅法につ
いては、『AutoYaST Guide』を参照してください。
インストーラを実⾏する前に、パートI「インストールの準備」を参照してください。ここで
は、インストールを開始するために必要な⼿順がシステムのアーキテクチャごとに説明されて
います。
SUSE Linux Enterprise Serverを初めて使⽤する場合は、ほとんどの設定でYaSTからデフォ
ルトで提案されている内容に従う必要がありますが、必要に応じてシステムを微調整するに
は、ここに記載されている指⽰に従って設定を変更することもできます。それぞれのインス
トール⼿順でヘルプが必要な場合は、ヘルプをクリックしてください。

ヒント: マウスを使⽤しないインストール
インストーラでマウスが正しく検出されない場合、ナビゲートには <Tab> 、スク
ロールには⽮印キー、確定には Enter をそれぞれ使⽤します。各種のボタンや選択
フィールドには、下線付きの英字が含まれています。 <Tab> でナビゲートする代わり
に、 Alt ‒⽂字 を使⽤して、ボタンまたは選択項⽬を直接選択することもできます。

8.1 概要
このセクションでは、インストール⼿順全体の概要を⽰します。各⼿順には、詳細な説明への
リンクがあります。

1. インストールを始める前に、インストーラ⾃体が更新されることがあります。詳細につ
いては、8.2項 「インストーラセルフアップデート」を参照してください。

2. 実際のインストールは、⾔語と製品の選択から始まります。詳細については、8.3項
「⾔語、キーボード、および製品選択」を参照してください。
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3. ライセンス契約を受諾します。詳細については、8.4項 「使⽤許諾契約」を参照してく
ださい。

4. IBM Zマシンでは、ディスクを有効にする必要があります。詳細については、8.5項
「IBM Z: ディスクのアクティベーション」を参照してください。

5. ネットワークを設定します。インストール中にネットワークにアクセスするために
DHCP経由で⾃動ネットワーク設定を実⾏したのに、その処理が失敗した場合に必要に
なります。詳細については、8.6項 「ネットワーク設定」を参照してください。

6. 正常にネットワーク接続した後、SUSEカスタマセンターまたはRMTサーバでマシンを
登録できます。詳細については、8.7項 「登録」を参照してください。

7. マシンに対して有効にするモジュールを選択します。これは、次の⼿順のシステム役
割、および後述するパッケージの可⽤性に影響を与えます。詳細については、8.8項
「拡張機能とモジュールの選択」を参照してください。

8. ⼿動でリポジトリを追加します。詳細については、8.9項 「アドオン製品」を参照して
ください。

9. システム⽤の役割を選択します。この役割は、インストールするデフォルトパッケージ
のリストを定義したり、ハードディスクのパーティション分割を推奨したりするために
特に利⽤されます。詳細については、8.10項 「システムの役割」を参照してください。

10. システムのハードディスクをパーティション分割します。詳細については、8.11項
「パーティション」を参照してください。

11. タイムゾーンを選択します。詳細については、8.12項 「時計とタイムゾーン」を参照し
てください。

12. ユーザを作成します。詳細については、8.13項 「新しいユーザの作成」を参照してくだ
さい。

13. 必要に応じて、 root⽤に別のパスワードを設定します。詳細については、8.14項 「シ
ステム管理者向けパスワード」を参照してください。

14. 最後の⼿順では、インストーラに全設定の概要が表⽰されます。必要に応じて、それら
の設定を変更できます。詳細については、8.15項 「インストールの設定」を参照してく
ださい。

15. インストーラによって必要なデータがすべてコピーされます。その際には、進捗状況も
⽰されます。詳細については、8.16項 「インストールの実⾏」を参照してください。
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8.2 インストーラセルフアップデート
インストール中およびアップグレード中に、YaSTはそれ⾃体を更新して、リリース後に⾒つ
かったインストーラのバグを解決できます。この機能はデフォルトでは有効になっています。
無効にするには、ブートパラメータ self_updateを 0に設定します。詳細については、7.4.6
項 「インストーラセルフアップデートの有効化」を参照してください。

重要: セルフアップデート中のネットワーキング
インストーラアップデートをダウンロードするため、YaSTはネットワークアクセスを
必要とします。デフォルトでは、すべてのネットワークインタフェースでDHCPの使⽤
を試みます。ネットワーク内にDHCPサーバがある場合は、YaSTは⾃動的に動作しま
す。
静的IPを設定する必要がある場合は、 ifcfgブート引数を使⽤できます。詳細について
は、https://en.opensuse.org/Linuxrc でlinuxrcのマニュアルを参照してください。

ヒント: ⾔語の選択
インストーラセルフアップデートは⾔語の選択⼿順の前に実⾏されます。つまり、進捗
状況や、処理中に発⽣したエラーはデフォルトでは英語で表⽰されます。
インストーラのこの部分で別の⾔語を使⽤するには、アーキテクチャで使⽤可能
な languageブートパラメータ(例: language=de_DE )を使⽤します。または、ブートメ
ニューで F2 を押して、リストから⾔語を選択します。

この機能はユーザによる操作なしに動作するように設計されていますが、その仕組みを知っ
ておくことは重要です。関⼼がない場合は、8.3項 「⾔語、キーボード、および製品選択」へ
直接移動して、このセクションの残りはスキップできます。

8.2.1 セルフアップデートプロセス
このプロセスは2つの異なる部分に分けることができます。

1. アップデートリポジトリの場所を決定する
2. アップデートをダウンロードしてインストールシステムに適⽤する
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8.2.1.1 アップデートリポジトリの場所の決定
インストーラセルフアップデートは、専⽤のリポジトリを介して標準RPMパッケージとして
配布されるため、リポジトリのURLを⾒つけることが最初の⼿順になります。

重要: インストーラセルフアップデートリポジトリのみを指定する
次のどのオプションを使⽤するかにかかわらず、インストーラセルフアップデートリポ
ジトリのURLのみを指定してください。次に例を⽰します。
self_update=https://www.example.com/my_installer_updates/

ソフトウェアアップデートリポジトリのURLなど、その他のリポジトリのURLは指定し
ないでください。

YaSTは次の情報ソースを使⽤しようとします。
1. ブートパラメータ self_update  (詳細については、7.4.6項 「インストーラセルフアップ

デートの有効化」を参照してください)。URLを指定した場合、ほかの⽅法よりもURLが
優先されます。

2. AutoYaSTを使⽤している場合、 /general/self_update_urlプロファイル要素。
3. 登録サーバ。YaSTは登録サーバにURLを問い合わせます。使⽤するサーバは次の順序で

決定されます。
a. regurlブートパラメータを評価する(7.4.1項 「RMTサーバにアクセスするための

データの提供」)。
b. AutoYaSTを使⽤している場合、 /suse_register/reg_serverプロファイル要素を

評価する。
c. SLPの検索を⾏う。SLPサーバが⾒つかると、そのサーバを使⽤するかどうかを尋

ねられます。これは、認証が⾏われず、ローカルネットワーク上のすべてのデバイ
スが登録サーバをアナウンスできるためです。

d. SUSEカスタマセンターに問い合わせる。
4. 上記の試⾏がどれもうまくいかない場合は、フォールバックURL (インストールメディア

で定義)が使⽤されます。
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8.2.1.2 アップデートのダウンロードと適⽤
アップデートリポジトリが決まったら、YaSTは利⽤可能なアップデートがあるかどうかを確
認します。利⽤可能なアップデートがある場合は、すべてのアップデートがダウンロードされ
て、インストールシステムに適⽤されます。
最後に、YaSTが再起動して新しいバージョンがロードされ、ようこそ画⾯が表⽰されます。
利⽤可能なアップデートがない場合は、YaSTを再起動することなくインストールが続⾏され
ます。

注記: アップデートの整合性
アップデートの整合性と作成情報を確認するため、アップデートの署名がチェックされ
ます。署名がないか無効な場合は、アップデートを適⽤するかどうかを尋ねられます。

8.2.2 カスタムのセルフアップデートリポジトリ
self_updateブートパラメータを使⽤してURLを指定することで、YaSTは、公式リポジトリ
の代わりにユーザ定義リポジトリを使⽤できます。ただし、次の点に留意する必要がありま
す。

HTTP/HTTPSおよびFTPのリポジトリのみがサポートされます。
RPM-MDリポジトリのみがサポートされます(RMTで必要)。
パッケージは通常の⽅法ではインストールされません。パッケージの展開のみが実⾏さ
れ、スクリプトは実⾏されません。
依存関係の確認は実⾏されません。パッケージはアルファベット順にインストールされ
ます。
元のインストールメディアのファイルよりもパッケージのファイルが優先されます。つ
まり、アップデートパッケージにすべてのファイルが含まれている必要はなく、変更さ
れたファイルのみが含まれていれば問題ありません。メモリとダウンロード帯域幅を節
約するため、変更されていないファイルは省略されます。

注記: リポジトリは1つのみ
現在のところ、複数のリポジトリをインストーラセルフアップデートのソースとして使
⽤することはできません。
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8.3 ⾔語、キーボード、および製品選択

⾔語およびキーボード配列の設定は、ブート画⾯で選択した⾔語で初期化されています。デ
フォルトを変更していない場合は、英語(⽶国)になります。必要に応じて、ここで設定を変更
します。
⾔語を変更すると、⾃動的に、対応のキーボードレイアウトが事前選択されます。この事前設
定されたレイアウトを変更するには、ドロップダウンボックスから別のキーボードレイアウ
トを選択します。キーボードテストテキストボックスを使⽤して、このレイアウトをテストし
ます。ここで選択した⾔語は、システム時計のタイムゾーンの設定に使⽤されます。この設定
は、インストールしたシステムで第21章 「YaSTによる⾔語および国の設定の変更」の⼿順に
従って後で変更できます。
インストーラを使⽤して、次のSUSE Linux Enterpriseの基本製品をインストールできます。

SUSE Linux Enterprise Server (このドキュメントで説明)
SUSE Linux Enterprise Desktop (インストール⼿順については、https://
www.suse.com/documentation/sled/ を参照)
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SUSE Linux Enterprise High Performance Computing (インストール⼿順について
は、FIXMEを参照)
SUSE Linux Enterprise Server for SAP Applications (インストール⼿順について
は、https://www.suse.com/documentation/sles-for-sap/ を参照)

インストールする製品を選択します。それぞれの製品の登録コードが必要です。このドキュメ
ントでは、SUSE Linux Enterprise Serverを選択したことを想定しています。次へで続⾏しま
す。

8.4 使⽤許諾契約

ライセンス契約を読みます。これは、ブート画⾯で選択した⾔語で表⽰されます。訳⽂
は、License Language (ライセンス⾔語)ドロップダウンボックスを選択して表⽰できま
す。契約条件に同意する場合は、はい、ライセンスに同意しますを選択し、次へをクリッ
クしてインストールを続⾏します。使⽤許諾契約に同意しないと、SUSE Linux Enterprise
Serverをインストールできません。その場合は、中⽌をクリックしてインストールを終了し
ます。
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8.5 IBM Z: ディスクのアクティベーション

図 8.1: ディスクのアクティベーション

IBM Zプラットフォームでのインストール時、⾔語選択ダイアログの後に、外部ハードディ
スクを設定するダイアログが表⽰されます。SUSE Linux Enterprise Serverのインストールで
は、DASD、Fibre Channel Attached SCSI Disk (zFCP)、またはiSCSIを選択します。DASDお
よびzFCP設定ボタンは、対応するデバイスが接続されている場合にのみ使⽤可能です。iSCSI
ディスクの環境設定⽅法については、『ストレージ管理ガイド』、第14章「IPネットワークの
⼤容量記憶域 - iSCSI」、14.3項「iSCSIイニシエータの設定」を参照してください。
この画⾯では、ネットワーク設定ダイアログを開くことでネットワークの設定を変更するこ
ともできます。ネットワークインタフェースのリストから⽬的のインタフェースを選択し、編
集をクリックしてその設定を変更します。該当のタブを使⽤してDNSとルーティングを設定し
ます。詳細については、『管理ガイド』、第17章「ネットワークの基礎」、17.4項「YaSTによ
るネットワーク接続の設定」を参照してください。
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8.5.1 DASDディスクの設定
IBM Zハードウェアでインストールしていない場合は、この⼿順をスキップしてください。

図 8.2: IBM Z: DASDの選択

Configure DASD Disks (DASDディスクの設定)を選択すると、利⽤可能なすべてのDASDが概
要にリスト表⽰されます。使⽤可能なデバイスに関する詳しい情報を取得するには、このリス
トの上部にあるテキストボックスを使⽤して、表⽰するチャネルの範囲を指定します。指定し
た範囲に従ってリストをフィルタするには、フィルタを選択します。
リスト内の該当するエントリを選択することで、インストールに使⽤するDASDを指定し
ます。現在表⽰されているすべてのDASDを選択するにはSelect All (すべて選択)を使⽤し
ます。アクションの実⾏ 有効化の順に選択して、選択したDASDを有効にし、インストー
ルに使⽤できるようにします。これらのDASDをフォーマットするには、アクションの実
⾏ フォーマットの順に選択します。10.1項 「熟練者向けパーティション設定の使⽤」の説明
にあるように、後でYaSTパーティショナを使⽤してフォーマットすることもできます。
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8.5.2 zFCPディスクの設定
SUSE Linux Enterprise ServerのインストールにzFCPディスクを使⽤するには、選択ダイア
ログでzFCPディスクの設定を選択します。これによりダイアログが開き、システムで使⽤可
能なZFCPディスクのリストが表⽰されます。このダイアログで追加を選択すると、zFCPパラ
メータを⼊⼒する別のダイアログが開きます。
SUSE Linux Enterprise ServerのインストールにzFCPディスクを使⽤できるようにするに
は、チャネル番号のドロップダウンボックスから使⽤可能な番号を選択します。WWPNの取
得(World Wide Port Number)およびLUNの取得(Logical Unit Number)は、それぞれ使⽤でき
るWWPNとFCP-LUNのリストを返し、ここから選択できます。⾃動LUNスキャンは、NPIVが
有効な場合にのみ動作します。
ここまでの設定が完了したら、次へをクリックしてZFCPダイアログから、ハードディスクの
⼀般設定ダイアログに戻ります。続いて完了をクリックして終了し、残りの設定を続けます。

8.6 ネットワーク設定

図 8.3: ネットワーク設定
インストールをブートすると、インストールルーチンが設定されます。この設定では、DHCP
との間に1つ以上のネットワークインタフェースを設定しようとする処理が実⾏されます。こ
の処理が失敗した場合はネットワーク設定ダイアログが開きます。ネットワークインタフェー
スのリストから⽬的のインタフェースを選択し、編集をクリックしてその設定を変更します。
該当のタブを使⽤してDNSとルーティングを設定します。詳細については、『管理ガイド』、
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第17章「ネットワークの基礎」、17.4項「YaSTによるネットワーク接続の設定」を参照してく
ださい。IBM Zでは、このダイアログが⾃動的には開きません。このダイアログはディスクの
アクティベーションの⼿順で開くことができます。
インストールの設定でDHCPが正常に設定された場合は、SUSEのカスタマセンターへの登
録の⼿順でNetwork Configuration (ネットワーク設定)をクリックすることで、このダイアロ
グにアクセスこともできます。このダイアログでは、⾃動的に指定された設定を変更できま
す。

注記: ブートパラメータを使⽤したネットワークの設定
ブートパラメータを使⽤して設定したネットワークインタフェースが1つでも存在する
と(7.3.2項 「ネットワークインタフェースの設定」を参照)、DHCPの⾃動設定は無効に
なり、ブートパラメータの設定がインポートされて使⽤されます。

ヒント: ネットワークストレージまたはローカルRAIDへのアクセス
インストール時にSANまたはローカルRAIDにアクセスするために、libstorageコマンド
ラインクライアントを使⽤できます。

1. Ctrl ‒ Alt ‒ F2 でコンソールに切り替えます。
2. extend libstoragemgmtを実⾏して、libstoragemgmt拡張機能をインストール

します。
3. これで、 lsmcliコマンドにアクセスできます。詳細については、 lsmcli --

helpを実⾏してください。
4. インストーラに戻るには、 Alt ‒ F7 キーを押します。

サポートされているのは、Netapp Ontap、すべてのSMI-S互換SANプロバイダ、およ
びLSI MegaRAIDです。
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8.7 登録
テクニカルサポート情報や製品のアップデートを⼊⼿するには、SUSEカスタマセンターまた
はローカル登録サーバで製品を登録してアクティブ化する必要があります。この段階でSUSE
Linux Enterprise Serverを登録すると、アップデートリポジトリへのアクセス権もただちに得
られます。これにより、利⽤できる最新のアップデートとパッチを使⽤してシステムをインス
トールできるようになります。
登録時には、次の⼿順でインストールするモジュールおよび拡張機能のリポジトリや依存関係
が登録サーバからロードされます。
ネットワークに接続していない場合または登録をスキップする場合は、登録を⾏わずに⾶ば
すを選択します。⼿順については、8.7.3項 「登録なしのインストール」を参照してくださ
い。

8.7.1 ⼿動での登録

図 8.4: SUSEのカスタマセンターへの登録
SUSEカスタマセンターで登録するには、SCCアカウントに関連付けられている電⼦メールア
ドレスと、SUSE Linux Enterprise Serverの登録コードを⼊⼒します。組織がローカル登録
サーバを提供している場合は、代わりにそこで登録することもできます。ローカルSMTサーバ
を使⽤してシステムを登録するを有効にした後、ドロップダウンボックスからURLを選択する
かアドレスを⼊⼒します。次へをクリックして、登録プロセスを開始します。
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ヒント: インストール時に製品パッチをインストールする
SUSE Linux Enterprise Serverが正しく登録された後、インストール中に、利⽤可能な
最新のオンラインアップデートをインストールするかどうかを尋ねられます。はいを選
択すると、システムは、最新パッケージとともにインストールされ、インストール後に
アップデートを適⽤する必要がなくなります。このオプションを有効にすることをお勧
めします。

インストール時にシステムが正常に登録されていた場合、YaSTはインストール完了時に、CD/
DVDまたはフラッシュディスクなどのローカルインストールメディアのリポジトリを無効にし
ます。これにより、インストールソースが使⽤できなくなった場合に問題が発⽣するのを防
ぎ、常にオンラインリポジトリから最新の更新が取得されるようになります。

8.7.2 USBストレージからの登録コードのロード
登録をさらに便利にするために、フラッシュディスクなどのUSBストレージデバイスに登録
コードを保存することもできます。YaSTによる該当のテキストボックスへの事前⼊⼒が⾃動
的に実⾏されます。これは、インストールのテストをする場合、または多数のシステムや拡張
機能を登録する必要がある場合に、特に便利です。
USBディスクに regcodes.txtまたは regcodes.xmlという名前でファイルを作成します。両
⽅のファイルが存在する場合は、XMLが優先されます。
そのファイルで、 zypper search --type productを実⾏して返される製品の名前を指定
し、次のように登録コードを割り当てます。
例 8.1: regcodes.txt
SLES    cc36aae1
SLED    309105d4

sle-we  5eedd26a
sle-live-patching 8c541494

例 8.2: regcodes.xml
<?xml version="1.0"?>
<profile xmlns="http://www.suse.com/1.0/yast2ns"
 xmlns:config="http://www.suse.com/1.0/configns">
  <suse_register>
    <addons config:type="list">
      <addon>
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<name>SLES</name>
<reg_code>cc36aae1</reg_code>
      </addon>
      <addon>
<name>SLED</name>
<reg_code>309105d4</reg_code>
      </addon>
      <addon>
<name>sle-we</name>
<reg_code>5eedd26a</reg_code>
      </addon>
      <addon>
<name>sle-live-patching</name>
<reg_code>8c541494</reg_code>
      </addon>
    </addons>
  </suse_register>
</profile>

SLESと SLEDは拡張機能ではありませんが、これらをアドオンとしてリストに追加すること
により、1つのファイルで複数の基本製品の登録コードを組み合わせることができるように
なります。詳細については、『AutoYaST Guide』、第4章「Configuration and Installation
Options」、4.3.1項「Extensions」を参照してください。

注記: 制限
現在、フラッシュディスクは、インストール時またはアップグレード時にのみスキャン
され、実⾏中のシステムの登録時にはスキャンされません。

8.7.3 登録なしのインストール
登録せずにシステムをインストールするには、登録を⾏わずに⾶ばすを有効にします。OKを
クリックして警告を受け⼊れ、次へで続⾏します。登録する場合と同じワークフローに沿って
インストールされますが、モジュールと拡張機能の選択⼿順は異なります。
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注記: SUSE Linux Enterprise Serverの登録
システムと拡張機能は、登録しないとアップデートとサポートの対象になりません。
インストール時に登録していない場合は、後で稼働中のシステムから⾏うことができま
す。これは、YaST 製品の登録の順に選択して実⾏します。

登録サーバに接続せずにインストールを実⾏すると、インストール中にシステムを登録す
ることはできません。つまり、モジュールと拡張機能⽤のリポジトリ設定を登録サーバから
受信することはできません。通常のインストールを可能にするため、SUSEでは、SLE-15-
Packages ISOイメージという2つ⽬のインストールメディアを提供しています。
登録なしのインストールを実⾏するには、インストール中にSLE-15-Packages ISOイメージの
コンテンツにアクセスできるようにしておきます。これは、このイメージをローカルハード
ディスクやリムーバブルフラッシュディスクにコピーしたり、DVDに書き込んだり、ローカル
ネットワークで公開したりすることによって可能です。ご使⽤のハードウェアでサポートされ
ている⽅法を選択してください。
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ヒント: SLE-15-Packages ISOイメージからリムーバブルフラッシュディスクにデータをコピーする
提供されているISOイメージのコンテンツをリムーバブルフラッシュディスクにコピー
するには、次のコマンドを使⽤します。
tux > sudo dd if=PATH_TO_ISO_IMAGE
    of=FLASH_STORAGE_PARTITION bs=4M && sync

PATH_TO_ISO_IMAGEは、このISOイメージファイルへの相対パスまたは絶対パスで置
き換えます。 FLASH_STORAGE_PARTITIONは、フラッシュデバイスのパーティション(通
常は1つだけです)へのパスで置き換えます。デバイスとそのパーティションを識別する
には、そのデバイスを挿⼊してから、次の例のコマンドを使⽤します。
root # grep -Ff <(hwinfo --disk --short) <(hwinfo --usb --short)
disk:
  /dev/sdc             General USB Flash Disk
root # fdisk -l /dev/sdc | grep -e "^/dev"
/dev/sdc1  *     2048 31490047 31488000  15G 83 Linux

この場合、使⽤コマンドは次のようになります。
dd if=/tmp/SLE-15-Packages-x86_64-DVD1.iso \
 of=/dev/sdc1 bs=4M && sync

このデバイスに⼗分なサイズ(6GB以上)のパーティションが存在することを確認してく
ださい。また、 ddコマンドを実⾏しているときは、このデバイスをマウントしないで
ください。さもないと、パーティション上のデータがすべて消去されてしまいます。

8.8 拡張機能とモジュールの選択
このダイアログには、SUSE Linux Enterprise Serverで使⽤可能なモジュールと拡張機能が⼀
覧表⽰されます。モジュールとは、ユーザのニーズに合わせて製品を構築できるコンポーネン
トのことで、無償で提供されています。拡張機能は、製品に特定の機能を追加します。拡張機
能はサブスクリプションとして提供されており、有料登録キーを必要とします。
提供されるモジュールまたは拡張機能は、このインストールの最初の⼿順で選択した製品に
応じて異なります。モジュールとそのライフサイクルの説明については、モジュールを選択し
た後に表⽰されるテキストを参照してください。詳細については、リリースノート (https://
www.suse.com/releasenotes/x86_64/SUSE-SLES/15/#Intro.Module) を参照してくださ
い。
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モジュールの選択はインストールのスコープに間接的な影響を与えます。インストール環境と
実働システムでどのソフトウェアソース(リポジトリ)を使⽤できるかが定義されるからです。
モジュールと拡張機能の選択⽅法は、前の⼿順でシステムを登録しているかどうかによって異
なります。

8.8.1項 「登録後の拡張機能とモジュールの選択」
8.8.2項 「登録なしの拡張機能とモジュールの選択」

8.8.1 登録後の拡張機能とモジュールの選択

SUSE Linux Enterprise Serverでは、次のモジュールと拡張機能が提供されています。
Basesystem Module

このモジュールは、インストーラ上に基本システムを追加します。これは、他のすべ
てのモジュールと拡張機能が必要とします。基本システムのみを含むインストールのス
コープは、上述のSUSE Linux Enterprise Serverバージョンの「最⼩限のシステム」にお
けるインストールパターンと似ています。
依存関係: なし
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Containers Module
コンテナ⽤のサポートとツールを提供します。
依存関係: Basesystem

Desktop Applications Module
システムにグラフィカルユーザインタフェースと重要なデスクトップアプリケーション
を追加します。これは、サーバアプリケーションと開発ツールモジュールの前提条件と
して必要なモジュールでもあります。
依存関係: Basesystem

Development Tools Module
アプリケーションのコンパイルとデバッグに必要とされるコンパイラ( gccを含む)およ
びライブラリが含まれます。
依存関係: Basesystem、Desktop Applications

Legacy Module
SUSE Linux Enterprise Serverの以前のバージョンでは使⽤可能であったものの、SLES
15からは提供が中⽌されたパッケージが含まれます。以前のSLESバージョンから移⾏す
るときは、このモジュールを使⽤することをお勧めします。
依存関係: Basesystem、Server Applications

Public Cloud Module
SUSE Linux Enterprise ServerをAmazon Web Services (AWS)、Microsoft
Azure、Google Compute Platform、SUSE OpenStack Cloudなどのクラウド環境に展開
するためのイメージ作成ツールが含まれます。
依存関係: Basesystem、Server Applications

Server Applications Module
ネットワークサービス(DHCPサーバ、ネームサーバ、Webサーバなど)を提供するサーバ
機能を追加します。
依存関係: Basesystem

SUSE Cloud Application Platform Tools Module
SUSE Cloud Application Platform製品とのやり取りを可能にするツールを追加します。
依存関係: Basesystem

SUSE Package Hub
openSUSEコミュニティが管理しているSUSE Linux Enterprise Serverパッケージへのア
クセスを提供します。これらのパッケージはL3サポートなしで配布されるため、SUSE
Linux Enterprise Serverのサポート可能性に影響を与えることはありません。詳細につ
いては、https://packagehub.suse.com/ を参照してください。
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依存関係: なし
Web and Scripting Module

Webサーバを稼働させるためのパッケージが含まれます。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Enterprise Storage
Cephを使⽤した分散ストレージのサポートをSUSE Linux Enterprise Serverに追加しま
す。別途ライセンスキーが必要になります。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Linux Enterprise High Availability Extension
ミッションクリティカル設定を実装するクラスタリングサポートをSUSE Linux
Enterprise Serverに追加します。この拡張機能では、別途ライセンスキーが必要になり
ます。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Linux Enterprise Live Patching
重要なパッチ適⽤をシステムをシャットダウンせずに実⾏するためのサポートを追加し
ます。この拡張機能では、別途ライセンスキーが必要になります。
依存関係: Basesystem、Server Applications

SUSE Linux Enterprise Workstation Extension
SUSE Linux Enterprise Serverの機能を、SUSE Linux Enterprise Desktopのパッケージ
で拡張します。たとえば、デスクトップアプリケーション(オフィススイート、メールク
ライアント、グラフィカルエディタなど)やライブラリを追加します。これら両⽅の製品
を組み合わせることで、多様な機能を搭載したワークステーションを構築することがで
きます。この拡張機能では、別途ライセンスキーが必要になります。
依存関係: Basesystem、Desktop Applications

⼀部のモジュールでは、他のモジュールをインストールする必要が⽣じます。そのため、モ
ジュールを選択すると、この依存関係を満たすために他のモジュールが⾃動的に選択される場
合があります。
製品によっては、特定のモジュールと拡張機能に登録サーバが推奨マークを付けている場合も
あります。推奨されたモジュールと拡張機能は、登録およびインストールのために事前選択さ
れます。これらの推奨項⽬をインストールしないときは、⼿動で選択を解除します。
インストールするモジュールと拡張機能を選択し、次へで続⾏します。1つ以上の拡張機能を
選択した場合、それぞれの登録コードの⼊⼒が求められます。選択内容によっては、別の使⽤
許諾契約の受諾が必要な場合があります。
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8.8.2 登録なしの拡張機能とモジュールの選択
登録を⾏わずに⾶ばした場合、次のアドオン製品ダイアログでSLE-15-Packages ISOイメージ
にアクセスする必要があります。

アドオン製品ダイアログで、I would like to Install an Add-On Product (アドオン製品をイン
ストールする)を有効にし、SLE-15-Packages ISOイメージのソースを指定します。リポジト
リを記述するファイルを今すぐダウンロードするには、リポジトリの説明をダウンロードを
オンにします。この項⽬をオフにすると、インストールを開始してからファイルがダウンロー
ドされます。次へで続⾏します。データソースとしてDVDを選択した場合、メディアの挿⼊が
求められます。
拡張機能とモジュールの選択で、製品と少なくとも1つのモジュール、および必要に応じて1つ
以上の拡張機能を選択する必要があります。
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SLE-15-Packages ISOイメージには、SUSE Linux Enterpriseの全製品に対応する拡張機能と
モジュールが含まれています。以下のモジュールと拡張機能だけを選択してください。そうで
ないと、システムをインストールできないだけでなく、SUSEのサポート対象から除外される
可能性があります。
製品

製品の選択は必須です。SLES 15 15-0を選択してください。
モジュール

モジュールはSUSE Linux Enterprise Serverの機能を拡張し、無償で提供されていま
す。Basesystem-Module 15-0のインストールは必須です。Server-Applications-Module
15-0のインストールもお勧めします。
ほとんどのモジュールは他のモジュールに依存しています。ここで、これらの依存関係
を⾃動的に特定することはできません。依存関係の特定は⼿動で⾏ってください。そう
でないと、後でインストールに失敗してしまいます。詳細については、次のリストを参
照してください。
Basesystem-Module 15-0.  このモジュールは、インストーラ上に基本システムを追加
します。これは、他のすべてのモジュールと拡張機能が必要とします。基本システムの
みを含むインストールのスコープは、上述のSUSE Linux Enterprise Serverバージョンの
「最⼩限のシステム」におけるインストールパターンと似ています。依存関係: なし
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Containers-Module 15-0.  コンテナ⽤のサポートとツールを提供します。依存関係:
Basesystem
Desktop-Applications-Module 15-0.  システムにグラフィカルユーザインタフェース
(Wayland)と重要なデスクトップアプリケーションを追加します。これは、サーバアプ
リケーションと開発ツールモジュールの前提条件として必要なモジュールでもありま
す。依存関係: Basesystem
Development-Tools-Module 15-0.  アプリケーションのコンパイルとデバッグに必要
とされるコンパイラ( gccを含む)およびライブラリが含まれます。
Legacy-Module 15-0.  SUSE Linux Enterprise Serverの以前のバージョンでは使⽤可
能であったものの、SLES 15からは提供が中⽌されたパッケージが含まれます。以前
のSLESバージョンから移⾏するときは、このモジュールを使⽤することをお勧めしま
す。依存関係: Basesystem、Server Applications
Public-Cloud-Module 15-0.  SUSE Linux Enterprise ServerをAmazon Web Services
(AWS)、Microsoft Azure、Google Compute Platform、SUSE OpenStack Cloudな
どのクラウド環境に展開するためのイメージ作成ツールが含まれます。依存関係:
Basesystem、Server Applications
Server-Applications-Module 15-0.  ネットワークサービス(DHCPサーバ、ネームサー
バ、Webサーバなど)を提供するサーバ機能を追加します。依存関係: Basesystem
Web-Scripting-Module 15-0.  Webサーバを稼働させるためのパッケージが含まれま
す。依存関係: Basesystem、Server Applications

［Extensions (アドイン)］
拡張機能は、必要に応じて選択します。拡張機能はSUSE Linux Enterprise Serverにコア
機能を追加するもので、有料登録コードが必要になります。
モジュールによって必要とされる拡張機能は異なります。ここで、これらの依存関係を
⾃動的に特定することはできません。依存関係の特定は⼿動で⾏ってください。そうで
ないと、後でインストールに失敗してしまいます。詳細については、次のリストを参照
してください。
SUSE Linux Enterprise High Availability Extension (SLEHA15 15-0)。  ミッショ
ンクリティカル設定を実装するクラスタリングサポートをSUSE Linux Enterprise
Serverに追加します。SLEHA15 15-0を選択してインストールします。依存関係:
Basesystem、Server Applications
SUSE Linux Enterprise Workstation Extension (SLEWE15 15-0)。  SUSE Linux
Enterprise Serverの機能を、SUSE Linux Enterprise Desktopのパッケージで拡張しま

108 登録なしの拡張機能とモジュールの選択 SLES 15



す。たとえば、デスクトップアプリケーション(オフィススイート、メールクライアン
ト、グラフィカルエディタなど)やライブラリを追加します。これら両⽅の製品を組み
合わせることで、多様な機能を搭載したワークステーションを構築することができま
す。SLEWE15 15-0を選択してインストールします。依存関係: Basesystem、Desktop
Applications

警告: 禁⽌されている選択
SUSE Linux Enterprise Serverには、次のモジュールや拡張機能をインストールしない
でください。そうでないと、システムをインストールできないだけでなく、SUSEのサ
ポート対象から除外されてしまいます。

HPC-Module 15-0
SAP-Applications-Module 15-0
SLE-15-HPC 15-0
SLE-15-SAP 15-0
SLED15 15-0

モジュールと拡張機能を選択したら、次へで続⾏します。
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インストール⽤に選択したすべてのモジュールは、アドオン製品のインストールダイアログに
⼀覧表⽰されます。このリストを変更するには、追加または削除オプションを使⽤します。追
加を使⽤すると、別のソースから任意で他のアドオン製品を追加することができます。詳細に
ついては、8.9項 「アドオン製品」を参照してください。
インストールを続⾏するには、次へを選択します。次の章をスキップして、8.10項 「システム
の役割」から読み進めます。

8.9 アドオン製品

図 8.5: アドオン製品
アドオン製品ダイアログを使⽤して、SUSEカスタマセンターで提供されていない他のソフト
ウェアソース(「リポジトリ」)をSUSE Linux Enterprise Serverに追加できます。このような
アドオン製品には、サードパーティの製品や、ご使⽤のシステム⽤のドライバまたは追加ソフ
トウェアなどがあります。

ヒント: インストール中にドライバを追加する
アドオン製品ダイアログを使⽤して、ドライバアップデートリポジトリを追加す
ることもできます。SUSE Linux Enterpriseのドライバのアップデートはhttp://
drivers.suse.com/ に⽤意されています。これらのドライバは、SUSE SolidDriverプロ
グラムを使⽤して作成されています。
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アドオンをインストールしない場合は次へで続⾏します。それ以外の場合はI would like to
install an additional Add-on Product (追加のアドオン製品をインストールする)を有効にしま
す。CD、DVD、ハードディスク、USB⼤容量ストレージ、ローカルディレクトリ、またはロー
カルISOイメージを選択することで、メディアタイプを指定します。ネットワークへのアクセ
スを設定済みであれば、HTTP、SLP、FTPなどの別のリモートソースを選択できます。URL
を直接指定することもできます。リポジトリを記述するファイルを今すぐダウンロードするに
は、リポジトリの説明をダウンロードをオンにします。この項⽬をオフにすると、インストー
ルを開始してからファイルがダウンロードされます。次へで続⾏し、必要な場合は、CDまた
はDVDを挿⼊します。
アドオンのコンテンツによっては、別の使⽤許諾契約の受諾が必要な場合があります。

8.10 システムの役割

図 8.6: システムの役割の選択

SUSE Linux Enterprise Serverは、広範囲にわたる機能をサポートします。インストールを容
易にするために、YaSTには、インストールするシステムを選択したシナリオに合わせて調整
する使⽤事例が事前定義されています。現在、これはパッケージセットおよび推奨パーティ
ションスキームに影響します。
要件に最も近いシステムの役割を選択します。
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SLE with GNOME (SLE with GNOME)
このオプションは、デスクトップ環境が付属している基本的なSLESをインストールしま
す。X11テクノロジを利⽤し、グラフィカルデスクトップをブートします。ディスク容量
が20GBを超える場合、パーティションの推奨設定には、XFSでフォーマットされた別個
のホームパーティションが含まれます。
依存関係: Basesystem、Desktop Applications

テキストモード
このオプションは、デスクトップ環境はないが豊富なコマンドラインツールを搭載し
た基本的なSLESをインストールします。ディスク容量が20GBを超える場合、パーティ
ションの推奨設定には、XFSでフォーマットされた別個のホームパーティションが含ま
れます。
依存関係: Basesystem

最⼩
基本的なコマンドラインツールのみを搭載した⾮常に軽量なインストール環境が必要な
場合は、この役割を選択します。
依存関係: なし

KVM Virtualization Host (KVM仮想化ホスト)
他の仮想マシンを実⾏できるKVMホストとして機能する必要があるマシンにインストー
ルする場合は、このシナリオを選択します。 /var/lib/libvirtは別個のパーティショ
ンに配置され、ファイアウォールとKdumpは無効になります。
依存関係: Basesystem、Server Applications

Xen Virtualization Host (Xen仮想化ホスト)
他の仮想マシンを実⾏できるXenホストとして機能する必要があるマシンにインストー
ルする場合は、このシナリオを選択します。 /var/lib/libvirtは別個のパーティショ
ンに配置され、ファイアウォールとKdumpは無効になります。
依存関係: Basesystem、Server Applications
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8.11 パーティション
8.11.1 重要情報

警告: このセクションを熟読してください
8.11.2項 「推奨のパーティション」に進む前に、このセクションを熟読してください。

UEFIマシンでのパーティション分割のカスタマイズ
UEFIマシンでは、 /boot/efiにマウントされる必要のあるEFIシステムパーティション
が必要とされます。このパーティションは FATファイルシステムでフォーマットされる
必要があります。
現在のシステムにEFIシステムパーティションがすでに存在している場合は(以前の
Windowsインストール環境で作成したものなど)、それをフォーマットせずに /boot/

efiにマウントして使⽤します。
カスタムパーティション分割とSnapper

ルートパーティションのサイズが16GBを超えている場合、SUSE Linux Enterprise
Serverではデフォルトでファイルシステムのスナップショットが有効にされます。
SUSE Linux Enterprise Serverでは、SnapperとBtrfsを併⽤してこの機能を実現してい
ます。Btrfsは、ルートパーティション⽤にスナップショットを有効にしてセットアップ
する必要があります。
ディスクサイズが16GB未満の場合は、システムパーティション /の容量が不⾜しないよ
うに、Snapper機能と⾃動スナップショットはすべて無効にされます。
ロールバックが可能なシステムスナップショットを作成するには、重要なシステムディ
レクトリ( /usr、 /varなど)が1つのパーティションにマウントされている必要がありま
す。別個のパーティションに配置できるのは、スナップショットから除外されるディレ
クトリ( /usr/local、 /var/log、 /tmpなど)だけです。
詳細については、『管理ガイド』、第7章「Snapperを使⽤したシステムの回復とスナッ
プショット管理」を参照してください。

Btrfsデータボリューム
データボリューム⽤のBtrfsの使⽤は、SUSE Linux Enterprise Server 15でサポートされ
ています。データボリュームにBtrfsの使⽤を必要とするアプリケーションでは、クオー
タグループを無効にしたファイルシステムを別途作成することを検討してください。こ
れは、⾮ルートファイルシステムではすでにデフォルトの設定です。
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暗号化されたルートパーティションのBtrfs
デフォルトのパーティション設定では、ルートパーティションをBtrfsにすることが推奨
されます。ルートパーティションを暗号化する場合は、デフォルトのMSDOSタイプでは
なく、GPTパーティションテーブルタイプを使⽤してください。そうでないと、GRUB2
ブートローダは、2段階⽬のローダ⽤のスペースを⼗分に確保できません。

IBM Z: z/VMのミニディスクの使⽤
SUSE Linux Enterprise Serverをz/VMのミニディスクにインストールしていて、そのz/
VMがミニディスクと同じ物理ディスク上にある場合、そのミニディスクのアクセスパス
(/dev/disk/by-id/)は固有ではありません。そのアクセスパスは物理ディスクのIDを表し
ているからです。このため、同じ物理ディスク上に2つ以上のミニディスクがある場合、
これらはすべて同じIDを持ちます。
ミニディスクをマウントする際の問題を回避するには、「パス」または「UUID」を使⽤
してマウントします。

IBM Z: LVMルートファイルシステム
LVMまたはソフトウェアRAIDアレイ上でルートファイルシステムを使⽤してシステムを
設定する場合、 /bootを別個の⾮LVMまたは⾮RAIDパーティションに配置する必要があ
ります。そうしないと、システムは起動しません。このパーティションの推奨サイズは
500MBで、推奨ファイルシステムはExt4です。

サポート対象のソフトウェアRAIDボリューム
既存のソフトウェアRAIDボリュームにインストールしてそこからブートする設定
は、Disk Data Format (DDF)ボリュームとIntel Matrix Storage Manager (IMSM)ボリュー
ムに対してサポートされています。IMSMは、以下の名前で呼ばれることもあります。

Intel Rapid Storage Technology
Intel Matrix Storage Technology
Intel Application Accelerator/Intel Application Accelerator RAID Edition

FCoEデバイスとiSCSIデバイスのマウントポイント
FCoEデバイスとiSCSIデバイスはブートプロセス中は⾮同期で表⽰されます。これらの
デバイスがルートファイルシステム⽤に正しく設定されていることがinitrdによって保証
されるまでの間、他のファイルシステムや /usrなどのマウントポイントでは、これは保
証されません。したがって、 /usrや /varなどのシステムマウントポイントはサポート
されません。これらのデバイスを使⽤するには、必ず各サービスとデバイスを正しく同
期してください。
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8.11.2 推奨のパーティション

図 8.7: パーティション
このステップでは、SUSE Linux Enterprise Serverのパーティション設定を定義します。シス
テムの役割に応じて、インストーラは利⽤可能なディスクの1つについて推奨設定を作成し
ます。すべての推奨設定には、Btrfsでフォーマットされたルートパーティション(スナップ
ショットが有効)とスワップパーティションが含まれます。GNOMEデスクトップとテキスト
モードの推奨設定では、ディスク容量が20GBを超える場合、別個のホームパーティションが
作成されます。仮想化ホストのシステム役割は、 /var/lib/libvirt⽤に別個のパーティショ
ンを作成します。このディレクトリには、デフォルトでイメージファイルが格納されていま
す。利⽤可能なハードディスク上で1つ以上のスワップパーティションが検出されると、新し
いスワップパーティションは提案されず、これらの既存パーティションが使⽤されます。処理
を続⾏するには、以下のオプションがあります。
次へ

提案を変更せずに受け⼊れるには、次へをクリックしてインストールのワークフローを
続⾏します。

ガイド付き設定
提案を調整するには、ガイド付き設定を選択します。パーティション⽅式画⾯では、論
理ボリュームマネージャ(LVM)とディスク暗号化を有効にできます。
次へで確認し、ファイルシステムオプションを指定します。ルートパーティション⽤の
ファイルシステムを調整して、別個のホームパーティションを作成できます。
ルートファイルシステムフォーマットがBtrfsである場合、ここでBtrfsスナップショット
を有効または無効にすることもできます。
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Expert Partitioner (エキスパートパーティショナ)
カスタムのパーティション設定を作成するには熟練者向けパーティション設定をクリッ
クします。推奨されたディスクレイアウトで作成を開始する場合はStart with Current
Proposal (現在の提案で開始する)を、推奨されたレイアウトを無視してディスク上の既
存のレイアウトで作成を開始する場合はStart with Existing Partitions (既存のパーティ
ションで開始する)を選択します。これで、パーティションの追加、編集、サイズ変更、
または削除が可能となりました。
エキスパートパーティショナでは、論理ボリューム(LVM)のセットアップ、ソフトウェア
RAIDとデバイスのマッピング(DM)の設定、パーティションの暗号化、NFS共有のマウン
ト、およびtmpfsボリュームの管理も可能です。サブボリュームとスナップショットの
取り扱い⽅法などの設定をBtrfsパーティションごとに詳細に調整するにはBtrfsを選択し
ます。カスタムパーティション分割および⾼度な機能の設定の詳細については、10.1項
「熟練者向けパーティション設定の使⽤」を参照してください。

8.12 時計とタイムゾーン

図 8.8: 時計とタイムゾーン
このダイアログでは、地域とタイムゾーンを選択します。これらは両⽅とも、インストール⾔
語に従って事前に選択されています。事前選択された値を変更するには、地域およびタイム
ゾーンの地図またはドロップダウンボックスを使⽤します。地図を使⽤する場合は、地域のお
およその⽅向をカーソルでポイントし、左クリックでズームします。次に、左クリックで国ま
たは地域を選択します。右クリックで、世界地図に戻ります。

116 時計とタイムゾーン SLES 15



時計を設定するには、Hardware Clock is Set to UTCにするかどうかを選択します。コン
ピュータで別のオペレーティングシステム(Microsoft Windows*など)を実⾏する場合は、⼤抵
はローカルタイムが使⽤されます。コンピュータでLinuxを実⾏する場合は、ハードウェアク
ロックをUTCに設定し、標準時間から夏時間への切り換えを⾃動的に実⾏させます。

重要: UTCへのハードウェアクロックの設定
標準時間からサマータイムへの転換(およびその逆)は、ハードウェアロック(CMOSク
ロック)がUTCに設定されている場合にのみ、⾃動的に⾏われます。この処理は、NTP
との時間の⾃動同期機能を使⽤している場合にも実⾏されます。これは、ハードウェア
とシステムクロックの時間差が15分未満であれば、時間の⾃動同期が機能するからで
す。
誤ったシステム時間は、深刻な問題の原因になる場合があります(バックアップの失
敗、メールメッセージの削除、リモートファイルシステムでの障害の発⽣など)。ハー
ドウェアのクロックを常にUTCに設定することを強くお勧めします。

POWER, AMD/Intel  ネットワークがすでに設定済みの場合、NTPサーバとの時間の同期を設定
できます。Other Settings (その他の設定)をクリックしてNTP設定を変更するか、⼿動を選択
して⼿動で時間を設定します。NTPサービスの設定の詳細については、『管理ガイド』、第27
章「NTPによる時刻の同期」を参照してください。設定が完了したら、受諾をクリックしてイ
ンストールを続⾏します。 
POWER, AMD/Intel  NTPを設定せずに実⾏する場合は、同期されていない時間がハードウェア

クロックに保存されるのを回避するために、 SYSTOHC=no ( sysconfig変数)を設定してくださ
い。 

注記: IBM Z上での時間変更の不可
オペレーティングシステムからは時刻と⽇付を直接変更できないので、IBM Zではその
他の設定オプションを使⽤できません。

8.13 新しいユーザの作成
このステップでは、ローカルユーザを作成します。詳細については、熟練者向け設定を参照し
てください。
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8.13.1 デフォルトのダイアログ

図 8.9: 新しいユーザの作成

姓名の⼊⼒後、提案されたユーザ名を受け⼊れるか、ログインで使⽤する別のユーザ名
をユーザ名で指定します。使⽤できる⽂字は、⼩⽂字(a〜z)、数字(0〜9)、および .  (ピリオ
ド)、 -  (ハイフン)、 _  (アンダースコア)の各記号です。特殊⽂字、ウムラウト記号、およびア
クセント記号は使⽤できません。
最後にユーザのパスワードを⼊⼒します。確認⽤に(⼊⼒内容が誤っていないことを再確認す
る⽬的で)、パスワードをもう⼀度⼊⼒します。効果的なセキュリティを実現するパスワード
とするには、⻑さを6⽂字以上とし、⼤⽂字、⼩⽂字、数字、特殊⽂字(7ビットASCII)を組み
合わせます。ウムラウト記号とアクセント記号は使⽤できません。⼊⼒したパスワードは、弱
点がないかどうかチェックされます。推理しやすいパスワード(辞書に載っている⾔葉や名前
など)を⼊⼒した場合は、警告メッセージが表⽰されます。セキュリティを確保する上で、強
⼒なパスワードの使⽤をお勧めします。

重要: ユーザ名とパスワード
ユーザ名とパスワードは、システムにログインするたびに必要なので、両⽅を覚えてお
くようにします。
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1つまたは複数のLinux環境がすでにインストールされているマシンにSUSE Linux Enterprise
Serverをインストールする場合は、YaSTでユーザ名やパスワードなどのユーザデータをイン
ポートできます。以前のインストールからユーザデータをインポートするを選択し、ユーザの
選択でインポートするユーザを選択します。
ローカルユーザを設定しない場合は(⼀元的なユーザ認証を実⾏するネットワーク上にクライ
アントをセットアップする場合など)、次へを選択して警告を確認することで、このステップ
を省略します。ネットワークユーザの認証は、インストール後のシステムでいつでも設定でき
ます。⼿順については第20章 「YaSTによるユーザの管理」を参照してください。
次の2つの追加オプションがあります。
Use this Password for System Administrator (システム管理者にこのパスワードを使⽤す
る)

このオプションをオンにすると、ユーザ⽤として⼊⼒したパスワードが、システム管
理者である rootのパスワードとしても使⽤されます。このオプションは、スタンドア
ロンのワークステーションまたは1⼈のユーザが管理するホームネットワーク内のコン
ピュータに適しています。このオプションがオフの場合は、インストールワークフロー
の次のステップで、システム管理者⽤パスワードの⼊⼒を要求するプロンプトが表⽰さ
れます(8.14項 「システム管理者向けパスワード」参照)。

⾃動ログイン
このオプションを使⽤すると、起動時に、⾃動的に、現在のユーザがシステムにログイ
ンします。この機能は、主に、コンピュータを操作するユーザが1⼈に限定されている場
合、有⽤です。⾃動ログインを機能させるには、このオプションを明⽰的に有効にする
必要があります。

8.13.2 エキスパート設定
これまで使⽤してきたインストール環境がある場合に、そこからユーザをインポートするに
は［Create User (ユーザの作成)］ダイアログでChange (変更)をクリックします。このダイア
ログでは、パスワード暗号化のタイプも変更します。
デフォルトの認証⽅法は、Local (/etc/passwd)です。SUSE Linux Enterprise Serverの以前の
バージョン、または /etc/passwdを使⽤している別のシステムが検出された場合は、ローカ
ルユーザをインポートできます。インポートする場合は、以前のインストールからユーザデー
タを読み込むを選択して、選択をクリックします。次のダイアログでは、インポートするユー
ザを選択し、OKで完了します。
パスワードは、デフォルトでSHA-512ハッシュ関数によって暗号化されます。互換性上の理由
による必然性がない限り、この⼿法を変更することはお勧めできません。
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8.14 システム管理者向けパスワード

図 8.10: システム管理者向けパスワード

前のステップで、Use this Password for System Administrator (システム管理者にこのパス
ワードを使⽤する)を選択していない場合は、システム管理者 rootのパスワードの⼊⼒を要求
するプロンプトが表⽰されます。そうでない場合は、この設定ステップはスキップされます。
rootとは、スーパーユーザ、つまりシステム管理者の名前です。⼀般ユーザと異な
り、 rootには、システム設定の変更、プログラムのインストール、新規ハードウェアの設定
を実⾏できる権限が無制限に付与されています。ユーザがパスワードを忘れてしまった場合、
システムに関連する他の問題がある場合、 rootは⽀援することができます。 rootアカウン
トは、システム管理、メンテナンス、修復のみに限って使⽤するのが妥当です。 ⽇常的な作
業のために rootでログインすると、ただ1度のミスが、システムファイルの回復不可能な喪
失を招くことがあり、⾮常に危険です。
rootのパスワードは、確認の⽬的で⽰すように、2度⼊⼒しなければなりません。 rootのパ
スワードは、決して忘れないでください。1度⼊⼒したパスワードを検索して取得することは
できません。
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ヒント: パスワードとキーボードレイアウト
英語キーボードで使⽤できる⽂字のみを使⽤することをお勧めします。システムエラー
が発⽣した場合やレスキューモードでシステムを起動する必要がある場合は、ローカラ
イズしたキーボードを使⽤できないことがあります。

rootのパスワードは、インストール後のシステムでいつでも変更できます。その場合
は、YaSTを実⾏し、セキュリティとユーザ ユーザとグループの管理の順に選択します。

重要: rootユーザ
rootユーザには、システムに変更を適⽤する上で必要なすべてのパーミッションが付
与されています。そのようなタスクを実⾏するには、 rootパスワードが必要です。こ
のパスワードなしでは、どんな管理タスクも実⾏できません。

8.15 インストールの設定

図 8.11: インストールの設定
実際のインストール開始前の最後のステップで、インストーラによる推奨のインストール設
定を変更できます。この推奨を変更するには、該当の⾒出しをクリックします。個別の設定を
変更した後は、画⾯が必ず［インストールの設定］ウィンドウに戻るので、設定が更新され
ていることを確認できます。
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8.15.1 ソフトウェア
SUSE Linux Enterprise Serverには、各種⽤途に使⽤する多数のソフトウェアパターンが⽤意
されています。どのパターンとパッケージを使⽤できるかは、選択したモジュールと拡張機能
にかかっています。
ソフトウェアをクリックするとソフトウェア選択とシステムタスク画⾯が開き、そこで個々の
ニーズに合わせてパターン選択を変更できます。リストからパターンを選択し、ウィンドウの
右部分に表⽰されるパターンの説明を確認します。各パターンには、特定の機能に必要なソフ
トウェアパッケージが多数含まれています(WebサーバおよびLAMPサーバ、または印刷サー
バなど)。インストールするソフトウェアパッケージに基づく詳細な選択を参照するには、詳
細を選択し、YaSTソフトウェアマネージャに切り替えます。
YaSTソフトウェアマネージャを使⽤して、新しいソフトウェアパッケージのインストールや
システムからのソフトウェアパッケージの削除をいつでも実⾏できます。詳細については、第
17章 「ソフトウェアをインストールまたは削除する」を参照してください。
GNOMEのインストールを選択すると、SUSE Linux Enterprise ServerとともにX.orgディスプ
レイサーバがインストールされます。GNOMEの代替として、軽量なウィンドウマネージャで
あるIceWMをインストールできます。ソフトウェア選択とシステムタスク画⾯でDetails (詳
細)を選択し、 icewnを検索します。

図 8.12: ソフトウェア選択とシステムタスク
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ヒント: IBM Z: ハードウェア暗号化のサポート
デフォルトでは、ハードウェア暗号化スタックはインストールされません。この暗号化
スタックをインストールするには、ソフトウェア選択とシステムタスク画⾯でSystem
z HW crypto support (System zによるHW暗号化のサポート)を選択します。

ヒント: 第⼆⾔語の追加
インストールの最初のステップで選択した⾔語は、システムの第⼀(デフォルト)⾔語と
して使⽤されます。ソフトウェアダイアログでDetails (詳細) 表⽰ ⾔語の順に選択す
ることで、第⼆⾔語を追加できます。

8.15.2 ブート
インストーラからシステムのブート設定が提案されます。システム内の他のオペレーティン
グシステム(Microsoft Windows、他のLinuxインストールなど)が⾃動的に検出され、ブー
トローダに追加されます。ただし、デフォルトでブートするのはSUSE Linux Enterprise
Serverです。通常、設定を変更せずに、そのまま適⽤することができます。カスタム設定が必
要な場合は、提案の設定をニーズに合わせて変更します。詳細については、『管理ガイド』、
第12章「ブートローダGRUB 2」、12.3項「YaSTによるブートローダの設定」を参照してくだ
さい。

重要: ソフトウェアRAID 1
/bootがソフトウェアRAID 1デバイスに存在する設定をブートすることができます。
ただし、ブートローダをMBRにインストールする必要があります(ブートローダの場
所 Boot from Master Boot Record（マスタブートレコードからブート))。 /bootを
RAID 1以外のレベルのソフトウェアRAIDデバイス上に置くことはサポートされませ
ん。『ストレージ管理ガイド』、第8章「ルートパーティション⽤のソフトウェアRAID
の設定」も参照してください。

8.15.3 ファイアウォールとSSH
設定されているすべてのネットワークインタフェースに対して、デフォルトで firewalldが
有効になります。現在のコンピュータのファイアウォールをグローバルに無効化するには無効
化をクリックします(これはお勧めできません)。
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注記: ファイアウォールの設定
ファイアウォールを有効にすると、すべてのインタフェースは「外部ゾーン」に存在
するように設定され、デフォルトではすべてのポートが閉じた状態になるので、最⼤
限のセキュリティを実現できます。インストールの際に開くことができるポートは22
(SSH)のみで、これによってリモートアクセスが可能になります。FTP、Samba、Web
サーバなど、ネットワークアクセスを必要とする他のすべてのサービスは、ファイア
ウォールの設定を調整した後でなければ機能しません。詳細については、『Security
and Hardening Guide』、第23章「Masquerading and Firewalls」を参照してくださ
い。

セキュアシェル(SSH)を通じたリモートアクセスを有効にするには、 SSHサービス が有効に
なっていることおよび SSHポート が開いていることを確認します。

ヒント: 既存のSSHホストキー
Linux環境がすでにインストールされているマシンにSUSE Linux Enterprise Serverを
インストールする場合は、インストールルーチンによってSSHホストキーがインポート
されます。デフォルトでは、アクセス⽇時が最新のホストキーが選択されます。8.15.7
項 「Import SSH Host Keys and Configuration (SSHホストキーと設定のインポー
ト)」も参照してください。

VNCによるリモート管理を実施している場合は、インストールの後でVNCを通じてマシンをア
クセス可能とするかどうかを指定することもできます。VNCを有効にするには、デフォルトの
システムターゲットをグラフィックに設定することも必要です。

8.15.4 Kdump
Kdumpを使⽤すると、クラッシュの際にカーネルのダンプを保存して、問題を分析でき
ます。このダイアログを使⽤すると、Kdumpを有効にして設定できます。詳細について
は、『System Analysis and Tuning Guide』、第17章「Kexec and Kdump」を参照してくだ
さい。
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8.15.5 IBM Z: ブラックリストデバイス
メモリの消費量を削減するために、現在使⽤されていないデバイスのチャネルはすべてデ
フォルトでブラックリストに追加されます(ブラックリストに追加されていないチャネルは、
それぞれ約50KBのメモリを占有します)。インストールされているシステムで、現在ブラック
リストにあるチャネルを使⽤して追加のハードウェアを設定するには、該当のYaSTモジュー
ルを実⾏して、適切なチャネルを最初に有効にしておく必要があります。
ブラックリストへの追加を無効にするにはDisable (無効)をクリックします。

8.15.6 デフォルトのシステムターゲット
SUSE Linux Enterprise Serverは、2種類のターゲットでブートできます(これまでは「ラン
レベル」と呼ばれていました)。グラフィックターゲットではディスプレイマネージャが起動
し、マルチユーザターゲットではコマンドラインインタフェースが起動します。
デフォルトのターゲットはグラフィックです。X Window Systemのパターンをインストール
していない場合は、ターゲットをマルチユーザに変更する必要があります。VNCを通じてシス
テムにアクセスできるようにするには、グラフィックを選択する必要があります。

8.15.7 Import SSH Host Keys and Configuration (SSHホストキーと設定のインポート)
すでにインストールされているLinux環境がコンピュータで検出された場合、YaSTは、デフォ
ルトでは /etc/ssh (必要に応じてこのディレクトリの他のファイルも含む)で⾒つかる最新の
SSHホストキーをインポートします。これにより、すでにインストールされている環境のSSH
識別情報を再利⽤できるので、初回接続時に REMOTE HOST IDENTIFICATION HAS CHANGED

(リモートホストIDが変更されました) という警告は出⼒されません。YaSTにより他のインストー
ルされている環境が検出されなかった場合、この項⽬はインストールの概要に表⽰されませ
ん。
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図 8.13: SSHホストキーと設定のインポート
I would like to import SSH keys from a previous install: (以前のインストールからSSHキー
をインポートする:)

インストール済みシステムのSSHホストキー、および必要に応じて設定をインポートす
る場合は、このオプションを選択します。画⾯下部のオプションリストで、インポート
するインストール済みシステムのホストキーや設定を選択できます。

Import SSH Configuration (SSH設定のインポート)
ホストキーのほかに、 /etc/sshの他のファイルをインストール済みシステムにコピー
する場合は、このオプションを有効にします。

8.15.8 システム情報
この画⾯には、使⽤しているコンピュータからインストーラで取得したすべてのハードウェ
ア情報が⼀覧表⽰されます。この画⾯を初めて開いた場合は、ハードウェア検出が始まりま
す。システムによっては、このプロセスに時間がかかる場合があります。リストのいずれか
の項⽬を選択して詳細をクリックすれば、選択した項⽬についての詳細な情報を表⽰できま
す。ファイルに保存を使⽤して、詳細リストをローカルファイルシステムまたはリムーバブル
デバイスに保存します。
上級ユーザは、カーネル設定を選択することで、PCI IDの設定とカーネル設定も変更できま
す。次の2つのタブを持つ画⾯が開きます。
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PCI ID 設定
各カーネルドライバには、サポートしているすべてのデバイスのデバイスIDリストが含
まれています。 新しいデバイスがどのドライブのデータベースにも含まれていない場
合、既存のドライバで使⽤できる場合でも、そのデバイスはサポートされていないもの
として処理されます。 ここでは、デバイスドライバにPCI IDを追加できます。この操作
は、上級ユーザのみが実施するようにします。
IDを追加するには、追加をクリックし、データを⼿動で⼿動⼊⼒するか、リストから
選択するかを指定します。必要なデータを⼊⼒します。SysFS Dirは /sys/bus/pci/

driversの下位に置かれるディレクトリの名前です。空にするとドライバ名がこのディ
レクトリ名として使⽤されます。編集と削除で既存のエントリを管理できます。

カーネル設定
ここではGlobal I/O Scheduler (グローバルI/Oスケジュール)を変更します。Not
Configured (未設定)を選択すると、それぞれのアーキテクチャのデフォルト設定が使
⽤されます。インストール後のシステムからでも、この設定を任意の時点で変更できま
す。I/O調整の詳細については『System Analysis and Tuning Guide』、第12章「Tuning
I/O Performance」を参照してください。
ここではEnable SysRq Keys (SySRqキーの有効化)を有効にすることもできます。シス
テムにクラッシュが発⽣したときは、これらのキーを使⽤して、システムのリブートや
カーネルダンプの書き出しなどの基本的なコマンドを発⾏できます。カーネル開発の段
階では、これらのキーを有効にしておくことをお勧めします。詳細については、https://
www.kernel.org/doc/html/latest/admin-guide/sysrq.html を参照してください。

8.16 インストールの実⾏
すべてのインストール設定を完了したら、［インストールの設定］ウィンドウで、インス
トールするをクリックしてインストールを開始します。⼀部のソフトウェアでは、ライセン
スの確認が必要になります。選択したソフトウェアの中にこのようなソフトウェアがある場
合は、ライセンスの確認ダイアログが表⽰されます。受諾をクリックして、ソフトウェアパッ
ケージをインストールします。ライセンスに同意しない場合は、同意しませんをクリックしま
す。この場合ソフトウェアパッケージはインストールされません。次のダイアログで、再度イ
ンストールするをクリックして確定します。
システムのパフォーマンスと選択したソフトウェアスコープにより、インストールには15〜
30分かかります。ハードディスクの準備が完了し、ユーザ設定の保存と復元を完了すると、ソ
フトウェアのインストールが始まります。インストールログに切り換えるには詳細を選択し、
このマニュアルの制作時点では⽤意されていなかった重要な最新情報を参照するにはリリー
スノートを選択します。
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ソフトウェアのインストールが完了すると、新しいインストール環境でシステムがリブート
し、そこにログインできるようになります。システム設定をカスタマイズする場合や別のソフ
トウェアパッケージをインストールする場合はYaSTを起動します。

注記: 1段階のインストール
SUSE Linux Enterprise Server 12 から、システムインストールとネットワーク設定な
どの基本設定は単⼀の段階で⾏うようになりました。インストールが完了したシステム
を再起動したら、ログインしてシステムの利⽤を開始できます。設定をさらに細かく調
整したり、サービスの設定、追加ソフトウェアのインストールを⾏うには、YaSTを起
動します。

8.16.1 IBM Z: インストールしたシステムのIPL処理
YaSTは通常、IBM Zプラットフォーム上にインストールしたシステムを再起動します。この動
作に対する例外として、z196以前のマシン上にLPARを備えた環境またはリリース 5.4以前の
z/VMを備えた環境で、FCPデバイス上にブートローダが存在するインストールが挙げられま
す。この場合は、 /boot/zipl/としてマウントされて独⽴したパーティションにブートロー
ダが書き込まれています。
YaSTで⾃動的にリブートできない場合は、IPLを実⾏するデバイスについての情報を⽰すダイ
アログボックスが表⽰されます。シャットダウンオプションを使⽤して、シャットダウン後に
IPLを実⾏します。この⼿順はインストールのタイプによって異なります。以下に⽰します。
LPARインストール

IBM ZのHMCで、ロード、消去の順に選択し、続いてロードアドレス(ブートローダが存
在する /boot/ziplディレクトリがあるデバイスのアドレス)を⼊⼒します。zFCPディ
スクをブートデバイスとして使⽤する場合は、Load from SCSI (SCSIからロード)を選
択し、FCPアダプタのロードアドレスおよびブートデバイスのWWPNとLUNを指定しま
す。この時点でロードプロセスが開始します。

z/VMのインストール
VMゲスト(設定は例5.1「z/VMディレクトリの設定」を参照してください)に LINUX1とし
てログインし、インストールしたシステムのIPL処理を続⾏します。
IPL 151 CLEAR

151はZFCPアダプタのアドレスの例です。この値を正しいアドレスに置き換えてくださ
い。
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zFCPディスクをブートデバイスとして使⽤する場合は、IPLをインストールする前に、
ブートデバイスのzFCP WWPNとLUNを指定します。パラメータの⻑さは8⽂字に制限さ
れています。8⽂字を越える⻑いパラメータを使⽤する場合は、以下に⽰すように分割し
ます。
SET LOADDEV PORT 50050763 00C590A9 LUN 50010000 00000000

最後にIPLを初期化します。以下に⽰します。
IPL FC00

FC00はzFCPアダプタのアドレス例です。この値を正しいアドレスに置き換えます。
KVMゲストインストール

インストールが終了した後、仮想マシンはシャットダウンします。この時点で、KVMホ
ストにログインし、仮想マシンの記述ファイルを編集した後、仮想マシンを再起動し
て、インストールしたシステムのIPL処理を実⾏します。

1. KVMホストにログインします。
2. 次のコマンドを実⾏してドメインXMLファイルを編集します。

tux > sudo virsh edit s12-1

次の⾏を削除します。
  <!-- Boot kernel - remove 3 lines after successfull installation -->
  <kernel>/var/lib/libvirt/images/s12-kernel.boot</kernel>
  <initrd>/var/lib/libvirt/images/s12-initrd.boot</initrd>
  <cmdline>linuxrcstderr=/dev/console</cmdline>

3. VMゲストを再起動して、インストールしたシステムのIPL処理を実⾏します。
tux > sudo virsh start s12-1 --console

注記: KVMインストールのcio_ignoreが無効である理由
カーネルパラメータ cio_ignoreは、カーネルが、使⽤可能なすべてのハード
ウェアデバイスを参照しないようにします。ただし、KVMゲストの場合は、
適切なデバイスへのアクセスのみ提供するようハイパーバイザがすでに設定
されています。したがって、KVMゲストをインストールすると、デフォルト
で cio_ignoreが無効になります(z/VMのインストール、およびLPARのインス
トールでは、デフォルトで有効になります)。
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8.16.2 IBM Z: インストールしたシステムとの接続
システムのIPL処理を実⾏した後、インストールしたシステムにログインできるよう
に、VNC、SSH、またはXを通じた接続を確⽴します。VNCまたはSSHの使⽤をお勧めしま
す。システム設定をカスタマイズする場合や別のソフトウェアパッケージをインストールする
場合はYaSTを起動します。

8.16.2.1 接続にVNCを使⽤する場合
3270端末では、VNCクライアントを使⽤して、Linuxシステムへ接続するように促すメッセー
ジが表⽰されます。ただし、このメッセージは、カーネルからのメッセージに紛れてしまった
り、ユーザが気付く前にこの端末プロセスが終了したりするため、⾒落とされることがよく
あります。5分待機しても何も起こらないようであれば、VNCビューアを使⽤して、Linuxシス
テムへの接続を開始するようにしてください。
JavaScript対応ブラウザを使⽤して接続を⾏う場合は、インストール済みシステムのIPアドレ
スとポート番号からなる完全なURLを、次のように⼊⼒します。
http://IP_OF_INSTALLED_SYSTEM:5801/

8.16.2.2 接続にSSHを使⽤する場合
3270端末では、SSHクライアントを使⽤して、Linuxシステムへ接続するように促すメッセー
ジが表⽰されます。ただし、このメッセージは、カーネルからのメッセージに紛れてしまった
り、ユーザが気付く前にこの端末プロセスが終了したりするため、⾒落とされることがよく
あります。
このメッセージが表⽰された場合は、SSHを使⽤してLinuxシステムに rootとしてログインし
ます。接続が拒否されたり、タイムアウトになった場合は、ログインタイムアウトが時間切れ
になるまで待ち、再試⾏します(この時間はサーバの設定によって変化します)。

8.16.2.3 接続にXを使⽤する場合
インストール済みシステムのIPL処理を⾏う場合、DASDからブートする前に、インストール
の最初のフェーズで利⽤されたXサーバが有効で、引き続き利⽤できることを確認してくださ
い。YaSTはこのXサーバを使ってインストールを完了します。システムが起動されてもXサー
バに適切なタイミングで接続できなければ、問題が起きる可能性があります。
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9 Registering SUSE Linux Enterprise andManaging Modules/Extensions
To get technical support and product updates, you need to register and
activate SUSE Linux Enterprise Server with the SUSE Customer Center. It is
recommended to register during the installation, since this will enable you to
install the system with the latest updates and patches available. However, if you
are offline or want to skip the registration step, you can register at any time later
from the installed system.
Modules and extensions add features to your system and allow you to customize
the system according to your needs. These components also need to be
registered and can be managed with YaST or command line tools. For more
details also refer to the 項⽬ 「Modules and Extensions Quick Start」.

注記: SUSE Account
Registering with the SUSE Customer Center requires a SUSE account. In case you do
not have a SUSE account yet, go to the SUSE Customer Center home page (https://
scc.suse.com/ ) to create one.

ヒント: Deregistering a System
To completely deregister a system including all modules and extensions use the
command line tool SUSEConnect . Deregistering a system removes its entry on the
registration server and also removes all repositories for modules, extensions, and
the product itself.
> sudo SUSEConnect -d
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9.1 Registering During the Installation
The easiest and recommended way to register is to do it during the installation. It will not
only allow you to install the latest patch level of SUSE Linux Enterprise Server, but you
will also get access to all modules and extensions without having to provide an additional
installation media. This also applies to all modules or extension you install. For details on
the registration process refer to 8.7項 「登録」.
If the system was successfully registered during installation, YaST will add online
repositories provided by SUSE Customer Center. This prevents problems if local
installation sources are no longer available and ensures that you always get the latest
updates from the online repositories.

9.2 Registering during Automated Deployment
If you deploy your instances automatically using AutoYaST, you can register the system
during the installation by providing the respective information in the AutoYaST control
file. Refer to 『AutoYaST Guide』、第4章「Configuration and Installation Options」、4.3項
「System Registration and Extension Selection」 for details.

9.3 Registering from the Installed System
If you have skipped the registration during the installation or want to re-register your
system, you can do so at any time using the YaST module Product Registration or the
command line tool SUSEConnect .

9.3.1 Registering with YaST
To register the system start YaST Software Product Registration. First register SUSE
Linux Enterprise Server, then choose the modules and extensions you want to make
available.
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重要: Modules and Extensions
If you have installed the system by skipping the registration and installing from the
SLE-15-SP0-Full- ARCH -GM-media1.iso media, make sure to register all the modules
and extension you have chosen during the installation. You will only receive security
updates and patches for modules and extensions that have been registered.

⼿順 9.1: PRODUCT REGISTRATION WITH YAST
1. Start YaST Software Product Registration.

2. Provide the E-mail address associated with the SUSE account you or your
organization uses to manage subscriptions. Also enter the Registration Code you
received with your copy of SUSE Linux Enterprise Server.

3. By default the system is registered with the SUSE Customer Center. Proceed to the
next step to make this happen.
If your organization provides local registration servers you can either choose one
form the list of auto-detected servers or provide the URL at Register System via local
SMT Server.

4. Choose Next to start the registration process. SUSE Linux Enterprise Server is
registered with the chosen server and the associated repositories are added to your
system. The Extension and Module Selection dialog opens.
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5. Select all modules and extensions you would like to make available in the system.
You should at least choose the preselected modules (Basesystem Module and
Server Applications Module). Also make sure to choose any additional module or
extension that you have added during the installation. Note that all extensions
require additional registration codes which are liable for cost. Proceed with Next.

6. Depending on your selection, you may have to accept one or more license
agreements now. All components are registered with the chosen server and the
associated repositories are added to your system.

7. The YaST package installer opens to install release-packages for each module and,
depending on your choice of modules and extensions, additional packages. It is
strongly recommended not to deselect any of the preselected packages; you may,
however, add additional packages.
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Choose Accept and Finish to conclude the registration process.

9.3.2 Registering with SUSEConnect
Registering the system plus modules and extensions is also possible from the command
line using SUSEConnect . For information that go beyond the scope of this section, refer to
the inline documentation with man 8 SUSEConnect
⼿順 9.2: PRODUCT REGISTRATION WITH SUSECONNECT

1. To register SUSE Linux Enterprise Server with SUSE Customer Center run
SUSEConnect  as follows:
> sudo SUSEConnect -r REGISTRATION_CODE -e EMAIL_ADDRESS

To register with a local registration server, additionally provide the URL to the server:
> sudo SUSEConnect -r REGISTRATION_CODE -e EMAIL_ADDRESS \
--url "https://suse_register.example.com/"

Replace REGISTRATION_CODE  with the registration code you received with your
copy of SUSE Linux Enterprise Server. Replace EMAIL_ADDRESS  with the E-mail
address associated with the SUSE account you or your organization uses to manage
subscriptions.
This process will register the Basesystem Module and Server Applications Module
and add the associated repositories to your system.
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2. SUSE Linux Enterprise Server including the two default repositories is now
registered. In case you want to register additional modules or extensions, proceed as
outlined in 9.4項 「Managing Modules and Extensions in a Running System」.

9.4 Managing Modules and Extensions in aRunning System
Even after a system is installed and registered, adding and removing modules and
extensions is still possible. You can either use YaST or SUSEConnect  for this task. For more
details also refer to the 項⽬ 「Modules and Extensions Quick Start」.

9.4.1 Adding Modules and Extensions with YaST
1. Start YaST Software Add System Extensions or Modules.

2. To add modules or extensions, select all components you would like to install. Note
that all extensions require additional registration codes which are liable for cost.

3. All additional components are registered with the registration server and the
associated repositories are added to your system.
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4. The YaST package installer opens to install release-packages for each module and,
depending on your choice of modules and extensions, additional packages. It is
strongly recommended not to deselect any of the preselected packages; you may,
however, add additional packages.
Choose Accept and Finish to conclude the process.

ヒント: Module Dependencies
Similar to software packages, which may depend on other packages to function, a
module may have dependencies on other modules. If this is the case, the modules
on which it depends are automatically selected for installation.

9.4.2 Deleting Modules and Extensions with YaST
1. Start YaST Software Add-On Products.

2. Choose the module or extension that should be removed and click Delete. Confirm
the warning saying that all packages from the selected component will be removed.
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3. The YaST Software Manager opens and shows a list of all installed packages from
the deleted module or extension. Click Accept to remove all of them. It is strongly
recommended to do so, because you will no longer get updates for packages from
deleted modules or extensions. In case you keep packages, make sure to at least
remove the *-release  package for each module or extension that gets deleted.
Proceed with Accept and then OK.

警告: Deleting Modules
Note that you should never delete the Basesystem Module. It is also not
recommended to delete the Server Applications Module.

警告: No Updates for Packages from Deleted Modules andExtensions
If you choose to keep packages from deleted modules or extensions, you will no
longer receive updates for these packages. Because this includes security fixes,
keeping such packages may introduce a security risk to your system.

9.4.3 Adding/Deleting Modules and Extensions withSUSEConnect
1. Run SUSEConnect -list-extensions  to get an overview of available extensions:

> sudo SUSEConnect -list-extensions
AVAILABLE EXTENSIONS AND MODULES

  Basesystem Module 15 x86_64 (Installed)
  Deactivate with: SUSEConnect -d -p sle-module-basesystem/15/x86_64

    Containers Module 15 x86_64
    Activate with: SUSEConnect -p sle-module-containers/15/x86_64

    Desktop Applications Module 15 x86_64
    Activate with: SUSEConnect -p sle-module-desktop-applications/15/x86_64

      Development Tools Module 15 x86_64
      Activate with: SUSEConnect -p sle-module-development-tools/15/x86_64

      SUSE Linux Enterprise Workstation Extension 15 x86_64
      Activate with: SUSEConnect -p sle-we/15/x86_64 -r ADDITIONAL REGCODE
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    SUSE Cloud Application Platform Tools Module 15 x86_64
    Activate with: SUSEConnect -p sle-module-cap-tools/15/x86_64

    SUSE Linux Enterprise Live Patching 15 x86_64
    Activate with:
      SUSEConnect -p sle-module-live-patching/15/x86_64 -r ADDITIONAL REGCODE

    SUSE Package Hub 15 x86_64
    Activate with: SUSEConnect -p PackageHub/15/x86_64

    Server Applications Module 15 x86_64 (Installed)
    Deactivate with: SUSEConnect -d -p sle-module-server-applications/15/x86_64

      Legacy Module 15 x86_64
      Activate with: SUSEConnect -p sle-module-legacy/15/x86_64

      Public Cloud Module 15 x86_64
      Activate with: SUSEConnect -p sle-module-public-cloud/15/x86_64

      SUSE Enterprise Storage 6 x86_64
      Activate with: SUSEConnect -p ses/6/x86_64 -r ADDITIONAL REGCODE

      SUSE Linux Enterprise High Availability Extension 15 x86_64
      Activate with: SUSEConnect -p sle-ha/15/x86_64 -r ADDITIONAL REGCODE

      Web and Scripting Module 15 x86_64
      Activate with: SUSEConnect -p sle-module-web-scripting/15/x86_64

MORE INFORMATION

You can find more information about available modules here:
https://www.suse.com/products/server/features/modules.html

2. Run the commands in the listing for activating/deactivating a module or extension
to add or delete a component. Note that adding an extensions requires additional
registration codes which are liable for cost.

警告: Deleting Modules
Note that you should never delete the Basesystem Module. It is also not
recommended to delete the Server Applications Module.
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重要: No Automated Installation/Removal of Packages
When using SUSEConnect  to add or delete modules and extensions, the
components get de-registered and the respective repositories or services get
removed from the system. No installation or removal of packages will be done. If
you want this to be done automatically, use YaST to add or delete modules and
extensions.
When adding a module or extension, this means no automatic installation of default
packages or patterns is performed. You need to do this manually with Zypper on the
command line or by running YaST Software Management.
When deleting a module or extension, this means no automatic cleanup will be
done. All packages that belonged to the module or extension will remain installed
on the system, but are longer associated with a repository and therefore will
no longer receive updates. To remove these so-called 「orphaned」 packages
use Zypper on the command line. zypper packages --orphaned  lists these
packages and zypper remove  deletes one or more packages. Alternatively use
YaST Software Management to list and delete orphaned packages.

警告: No Updates for Packages from Deleted Modules andExtensions
If you choose to keep packages from deleted modules or extensions, you will no
longer receive updates for these packages. Because this includes security fixes,
keeping such packages may introduce a security risk to your system.
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10 Expert Partitioner (エキスパートパーティショナ)
⾼性能のシステム設定には、特定のディスクセットアップが必要です。⼀般的なパーティショ
ニングタスクは、すべてインストール時に実⾏可能です。ブロックデバイスで固定的なデバ
イス名を取得するには、 /dev/disk/by-id/または /dev/disk/by-uuidの下のブロックデ
バイス名を使⽤します。論理ボリュームマネージャ(LVM)は、ディスクパーティショニング
⽤のスキーマで、標準的なセットアップで使⽤される物理パーティショニングよりもずっと
柔軟性が⾼くなるように設計されています。そのスナップショット機能を利⽤すれば、簡単
にデータバックアップを作成できます。RAID (Redundant Array of Independent Disks)を使
⽤すれば、データの整合性、パフォーマンス、および耐障害性が向上します。SUSE Linux
Enterprise Serverは、マルチパスI/Oもサポートしています(詳細については、『ストレージ管
理ガイド』、第17章「デバイスのマルチパスI/Oの管理」を参照)。また、iSCSIをネットワー
クディスクとして使⽤するオプションもあります(iSCSIの詳細については、『ストレージ管理
ガイド』、第14章「IPネットワークの⼤容量記憶域 - iSCSI」を参照)。

10.1 熟練者向けパーティション設定の使⽤
図10.1「YaSTのパーティショナ」に⽰す［熟練者向けパーティション設定］ダイアログを使っ
て、1つまたは複数のハードディスクのパーティションを⼿動で設定します。パーティション
の追加、削除、サイズ変更、および編集を⾏ったり、ソフトRAIDとLVMの設定にアクセスし
たりできます。

警告: 稼働中システムのパーティション再設定
実⾏中にシステムのパーティションを再設定できますが、誤操作によるデータ損失のリ
スクが⾮常に⾼くなります。イインストールしたシステムのパーティション再設定はで
きるだけ避けるようにし、⾏う場合には常に再設定の前にデータの完全なバックアップ
を作成してください。
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図 10.1: YASTのパーティショナ

ヒント: IBM Z: デバイス名
IBM Zは、DASDとSCSIハードディスクしか認識できません。IDEハードディスクはサ
ポートされていません。これが理由で、これらのデバイスは、パーティションテーブル
内で dasdaまたは sdaという名前で表⽰され、最初に認識されるデバイスになります。

接続されているすべてのハードディスクの既存パーティションまたは提案パーティション
が、YaSTのエキスパートパーティショナダイアログのAvailable Storage (使⽤できるストレー
ジ)にすべて⼀覧表⽰されます。ハードディスク全体は、番号のないデバイスとしてリストさ
れます（ /dev/sdaや /dev/dasdaなど)。パーティションは、それらのデバイスの⼀部として
リストされます( /dev/sda1や /dev/dasda1など)。ハードディスクのサイズ、タイプ、暗号
化のステータス、ファイルシステム、マウントポイントと、ハードディスクのパーティション
も表⽰されます。マウントポイントには、Linuxファイルシステムツリー内のどこにパーティ
ションが表⽰されるかが指定されています。
いくつかの機能ビューが左側のシステムビューに表⽰されます。これらのビューを使⽤する
と、既存のストレージ設定に関する情報の収集、機能( RAID、 ボリューム管理 、 暗号ファイ
ル など)の設定、および追加機能(Btrfs、NFS、 TMPFSなど)を持つファイルシステムの表⽰が
⾏えます。
インストール中、エキスパートダイアログで作業中の場合は、未使⽤のハードディスクスペー
スも表⽰され、⾃動的に選択されます。SUSE Linux Enterprise Serverにさらにディスク容量
を提供するには、パーティションのリストの下から順に必要な容量を解放してください。

142 熟練者向けパーティション設定の使⽤ SLES 15



10.1.1 パーティションテーブル
SUSE Linux Enterprise Serverでは、さまざまな「パーティションテーブル」の使⽤と作成が
可能です。パーティションテーブルは、「ディスクラベル」と呼ばれることもあります。パー
ティションテーブルは、コンピュータのブートプロセスには不可⽋です。新たに作成したパー
ティションテーブルのパーティションからマシンをブートする場合、そのテーブルの形式が
ファームウェアでサポートされていることを必ず確認してください。
パーティションテーブルを変更するには、システムビューで関連のディスク名をクリック
し、エキスパート 新しいパーティションテーブルの作成の順に選択します。

10.1.1.1 マスタブートレコード
マスタブートレコード(MBR)は、IBM PCで使⽤されているレガシパーティションテーブルで
す。MS-DOSパーティションテーブルと呼ばれることもあります。MBRでサポートされている
のは、4つのプライマリパーティションのみです。ディスクにMBRが存在している場合、SUSE
Linux Enterprise Serverでは、MBR内に追加パーティションを作成することができます。これ
らはインストールターゲットとして使⽤可能です。
パーティションは4つしか許可されないという制限は、「拡張パーティション」を作成するこ
とによって克服できます。この拡張パーティション⾃体もプライマリパーティションであるた
め、その中に複数の「論理パーティション」を格納することができます。
UEFIファームウェアでは、通常、MBRからのレガシモードでのブートがサポートされていま
す。

10.1.1.2 GPTパーティションテーブル
UEFIコンピュータでは、デフォルトで「GUIDパーティションテーブル」(GPT)が使⽤されて
います。SUSE Linux Enterprise Serverは、ディスク上にそれ以外のパーティションテーブル
が存在しないときにGPTを作成します。
古いBIOSファームウェアでは、GPTパーティションからのブートがサポートされていませ
ん。
次のいずれかの機能を使⽤するには、GPTパーティションテーブルが必要です。

4つを超えるプライマリパーティション
UEFIセキュアブート
2TBを超えるディスクの使⽤
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注記: Parted 3.1以前で作成されたパーティションに誤ったラベルが付けられる
Parted 3.1以前で作成されたGPTパーティションでは、新しいLinux固有のGPT GUIDで
はなく、Microsoft Basic Dataパーティションタイプが使⽤されています。Parted 3.1
より後のバージョンでは、このようなパーティションに msftdataという誤解を招くフ
ラグが付けられます。これにより、さまざまなディスクツールがパーティションに、
「Windowsデータパーティション」または同様の内容のラベルを設定してしまうこと
もあります。
このフラグを削除するには、次のコマンドを実⾏します。
root # parted DEVICE set PARTITION_NUMBER msftdata off

10.1.1.3 IBM Z上のパーティションテーブル
IBM Zプラットフォーム上のSUSE Linux Enterprise Serverでは、SCSIハードディスクとDASD
(Direct Access Storage Device)をサポートしています。SCSIディスクは上述の⽅法でパーティ
ション設定することが可能ですが、DASDではパーティションテーブルに指定できるパーティ
ションエントリが3つに限られます。

10.1.2 パーティション
YaSTパーティショナでは、複数のファイルシステムのパーティションを作成してフォーマッ
トできます。SUSE Linux Enterprise Serverで使⽤されているデフォルトのファイルシステム
は Btrfsです。詳細については、10.1.2.2項 「Btrfsパーティショニング」を参照してくださ
い。
Ext2、 Ext3、 Ext4、 FAT、 XFS、 Swapなど、広く使⽤されているその他のファイルシステ
ムも利⽤可能です。

10.1.2.1 パーティションの作成
パーティションを作成するには、ハードディスクを選択して、空領域を含むハードディスクを
選択します。実際の変更は、パーティションタブで⾏うことができます。
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1. 追加をクリックして、新しいパーティションを作成します。MBRを使⽤する際には、
プライマリパーティションまたは拡張パーティションの作成を指定します。拡張パー
ティション内には複数の論理パーティションを作成できます。詳細については、10.1.1
項 「パーティションテーブル」を参照してください。

2. 新しいパーティションのサイズを指定します。パーティションされていないすべての空
きスペースの占有とカスタムサイズの⼊⼒のいずれかを選択できます。

3. 使⽤するファイルシステムと、マウントポイントを選択します。YaSTによって、作成す
る各パーティション⽤のマウントポイントが提案されます。別のマウント⽅法(ラベルに
よるマウントなど)を使⽤するには、Fstabオプションを選択します。サポートされてい
るファイルシステムについては、 rootを参照してください。

4. セットアップで必要な場合は、追加のファイルシステムオプションを指定します。たと
えば、永続的デバイス名が必要な場合に必要になります。使⽤できるオプションの詳細
については、10.1.3項 「パーティションの編集」を参照してください。

5. 完了をクリックして、パーティション設定を適⽤し、パーティション設定モジュールを
終了します。
インストール時にパーティションを作成した場合は、インストール概要画⾯に戻りま
す。

10.1.2.2 Btrfsパーティショニング
rootパーティションのデフォルトのファイルシステムはBtrfsです。詳細については、『管理
ガイド』、第7章「Snapperを使⽤したシステムの回復とスナップショット管理」および『ス
トレージ管理ガイド』、第1章「Linuxファイルシステムの概要」を参照してください。ルート
ファイルシステムはデフォルトのサブボリュームなので、作成されたサブボリュームのリス
トには表⽰されません。デフォルトのBtrfsサブボリュームは、通常のファイルシステムとし
てマウントできます。

重要: 暗号化されたルートパーティションのBtrfs
デフォルトのパーティション分割設定では、Btrfsのルートパーティションは /boot付
きのディレクトリになります。ルートパーティションを暗号化する場合は、デフォルト
のMSDOSタイプではなく、GPTパーティションテーブルタイプを使⽤してください。
そうでないと、GRUB2ブートローダは、2段階⽬のローダ⽤のスペースを⼗分に確保で
きません。
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Btrfsサブボリュームのスナップショットは、⼿動で作成できるほか、システムイベントに基
づいて⾃動的に作成することもできます。たとえば、ファイルシステムを変更する場合、変更
の前後に、 zypperによって snapperコマンドが呼び出され、スナップショットが作成されま
す。これは、 zypperによって⾏われた変更に満⾜できず、以前の状態に戻したい場合に役⽴
ちます。 zypperによって呼び出された snapperは、デフォルトでルートファイルシステムの
スナップショットを作成するため、特定のディレクトリをスナップショットから除外するのは
理にかなっています。YaSTが次のサブボリュームを個別に作成することを推奨するのはその
ためです。
/boot/grub2/i386-pc、 /boot/grub2/x86_64-efi、 /boot/grub2/powerpc-ieee1275、 /

boot/grub2/s390x-emu

ブートローダ設定のロールバックはサポートされていません。これらのディレクトリ
は、アーキテクチャ固有です。最初の2つのディレクトリはAMD64/Intel 64マシン上に存
在し、その後の2つのディレクトリはそれぞれIBM POWERとIBM Z上に存在します。

/home

/homeが独⽴したパーティションに存在していない場合、ロールバック時にデータが失
われのを避けるために除外されます。

/opt、 /var/opt

サードパーティ製品は通常、 /optにインストールされます。ロールバック時にこれらの
アプリケーションがアンインストールされるのを避けるために除外されます。

/srv

WebおよびFTPサーバ⽤のデータが含まれています。ロールバック時にデータが失われ
るのを避けるために除外されます。

/tmp、 /var/tmp、 /var/cache、 /var/crash

スナップショットから除外される⼀時ファイルとキャッシュを含むすべてのディレクト
リ。

/usr/local

このディレクトリは、ソフトウェアの⼿動インストール時に使⽤します。ロールバック
時にこれらのインストール済みソフトウェアがアンインストールされるのを避けるため
に除外されます。
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/var/lib/libvirt/images

libvirtで管理される仮想マシンイメージのデフォルトの場所。ロールバック時に仮想マ
シンイメージが古いバージョンに置き換えられないようにするために除外されます。デ
フォルトでは、このサブボリュームは、 no copy on writeオプションを使⽤して作成
されます。

/var/lib/mailman、 /var/spool

電⼦メールまたは電⼦メールキューを含むディレクトリは、ロールバック後に電⼦メー
ルが失われるのを避けるために除外されます。

/var/lib/named

DNSサーバ⽤のゾーンデータが含まれます。ネームサーバがロールバック後に確実に動
作できるように、スナップショットから除外されます。

/var/lib/mariadb、 /var/lib/mysql、 /var/lib/pgqsl

これらのディレクトリにはデータベースのデータが格納されます。デフォルトでは、こ
れれのサブボリュームは、 no copy on writeオプションを使⽤して作成されます。

/var/log

ログファイルの場所。壊れたシステムのロールバック後にログファイルを分析できるよ
うにスナップショットから除外されます。

ヒント: Btrfsパーティションのサイズ
スナップショットを保存すると、さらにディスク領域が必要になるため、Btrfs⽤に⼗
分な領域を確保しておくことをお勧めします。デフォルトのサブボリュームを含むルー
トBtrfsパーティションの推奨サイズは20GBです。

10.1.2.3 YaSTを使⽤したBtrfsサブボリュームの管理
YaSTのエキスパートパーティショナモジュールでBtrfsパーティションのサブボリュームを管
理できるようになりました。新しいサブボリュームを追加したり、既存のサブボリュームを
削除したりすることができます。
⼿順 10.1: YASTによるBTRFSサブボリューム

1. システムディスクの分割の順に選択して、YaSTの エキスパートパーティショナを起動
します。

2. 左側のシステムビューペインでBtrfsを選択します。
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3. サブボリュームを管理する必要があるBtrfsパーティションを選択し、編集をクリックし
ます。

4. サブボリューム処理をクリックします。選択したBtrfsパーティションに存在するすべ
てのサブボリュームのリストが表⽰されます。ここには複数の @/.snapshots/xyz/

snapshotエントリが表⽰されていますが、これらのサブボリュームはそれぞれ1つの既
存のスナップショットに属しています。

5. サブボリュームを追加するのか、削除するのかに応じて、次の⼿順を実⾏します。
a. サブボリュームを削除するには、既存のサブボリュームのリストからそのサブボ

リュームを選択して、削除を選択します。
b. 新しいサブボリュームを追加するには、新しいサブボリュームテキストボックス

に名前を⼊⼒し、新規追加をクリックします。

図 10.2: YASTのパーティショナでのBTRFSサブボリューム
6. OKおよび完了をクリックして確定します。
7. 完了をクリックしてパーティショナを閉じます。

10.1.3 パーティションの編集
新規パーティションの作成または既存パーティションの変更の際には、さまざまなパラメータ
を設定できます。新規パーティションの場合は、YaSTで設定されているデフォルトパラメー
タで⼗分であることが普通で、これらを変更する必要はありません。パーティション設定を⼿
動で編集するには、以下の⼿順に従ってください。
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1. パーティションを選択します。
2. 編集をクリックして、パーティションの編集およびパラメータ設定を実⾏します。

ファイルシステムID
この段階でパーティションをフォーマットしたくない場合でも、パーティションに
ファイルシステムIDを割り当て、パーティションが正しく登録されるようにしま
す。典型的な値は、Linux、Linux swap、Linux LVM、およびLinux RAIDです。

ファイルシステム
パーティションのファイルシステムを変更するには、パーティションをフォーマッ
トするをクリックし、ファイルシステムのリストでファイルシステムのタイプを
選択します。
SUSE Linux Enterprise Serverでは、数種類のファイルシステムをサポートしてい
ます。Btrfsは、⾼度な機能を備えていることから、rootパーティションに最適な
Linuxファイルシステムです。BtrfSは、コピーオンライト機能、スナップショット
の作成、マルチデバイススパニング、サブボリュームなどの有⽤なテクニックを
サポートします。XFS、Ext3、およびJFSは、ジャーナリングファイルシステムで
す。これらのファイルシステムでは、動作中にログに記録された書き込みプロセ
スを使⽤して、システムクラッシュ後にシステムを迅速に復元できます。Ext2は、
ジャーナリングファイルシステムではありませんが、管理にあまりディスクスペー
スがいらないので、⼩さなパーティションには⼗分なシステムです。
rootパーティションのデフォルトのファイルシステムはBtrfsです。追加パーティ
ションのデフォルトのファイルシステムはXFSです。
スワップは、パーティションの仮想メモリとしての使⽤を可能にする特別な
フォーマットです。最⼩256MBのスワップパーティションを作成します。ただし、
スワップスペースを使い果たした場合は、スワップスペースを追加する代わり
に、システムにメモリを追加することを検討してください。

警告: ファイルシステムの変更
ファイルシステムを変更したり、パーティションを再フォーマットすると、
パーティションからすべてのデータが完全に削除され、復元することができ
なくなります。

各種ファイルシステムの詳細については、『ストレージ管理ガイド』を参照して
ください。
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デバイスの暗号化
暗号化を有効にした場合、すべてのデータは暗号化された状態で、ハードディス
クに書き込まれます。これにより、機密データのセキュリティが向上しますが、暗
号化の処理に時間がかかるので、システムの処理速度が低下します。ファイルシ
ステムの暗号化の詳細については、『Security and Hardening Guide』、第14章
「Encrypting Partitions and Files」を参照してください。

マウントポイント
ファイルシステムのツリー内でパーティションをマウントするディレクトリを指定
します。YaSTによる推奨ディレクトリから選択するか、他の任意のディレクトリ
名を⼊⼒します。

fstabのオプション
グローバルファイルシステム管理ファイル( /etc/fstab )にあるさまざまなパラ
メータを指定します。ほとんどの設定では、デフォルト設定で動作します。たとえ
ば、ファイルシステムIDをデバイス名からボリュームラベルに変更できます。ボ
リュームラベルには、 /およびスペース以外のすべての⽂字を使⽤することができ
ます。
永続的なデバイス名を取得するには、マウントオプションの デバイスＩ
Ｄ、UUID、またはラベルを使⽤します。SUSE Linux Enterprise Serverでは、永続
的なデバイス名がデフォルトで有効になっています。

注記: IBM Z: パスによるマウント
IBM Zでは、デバイスをIDでマウントしていると、クローニングの⽬的で
ディスクからディスクへのコピーを使⽤したときに障害が発⽣するので、デ
フォルトで /etc/fstabのパスによってデバイスがマウントされます。

パーティションをそのラベルでマウントしたい場合は、ボリュームラベルテキス
トエントリでラベルを定義する必要があります。たとえば、 /homeにマウントす
るパーティションには、パーティションラベル HOMEを使⽤できます。
ファイルシステムでクォータを使⽤する場合は、マウントオプションクォータサ
ポートを有効にするを使⽤します。このオプションを指定しておかないと、YaST
のユーザ管理モジュールでユーザのクオータを定義できません。ユーザクォータ
の設定⽅法の詳細については、20.3.3項 「クオータの管理」を参照してください。

3. 完了を選択して、変更を保存します。
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注記: ファイルシステムのサイズ変更
既存ファイルシステムのサイズを変更するには、パーティションを選択し、サイズ変
更をクリックします。パーティションはマウント中にはサイズ変更できないので注意し
てください。パーティションをサイズ変更するには、パーティショナの実⾏前に該当す
るパーティションをアンマウントします。

10.1.4 エキスパート⽤オプション
システムビューペインでハードディスクデバイス(sdaなど)を選択すると、エキスパートパー
ティショナウィンドウの右下部分にあるエキスパートメニューにアクセスできるようになりま
す。メニューには、次のオプションが含まれています。
新しいパーティションテーブルの作成

このオプションを使⽤すると、選択したデバイス上に新しいパーティションテーブルを
作成できます。

警告: 新しいパーティションテーブルの作成
新しいパーティションテーブルをデバイス上に作成すると、そのデバイスからす
べてのパーティションとそのデータが削除され、復元できなくなります。

このディスクのクローンを作成
このオプションを使⽤すると、デバイスのパーティションレイアウト(データを含まな
い)を他の使⽤可能なディスクデバイスに複製できます。

10.1.5 詳細オプション
コンピュータのホスト名(システムビューペインのツリー最上位にある名前)を選択すると、エ
キスパートパーティショナウィンドウの右下にある設定メニューにアクセスできるようになり
ます。メニューには、次のオプションが含まれています。
iSCSIの設定

IPブロックデバイス上でSCSIにアクセスするには、まず、iSCSIを設定する必要がありま
す。これによって、利⽤可能な追加デバイスがメインパーティションリストに表⽰され
ます。
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マルチパスの設定
このオプションを選択すると、サポートされている⼤容量記憶装置に対してマルチパス
機能拡張を設定できます。

10.1.6 パーティション設定に関するヒント
以降のセクションでは、システムの設定時に正しい決定を下すために役⽴つパーティション設
定に関するヒントを⽰します。

10.1.6.1 シリンダ番号
パーティション設定ツールによっては、パーティションのシリンダの番号を 0または 1で開始
します。シリンダ数を計算するには、最後と最初のシリンダ番号の差に1を加えます。

10.1.6.2 swapの使⽤
swapは、使⽤可能な物理メモリの拡張に使⽤します。その結果、使⽤可能な物理RAMより多
くのメモリを使⽤することが可能になります。2.4.10以前のカーネルのメモリ管理システムで
は、安全措置としてswapが必要でした。そして、swap領域にRAMの2倍のサイズがないと、
システムパフォーマンスが低下していました。これらの制限はもはや存在しません。
Linuxでは、LRU(「Least Recently Used」)と呼ばれるページを使⽤して、メモリからディス
クへ移動する可能性のあるページを選択します。したがって、実⾏中のアプリケーションがよ
り多くのメモリを使⽤できるだけでなく、キャッシングもさらにスムーズに機能します。
アプリケーションが最⼤許容メモリを割り当てようとすると、swapに伴う問題が発⽣する可
能性があります。次の3つの主要なシナリオを検討します。
スワップのないシステム

アプリケーションは最⼤許容メモリを取得します。すべてのキャッシュが解放されるの
で、他のすべてのアプリケーションの速度が低下します。数分後に、カーネルのout-of-
memory kill(メモリ不⾜解消)のメカニズムがアクティブになり、プロセスを終了させま
す。

中程度のスワップ(128MB〜512MB)を持つシステム
まず、スワップのないシステムと同様に、システム速度が低下します。すべての物理
RAMが使い果たされると、スワップ領域も使⽤されます。この時点で、システムが⾮常
に遅くなり、リモートからコマンドを実⾏することが不可能になります。スワップ領域
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を実⾏するハードディスクの速度によっては、out-of-memory kill(メモリ不⾜解消)メ
カニズムが問題を解決するまで、システムのこの状態が約10分から15分続きます。ただ
し、コンピュータが「ディスクへのサスペンド」を実⾏する場合は、⼀定量のスワップ
が必要になります。その場合、スワップには、メモリから必要なデータを取り込めるだ
けの⼤きさ(512MB〜1GB)が必要です。

⼤量のスワップ(数ＧＢ)を持つシステム
この場合、暴⾛して過剰にスワップするアプリケーションがないことが望ましい条件
です。そのようなアプリケーションを使⽤すると、システムが回復するまで⻑い時間が
かかります。その間に、他のプロセスでタイムアウトや障害が発⽣する可能性がありま
す。その場合は、障害が発⽣したプロセスを終了しても、システムが未定義状態のまま
になります。その場合は、ハードマシンリブートを実⾏して、システムの再実⾏を試⾏
します。⼤量のスワップが役⽴つのは、この機能に依存するアプリケーションがある場
合です。そのようなアプリケーション(データベース、グラフィック操作プログラムな
ど)は、多くの場合、ニーズに応じてハードディスクの領域を直接使⽤するオプションを
持っています。⼤量のスワップ領域を使⽤する代わりに、このオプションを使⽤するこ
とをお勧めします。

暴⾛はしないものの、しばらくするとスワップをさらに必要とするシステムの場合は、ス
ワップ領域をオンラインで拡張できます。スワップ領域⽤パーティションを準備している場合
は、YaSTでそのパーティションを追加します。使⽤可能なパーティションがない場合は、ス
ワップファイルを使⽤してスワップを拡張することもできます。スワップファイルはパーティ
ションよりも動作速度が遅いことが普通ですが、物理RAMと⽐べるとどちらもきわめて低速
なので、実際の違いは無視できます。
⼿順 10.2: ⼿動によるスワップファイルの追加

実⾏中のシステムにスワップファイルを追加するには、次の⼿順に従います。
1. システム内で空ファイルを作成します。たとえば、128MBのスワップファイルを /var/

lib/swap/swapfileに追加するには、次のコマンドを使⽤します。
tux > sudo mkdir -p /var/lib/swap
tux > sudo dd if=/dev/zero of=/var/lib/swap/swapfile bs=1M count=128

2. このスワップファイルを次のコマンドで初期化します。
tux > sudo mkswap /var/lib/swap/swapfile
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注記: mkswapでフォーマットするとスワップパーティションのUUIDが変更される
可能であれば、 mkswapで既存のスワップパーティションを再フォーマットし
ないでください。 mkswapで再フォーマットすると、スワップパーティションの
UUIDの値が変更されます。YaSTで再フォーマットするか( /etc/fstabが更新さ
れます)、または⼿動で /etc/fstabを調整します。

3. スワップを次のコマンドで有効にします。
tux > sudo swapon /var/lib/swap/swapfile

このスワップファイルを無効にするには、次のコマンドを使⽤します。
tux > sudo swapoff /var/lib/swap/swapfile

4. 次のコマンドで、現在使⽤可能なスワップ領域を確認します。
tux > cat /proc/swaps

ただし、この時点では、これは⼀時的なスワップ領域にすぎません。次の再起動後は使
⽤されなくなります。

5. このスワップファイルを永久的に有効にするには、次の⾏を /etc/fstabに追加しま
す。
/var/lib/swap/swapfile swap swap defaults 0 0

10.1.7 パーティション設定とLVM
エキスパートパーティショナから、システムビューペインにあるボリューム管理項⽬をクリッ
クして、LVM設定にアクセスします。ただし、システムに有効なLVM設定がすでに存在する
場合は、セッションの初期LVM設定時に、そのLVM設定が⾃動的にアクティブになります。
この場合、パーティション(アクティブ化されたボリュームグループに属する)を含むすべて
のディスクの再パーティション設定は不可能です。Linuxカーネルは、ハードディスクのパー
ティションが使⽤中の場合は、そのディスクの変更されたパーティションテーブルを再読み込
みすることはできません。有効なLVM設定がシステムにすでに存在する場合は、物理的なパー
ティション再設定は必要ありません。代わりに、論理ボリュームの設定を変更します。
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物理ボリューム(PV)の先頭では、そのボリュームに関する情報がパーティションに書き込ま
れます。こうしたパーティションをLVM以外の⽬的で再使⽤するには、このボリュームの先頭
を削除しておくようにお勧めします。たとえば、VG systemおよびPV /dev/sda2では、これ
は、次のコマンドで⾏うことができます。
dd if=/dev/zero of=/dev/sda2 bs=512 count=1

警告: ブート⽤ファイルシステム
ブートに使⽤するファイルシステム(rootファイルシステムまたは /boot )をLVM論理ボ
リュームに格納しないでください。通常の物理パーティションに格納してください。

/usrまたは swapの変更⽅法については、、論理ボリュームへの切り替え時におけるinit RAM
ディスクの更新を参照してください。
LVMの詳細については、『ストレージ管理ガイド』を参照してください。

10.2 LVMの設定
このセクションでは、LVMを設定する詳細なステップについて説明します。⼀般的な論理
ボリュームマネージャの情報については、『ストレージ管理ガイド』、第5章「LVMの設
定」、5.1項「論理ボリュームマネージャ(LVM)の理解」を参照してください。

警告: データのバックアップ
LVMの使⽤によって、データ損失などの危険性が増⼤する場合があります。この危険
性にはアプリケーションのクラッシュ、電源障害、誤ったコマンドなども含まれま
す。LVMまたはボリュームの再設定を実施する前にデータを保存してください。バック
アップなしでは作業を実⾏しないでください。

YaSTのLVM設定には、システムビューペインのボリューム管理項⽬にあるYaSTエキスパート
パーティショナ(10.1項 「熟練者向けパーティション設定の使⽤」参照)からアクセスできま
す。エキスパートパーティショナにより、既存のパーティションを編集および削除できます。
また、LVMで使⽤する必要のある新規パーティションを作成することもできます。

10.2.1 物理ボリュームの作成
最初のタスクは、ボリュームグループに容量を提供する物理ボリュームを作成することです。

155 LVMの設定 SLES 15



1. ハードディスクからハードディスクを選択します。
2. パーティションタブに変更します。
3. 追加をクリックし、このディスク上のPVの適切なサイズを⼊⼒します。
4. パーティションをフォーマットしないを使⽤し、ファイルシステムIDを0x8E Linux

LVMに変更します。このパーティションはマウントしないでください。
5. 利⽤可能なディスク上で⽬的のすべての物理ボリュームを定義するまで、この⼿順を繰

り返します。

10.2.2 ボリュームグループの作成
システムにボリュームグループがまったく存在しない場合は、ボリュームグループを追加す
る必要があります(図10.3「ボリュームグループの作成」を参照)。システムビューペインでボ
リューム管理をクリックし、続いてボリュームグループの追加をクリックすることで、追加
グループを作成できます。ボリュームグループは、通常、1つだけで⼗分です。

1. ボリュームグループの名前(たとえば、 システム )を⼊⼒します。
2. Physical Extend Sizeで希望する物理エクステントサイズを選択します。この値はボ

リュームグループの物理ブロックサイズを定義します。ボリュームグループ内の全ディ
スクスペースが、このサイズのブロック単位で操作されます。

3. デバイスを選択して追加をクリックし、⽤意したPVをVGに追加します。 Ctrl を押しな
がらデバイスを選択すると、複数のデバイスを選択できます。

4. 完了を選択し、さらに詳細な設定⼿順でVGを使⽤できるようにします。
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図 10.3: ボリュームグループの作成

複数の定義されたボリュームグループがあり、PVを追加または削除したい場合は、ボリュー
ム管理リストでボリュームグループを選択し、サイズ変更をクリックします。次のウィンドウ
では、選択したボリュームグループに対してPVを追加または削除できます。

10.2.3 物理ボリュームの設定
ボリュームグループへのPVの追加を完了したら、次のダイアログでオペレーティングシステ
ムが使⽤するLVを定義します。現在のボリュームグループを選択し、論理ボリュームタブに
切り替えます。ボリュームグループ内のすべての領域が満たされるまで、必要に応じて、追
加、編集、サイズ変更、または削除でLVを操作します。各ボリュームグループに少なくとも1
つのLVを割り当ててください。
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図 10.4: 論理ボリューム管理

追加をクリックして開いたウィザードのようなポップアップの指⽰に従って、次の⼿順を実
⾏します。

1. LVの名前を⼊⼒します。 /homeにマウントするパーティションには、 HOMEなどの名前を
使⽤できます。

2. LVのタイプを選択します。ノーマルボリューム、シンプール、またはシンボリュームの
いずれかとすることができます。個々のシンボリュームを保存できるシンプールを最初
に作成する必要のあることに注意してください。シンプロビジョニングの⼤きなメリッ
トは、シンプールに保存されたすべてのシンボリュームの総合計がプール⾃体のサイズ
を超過することができることです。

3. LVのサイズ、およびストライプ数を選択します。PVが1つだけの場合は、複数のストラ
イプを選択しても役に⽴ちません。

4. LV上で使⽤するファイルシステムとマウントポイントを選択します。
ストライプを使⽤することにより、複数のPV上(ストライピング)に存在するLVにデータスト
リームを分配することも可能です。ただし、ボリュームのストライピングは、各PVが少なく
ともそのボリュームのスペース量を提供する異なるPV間でのみ実⾏できます。ストライプの
最⼤数は、PVの数に等しいので、ストライプ「1」とは、「ストライピングなし」を意味し
ます。ストライピングは、互いに異なるハード デスクに存在するPV間で⾏う場合のみ有⽤で
す。そうでない場合は、パフォーマンスが減少します。

158 物理ボリュームの設定 SLES 15



警告: ストライピング
YaSTは、現時点では、ストライピングに関するエントリの正しさを確認できません。
何か間違いがあった場合、それが明らかになるのはLVMがディスクに実装された後で
す。

すでにシステム上にLVMを設定した場合、ここで既存の論理ボリュームを使⽤することもでき
ます。続⾏する前に、これらのLVに適切なマウントポイントを割り当てます。完了を選択して
YaSTエキスパートパーティショナに戻り、そこで作業を完了します。

10.3 ソフトウェアRAID
このセクションでは、さまざまなタイプのRAIDを作成して設定するために必要なアクション
について説明します。RAIDの背景情報については、『ストレージ管理ガイド』、第7章「ソフ
トウェアRAIDの設定」、7.1項「RAIDレベルの理解」を参照してください。

10.3.1 ソフトウェアRAID設定
YaSTのRAID設定には、10.1項 「熟練者向けパーティション設定の使⽤」に説明があるYaSTエ
キスパートパーティショナからアクセスできます。このパーティション分割ツールを使⽤す
ると、既存のパーティションを編集および削除したり、ソフトウェアRAIDで使⽤される新規
パーティションを作成できます。

1. ハードディスクからハードディスクを選択します。
2. パーティションタブに変更します。
3. 追加をクリックし、このディスクでのRAIDパーティションのサイズを⼊⼒します。
4. Do not Format the Partitionを使⽤し、ファイルシステムIDを0xFD Linux RAIDに変更し

ます。このパーティションはマウントしないでください。
5. 利⽤可能なディスク上で⽬的のすべての物理ボリュームを定義するまで、この⼿順を繰

り返します。
RAID 0およびRAID 1の場合、少なくとも2つのパーティションが必要です。RAID 1の場合、
パーティションは2つだけです。RAID 5を使⽤する場合は3つ以上のパーティションが必要
で、RAID 6およびRAID 10を使⽤するには4つ以上のパーティションが必要です。パーティショ
ンはすべて同じサイズとすることをお勧めします。ハードディスクのどれかに障害が発⽣し
た場合にデータを失うリスクを減らしたり(RAID 1、RAID 5)、RAID 0のパフォーマンスを最
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適化するには、RAIDパーティションを異なる複数のハードディスクに配置する必要があり
ます。RAIDで使⽤するパーティションをすべて作成したら、RAID Add RAIDの順に選択し
て、RAIDの設定を開始します。
次のダイアログでは、RAIDレベル0、5、6、10のどれかを選択します。次に、RAIDシステム
で使⽤する「Linux RAID」タイプまたは「Linuxネイティブ」タイプどちらかのパーティショ
ンをすべて選択します。スワップパーティションまたはDOSパーティションは表⽰されませ
ん。

ヒント: ディスクの分類
追加したディスクの順序が重要であるRAIDタイプについては、個々のディスクに、⽂
字AからEのいずれかでマークすることができます。分類ボタンをクリックし、ディス
クを選択してクラスXボタンのいずれかをクリックします。Xはディスクに割り当てる⽂
字のことです。使⽤可能なすべてのディスクをこのように割当てて、OKを押して確定
します。ソート済みまたはインタリーブ済みボタンを使⽤して分類されたディスクを簡
単にソートしたり、ファイルのパターンを使⽤してソートパターンを簡単に追加するこ
とができます。

図 10.5: RAIDパーティション
前に割り当てを解除したパーティションを、選択したRAIDボリュームに追加するには、そ
のパーティションをクリックしてから、追加をクリックします。すべてのパーティションを
RAID⽤の予約パーティションとして割り当てます。すべてのパーティションを割り当てない
と、パーティションのスペースが未使⽤のまま残ります。パーティションをすべて割り当てた
ら、次へをクリックして、利⽤可能なRAID Optionsを選択します。

160 ソフトウェアRAID設定 SLES 15



最後のステップでは、使⽤するファイルシステム、暗号化、およびRAIDボリュームのマウン
トポイントを設定します。完了で設定を完了した後、Expert Partitionerで、RAIDと指定され
ている /dev/md0などのデバイスを参照してください。

10.3.2 トラブルシューティング
/proc/mdstatsファイルをチェックして、RAIDパーティションが破壊されているかどうかを
調べます。システム障害が発⽣した場合は、Linuxシステムをシャットダウンして、問題のあ
るハードディスクを、同じ⽅法でパーティション分割されている新しいハードディスクで置
き換えます。次に、システムを再起動して、 mdadm /dev/mdX --add /dev/sdXコマンドを⼊
⼒します。「X」を使⽤しているデバイス識別⼦に置き換えてください。これにより、ハード
ディスクがRAIDシステムに⾃動的に統合され、そのRAIDシステムが完全に再構築されます。
再構築中もすべてのデータにアクセスできますが、RAIDが完全に再構築されるまでは、パ
フォーマンス上の問題が発⽣する可能性があります。

10.3.3 詳細情報
ソフトウェアRAIDの設定⽅法と詳細情報が、次のHOWTOにあります。

/usr/share/doc/packages/mdadm/Software-RAID.HOWTO.html

http://raid.wiki.kernel.org
http://marc.info/?l=linux-raid などのLinux RAIDメーリングリストがあります。
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11 リモートインストール
SUSE® Linux Enterprise Serverのインストールは、すべてネットワーク経由で実⾏
することができます。この章では、ネットワーク経由でブート、インストール、お
よびインストール制御するために必要な環境について説明します。

11.1 概要
リモートインストールを実⾏する場合、ブート⽅法、インストールの制御⽅法、およびイン
ストールデータの⼊⼿元について検討する必要があります。ハードウェアプラットフォームで
使⽤可能な場合、個々のオプションは併⽤することができます。
ブート⽅法

使⽤するハードウェアに応じて、システムのブートオプションは異なります。⼀般的
なオプションは、DVDドライブ、USBドライブ、またはPXEでのブートです。プラット
フォームの詳細については、パートI「インストールの準備」を参照してください。
PXEを介したブート⽤にサーバを設定する⽅法については、第15章 「ネットワークブー
ト環境の準備」を参照してください。

Data source (データソース)
DVDドライブまたはUSBドライブは、SUSE Linux Enterprise Serverの最も⼀般的なイン
ストールソースです。これらの代わりに、インストールサーバを使⽤することもできま
す。この場合、 installブートパラメータを使⽤してソースを指定します。詳細につい
ては、7.3.3項 「インストールソースの指定」を参照してください。
インストール⽤にネットワークソースを使⽤するには、第14章 「ネットワークインス
トールソースをセットアップする」の説明のとおり、サーバを準備します。

インストールの制御
ターゲットマシンに直接接続されているキーボードやモニタを使⽤する代わりに、SSH
またはVNC経由でインストールを制御することができます。また、インストールの制
御に、特定のマシンのシリアルコンソールを使⽤することも可能です。これは、11.3項
「VNCによるインストールの監視」、11.4項 「SSHを介したインストールの監視」、お
よび11.5項 「シリアルコンソールを介したインストールの監視」で説明されています。
インストールを⼿動で制御する代わりにAutoYaSTを使⽤すると、インストールプロセス
が完全に⾃動化されます。詳細については、『AutoYaST Guide』を参照してください。
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11.2 リモートインストールのシナリオ
このセクションでは、リモートインストールを⾏う場合の、最も⼀般的なインストールシナ
リオについて説明します。それぞれのシナリオについて、前提条件のリストを注意深くチェッ
クし、シナリオで説明されている⼿順に従ってください。特定のステップについての詳細な
説明が必要な場合には、⽤意されているリンクを参照してください。

11.2.1 VNC経由でのDVDからのインストール
このタイプのインストールでは、インストール時のブートのため、ターゲットシステムにあ
る程度物理的にアクセスすることが必要となります。インストールは、VNCを使⽤してインス
トールプログラムに接続することにより、リモートのワークステーションによって制御されま
す。第8章 「インストール⼿順」で説明されている⼿動インストールの場合と同様に、ユーザ
操作も必要です。
このタイプのインストールでは、以下の必要条件を満たしていることを確認してください。

ターゲットシステムでネットワーク接続が動作していること
稼働中のネットワーク接続を持つ制御システムと、VNCビューアソフトウェアまたは
JavaScript対応ブラウザ(Firefox、Chromium、Internet Explorer、Operaなど)
インストールDVD
このタイプのインストールを実⾏するには、以下の⼿順に従います。

1. SUSE Linux Enterprise ServerメディアキットのDVD1を使⽤して、ターゲットシステム
をブートします。

2. ターゲットシステムのブート画⾯が表⽰されたら、ブートパラメータプロンプトを使
⽤してVNCオプションと静的ネットワーク設定(必要な場合)を設定します。ブートパラ
メータについては、第7章 「ブートパラメータ」を参照してください。

a. 静的ネットワーク設定のブートパラメータは次のとおりです。
netdevice=NETDEVICE hostip=IP_ADDRESS netmask=NETMASK gateway=IP_GATEWAY vnc=1
 VNCPassword=PASSWORD

b. 動的(DHCP)ネットワーク設定のブートパラメータは次のとおりです。
vnc=1 VNCPassword=PASSWORD
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3. ターゲットシステムはテキストベースの環境でブートします。VNCビューアアプリケー
ションまたはブラウザで使⽤するための、グラフィックインストール環境⽤のネット
ワークアドレスとディスプレイ番号が表⽰されます。VNCインストールのアナウンス
⾃体はOpenSLPによって⾏われ(ファイアウォールの設定で許容される場合)、11.3.1項
「VNCによるインストールの準備」の説明のとおり、 slptoolで表⽰できます。

4. 制御⽤のワークステーションで、VNC表⽰アプリケーションまたはWebブラウザを開
き、11.3項 「VNCによるインストールの監視」に説明されている⽅法でターゲットシス
テムに接続します。

5. 第8章 「インストール⼿順」に説明されている⽅法でインストールを実⾏します。
6. 初期システム設定のためにターゲットシステムが再起動した後で、ターゲットシステム

に再接続します。詳細については、パートIV「初期のシステム設定」を参照してくださ
い。

11.2.2 VNC経由でのネットワークからのインストール
このタイプのインストールでは、ターゲットマシンと直接やり取りする必要はありません。
システムはPXEを介してブートされ、インストールデータはサーバからフェッチされます。
このタイプのインストールでは、以下の必要条件を満たしていることを確認してください。

DHCP、NFS、HTTP、FTP、TFTP、またはSMBのサーバのインストールに使⽤できる、
少なくとも1台のマシン
ターゲットシステムにPXEブート、ネットワーク、およびWake on LANの機能があり、
プラグインとしてインストールされ、ネットワークに接続されていること
稼働中のネットワーク接続を持つ制御システムと、VNCビューアソフトウェアまたは
JavaScript対応ブラウザ(Firefox、Chromium、Microsoft Edge、Operaなど)
このタイプのインストールを実⾏するには、以下の⼿順に従います。

1. インストールデータを格納しているサーバを設定します。詳細については、パート
III「インストールサーバのセットアップ」を参照してください。

2. ネットワーク⽤のDHCPサーバとTFTPサーバを設定します。これは第15章 「ネットワー
クブート環境の準備」で説明されています。VNCサーバを有効にするために必要なブー
トパラメータを追加します。

3. ターゲットマシンのファームウェアでPXEブートを有効にします。詳細について
は、15.4項 「ターゲットシステムでPXEブートの準備をする」を参照してください。
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4. Wake on LAN機能を使って、ターゲットシステムでブートプロセスを開始します。これ
は15.6項 「Wake on LAN」で説明されています。

5. 制御⽤のワークステーションで、VNC表⽰アプリケーションまたはWebブラウザを開
き、11.3項 「VNCによるインストールの監視」に説明されている⽅法でターゲットシス
テムに接続します。

6. 第8章 「インストール⼿順」に説明されている⽅法でインストールを実⾏します。
7. 初期システム設定のためにターゲットシステムが再起動した後で、ターゲットシステム

に再接続します。詳細については、パートIV「初期のシステム設定」を参照してくださ
い。

11.2.3 SSH経由でのDVDからのインストール
このタイプのインストールでは、インストール時のブートと、インストールターゲットのIPア
ドレスの決定のため、ターゲットシステムにある程度物理的にアクセスすることが必要とな
ります。インストール⾃体は、SSHを使⽤してインストーラに接続することにより、リモート
のワークステーションによって完全に制御されます。第8章 「インストール⼿順」で説明され
ている通常のインストールの場合と同様に、ユーザ操作も必要です。
このタイプのインストールでは、以下の必要条件を満たしていることを確認してください。

ターゲットシステムでネットワーク接続が動作していること
ネットワーク接続が動作しており、現在使⽤中のSSHクライアントソフトウェアがある
制御システム
インストールDVD
このタイプのインストールを実⾏するには、以下の⼿順に従います。

1. パートIII「インストールサーバのセットアップ」の説明のとおり、インストールター
ゲットとインストールサーバを設定します。

2. SUSE Linux Enterprise ServerメディアキットのDVD1を使⽤して、ターゲットシステム
をブートします。

3. ターゲットシステムのブート画⾯が表⽰されたら、ブートパラメータプロンプトを使
⽤してSSHオプションと静的ネットワーク設定(必要な場合)を設定します。ブートパラ
メータについては、第7章 「ブートパラメータ」を参照してください。

a. 静的ネットワーク設定のブートパラメータは次のとおりです。
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netdevice=NETDEVICE hostip=IP_ADDRESS netmask=NETMASK gateway=IP_GATEWAY ssh=1
 ssh.password=PASSWORD

b. 動的(DHCP)ネットワーク設定のブートパラメータは次のとおりです。
ssh=1 ssh.password=PASSWORD

4. ターゲットシステムはテキストベースの環境でブートします。SSHクライアントで使⽤
するための、グラフィックインストール環境⽤のネットワークアドレスが表⽰されま
す。

5. 制御⽤のワークステーションで、ターミナルウィンドウを開いて、11.4.2項 「インス
トールプログラムへの接続」で説明されている⽅法でターゲットシステムに接続しま
す。

6. 第8章 「インストール⼿順」に説明されている⽅法でインストールを実⾏します。
7. 初期システム設定のためにターゲットシステムが再起動した後で、ターゲットシステム

に再接続します。詳細については、パートIV「初期のシステム設定」を参照してくださ
い。

11.2.4 SSH経由でのネットワークからのインストール
このタイプのインストールでは、ターゲットマシンと直接やり取りする必要はありません。
システムはPXEを介してブートされ、インストールデータはサーバからフェッチされます。
このタイプのインストールでは、以下の必要条件を満たしていることを確認してください。

DHCP、NFS、HTTP、FTP、TFTP、またはSMBのサーバのインストールに使⽤できる、
少なくとも1台のマシン
ターゲットシステムにPXEブート、ネットワーク、およびWake on LANの機能があり、
プラグインとしてインストールされ、ネットワークに接続されていること
ネットワーク接続が動作しており、SSHビューアソフトウェアがある、制御システム
このタイプのインストールを実⾏するには、以下の⼿順に従います。

1. インストールデータを格納しているサーバを設定します。詳細については、パート
III「インストールサーバのセットアップ」を参照してください。

2. ネットワーク⽤のDHCPサーバとTFTPサーバを設定します。これは第15章 「ネットワー
クブート環境の準備」で説明されています。SSHサーバを有効にするために必要なブー
トパラメータを追加します。
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3. ターゲットマシンのファームウェアでPXEブートを有効にします。詳細について
は、15.4項 「ターゲットシステムでPXEブートの準備をする」を参照してください。

4. Wake on LAN機能を使って、ターゲットシステムでブートプロセスを開始します。これ
は15.6項 「Wake on LAN」で説明されています。

5. 制御⽤のワークステーションで、SSHクライアントソフトウェアを開いて、11.4項
「SSHを介したインストールの監視」で説明されている⽅法でターゲットシステムに接
続します。

6. 第8章 「インストール⼿順」に説明されている⽅法でインストールを実⾏します。
7. 初期システム設定のためにターゲットシステムが再起動した後で、ターゲットシステム

に再接続します。詳細については、パートIV「初期のシステム設定」を参照してくださ
い。

11.3 VNCによるインストールの監視
VNCビューアソフトウェアを使えば、事実上どのオペレーティングシステムからでも、SUSE
Linux Enterprise Serverのインストールをリモートで制御することができます。このセクショ
ンでは、VNCビューアアプリケーションまたはWebブラウザを使うセットアップについて説
明します。

11.3.1 VNCによるインストールの準備
インストールターゲットでVNCを有効にするには、インストール⽤の初期ブート時に適切な
ブートパラメータを指定してください(第7章 「ブートパラメータ」を参照)。ターゲットシス
テムはテキストベースの環境にブートして、VNCクライアントがインストールプログラムに接
続するのを待ちます。
インストールプログラムは、インストーラに接続するために必要なIPアドレスとディスプレイ
番号をアナウンスします。ターゲットシステムに物理的にアクセスしている場合には、この情
報はシステムがインストールのためにブートした直後に表⽰されます。VNCソフトウェアが要
求してきたときにこのデータを⼊⼒し、VNCパスワードを⼊⼒してください。
インストールターゲットはOpenSLPを介して⾃⾝の存在をアナウンスするため、SLPブラウ
ザを使⽤してそのインストールターゲットのアドレス情報を取得できます。ネットワーク設定
とすべてのマシンでOpenSLPがサポートされている限り、インストールターゲット⾃体と物
理的に接続する必要はありません。
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⼿順 11.1: OPENSLPを介してVNCインストールを⾒つける
1. slptool findsrvtypes | grep vncを実⾏して、vncを提供するすべてのサービスの

リストを取得します。vncインストールターゲットは、 YaST.installation.suseとい
う名前のサービスの下に表⽰されます。

2. slptool findsrvs  YaST.installation.suseを実⾏して、使⽤可能なインストールの
リストを取得します。VNCビューアで提供されているIPアドレスとポート(通常は 5901 )
を使⽤します。

11.3.2 インストールプログラムへの接続
VNCサーバ(この場合はインストールターゲット)に接続するには2通りの⽅法があります。任
意のオペレーティングシステムで独⽴したVNCビューアアプリケーションを起動することもで
きますし、JavaScript対応のWebブラウザを使って接続することもできます。
VNCを使えば、Linuxシステムのインストールを、他のLinux、Windows、macOSなど、他の
任意のオペレーティングシステムから制御できます。
Linuxマシンでは、 tightvncパッケージがインストールされていることを確認してくだ
さい。Windowsマシンでは、このソフトウェアのWindows移植版をインストールしてく
ださい。これは、TightVNCのホームページから⼊⼿できます(http://www.tightvnc.com/
download.html )。

ターゲットマシンで動作しているインストールプログラムに接続するには、以下の⼿順
に従います。

1. VNCビューアを起動します。
2. SLPブラウザ、またはインストールプログラム⾃体から提供された、インストールター

ゲットのIPアドレスとディスプレイ番号を⼊⼒します。
IP_ADDRESS:DISPLAY_NUMBER

デスクトップにウインドウが開き、その中に、通常のローカルインストールの場合と同
様に、YaSTの画⾯が表⽰されます。

インストールプログラムに接続するためにWebブラウザを使えば、VNCソフトウェアや、
基になるオペレーティングシステムに依存しなくてすみます。ブラウザアプリケーションで
JavaScriptのサポートが有効になっているものであれば、Linuxシステムのインストールの
ために、どのブラウザでも使⽤できます(Firefox、Internet Explorer、Chromium、Operaな
ど)。
ブラウザによるVNC接続は暗号化されないことに注意してください。

168 インストールプログラムへの接続 SLES 15

http://www.tightvnc.com/download.html
http://www.tightvnc.com/download.html


VNCによるインストールを実⾏する場合、以下の⼿順に従います。
1. 使⽤しているWebブラウザを起動します。
2. アドレスに以下のように⼊⼒します。

http://IP_ADDRESS_OF_TARGET:5801

3. 要求されたときにはVNCパスワードを⼊⼒します。ブラウザウィンドウに、通常のロー
カルインストールの場合のように、YaSTの画⾯が表⽰されます。

11.4 SSHを介したインストールの監視
SSHを使えば、任意のSSHクライアントソフトウェアによって、Linuxマシンのインストール
を制御することができます。

11.4.1 SSHによるインストールの準備
ソフトウェアパッケージ(LinuxではOpenSSH、WindowsではPuTTY)のインストールに加
え、SSHによるインストールのために適切なブートパラメータを指定する必要があります。詳
細については、第7章 「ブートパラメータ」を参照してください。OpenSSHは、SUSE Linux
ベースのオペレーティングシステムであれば、デフォルトでインストールされています。

11.4.2 インストールプログラムへの接続
SSHによるインストールを開始したら、この⼿順に従ってSSHセッションに接続してくださ
い。

1. インストールターゲットのIPアドレスを取得します。ターゲットマシンに物理的にアク
セスできる場合には、初期ブート後のコンソールにインストールプログラムが表⽰する
IPアドレスを記録してください。または、DHCPサーバ設定によって特定のホストに割
り当てられたIPアドレスを調べてください。

2. コマンドラインで次のコマンドを⼊⼒します。
ssh -X root@TARGET_IP_ADDRESS

TARGET_IP_ADDRESSは、インストールターゲットの実際のIPアドレスで置き換えてく
ださい。
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3. ユーザ名を求められたら、「 root」と⼊⼒します。
4. パスワードを求められたら、SSHのブートパラメータで設定したパスワードを⼊⼒しま

す。正しく認証されると、インストールターゲットのコマンドプロンプトが表⽰されま
す。

5. 「 yast」と⼊⼒して、インストールプログラムを起動します。第8章 「インストール⼿
順」で説明されているように、ウィンドウが開いて、通常のYaSTの画⾯が表⽰されま
す。

11.5 シリアルコンソールを介したインストールの監視
このインストール⽅法では、SUSE Linux Enterprise Serverのインストール先とするコン
ピュータにヌルモデムケーブルで接続した2台⽬のコンピュータが必要です。両⽅のマシンの
ハードウェアとファームウェアがシリアルコンソールをサポートしている必要があります。
ファームウェア実装によっては、ブートコンソールの出⼒をシリアルコンソールに送信する
ように設定済みの場合があります(/chosen/stdout-pathが適切に設定されたデバイスツリー
が提供されています)。この場合、追加の設定は必要ありません。
ファームウェアで、ブートコンソールの出⼒にシリアルコンソールが使⽤されていない場合
は、インストール⽤にブートパラメータ console=TTY,BAUDRATEを設定してください。詳細
については、『管理ガイド』、第12章「ブートローダGRUB 2」、12.2.5項「ブート⼿順実⾏
中のメニューエントリの編集」および第7章 「ブートパラメータ」を参照してください。
BAUDRATEはインタフェースのボーレートに置き換える必要があります。有効な値は
115200、38400、または9600です。 TTYはインタフェースの名前に置き換える必要がありま
す。ほとんどのコンピュータには、1つ以上のシリアルインタフェースがあります。ハード
ウェアによっては、それらのインタフェースの名前が異なることがあります。

APMの場合、「ttyS0」
Server Base System Architecture (SBSA)の場合、「ttyAMA0」
Xilinxの場合、「ttyPS0」

インストールを⾏うには、 minicomや screenなどのターミナルプログラムが必要です。シリ
アル接続を初期化するには、次のコマンドを⼊⼒して、ローカルコンソール上で画⾯プログ
ラムを起動します。
tux > screen /dev/ttyUSB0 115200
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つまり、画⾯は、ボーレート115200を持った最初のシリアルポートをリスンすることになり
ます。これ以降は、このターミナルを通じたテキストベースのインストールと同様の⼿順でイ
ンストールが実⾏されます。
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12 ディスクイメージのクローニング
この章では、SUSE Linux Enterprise Serverのインストール時にクローニングされ
たイメージを使⽤する⽅法について説明します。これは仮想化環境で最も多く採⽤
されています。

12.1 概要
SUSE Linux Enterprise Serverには、各インストール環境に固有の設定をクリーンアップす
るスクリプトが⽤意されています。systemdの導⼊によって、固有のシステム識別⼦は別の
場所や別のファイルで使⽤または設定されるようになりました。そのため、クローニングに
よるシステムイメージの作成は現在推奨されていません。イメージの作成はKIWIで⾏えま
す。https://doc.opensuse.org/projects/kiwi/doc/ を参照してください。
複数のマシンのディスクをクローニングする⽅法については、ご使⽤の仮想化環境のドキュメ
ントを参照してください。

12.2 固有のシステム識別⼦のクリーンアップ
警告: 重⼤な設定ロス
次の⼿順を実⾏すると、重要なシステム設定データが永続的に削除されます。クローン
元のシステムが運⽤されている場合は、クローニングされたイメージに対してクリーン
アップスクリプトを実⾏してください。

固有のシステム識別⼦をすべてクリーンアップするには、ディスクイメージのクローニング前
とクローニング後に次の⼿順を実⾏します。この⼿順をクローンに対して実⾏する場合は、ク
ローンごとに実⾏する必要があります。したがって、 ゴールデンイメージ を作成しておくこと
をお勧めします。これは、新しいクローンのクローン元としてのみ使⽤される、運⽤されない
イメージです。ゴールデンイメージはすでにクリーンアップされているため、それから作成し
たクローンはすぐに利⽤可能になります。
たとえば、 clone-master-clean-upコマンドによって、次のものが削除されます。

スワップファイル
Zypperリポジトリ
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SSHホストとクライアントキー
/tmp/*などの⼀時ディレクトリ
Postfixデータ
HANAファイアウォールスクリプト
systemdジャーナル

1. zypperを使⽤して clone-master-clean-upをインストールします 。
tux > sudo zypper install clone-master-clean-up

2. /etc/sysconfig/clone-master-clean-upを編集し、 clone-master-clean-upの動
作を設定します。この環境設定ファイルには、1000より⼤きな数値のUIDを持つユー
ザ、 /etc/sudoersファイル、Zypperリポジトリ、およびBtrfsスナップショットを削除
するかどうかが定義されています。

3. 次のスクリプトを実⾏して、既存の設定と固有の識別⼦を削除します。
tux > sudo clone-master-clean-up
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13 トラブルシューティング
このセクションでは、インストール中に発⽣する可能性のある⼀般的な問題とその
解決策を⽰します。

13.1 メディアの確認
SUSE Linux Enterprise Serverのインストールメディアの使⽤中に問題が発⽣した場合、イ
ンストールメディアの整合性をチェックします。メディアからブートし、ブートメニューか
らCheck Installation Media (インストールメディアのチェック)を選択します。実⾏中のシス
テムで、YaSTを起動して、ソフトウェア メディアチェックの順に選択します。SUSE Linux
Enterprise Serverのメディアをチェックするには、メディアをドライブに挿⼊し、YaSTのメ
ディアチェック画⾯で、チェック開始をクリックします。これには少し時間がかかります。問
題が検出された場合、インストール⽤にこのメディアを使⽤しないでください。メディアを⾃
分で書き込んだ場合、メディアの問題が発⽣する場合があります。メディアを低速(4x)で書き
込むと、問題を回避できます。

図 13.1: メディアの確認
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13.2 ブート可能なDVDドライブが利⽤不可
コンピュータにブート可能なDVDドライブが搭載されていない場合、いくつかの代替⼿段を取
ることができます。SUSE Linux Enterprise Serverでドライブがサポートされていないときの
オプションもあります。
外部DVDデバイスの使⽤

Linuxでは、既存のDVDドライブはほとんどサポートされます。システムにDVDドライブ
が存在しない場合でも、USB、FireWire、またはSCSIを通じて接続する外部DVDドライ
ブを使⽤してシステムをブートできます。問題が発⽣した場合、BIOSアップデートによ
り解決する場合があります。

PXE経由のネットワークブート
マシンにDVDドライブがない場合でも、使⽤可能なEthernet接続がある場合は、完全に
ネットワークベースのインストールを実⾏します。詳細については、11.2.2項 「VNC経
由でのネットワークからのインストール」と11.2.4項 「SSH経由でのネットワークからの
インストール」を参照してください。

USBフラッシュドライブ
マシンにDVDドライブがない場合やネットワーク接続を⾏えない場合、USBフラッシュ
ドライブを使⽤できます。詳細については以下を参照してください。

AMD/Intel 2.4.1項 「ブートメディア」
Arm 3.4.1項 「ブートメディア」

13.3 インストールメディアからのブートに失敗する
マシンでインストールメディアがブートしない理由の1つとして、BIOS内のブートシーケンス
の設定が誤っている場合があります。BIOSブートシーケンスでは、ブート⽤の最初のエント
リとしてDVDドライブがセットされている必要があります。そうでない場合、コンピュータは
他のメディア(通常ハードディスク)からブートを試みます。BIOSのブートシーケンスを変更す
るための説明は、マザーボードに付属するマニュアルまたは次の段落に記載されています。
BIOSとはコンピュータの⾮常に基本的な機能を有効にするソフトウェアです。マザーボード
を供給するベンダが、独⾃のハードウェア⽤のBIOSを供給します。通常、BIOSセットアップ
は特別なとき(マシンのブート時)にだけアクセスされます。この初期化段階で、マシンはさま
ざまなハードウェア診断テストを実⾏します。そのうちの1つとして、メモリカウンタにより
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⽰されるメモリチェックがあります。メモリカウンタが表⽰されたとき、通常カウンタの下
または画⾯の下部の辺りに、BIOSセットアップにアクセスするために押すキーについて表⽰
されています。通常は、 Del 、 F1 、または Esc のいずれかのキーを押します。BIOSセット
アップ画⾯が表⽰されるまでこのキーを押します。
⼿順 13.1: BIOSのブートシーケンスの変更

1. ブートルーチンによって宣⾔されたように、適切なキーを使⽤してBIOSを⼊⼒します。
その後、BIOS画⾯が表⽰されるのを待ちます。

2. AWARD BIOSでブートシーケンスを変更するには、BIOS FEATURES SETUPエントリを
探してください。他のメーカでは、ADVANCED CMOS SETUPといった違う名前が使⽤
されています。エントリが⾒つかったら、そのエントリを選択して、 Enter キーを押し
て確定します。

3. 開いた画⾯で、BOOT SEQUENCEまたはBOOT ORDERというサブエントリを探しま
す。DVDドライブが最初に表⽰されるまで Page ↑ キーまたは Page ↓ キーを押して、設
定を変更します。

4. Esc キーを押してBIOS設定画⾯を終了します。設定を保存するには、SAVE & EXIT
SETUPを選択し、 F10 キーを押します。設定が保存されていることを確認するに
は、 Y キーを押します。

⼿順 13.2: SCSI BIOS (ADAPTECホストアダプタ)内でのブートシーケンスの変更
1. Ctrl ‒ A キーを押してセットアップを開きます。
2. ディスクユーティリティを選択します。これで、接続したハードウェアコンポーネント

が表⽰されるようになります。
ご使⽤のDVDドライブに割り当てられているSCSI IDの記録をとります。

3. Esc キーを押して、メニューを閉じます。
4. アダプタセッティングの設定を開きます。追加オプションで、Boot Device Options

(ブートデバイスオプション)を選択し、 Enter キーを押します。
5. DVDドライブのIDを⼊⼒して、再度 Enter キーを押します。
6. Esc キーを2回押して、SCSI BIOSの起動画⾯に戻ります。
7. はいを押して、この画⾯を終了しコンピュータを起動します。

最終的なインストールが使⽤する⾔語やキーボードレイアウトに関係なく、BIOS設定では、
通常、以下の図に⽰されているようなUSキーボードレイアウトが使⽤されます。
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図 13.2: USキーボードレイアウト

13.4 ブートできない
ハードウェアのタイプによっては(主にかなり旧式かごく最近のタイプ)、ブートが失敗するも
のもあります。インストールカーネル内でこのタイプのハードウェアのサポートが⽋けている
か、ある種のハードウェアでドライバの問題が発⽣している可能性があります。
最初のインストールブート画⾯から、標準のインストールモードを使⽤してインストールす
るのに失敗した場合、以下のことを試してみてください。

1. DVDがドライブにまだ⼊った状態であれば、 Ctrl ‒ Alt ‒ Del を押すか、ハードウェア
リセットボタンを使⽤して、コンピュータを再起動します。

2. ブート画⾯が表⽰されたら、 F5 キーを押すか、キーボードの⽮印キーを使⽤し
て、ACPIなしを探し、 Enter キーを押してブートおよびインストールプロセスを開始し
ます。このオプションはACPIの電源管理技術を無効にします。

3. 第8章 「インストール⼿順」の中での説明に従って、インストールを進めます。
これが失敗する場合、以上で述べた⼿順の代わりにセーフ設定を選択してインストール処理
を続⾏します。このオプションはACPIおよびDMAサポートを無効化します。このオプション
を使うと、ほとんどのハードウェアが起動します。
両⽅のオプションが失敗する場合、ブートパラメータプロンプトを使⽤して、ハードウェ
アタイプをサポートするのに必要な追加のパラメータをインストールカーネルに渡しま
す。ブートパラメータとして使⽤可能なパラメータの詳細については、 /usr/src/linux/

Documentation/kernel-parameters.txtにあるカーネルドキュメントを参照してください。
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ヒント: カーネルマニュアルの取得
kernel-source パッケージをインストールして、カーネルマニュアルを表⽰します。

ほかにもACPI関連のカーネルパラメータがあります。それらのパラメータは、インストール
のために起動する前にブートプロンプトで⼊⼒できます。
acpi=off

このパラメータは、コンピュータ上の完全ACPIサブシステムを無効にします。これはコ
ンピュータがACPIを処理できない場合、またはコンピュータのACPIが問題を引き起こし
ていると考えられる場合に役に⽴つ可能性があります。

acpi=force

2000年より前の⽇付が付けられた古いBIOSを持つコンピュータであっても、常にACPI
を有効にします。このパラメータは、 acpi=offに加えて設定された場合、ACPIも有効
にします。

acpi=noirq

ACPIはIRQルーティングには使⽤しません。
acpi=ht

hyper-threadingを有効化するのに⼗分なACPIのみ実⾏します。
acpi=strict

厳密にはACPI仕様互換ではないプラットフォームに対する耐性が弱くなります。
pci=noacpi

新しいACPIシステムのPCI IRQルーティングを無効にします。
pnpacpi=off

このオプションは、BIOSセットアップに誤った割り込みまたはポートがある場合のシリ
アルまたはパラレルの問題向けです。

notsc

タイムスタンプカウンタを無効にします。このオプションを使⽤して、システムのタイ
ミングについての問題に対処できます。これは最近の機能ですので、コンピュータに特
に時間や全⾯的なハングなどの遅れが⾒られる場合に、このオプションを試す価値があ
ります。

nohz=off

nohz機能を無効にします。マシンがハングした場合、このオプションが役に⽴ちます。
それ以外の場合は、使⽤しません。
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パラメータの正しい組み合わせを決定したら、システムが次回適切に起動するように、YaST
は⾃動的にそれらのパラメータをブートローダの設定に書き込みます。
カーネルのロード中、またはインストール中に説明できないエラーが発⽣した場合は、ブー
トメニューからメモリテストを選択し、メモリを確認します。メモリテストがエラーを返す場
合、それは通常はハードウェアのエラーです。

13.5 グラフィカルインストーラを起動できない
メディアをドライブに挿⼊しコンピュータを再起動した後に、インストール画⾯が表⽰されま
すが、インストールを選択すると、グラフィカルインストーラは起動しません。
この問題に対処する⽅法はいくつかあります。

インストールダイアログ⽤に、他の画⾯解像度を選択してみます。
インストール⽤にテキストモードを選択します。
VNCを介して、グラフィカルインストーラを使ってリモートインストールをします。

⼿順 13.3: インストール時の画⾯解像度の変更
1. インストールのために起動します。
2. F3 キーを押して、インストール⽤に低解像度を選択するメニューを開きます。
3. インストールを選択し、第8章 「インストール⼿順」の中の説明に従ってインストール

を続⾏します。
⼿順 13.4: テキストモードのインストール

1. インストールのために起動します。
2. F3 キーを押して、テキストモードを選択します。
3. インストールを選択し、第8章 「インストール⼿順」の中の説明に従ってインストール

を続⾏します。
⼿順 13.5: VNCによるインストール

1. インストールのために起動します。
2. ブートパラメータプロンプトに以下のテキストを⼊⼒します。
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vnc=1 vncpassword=SOME_PASSWORD

SOME_PASSWORDは、VNCインストール⽤に使⽤するパスワードに置き換えます。
3. インストールを選択し、 Enter キーを押してインストールを開始します。

グラフィカルインストールルーチンに⼊る代わりに、システムは引き続きテキストモー
ドで実⾏されます。その後、システムは停⽌し、IPアドレスおよびポート番号が含まれ
るメッセージが表⽰されます。ブラウザインタフェースまたはVNCビューアアプリケー
ションを使⽤して、このIPアドレスとポート番号でインストーラにアクセスすることが
できます。

4. ブラウザを使⽤してインストーラにアクセスする場合は、ブラウザを起動し、今
後SUSE Linux Enterprise Serverが実⾏されるマシン上のインストール⼿順で提供され
たアドレス情報を⼊⼒して、 Enter キーを押します。
http://IP_ADDRESS_OF_MACHINE:5801

ブラウザウィンドウでは、VNCのパスワードを⼊⼒するように要求するダイアログが
開かれます。パスワードを⼊⼒し、第8章 「インストール⼿順」の説明に従ってインス
トールを続⾏します。

重要: クロスプラットフォームのサポート
VNC経由のインストールでは、Javaサポートが有効化されていれば、オペレー
ションシステムやブラウザの種類を問いません。

プロンプトが表⽰されたら、VNCビューアにIPアドレスとパスワードを⼊⼒します。イ
ンストールダイアログを表⽰するウィンドウが開きます。通常のようにインストールを
続⾏します。

13.6 最低限のブート画⾯だけが起動する
メディアをドライブに挿⼊して、BIOSルーチンは終了しますが、システム上でグラフィカル
ブート画⾯が開始しません。その代わりに、最⼩限のテキストベースのインタフェースが起
動されます。これは、グラフィカルブート画⾯を表⽰するのに⼗分なグラフィックメモリを
持っていないコンピュータを使⽤する場合に起こる可能性がります。
テキストのブート画⾯は最⼩限に⾒えますが、グラフィカルブート画⾯が提供する機能とほ
ぼ同じものを提供します。
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ブートオプション
グラフィカルインタフェースとは違い、キーボードのカーソルキーを使って異なるブー
トパラメータを選択することはできません。テキストモードのブート画⾯のブートメ
ニューでは、ブートプロンプトで⼊⼒するキーワードが表⽰されます。これらのキー
ワードはグラフィカルバージョンで提供されているオプションにマップしています。任
意のキーワードを⼊⼒し、 Enter キーを押して、ブートプロセスを起動します。

カスタムブートオプション
ブートパラメータを選択した後、ブートプロンプトで適切なキーワードを⼊⼒する
か、13.4項 「ブートできない」で説明されているカスタムパラメータを⼊⼒します。イ
ンストールプロセスを起動するには、 Enter キーを押します。

画⾯解像度
ファンクションキー( F1  ... F12 )を使⽤して、インストールに使⽤する画⾯解像を決定
します。テキストモードで起動する必要がある場合は、 F3 キーを選択します。

13.7 ログファイル
インストール中に作成されるログファイルの詳細については、『管理ガイド』、第39章「サ
ポート⽤システム情報の収集」、39.5項「インストール時の情報収集」を参照してください。
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14 ネットワークインストールソースをセットアップする
この章では、SUSE Linux Enterprise Serverをネットワーク経由でインストールす
る際に必要とされるデータを提供するサーバの作成⽅法について説明します。
SUSE Linux Enterprise Server⽤のネットワークインストールソースとして使⽤するマシンの
オペレーティングシステムに応じて、サーバ設定にはいくつかのオプションがあります。イン
ストールサーバを設定する最も簡単な⽅法は、YaSTを使⽤することです。

ヒント: インストールサーバのオペレーティングシステム
Linux展開⽤インストールサーバとしては、Microsoft Windowsコンピュータも使⽤で
きます。詳細については、14.5項 「SMBリポジトリの管理」を参照してください。

14.1 YaSTを使ったインストールサーバのセットアップ
YaSTでは、ネットワークリポジトリ作成⽤のグラフィックツールを提供していま
す。HTTP、FTP、およびNFSによるネットワークインストールサーバをサポートしていま
す。

1. インストールサーバにするマシンに rootとしてログインします。
2. YaST その他 インストールサーバの順に選択します。
3. リポジトリのタイプを選択します(HTTP、FTP、またはNFS)選択したサービスは、シス

テム起動時に、毎回、⾃動的に開始されます。選択したタイプのサービスがシステム上
ですでに動作していて、サーバ⽤に⼿動で設定する場合には、Do Not Configure Any
Network Servicesをオンにして、サーバサービスの⾃動設定を無効にします。どちら
の場合でも、サーバ上のインストールデータを保管するディレクトリを設定してくださ
い。

4. 必要なリポジトリタイプを設定します。このステップは、サーバサービスの⾃動設定と
関係しています。⾃動設定を無効にした場合にはスキップされます。
インストールデータを置くFTPまたはHTTPサーバのルートディレクトリのエイリアス
を定義してください。リポジトリは、 ftp://Server-IP/Alias/Name (FTPの場合)また
は http://Server-IP/Alias/Name (HTTPの場合)に格納されます。 Nameには、リポジ
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トリの名前を指定します。リポジトリ名は、次のステップで定義します。前のステッ
プでNFSを選択した場合には、ワイルドカードとエクスポートオプションを指定しま
す。NFSサーバは、 nfs://Server-IP/Nameでアクセスできます。NFSとエクスポート
についての詳細は、『管理ガイド』、第30章「NFS共有ファイルシステム」を参照して
ください。

ヒント: ファイアウォールの設定
サーバシステムのファイアウォール設定が、HTTP、NFS、およびFTPポートの
トラフィックを許可していることを確認します。現在、そうでない場合は、ま
ず、ファイアウォールでポートを開くを有効にするか、ファイアウォールの詳
細をチェックします。

5. リポジトリを設定します。インストール⽤メディアを宛先にコピーする前に、リポジ
トリの名前を定義します(製品とバージョンを⽰し、容易に覚えられる略語が望まし
い)。YaSTでは、インストールDVDのコピーの代わりに、メディアのISOイメージを利⽤
できます。そうする場合には、対応するチェックボックスをオンにして、ISOファイル
をローカルに保管するディレクトリのパスを指定します。このインストールサーバを使
⽤して配布する製品によっては、サービスパックDVDなどのメディアを追加リポジトリ
として追加しなければならない場合があります。ネットワーク内のインストールサーバ
について知らせるためにOpenSLPを使う場合には、適切なオプションをオンにします。

ヒント: リポジトリのアナウンス
このオプションがネットワーク設定でサポートされている場合は、OpenSLPを介
してリポジトリをアナウンスすることを検討してください。そうすれば、すべて
のターゲットマシンでネットワークインストールパスを⼊⼒しなくてもよくなり
ます。SLPブートパラメータでブートされたターゲットシステムは、これ以上の
設定を⾏わなくても、ネットワークリポジトリを検出します。このオプションに
ついての詳細は、第7章 「ブートパラメータ」を参照してください。

6. 追加のリポジトリを設定します。YaSTは、アドオンCDまたはサービスパックCDにある
リポジトリを設定する際に特定の名前規則に従います。この設定が受け⼊れられるの
は、アドオンCDのリポジトリ名がインストールメディアのリポジトリ名で始まる場合の
みです。⾔い換えると、DVD1のリポジトリ名を SLES12SP1にした場合は、DVD2のリポ
ジトリ名は SLES12SP1addonにする必要があります。
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7. インストールデータをアップロードします。インストールサーバの設定で最も時間がか
かるステップは、実際のインストールメディアのコピーです。メディアをYaSTが要求す
る順序で挿⼊し、コピーの⼿順が終わるまで待ってください。ソースのコピーがすべて
完了したら、既存リポジトリの概要に戻り、完了を選択して設定を終了します。
インストールサーバは完全に設定されて、使⽤する準備ができました。これはシステム
が起動するたびに、⾃動的に開始します。それ以上の操作は必要ありません。必要なの
は、YaSTの最初のステップで選択したネットワークサービスの⾃動設定を無効にしてい
た場合に、サービスを⼿動で正しく設定し、開始することだけです。

リポジトリを無効にするには、削除するリポジトリを選択してから、削除を選択します。シス
テムからインストールデータが削除されます。ネットワークサービスを無効にする場合は、適
切なYaSTモジュールを使⽤します。
インストールサーバが、特定の製品バージョンの複数の製品に対してインストールデータを
提供する必要がある場合は、YaSTインストールサーバのモジュールを起動します。既存のリ
ポジトリの概要画⾯で追加を選択して、新しいリポジトリを設定します。

14.2 NFSリポジトリの⼿動設定
インストール⽤のNFSソースのセットアップは、主に2つのステップで⾏えます。最初のス
テップでは、インストールデータを保持するディレクトリ構造を作成して、インストールメ
ディアをその構造にコピーします。2番⽬のステップでは、インストールデータを保持してい
るディレクトリをネットワークにエクスポートします。

インストールデータを保持するディレクトリを作成するには、次の⼿順に従います。
1. rootとしてログインします。
2. すべてのインストールデータを保持することになるディレクトリを作成し、このディレ

クトリに移動します。次に例を⽰します。
root # mkdir /srv/install/PRODUCT/PRODUCTVERSION
root # cd /srv/install/PRODUCT/PRODUCTVERSION

PRODUCTは製品名の略語、 PRODUCTVERSIONは製品名とバージョンを含む⽂字列で置き
換えます。

3. メディアキットに含まれているCDごとに、次のコマンドを実⾏します。
a. インストールDVDの内容全体を、インストールサーバのディレクトリにコピーしま

す。
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root # cp -a /media/PATH_TO_YOUR_DVD_DRIVE .

PATH_TO_YOUR_DVD_DRIVEをDVDドライブの実際のパスで置き換
えます。これは、使⽤しているシステムのドライブのタイプに応じ
て、 cdrom、 cdrecorder、 dvd、または dvdrecorderになります。

b. ディレクトリの名前をDVD番号に変更します。
root # mv PATH_TO_YOUR_DVD_DRIVE DVDX

Xは、DVDの実際の番号で置き換えてください。
SUSE Linux Enterprise Serverでは、YaSTを使⽤してNFSでリポジトリをエクスポート
できます。次の⼿順に従います。

1. rootとしてログインします。
2. YaST ネットワークサービス NFSサーバの順に選択します。
3. 開始およびファイアウォール内でポートを開くをオンにして、次へをクリックします。
4. Add Directoryを選択して、インストールソースのあるディレクトリ(この場

合、 PRODUCTVERSION )に移動します。
5. ホストの追加をクリックして、インストールデータのエクスポート先になるマシンの

ホスト名を⼊⼒します。ここでホスト名を指定する代わりに、ワイルドカード、ネット
ワークアドレス、またはネットワークのドメイン名を使⽤することもできます。適切な
エクスポートオプションを⼊⼒するか、デフォルトのままにします。デフォルトでもほ
とんどのセットアップでは正しく動作します。NFS共有のエクスポートで私⽤される構
⽂の詳細については exportsの「man」ページを参照してください。

6. 完了をクリックします。SUSE Linux Enterprise Serverのリポジトリを保持しているNFS
サーバが⾃動的に起動し、ブートプロセスに統合されます。
YaST NFSサーバモジュールを使⽤する代わりに、NFSでリポジトリを⼿動でエクスポー
トする場合には、次の⼿順に従います。

1. rootとしてログインします。
2. /etc/exportsファイルを開いて、次の⾏を⼊⼒します。

/PRODUCTVERSION *(ro,root_squash,sync)
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これにより、ディレクトリ /PRODUCTVERSIONは、ネットワークに属している任意のホス
ト、またはこのサーバに接続している任意のホストにエクスポートされます。このサー
バへのアクセスを制限するには、⼀般的なワイルドカード *の代わりにネットマスクま
たはドメイン名を使⽤してください。詳細は、 exportのmanページを参照してくださ
い。設定ファイルを保存して終了します。

3. NFSサービスを、システムブート時に起動するサーバのリストに追加するには、次のコ
マンドを実⾏します。
root # systemctl enable nfsserver

4. systemctl start nfsserverコマンドを実⾏してNFSサーバを起動します。 後
で、NFSサーバの設定の変更が必要になった場合には、設定ファイルを修正し
て、 systemctl restart nfsserverコマンドでNFSデーモンを再起動してください。
OpenSLPを使⽤してNFSサーバについてアナウンスし、ネットワーク内のすべてのクラ
イアントにそのアドレスを知らせます。

1. rootとしてログインします。
2. 次の⾏を使⽤して、 /etc/slp.reg.d/install.suse.nfs.reg環境設定ファイルを作成

します。
# Register the NFS Installation Server
service:install.suse:nfs://$HOSTNAME/PATH_TO_REPOSITORY/DVD1,en,65535
description=NFS Repository

PATH_TO_REPOSITORYは、サーバ上のインストールソースへの実際のパスで置き換えま
す。

3. systemctl start slpdコマンドで、OpenSLPデーモンを起動します。
OpenSLPについての詳細は、 /usr/share/doc/packages/openslp/のパッケージのドキュ
メント、または『管理ガイド』、第33章「SLP」を参照してください。NFSの詳細について
は、『管理ガイド』、第30章「NFS共有ファイルシステム」を参照してください。

14.3 FTPリポジトリの⼿動設定
FTPリポジトリの作成は、NFSリポジトリの作成と⾮常に似ています。FTPリポジトリ
も、OpenSLPを使⽤してネットワーク上にアナウンスすることができます。

1. 14.2項 「NFSリポジトリの⼿動設定」で説明されているように、インストールソースを
保持するディレクトリを作成します。
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2. インストールディレクトリの内容を配布するためのFTPサーバを設定します。
a. rootとしてログインし、YaSTソフトウェア管理を使⽤して vsftpdパッケージを

インストールします。
b. FTPサーバのルートディレクトリに⼊ります。

root # cd /srv/ftp

c. FTPのルートディレクトリに、インストールソースを保持するサブディレクトリを
作成します。
root # mkdir REPOSITORY

REPOSITORYは、製品名で置き換えてください。
d. 既存のインストールリポジトリの内容を、FTPサーバのルート環境にマウントしま

す。
root # mount --bind PATH_TO_REPOSITORY /srv/ftp/REPOSITORY

PATH_TO_REPOSITORYと REPOSITORYは、設定に合致する値で置き換えてくださ
い。この変更を永続的にする必要がある場合には、 /etc/fstabに追加します。

e. 「 vsftpd」と⼊⼒して、vsftpdを開始します。
3. ネットワーク設定でサポートされている場合は、OpenSLPを使⽤してリポジトリをアナ

ウンスします。
a. 次の⾏を使⽤して、 /etc/slp.reg.d/install.suse.ftp.reg環境設定ファイル

を作成します。
# Register the FTP Installation Server
service:install.suse:ftp://$HOSTNAME/REPOSITORY/DVD1,en,65535
description=FTP Repository

REPOSITORYは、サーバ上のリポジトリディレクトリの実際の名前で置き換えてく
ださい。 service:の⾏は、連続した⾏として⼊⼒する必要があります。

b. systemctl start slpdコマンドで、OpenSLPデーモンを起動します。

ヒント: YaSTによるFTPサーバの設定
FTPインストールサーバを⼿動で設定する代わりに、YaSTを使⽤する場合は、『管理ガ
イド』、第35章「YaSTを使⽤したFTPサーバの設定」を参照してください。
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14.4 HTTPリポジトリの⼿動設定
HTTPリポジトリの作成は、NFSリポジトリの作成と⾮常に似ています。HTTPリポジトリ
も、OpenSLPを使⽤してネットワーク上でアナウンスできます。

1. 14.2項 「NFSリポジトリの⼿動設定」で説明されているように、インストールソースを
保持するディレクトリを作成します。

2. インストールディレクトリの内容を配布するためのHTTPサーバを設定します。
a. 『管理ガイド』、第34章「Apache HTTPサーバ」、34.1.2項「インストール」の説

明に従って、WebサーバのApacheをインストールします。
b. HTTPサーバのルートディレクトリ( /srv/www/htdocs )に移動し、インストール

ソースを保持するサブディレクトリを作成します。
root # mkdir REPOSITORY

REPOSITORYは、製品名で置き換えてください。
c. インストールソースの場所からWebサーバのルートディレクトリ( /srv/www/

htdocs )への、シンボリックリンクを作成します。
root # ln -s /PATH_TO_REPOSITORY/srv/www/htdocs/REPOSITORY

d. HTTPサーバの設定ファイル( /etc/apache2/default-server.conf )を変更して、
シンボリックリンクをたどるようにします。以下のように変更します。
Options None

⽅法
Options Indexes FollowSymLinks

e. systemctl reload apache2.を使⽤して、HTTPサーバ設定を再ロードします。
3. ネットワーク設定でサポートされている場合は、OpenSLPを使⽤してリポジトリをアナ

ウンスします。
a. 次の⾏を使⽤して、 /etc/slp.reg.d/install.suse.http.reg環境設定ファイル

を作成します。
# Register the HTTP Installation Server
service:install.suse:http://$HOSTNAME/REPOSITORY/DVD1/,en,65535
description=HTTP Repository
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REPOSITORYは、サーバ上のリポジトリへの実際のパスで置き換えてくださ
い。 service:の⾏は、連続した⾏として⼊⼒する必要があります。

b. systemctl start slpdで、OpenSLPデーモンを起動します。

14.5 SMBリポジトリの管理
SMBを使⽤すれば、Linuxコンピュータがなくても、Microsoft Windowsサーバからインス
トールソースをインポートして、Linuxの導⼊を開始することができます。

SUSE Linux Enterprise Serverリポジトリを保持する、エクスポートされたWindows共
有を設定するには、次の⼿順に従います。

1. Windowsマシンにログインします。
2. インストールツリー全体を保持する新しいディレクトリを作成し、名前(たとえ

ば、 INSTALL )を付けます。
3. この共有を、Windowsのドキュメントで説明されている⽅法に従ってエクスポートしま

す。
4. この共有を⼊⼒し、 PRODUCTという名前のサブディレクトリを作成しま

す。 PRODUCTは、実際の製品名と置き換えます。
5. INSTALL/PRODUCTディレクトリに移動し、各DVDを個別のディレクトリ(たとえ

ば、 DVD1や DVD2 )にコピーします。
SMBをマウントした共有をリポジトリとして使⽤するには、次の⼿順に従います。

1. インストールターゲットをブートします。
2. インストールを選択します。
3. F4 キーを押して、リポジトリを選択します。
4. SMBを選択し、Windowsマシンの名前またはIPアドレス、共有名(この例で

は INSTALL/PRODUCT/DVD1 )、ユーザ名、およびパスワードを⼊⼒します。構⽂は次のと
おりです。
smb://workdomain;user:password@server/INSTALL/DVD1

Enter を押すと、YaSTが起動して、インストールを実⾏します。
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14.6 サーバ上のインストールメディアのISOイメージの使⽤
サーバディレクトリに⼿動で物理メディアをコピーする代わりに、インストールサーバにイ
ンストールメディアのISOイメージをマウントして、リポジトリとして使⽤することもできま
す。メディアコピーの代わりに、ISOイメージを使⽤するHTTP、NFS、またはFTPサーバを設
定するには、以下の⼿順に従ってください。

1. ISOイメージをダウンロードして、それをインストールサーバとして使⽤するコン
ピュータに保存します。

2. rootとしてログインします。
3. 14.2項 「NFSリポジトリの⼿動設定」、14.3項 「FTPリポジトリの⼿動設定」、また

は14.4項 「HTTPリポジトリの⼿動設定」の説明に従って、インストールデータの場所
を選択、作成します。

4. DVDごとにサブディレクトリを作成します。
5. 各ISOイメージを最終的な場所にマウントし、パックを解除するには、次のコマンドを

実⾏します。
root # mount -o loop PATH_TO_ISO PATH_TO_REPOSITORY/PRODUCT/MEDIUMX

PATH_TO_ISOは、ISOイメージのローカルコピーへのパスで置き換えま
す。 PATH_TO_REPOSITORYは、サーバのソースディレクトリで置き換えま
す。 PRODUCTは製品名で、 MEDIUMXは、使⽤するメディアのタイプ(CDまたはDVD)と番
号で置き換えます。

6. 前のステップを繰り返して、製品に必要なすべてのISOイメージをマウントします。
7. 14.2項 「NFSリポジトリの⼿動設定」、14.3項 「FTPリポジトリの⼿動設定」、また

は14.4項 「HTTPリポジトリの⼿動設定」の説明に従って、インストールサーバを開始
します。

ブート時にISOイメージを⾃動的にマウントするには、それぞれのマウントエントリを /etc/

fstabに追加します。前の例のエントリは、次のようになります。
PATH_TO_ISO PATH_TO_REPOSITORY/PRODUCTMEDIUM auto loop

191 サーバ上のインストールメディアのISOイメージの使⽤ SLES 15



15 ネットワークブート環境の準備
この章では、PXEでのブートに必要なインフラストラクチャを提供するDHCPサー
バとTFTPサーバの設定⽅法について説明します。
SUSE® Linux Enterprise Serverは、PXE (Preboot Execution Environment)を介してインス
トールすることができます。そのためには、クライアントハードウェアがPXEでのブートをサ
ポートしている必要があります。また、クライアントに必要なデータを提供するDHCPサーバ
とTFTPサーバがネットワーク上に存在している必要もあります。この章では、これらの必要
とされるサーバの設定⽅法を順を追って説明します。
PXEでは、カーネルとinitrdのみがブートされます。これらは、インストール環境または実働
システムをブートする際に使⽤されます。インストールソースの設定⽅法については、第14
章 「ネットワークインストールソースをセットアップする」を参照してください。
このセクションでは、複雑なブートシナリオで必要となる設定タスクについて説明しま
す。DHCP、PXEブート、TFTP、およびWake on LAN⽤の、すぐに使⽤できる設定例も含まれ
ています。
以下の例では、DHCPサーバ、TFTPサーバ、およびNFSサーバがIP 192.168.1.1の同じマシ
ンに存在することを想定しています。すべてのサービスが異なるマシンに存在していてもまっ
たく問題ありません。必ず、必要に応じてIPアドレスを変更してください。

15.1 DHCPサーバのセットアップ
DHCPサーバは、ネットワーククライアントへの⾃動アドレス割り当てのほか、TFTPサーバ
のIPアドレスと、カーネルファイルおよびinitrdファイルへのパスをアナウンスします。ロー
ドする必要があるファイルは、ターゲットマシンのアーキテクチャと、レガシBIOSブートま
たはUEFIブートのどちらを使⽤するかによって異なります。クライアントはそれらのアーキ
テクチャタイプをDHCP要求で送信します。DHCPサーバはこの情報に基づいて、クライアン
トでどのファイルをブート⽤にダウンロードする必要があるかを決定します。

1. DHCPサーバのホストとなるマシンに rootとしてログインします。
2. systemctl enable dhcpdコマンドを実⾏して、DHCPサーバを有効にします。
3. /etc/dhcpd.confにあるDHCPサーバの設定ファイルのサブネット設定に、次の⾏を追

加します。
# The following lines are optional
option domain-name "my.lab";
option domain-name-servers 192.168.1.1;
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option routers 192.168.1.1;
option ntp-servers 192.168.1.1;
ddns-update-style none;
default-lease-time 3600;

# The following lines are required
option arch code 93 = unsigned integer 16; # RFC4578
subnet 192.168.1.0 netmask 255.255.255.0 {
 next-server 192.168.1.1;
 range 192.168.1.100 192.168.1.199;
 default-lease-time 3600;
 max-lease-time 3600;
 if option arch = 00:07 or option arch = 00:09 {
   filename "/EFI/x86/grub.efi";
 }
 else if option arch = 00:0b {
   filename "/EFI/aarch64/bootaa64.efi";
 }
 else  {
   filename "/BIOS/x86/pxelinux.0";
 }
}

この設定例では、サブネット 192.168.1.0/24と、IP 192.168.1.1のサーバ上の
DHCP、DNS、およびゲートウェイを使⽤しています。使⽤されているIPアドレスはす
べて、ネットワークレイアウトに従って変更してください。 dhcpd.confで利⽤可能な
オプションの詳細については、 dhcpd.confのマニュアルページを参照してください。

4. systemctl restart dhcpdコマンドを実⾏して、DHCPサーバを再起動します。
PXEおよびWake on LANインストールのリモート制御にSSHを使う場合には、DHCPがインス
トールターゲットに提供するIPアドレスを指定してください。そのためには、上記のDHCP設
定を、以下の例に従って修正します。
group {
 host test {
   hardware ethernet MAC_ADDRESS;
   fixed-address IP_ADDRESS;
   }
}

host⽂は、インストールターゲットのホスト名になります。ホスト名とIPアドレスを特定のホ
ストにバインドするには、そのシステムのハードウェア(MAC)アドレスを調べ、これを指定す
る必要があります。この例で使⽤されているすべての変数を、使⽤する環境にマッチする実際
の値で置き換えてください。
DHCPサーバをリスタートすると、サーバは指定されたホストに静的なIPを提供するので、そ
のシステムにSSHで接続することが可能になります。
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15.2 TFTPサーバのセットアップ
以下の⼿順では、32ビットおよび64ビットのx86アーキテクチャでUEFIおよびBIOSを搭
載したターゲットマシン⽤にサーバを準備する⽅法を説明します。ここで準備する構造
は、AArch64システム⽤にも使⽤できます。

15.2.1 TFTPサーバのインストール
TFTPサーバをインストールするには、次の⼿順に従います。

1. tftpパッケージをインストールします。
tux > sudo zypper in tftp

2. /etc/sysconfig/tftpの tftpd設定を確認し、必要に応じてオプションの追加や変
更を⾏います。詳細については、 man 8 tftpdを確認してください。TFTPデーモン
は設定変更なしで機能します。ファイルのデフォルトのルートディレクトリは /srv/

tftpbootです。
3. ブート時に tftpdの起動を確認したら、それを再起動して新しい設定を読み込みます。

tux > sudo systemctl enable tftp.socket
tux > sudo systemctl restart tftp.socket

15.2.2 パッケージからのPXEファイルのインストール
SUSE Linux Enterprise ServerのRPMは、BIOSまたはUEFIを搭載したマシンでPXEを介して
ブートするために必要なファイルを提供しています。TFTPサーバが稼働するマシンにファイ
ルをインストールするには、次のコマンドを使⽤します。
tux > sudo zypper in tftpboot-installation-SLES-OS_VERSION-ARCHITECTURE

OS_VERSIONはSUSE Linux Enterprise Serverインストール環境のバージョン( 15など)
で、 ARCHITECTUREはシステムのアーキテクチャ( x86_64など)で置き換えます。 zypper se
tftpbootを使⽤すると、使⽤可能なすべてのバージョンとアーキテクチャを検索できます。
ファイルは /srv/tftpboot/SLES-OS_VERSION-ARCHITECTUREにインストールされます。 /

srv/tftpbootディレクトリへは、SUSE Linux Enterprise Serverの他のバージョンとアーキ
テクチャのファイルをコピーすることもできます。
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15.2.3 PXELINUXの設定
ファイル /srv/tftpboot/SLES-OS_VERSION-ARCHITECTURE/net/pxelinux.cfg/defaultを
エディタで開きます。第14章 「ネットワークインストールソースをセットアップす
る」で説明している設定⽅法に従って、 installパラメータのパスを置き換えます。ま
た、 TFTP_SERVERは、TFTPサーバのIPアドレスで置き換えてください。PXELINUX設定オプ
ションの概要については、15.3項 「PXELINUXの設定オプション」を参照してください。
default linux

# install
label linux
  ipappend 2
  kernel boot/ARCHITECTURE/loader/linux
  append initrd=boot/x86_64/ARCHITECTURE/initrd instsys=tftp://TFTP_SERVER/
SLES-OS_VERSION-ARCHITECTURE/boot/ARCHITECTURE/root install=PROTOCOL://SERVER_IP:/PATH

display  message
implicit 1
prompt  1
timeout  50

append⾏で使⽤するブートパラメータの詳細については、7.3項 「重要なブートパラメータ
のリスト」を参照してください。
必要に応じて、 /srv/tftpboot/SLES-OS_VERSION-ARCHITECTURE/net/pxelinux.cfg/

messageを編集して、ブートメニューにメッセージを表⽰します。

15.2.4 GRUB2を備えたEFIでのPXEブートの準備
GRUB2環境設定ファイルを変更する必要はありませんが、デフォルトの設定では、インス
トールシステム⽤のネットワークソースは⽤意されていません。ネットワーク経由でSUSE
Linux Enterprise Serverの完全インストールを実⾏する場合は、ファイル /srv/tftpboot/

SLES-OS_VERSION-ARCHITECTURE/EFI/BOOT/grub.cfgの linuxefi⾏に installパラメータ
を追加します。第14章 「ネットワークインストールソースをセットアップする」で説明して
いる設定⽅法に従って、 installパラメータを設定します。 efilinux⾏で使⽤するその他の
ブートパラメータの詳細については、7.3項 「重要なブートパラメータのリスト」を参照して
ください。

15.3 PXELINUXの設定オプション
ここに記されているのは、PXELINUX設定ファイルで利⽤可能なオプションの⼀部です。
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APPEND OPTIONS

カーネルのコマンドラインに1つまたは複数のオプションを追加します。これらは、⾃動
ブートと⼿動ブートのどちらの場合でも追加されます。オプションはカーネルコマンド
ラインの先頭に追加されるので、通常は、明⽰的に⼊⼒したカーネルオプションによっ
て上書きすることができます。

APPEND -

何も追加しません。 LABELセクション内で、 APPENDに引数として1つのハイフンを付け
れば、グローバルな APPENDを上書きすることができます。

DEFAULT KERNEL_OPTIONS...

デフォルトのカーネルコマンドラインを設定します。PXELINUXが⾃動的にブートする場
合には、DEFAULTの後のエントリがブートプロンプトに対して⼊⼒されたときのように
動作します。加えて、⾃動ブートであることを⽰すautoオプションも⾃動的に追加され
ます。
設定ファイルが存在しない、または設定ファイル内でDEFAULTエントリが定義されてい
ない場合には、オプションの付かないカーネル名「linux」がデフォルトとなります。

IFAPPEND FLAG

FLAG値に応じて、特定のオプションをカーネルコマンドラインに追加しま
す。 IFAPPENDオプションは、PXELINUXでのみ使⽤可能です。 FLAGでは、表
15.1「IFAPPENDから⽣成され、追加されたカーネルコマンドラインオプション」で説明
されている値が必要です:
表 15.1: IFAPPENDから⽣成され、追加されたカーネルコマンドラインオプション
引数 ⽣成されたカーネルコマンドライン/記述
1 ip=CLIENT_IP:BOOT_SERVER_IP:GW_IP:NETMASK

プレースホルダは、DHCP/BOOTPまたはPXEブートサーバからの⼊
⼒に基づいて置換されます。
このオプションは、ブートされたシステムでDHCPクライアントを実
⾏するための代替品ではないことに注意してください。定期的な更
新がない場合、PXE BIOSによって取得されたリースは期限切れにな
り、IPアドレスはDHCPサーバによる再使⽤で使⽤可能になります。

2 BOOTIF=MAC_ADDRESS_OF_BOOT_INTERFACE
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引数 ⽣成されたカーネルコマンドライン/記述
このオプションは、インストールサーバが、DHCPサーバからの返信
を受け取るまで、LANインタフェースを交互に検索する場合に、タ
イムアウトを回避するのに役⽴ちます。このオプションを使⽤する
と、initrdプログラムはシステムがブートされたインタフェースを特
定することができます。linuxrcではこのオプションを読み込み、こ
のネットワークインタフェースを使⽤します。

4 SYSUUID=SYSTEM_UUID

⼩⽂字16進数でUUIDを追加します。 /usr/share/doc/packages/

syslinux/pxelinux.txtを参照してください。

LABEL label  KERNEL image  APPEND options...

ブートするカーネルとして LABELを⼊⼒した場合、PXELINUXで代わりに IMAGEをブー
トする必要があること、また指定された APPENDオプションを使⽤する必要があることを
⽰します。これらは、ファイルのグローバルセクションにある、最初の LABELコマンド
の前に記載されている設定に取って代わります。 IMAGEのデフォルトは LABELと同じで
す。また、 APPENDが指定されなかった場合には、グローバルエントリがデフォルトとし
て使⽤されます(存在する場合)。最⼤で128の LABELエントリが使⽤できます。
PXELINUXは次の構⽂を使⽤します。
label MYLABEL
  kernel MYKERNEL
  append MYOPTIONS

ラベルは、ファイル名の場合のように切り詰められるので、切り詰められた後も固有性
が保たれるように決める必要があります。たとえば、「v2.6.30」と「v2.6.31」という2
つのラベルは、PXELINUXでは区別できません。これらは切り詰められるとどちらも同
じDOSファイル名になるからです。
カーネルはLinuxカーネルである必要はありません。ブートセクタまたはCOMBOOTファ
イルを使⽤することもできます。

LOCALBOOT TYPE

PXELINUXでは、 KERNELオプションの代わりに LOCALBOOT 0を指定すると、 この特定
のラベルが呼び出されて、カーネルブートの代わりにローカルディスクのブートが⾏わ
れます。
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引数 説明
0 通常のブートを⾏う
4 まだメモリ上に常駐しているUNDI

(Universal Network Driver Interface)ドラ
イバを使⽤して、ローカルブートを⾏う

5 まだメモリ上に常駐しているUNDIドライ
バを含め、PXEスタック全体でローカル
ブートを⾏う

他の値は定義されていません。UNDIやPXEスタックについて知らない場合は、 0を指定
してください。

TIMEOUT TIME-OUT

⾃動的にブートする前に、ブートプロンプトをどれくらいの時間表⽰するかを指定しま
す。単位は1/10秒です。タイムアウトは、ユーザがキーボードで何か⼊⼒するとキャン
セルされます。この場合、ユーザがコマンドを⼊⼒するものと⾒なされます。タイムア
ウトの値を0に設定すると、タイムアウトは無効になります(これがデフォルトです)。タ
イムアウトの最⼤値は35996です(1時間よりほんの少しだけ短い時間です)。

PROMPT flag_val

flag_valを0に設定すると、 Shift か Alt キーが押された場合、また
は Caps Lock か Scroll Lock キーがセットされている場合にのみ、ブートプロンプトを表
⽰します(デフォルト)。 flag_valを1に設定すると、常にブートプロンプトを表⽰しま
す。
F2  FILENAME
F1  FILENAME
..etc...
F9  FILENAME
F10 FILENAME

ブートプロンプトでファンクションキーを押したときに、指定されたファイルを表⽰し
ます。これは、ブート前のオンラインヘルプ(おそらくはカーネルコマンドラインのオプ
ション)を設定するために使⽤することができます。以前のリリースとの後⽅互換性のた
めに、 F10 を F0として⼊⼒することもできます。現在のところ、 F11 と F12 にファイ
ル名を関連付けることはできないことに注意してください。
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15.4 ターゲットシステムでPXEブートの準備をする
システムのBIOSで、PXEブートの準備をします。これには、BIOSのブート順でのPXEオプ
ションの設定も含まれます。

警告: BIOSブートオーダー
BIOSで、PXEオプションをハードディスクブートパラメータの前に指定しないでくださ
い。さもないと、システムはブートのたびに再インストールを⾏おうとします。

15.5 ターゲットシステムでWake on LANの準備をする
Wake on LAN (WOL)では、インストールの前に適切なBIOSオプションを有効にすることが必
要です。また、ターゲットシステムのMACアドレスを記録しておいてください。このデータ
は、Wake on LANを開始するために必要です。

15.6 Wake on LAN
Wake on LANを使えば、コンピュータのMACアドレスを含む特別なネットワークパケットを
使って、コンピュータの電源を⼊れることができます。世界中のすべてのコンピュータは固有
のMAC識別⼦を持っているので、間違って別のコンピュータの電源を⼊れてしまう⼼配はあ
りません。

重要: 異なるネットワークセグメントにまたがるWake onLAN
制御⽤のマシンが、WOLコマンドの実⾏先と同じネットワークセグメント内にない場
合には、WOL要求がマルチキャストとして送信されるように設定するか、またはその
ネットワークセグメント内にあるマシンをリモートで制御して、要求の送信元として作
動させてください。

SUSE Linux Enterprise Serverのユーザは、WOLと呼ばれるYaSTモジュールを使って、簡単
にWake on LANを設定することができます。他のバージョンのSUSE LinuxベースのOSユーザ
は、コマンドラインツールを使⽤してください。
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15.7 YaSTを使ったWake on LAN
次の⼿順で、YaSTのWake on LANを設定します。

1. rootとしてログインします。
2. YaST ネットワークサービス WOLの順に選択します。
3. 追加をクリックして、ターゲットシステムのホスト名とMACアドレスを⼊⼒します。
4. このコンピュータの電源を⼊れるには、適切な項⽬を選択して、起動をクリックしま

す。

15.8 PXEではなくCDドライブまたはUSBドライブからブート
PXEでブートするのではなく、CDドライブ、DVDドライブ、またはUSBドライブと⼩容量のシ
ステムイメージを使⽤することもできます。必要なファイルは、カーネルとinitrdがロードさ
れるとNFSを介してフェッチされます。ブート可能なイメージは mksusecdで作成できます。
これはターゲットマシンがPXEブートをサポートしていない場合に便利です。
sudo zypper in mksusecdを使⽤してイメージをインストールします。次のコマンドを使⽤
して、ブート可能なISOイメージを作成します。
tux > mksusecd --create image.iso \
--net=nfs://192.168.1.1:/srv/install/ARCH/OS_VERSION/SP_VERSION/cd1  \
/srv/tftpboot/EFI/ARCH/boot

ARCHは、ターゲットのシステムアーキテクチャの対応するディレクトリに置き換えます。ま
た、 OS_versionと SP_versionも、15.2項 「TFTPサーバのセットアップ」に記載されている
パスに従って置き換えます。
--netオプションにNFSサーバを使⽤する代わりに、openSUSEリポジトリなどのHTTPリポ
ジトリを使⽤することもできます。
tux > mksusecd --create image.iso \
--net=http://download.opensuse.org/tumbleweed/repo/oss/suse \
/srv/tftpboot/EFI/ARCH/boot

image.isoはDVDまたはCDに書き込むことも、 ddを使⽤してUSBスティックに書き込むこと
もできます。
root # dd if=image.iso of=/dev/USB_DEVICE
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USB_DEVICEは、USBスティックのデバイス名に置き換えます。デバイス名を⼗分に確認し
て、誤って別のドライブ上のデータを破壊することがないようにしてください。
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16 YaSTによるハードウェアコンポーネントの設定
YaSTを使⽤して、オーディオハードウェア、システムのキーボードレイアウト、プ
リンタなどのハードウェア品⽬を設定できます。

注記: グラフィックカード、モニタ、マウス、およびキーボードの設定
グラフィックカード、モニタ、マウス、およびキーボードはGNOMEで設定できます。

16.1 システムのキーボードレイアウトの設定
YaSTのSystem Keyboard Layout (システムのキーボードレイアウト)モジュールでは、システ
ムで使⽤するデフォルトのキーボードレイアウトを定義できます(このレイアウトはコンソー
ルでも使⽤します)。ユーザのレベルでは、それぞれのXセッションで、デスクトップの各種
ツールを使⽤してキーボードレイアウトを変更できます。

1. YaSTでハードウェア System Keyboard Layout (システムのキーボードレイアウト)の
順にクリックして、YaSTのSystem Keyboard Configuration (システムのキーボード設
定)ダイアログを開きます。コマンドラインで sudo yast2 keyboardを実⾏して、この
モジュールを起動することもできます。

2. リストから⽬的のキーボードレイアウトを選択します。
3. 必要に応じて、エキスパート設定でキーボードのリピート速度やディレイ速度を定義す

ることもできます。
4. Test (テスト)テキストボックスで、選択した設定を試します。
5. 想定どおりの結果が得られれば、変更を確定してダイアログを閉じます。この設定は /

etc/sysconfig/keyboardに書き込まれます。

16.2 サウンドカードの設定
YaSTでは、ほとんどのサウンドカードが⾃動的に検出され、適切な値で設定されます。
デフォルト設定を変更する場合や⾃動設定できなかったサウンドカードを設定する場合
は、YaSTのサウンドモジュールを使⽤します。このモジュールでは、追加のサウンドカード
を設定したり、サウンドカードの順序を切り替えることもできます。
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サウンドモジュールを起動するには、YaSTを起動し、ハードウェア サウンドの順にクリッ
クします。 rootユーザとしてコマンドラインでyast2 sound &を実⾏して、 サウンド設定 ダイ
アログを直接起動することもできます。

ダイアログに検出されたすべてのサウンドカードが表⽰されます。
⼿順 16.1: サウンドカードの設定

新しいサウンドカードを追加した場合または既存のサウンドカードをYaSTで⾃動設定
できなかった場合は、以下の⼿順を実⾏します。新しいサウンドカードを設定するに
は、サウンドカードのベンダとモデルを知っている必要があります。不確かな場合は、
サウンドカードのマニュアルを参照して、必要な情報を取得してください。ALSAでサ
ポートされているサウンドカードとその対応サウンドモジュールの参照リストについて
は、http://www.alsa-project.org/main/index.php/Matrix:Main を参照してください
設定時には、次のセットアップオプションから選択できます。
簡易設定

設定⼿順をこれ以上実⾏する必要はありません。サウンドカードは⾃動的に設定
されます。後で変更できるボリュームなどのオプションを設定できます。
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標準の設定
設定中に、出⼒⾳量を調整し、テストサウンドを再⽣できます。

詳細設定
熟練者専⽤。サウンドカードのすべてのパラメータをカスタマイズできます。

重要: 詳細環境設定
やるべきことを正確に知っている場合のみ、このオプションを使⽤してくだ
さい。そうでない場合は、ここのパラメータをいじらず、標準設定か簡易設
定のオプションを使⽤します。

1. YaSTのサウンドモジュールを起動します。
2. 検出済みだが、まだ設定されていませんが選択されているサウンドカードを設定するに

は、リストから各エントリを選択して編集をクリックします。
新しいサウンドカードを設定するには、追加をクリックします。サウンドカードのベン
ダとモデルを選択し、次へをクリックします。

3. 設定オプションの1つを選択し、次へをクリックします。
4. 標準の設定を選択した場合は、テストでサウンド設定をテストし、⾳量を調整できま

す。⽿やスピーカーを傷めないよう、ボリュームの調整は10%程度から開始します。
5. すべてのオプションが希望どおりに設定されたら、次へをクリックします。

サウンド設定ダイアログに、新しく設定されたか、または変更されたサウンドカードが
表⽰されます。

6. 必要のなくなったサウンドカードの設定を削除するには、そのエントリを選択して、削
除をクリックします。

7. OKをクリックして、変更内容を保存し、YaSTのサウンドモジュールを終了します。
⼿順 16.2: サウンドカードの設定を変更する

1. 個々のサウンドカードの設定を変更する場合は(熟練者専⽤)、サウンド設定ダイアログ
でサウンドカードのエントリを選択し、編集をクリックします。
これによって、サウンドカードの⾼度なオプション画⾯が開き、そこで、さまざまなパ
ラメータを微調整できます。詳細については、ヘルプをクリックします。

2. 設定済みのサウンドカードの⾳量を調節したり、サウンドカードをテストするには、サ
ウンド設定ダイアログでサウンドカードのエントリを選択し、その他をクリックしま
す。各メニュー項⽬を選択します。
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注記: YaSTのミキサー
YaSTのミキサーの設定では、基本オプションのみを提供します。それらのオプ
ションは、トラブルシューティング⽤です(たとえば、テストサウンドが聞こえる
かどうかなど)。その他 ⾳量の順にクリックしてYaSTのミキサーの設定にアク
セスします。サウンドオプションの⽇常的な使⽤と微調整には、デスクトップか
らミキサーアプレットを使⽤するか、または alsasoundコマンドラインツールを
使⽤します。

3. MIDIファイルを再⽣する場合は、その他 シーケンサの実⾏の順に選択します。
4. サポートされているサウンドカードが検出された場合は、MIDIファイルの再⽣⽤にサウ

ンドフォントをインストールできます。
a. 元のドライバCD-ROMをCDまたはDVDのドライブに挿⼊します。
b. その他 サウンドフォントのインストールの順に選択して、SF2 SoundFonts™ を

ハードディスクにコピーします。このサウンドフォントは、 /usr/share/sfbank/

creative/ ディレクトリに保存されます。
5. システムに複数のサウンドカードを設定した場合は、サウンドカードの順序を調節で

きます。サウンドカードをプライマリデバイスとして設定するには、サウンド設定でサ
ウンドカードを選択し、その他 プライマリカードとして設定するの順にクリックしま
す。インデックス 0のサウンドデバイスがデフォルトデバイスになり、システムとアプ
リケーションによって使⽤されます。

6. SUSE Linux Enterprise Serverでは、デフォルトでPulseAudioサウンドシステムが使⽤
されます。このシステムは、複数のオーディオストリームのミックスを容易にする抽象
レイヤであり、ハードウェアのどのような制限もバイパスします。PulseAudioサウンド
システムを有効または無効にするには、その他 PulseAudio設定の順にクリックしま
す。有効にした場合は、PulseAudioデーモンがサウンドの再⽣に使⽤されます。システ
ム全体で別の設定を使⽤するには、PulseAudio Support (PulseAudioサポート)を無効
にします。

OKをクリックしてYaSTのサウンドモジュールを終了すると、すべてのサウンドカードの
⾳量と設定が保存されます。ミキサーの設定は、 /etc/asound.stateファイルに保存され
ます。ALSA設定データは、 /etc/modprobe.d/soundファイルの末尾に付加され、 /etc/

sysconfig/soundに書き込まれます。

206 サウンドカードの設定 SLES 15



16.3 プリンタの設定
YaSTを使⽤して、コンピュータにUSB経由で接続されているローカルプリンタの設定やネッ
トワークプリンタによる印刷の設定が可能です。プリンタをインターネット上で共⽤すること
も可能です。印刷に関する詳細(⼀般情報、技術詳細、トラブルシューティング)は、『管理ガ
イド』、第18章「プリンタの運⽤」に記載されています。
YaSTでハードウェア プリンタの順に選択してプリンタモジュールを起動します。デフォルト
では、モジュールがプリンタ設定画⾯で開き、使⽤可能な設定済みのプリンタをすべて⼀覧し
ます。これは、ネットワークを介して多数のプリンタにアクセスできる環境で、特に役に⽴ち
ます。ここから、テストページの印刷を実⾏し、プリンタを設定することもできます。

注記: CUPSの起動
システムから印刷するには、CUPSを実⾏する必要があります。CUPSを実⾏していない
場合は、システムによってCUPSの起動が求められます。はいと返答しないと、印刷を
設定できません。CUPSがブート時に起動されていない場合を踏まえて、この機能の有
効化も求められます。はいと返答することをお勧めします。そうしないと、システムを
再起動するたびにCUPSを⼿動で起動しなければならなくなります。

16.3.1 プリンタの環境設定
通常、USBプリンタが⾃動的に検出されます。プリンタが⾃動検出されない原因としては、次
の2種類の理由が考えられます。

USBプリンタをオフに切り替えます。
プリンタ/コンピュータ間の通信はできません。ケーブルやプラグをチェックして、プリ
ンタが正しく接続されていることを確認してください。正しく接続されている場合、問
題はプリンタ関係でなく、USB関係である可能性があります。

プリンタの設定プロセスは3つのステップで構成されます。つまり、接続タイプを指定し、ド
ライバを選択し、このセットアップ⽤の印刷キューに名前を付けます。
多くのプリンタモデルでは、さまざまなドライバを使⽤できます。YaSTでは、プリンタを設
定する場合の⼀般的なルールとして、 recommendedと記された設定がデフォルトで選択され
ます。通常は、ドライバを変更する必要はありません。ただし、カラープリンタでモノクロ
印刷だけをしたい場合は、カラー印刷をサポートしないドライバを使⽤できます。画像印刷時
にPostScriptプリンタでパフォーマンス上の問題が発⽣する場合は、PostScriptドライバから
PCLドライバに変更してみてください(ただし、使⽤するプリンタがPCLを理解できる場合)。
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プリンタ⽤ドライバがリストされていない場合は、該当する標準⾔語を使⽤する汎⽤ドライ
バをリストから選択してみてください。プリンタのマニュアルを参照して、プリンタが理解
する⾔語(プリンタを制御するコマンドのセット)を⾒つけてください。これでうまくいかない
場合は、16.3.1.1項 「YaSTによるドライバの追加」を参照して他の解決⽅法を試してくださ
い。
プリンタは、直接には使⽤されず、必ずプリンタキューを介して使⽤されます。これにより、
同時実⾏ジョブをキューに⼊れ、次々に処理することができます。各印刷キューは、特定の
ドライバに割り当てられ、プリンタは、複数のキューを持つことができます。これにより、
たとえば、カラープリンタ上に、モノクロでだけ印刷する2つ⽬のキューを設定することがで
きます。印刷キューの詳細については、『管理ガイド』、第18章「プリンタの運⽤」、18.1項
「CUPSのワークフロー」を参照してください。
⼿順 16.3: 新しいプリンタを追加する

1. ハードウェア プリンタの順に選択して、YaSTのプリンタモジュールを起動します。
2. プリンタ設定画⾯で追加をクリックします。
3. 接続⽅法の指定 の下にプリンタがすでに表⽰されている場合は、次のステップに進みま

す。そうでない場合は、さらに検出を試すか、または 接続ウィザードを起動します。
4. ［ ドライバの検出と割り当て ］にあるテキストボックスにベンダ名とモデル名を⼊⼒

し、検索をクリックします。
5. プリンタに適したドライバを選択します。最初に表⽰されるドライバを選択することを

お勧めします。適切なドライバが表⽰されない場合は、次の⼿順に従います。
a. 検索条件をチェックします。
b. その他のドライバをクリックして、検索範囲を広げます。
c. 16.3.1.1項 「YaSTによるドライバの追加」の説明のとおり、ドライバを追加しま

す。
6. デフォルトの⽤紙サイズ を指定します。
7. 任意の名前の設定フィールドに、印刷キューの固有の名前を⼊⼒します。
8. これで、プリンタはデフォルト値で設定され、使⽤可能な状態になりました。OKをク

リックして、プリンタ設定画⾯に戻ります。新しく設定されたプリンタがプリンタ⼀覧
に表⽰されます。
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16.3.1.1 YaSTによるドライバの追加
SUSE Linux Enterprise Serverで使⽤可能なすべてのプリンタドライバがデフォルトでインス
トールされるわけではありません。新しいプリンタを追加するときに、ドライバの検出と割
り当てダイアログに適切なドライバが表⽰されない場合は、ご使⽤のプリンタに適したドラ
イバを含んだドライバパッケージをインストールしてください。
⼿順 16.4: 追加のドライバパッケージをインストールする

1. ハードウェア プリンタの順に選択して、YaSTのプリンタモジュールを起動します。
2. プリンタ設定画⾯で追加をクリックします。
3. Find and Assign a Driverセクションでドライバパッケージをクリックします。
4. リストから1つまたは複数の適切なドライバパッケージを選択します。プリンタ記述

ファイルへのパスは指定しないでください。
5. OKを選択し、パッケージのインストールを確認します。
6. これらのドライバを直接使⽤するには、⼿順16.3「新しいプリンタを追加する」の説明

に従って続⾏します。
PostScriptプリンタでは、プリンタドライバソフトウェアが不要です。PostScriptプリンタ
は、特定のモデルに適したPPD (PostScript Printer Description )ファイルのみを必要としてい
ます。PPDファイルは、プリンタの製造元から提供されます。
PostScriptプリンタを追加するときに、ドライバの検出と割り当てダイアログに適切なPPD
ファイルが表⽰されない場合は、ご使⽤のプリンタに適したPPDファイルをインストールし
てください。
PPDファイルには、複数の提供元があります。まず、SUSE Linux Enterprise Serverに付
属している追加のドライバパッケージのうち、デフォルトでインストールされていないも
のを試してみることをお勧めします(インストール⼿順については後で説明します)。これ
らのパッケージに、ご使⽤のプリンタに適したドライバが含まれていない場合、PPDファ
イルは、プリンタベンダから直接か、またはPostScriptプリンタのドライバCDから⼊⼿
します。詳細については、『管理ガイド』、第18章「プリンタの運⽤」、18.8.2項「特定
のPostScriptプリンタに適したPPDファイルが⼊⼿できない」を参照してください。PPD
ファイルは、http://www.linuxfoundation.org/collaborate/workgroups/openprinting/
database/databaseintro の「OpenPrinting.org printer database」で⾒つけることもでき
ます。OpenPrintingからPPDファイルをダウンロードする時点では、OpenPrintingに最新
のLinuxサポートステータスが記載されていますが、このステータスが必ずしもSUSE Linux
Enterprise Serverのステータスと⼀致しているとは限りません。
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⼿順 16.5: POSTSCRIPTプリンタのPPDファイルを追加する
1. ハードウェア プリンタの順に選択して、YaSTのプリンタモジュールを起動します。
2. プリンタ設定画⾯で追加をクリックします。
3. Find and Assign a Driverセクションでドライバパッケージをクリックします。
4. ［ プリンタ記述ファイルを使⽤可能にする ］にあるテキストボックスに、PPDファイルへの

フルパスを⼊⼒します。
5. OKをクリックして、［ 新しいプリンタ設定の追加 ］画⾯に戻ります。
6. このPPDファイルを直接使⽤するには、⼿順16.3「新しいプリンタを追加する」の説明

に従って続⾏します。

16.3.1.2 ローカルプリンタ設定の編集
プリンタの既存の設定を編集することで、接続タイプやドライバなどの基本設定を変更でき
るだけでなく、⽤紙サイズ、解像度、メディアソースなどのデフォルト設定を調整すること
もできます。プリンタのIDは、プリンタ記述またはロケーションを変更することで変更できま
す。

1. ハードウェア プリンタの順に選択して、YaSTのプリンタモジュールを起動します。
2. プリンタ設定画⾯で、リストからローカルプリンタ設定を選択し、編集をクリックしま

す。
3. 接続タイプまたはドライバを変更します(⼿順16.3「新しいプリンタを追加する」参

照)。この⼿順は、現在の設定で問題がある場合にのみ必要です。
4. 必要に応じて既定のプリンタを選択して、このプリンタをデフォルトにします。
5. 現在のドライバに対する全てのオプションをクリックして、デフォルト設定を調整し

ます。設定を変更するには、該当する +記号をクリックしてオプションのリストを展開
します。オプションをクリックして、デフォルトを変更します。変更内容を反映するに
は、OKをクリックします。
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16.3.2 YaSTによるネットワーク印刷の設定
ネットワークプリンタは、⾃動的には検出されません。ネットワークプリンタは、YaSTのプ
リンタモジュールを使⽤して⼿動で設定する必要があります。ネットワークの設定内容に応
じて、印刷サーバ(CUPS、LPD、SMB、またはIPX)に印刷したり、ネットワークプリンタに直
接印刷(TCP経由を推奨)することができます。YaSTのプリンタモジュールの左ペインでネット
ワーク経由で印刷するを選択してネットワーク印刷の設定画⾯にアクセスします。

16.3.2.1 CUPSの使⽤
Linus環境では、ネットワークを介した印刷に、通常CUPSが使⽤されます。最も簡単なセット
アップは、すべてのクライアントが直接アクセスできる1つのCUPSサーバだけを使⽤する印
刷です。複数のCUPSサーバによる印刷では、リモートCUPSサーバと通信するCUPSデーモン
が稼動中であることが必要です。

重要: ネットワーク印刷キューの参照
CUPSサーバでは、ネットワークを介して印刷キューをアナウンスする際に、従来の
CUPS参照プロトコルまたはBonjour/DNS-SDが使⽤されます。ユーザが⾃分の印刷
ジョブをどのプリンタに送信するかを選択できるように、クライアントでこれらの
リストを参照する必要があります。ネットワーク印刷キューを参照するには、 cups-

filters-cups-browsedパッケージに付属する cups-browsedサービスを、CUPS
サーバを介して印刷するすべてのクライアントで実⾏する必要があります。 cups-

browsedは、YaSTでネットワーク印刷を設定すると⾃動的に起動します。
cups-browsedを起動しても参照できない場合は、CUPSサーバがBonjour/DNS-SD
を介してネットワーク印刷キューをアナウンスしている可能性があります。この場
合、 avahiパッケージを追加インストールし、すべてのクライアントに対して sudo
systemctl start avahi-daemonを実⾏することで、関連するサービスを起動する必
要があります。

⼿順 16.6: 1つのCUPSサーバを介して印刷
1. ハードウェア プリンタの順に選択して、YaSTのプリンタモジュールを起動します。
2. 左ペインからネットワーク経由で印刷する画⾯を開きます。
3. すべての印刷を1つのCUPSサーバ経由で直接⾏うをオンにして、サーバの名前またはIP

アドレスを指定します。
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4. テストサーバをクリックして、正しい名前またはIPアドレスが選択されていることを確
認します。

5. OKをクリックして、プリンタ設定画⾯に戻ります。これで、CPUSサーバを介して利⽤
できるすべてのプリンタが⼀覧されます。

⼿順 16.7: 複数のCUPSサーバを介して印刷
1. ハードウェア プリンタの順に選択して、YaSTのプリンタモジュールを起動します。
2. 左ペインからネットワーク経由で印刷する画⾯を開きます。
3. CUPSサーバからのプリンタアナウンスメントを受け⼊れるを選択します。
4. ［ ⼀般設定 ］で、使⽤するサーバを指定します。すべての使⽤可能なネットワーク、ま

たは特定のホストからの接続を受け⼊れることができます。最後のオプションを選択す
る場合は、ホスト名またはIPアドレスを指定する必要があります。

5. ローカルCUPSサーバの起動を要求されたら、OKをクリックし、次にはいをクリックし
て確認します。サーバが起動すると、YaSTの画⾯はプリンタ設定画⾯に戻ります。⼀覧
を更新をクリックして、これまでに検出されたプリンタを参照します。追加プリンタが
使⽤可能か確認するために、このボタンを再度クリックします。

16.3.2.2 CUPS以外の印刷サーバの使⽤
CUPS以外の印刷サーバから印刷サービスを提供しているネットワークでは、ハードウェ
ア プリンタの順に選択してYaSTのプリンタモジュールを起動し、左ペインからネットワー
ク経由で印刷する画⾯を開きます。接続ウィザードを起動し、該当する接続タイプを選択しま
す。ご利⽤の環境でのネットワークプリンタの設定については、ネットワーク管理者にお問い
合わせください。

16.3.3 ネットワーク上のプリンタ共有
ローカルCUPSデーモンが管理するプリンタは、ネットワーク上で共有できます。その場合、
ローカルコンピュータがCUPSサーバになります。通常、プリンタを共有するには、CUPSの
いわゆる「ブラウジングモード」を有効にします。ブラウジングを有効にした場合は、リモー
トCUPSデーモンをリッスンするために、ローカル印刷キューがネットワーク上で利⽤可能に
なります。また、専⽤のCUPSサーバをセットアップして、そのサーバですべての印刷キュー
を管理し、リモートクライアントをそのサーバに直接アクセスさせることも可能です。この場
合は、ブラウジングを有効にする必要はありません。
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⼿順 16.8: プリンタを共有する
1. ハードウェア プリンタの順に選択して、YaSTのプリンタモジュールを起動します。
2. 左のペインから、プリンタの共有画⾯を開きます。
3. リモートアクセスを許可するを選択します。ローカルネットワーク内のコンピュータ向

けを選択します。さらに、既定でローカルネットワーク内にプリンタを公開も選択して
参照モードを有効にします。

4. OKをクリックしてCUPSサーバを再起動し、プリンタ設定画⾯に戻ります。
5. CUPSと ファイアウォールの設定については、http://en.opensuse.org/

SDB:CUPS_and_SANE_Firewall_settings を参照してください。
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17 ソフトウェアをインストールまたは削除する
YaSTのソフトウェア管理ツールを使⽤して、追加または削除するソフトウェアコン
ポーネントを検索します。YaSTでは、すべての依存関係を⾃動的に解決できます。
インストールメディアに付属していないパッケージをインストールするには、ソフ
トウェアリポジトリをセットアップに追加して、それをYaSTで管理できるようにし
ます。アップデートアプレットでソフトウェアの更新を管理することで、システム
を最新の状態に保ちます。
YaSTのソフトウェアマネージャでシステムのソフトウェアコレクションを変更します。この
YaSTモジュールには、X Window向けのグラフィックバージョンとコマンドライン向けのテキ
ストベースバージョンの2種類があります。ここではグラフィックバージョンについて説明し
ます。テキストベースのYaSTについては『管理ガイド』、第5章「テキストモードのYaST」を
参照してください。

注記: 変更の確認とレビュー
パッケージのインストール、更新、または削除を⾏う場合、ソフトウェアマネージャ
での変更は、了解または適⽤で確認後にだけ適⽤されます。YaSTでは、すべてのアク
ションを記録したリストが保持されているので、変更内容をシステムに適⽤する前に、
それらを確認し、必要に応じて変更できます。

17.1 ⽤語の定義
SUSE Linux Enterprise Serverでのソフトウェアのインストールと削除に精通するには、次の
⽤語を理解しておく必要があります。
リポジトリ

パッケージとそのパッケージに関する追加情報(パッケージメタデータ)を保存している
ローカルディレクトリまたはリモートディレクトリ。

(リポジトリの)エイリアス/リポジトリ名
リポジトリの短い名前(Zypperでは エイリアス と呼び、YaSTではリポジトリ名と呼びま
す)。これは、リポジトリを追加するときにユーザが選択できますが、固有の名前とする
必要があります。
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リポジトリ記述ファイル
各リポジトリは、リポジトリのコンテンツ(パッケージ名、バージョンなど)を説明した
ファイルを提供します。これらのリポジトリ記述ファイルは、YaSTで使⽤するローカル
キャッシュにダウンロードされます。

製品
SUSE® Linux Enterprise Serverなどの製品全体を指します。

パターン
パターンは、特定の⽤途専⽤に設計されたパッケージのインストール可能なグループで
す。たとえば、 Laptopパターンには、モバイルコンピューティング環境で必要なすべ
てのパッケージが含まれています。パターンは、パッケージ依存関係を定義し(必須パッ
ケージや推奨パッケージなど)、インストール⽤としてマークされたパッケージが事前選
択されている状態で提供されます。これによって、特定の⽤途に必要な最も重要なパッ
ケージが、パターンのインストール後にシステムで使⽤可能になります。パターン内の
パッケージは、必要に応じて⼿動で選択または選択解除できます。

パッケージ
パッケージは、 rpm形式の圧縮ファイルであり、特定のプログラムのファイルを含んで
います。

パッチ
パッチは、１つ以上のパッケージから成り、デルタRPMで適⽤できます。また、まだイ
ンストールされていないパッケージへの依存関係を導⼊することもあります。

解決可能
製品、パターン、パッケージ、またはパッチに関する⼀般的な⽤語。最も⼀般に使⽤さ
れる解決可能なタイプは、パッケージまたはパッチです。

デルタRPM
デルタRPMは、パッケージに定義された2つのバージョンどうしのバイナリ差分のみ
で構成されているので、ダウンロードサイズが最⼩限ですみます。インストールの前
に、RPMのフルパッケージがローカルコンピュータ上で再構築されます。

パッケージの依存関係
⼀定のパッケージは、共有ライブラリなどの他のパッケージに依存しています。⾔い換
えれば、パッケージの中には、他のパッケージを 必須 としているものがあります。この
ようなパッケージは、必須パッケージがないとインストールできません。必須の依存関
係(パッケージ要件)のほか、他のパッケージを 推奨 としているパッケージもあります。
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これらの推奨されているパッケージは、実際に利⽤できる場合にのみインストールさ
れます。利⽤できない場合は無視されますが、それらを推奨パッケージとしているパッ
ケージはインストールできます。

17.2 インストール済みシステムの登録
インストール時に登録を⾶ばした場合やシステムの再登録が必要な場合、いつでもシステム
登録を⾏えます。その際には、YaSTモジュール［製品の登録］を使⽤するか、コマンドライ
ンツール SUSEConnectを使⽤します。

17.2.1 YaSTでの登録
システムを登録するには、YaSTを起動してソフトウェアに切り替え、製品の登録を選択しま
す。
デフォルトでは、SUSEカスタマセンターにシステムを登録します。組織でローカル登録サー
バが提供されている場合は、⾃動検出されたサーバのリストからいずれかのサーバを選択で
きます。または、⼿動でURLを指定してください。

17.2.2 SUSEConnectを使⽤した登録
コマンドラインから登録するには、次のコマンドを使⽤します。
tux > sudo SUSEConnect -r REGISTRATION_CODE -e EMAIL_ADDRESS

REGISTRATION_CODEは、SUSE Linux Enterprise Serverと⼀緒に受け取った登録コードで置
き換えます。 EMAIL_ADDRESSは、各⾃または各⾃の組織が登録の管理に使⽤しているSUSEア
カウントに関連付けられた電⼦メールアドレスで置き換えます。
ローカル登録サーバで登録するには、次のようにサーバへのURLも⼊⼒します。
tux > sudo SUSEConnect -r REGISTRATION_CODE -e EMAIL_ADDRESS --url "URL"

17.3 YaSTソフトウェアマネージャの使⽤
ソフトウェア ソフトウェアマネージャの順に選択して、YaSTコントロールセンターからソ
フトウェアマネージャを起動します。
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17.3.1 パッケージまたはパターンの検索⽤ビュー
YaSTソフトウェアマネージャでは、現在有効になっているすべてのリポジトリからパッケー
ジやパターンをインストールできます。このソフトウェアマネージャは、検索対象のソフト
ウェアの検出を容易にするさまざまな表⽰とフィルタを提供します。検索ビューは、ウィンド
ウのデフォルト表⽰です。ビューを変更するには、表⽰をクリックし、以下のいずれかのエン
トリをドロップダウンボックスで選択します。選択した表⽰が新しいタブで開きます。
Patterns（パターン）

システム上のインストールに使⽤できるすべてのパターンを⼀覧します。
パッケージグループ

グループ別にソートしたすべてのパッケージを⼀覧します(グラフィックス、プログラミ
ング、セキュリティなど）。

RPMグループ
グループとサブグループの機能でソートされたすべてのパッケージを⼀覧します。たと
えば、ネットワーク 電⼦メール クライアントの順にソートします。

［使⽤⾔語］
新しいシステム⾔語の追加に必要なすべてのパッケージを抽出するフィルタ。
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リポジトリ
リポジトリ別にパッケージを抽出するフィルタ。複数のリポジトリを選択するに
は、 Ctrl キーを押しながらリポジトリ名をクリックします。「擬似リポジトリ」
@Systemを選択すると、現在インストールされているすべてのパッケージが⼀覧されま
す。

検索
特定の基準に従って、パッケージを検索できます。検索する⽤語を⼊⼒し、 Enter を押
します。次の項⽬内で検索するで場所を指定し、検索モードを変更することにより、検
索を絞り込みます。たとえば、パッケージ名は知らないが、検索するアプリケーション
の名前だけは知っている場合は、検索プロセスにパッケージの説明を含めるようにしま
す。

インストールの概要
インストール、更新、または削除するパッケージをすでに選択している場合は、こ
のビューに、了解をクリックするとシステムに適⽤される変更が表⽰されます。この
ビューで特定の状態にあるパッケージをフィルタするには、各チェックボックスを選
択または選択解除します。ステータスフラグの詳細を表⽰するには Shift ‒ F1 を押しま
す。

ヒント: アクティブリポジトリに属さないパッケージの検出
アクティブリポジトリに属さないすべてのパッケージを⼀覧するには、表⽰ リポジト
リ @Systemの順に選択し、次に、セカンダリフィルタ メンテナンスされていない
パッケージの順に選択します。たとえば、リポジトリを削除した後で、そのリポジトリ
から取得したパッケージがインストールされたまま残っていないことを確認する場合
に、このオプションが役⽴ちます。

17.3.2 パッケージまたはパターンのインストールと削除
⼀定のパッケージは、共有ライブラリなどの他のパッケージに依存しています。⼀⽅、システ
ム上で他のパッケージと共存できないパッケージもあります。これらの依存関係や競合の解決
が可能な場合は、YaSTによって⾃動的に解決されます。選択によって、⾃動的に解決できな
い依存関係の競合が発⽣した場合は、17.3.4項 「パッケージの依存関係」の説明に従って、競
合を⼿動で解決する必要があります。
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注記: パッケージの削除
パッケージを削除する場合、デフォルトでは、選択したパッケージのみが削除されま
す。指定したパッケージの削除に伴って不要になる他のすべてのパッケージもYaSTで
削除できるようにするには、メインメニューでオプション パッケージの削除時にク
リーンアップするの順に選択します。

1. パッケージを検索します(17.3.1項 「パッケージまたはパターンの検索⽤ビュー」参
照)。

2. 検出されたパッケージは、右側のペインに⼀覧されます。パッケージをインストールま
たは削除するには、パッケージを右クリックして、インストールまたは削除を選択しま
す。該当するオプションがない場合は、パッケージ名の先頭に表⽰された記号で⽰され
ているパッケージステータスを確認し、 Shift ‒ F1 を押してヘルプを表⽰します。

ヒント: ⼀覧されたすべてのパッケージにアクションを適⽤する⽅法
右ペインに⼀覧表⽰されたすべてのパッケージにアクションを適⽤するには、メ
インメニューに移動し、パッケージ このリスト内のすべての順に選択してアク
ションを選択します。

3. パターンをインストールするには、パターン名を右クリックして、インストールを選択
します。

4. パターンを削除することはできません。代わりに、削除したいパターンのパッケージを
選択し、それらを削除⽤にマークします。

5. さらにパッケージを選択するには、上記の⼿順を繰り返します。
6. 変更を適⽤する前に、表⽰ インストールの概要 の順にクリックすると、変更内容をレ

ビューまたは変更できます。デフォルトでは、ステータスを変更するすべてのパッケー
ジが⼀覧されます。

7. パッケージの状態を元に戻すには、パッケージを右クリックし、次のエントリの１つを
選択します。つまり、パッケージの削除または更新が予定されている場合は保持を選択
し、パッケージのインストールが予定されている場合はインストールしないを選択しま
す。すべての変更を破棄し、ソフトウェアマネージャを終了するには、キャンセルと中
⽌をクリックします。

8. 完了したら、受諾をクリックして、変更を適⽤します。
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9. YaSTで他のパッケージへの依存関係が検出された場合は、インストール、更新、または
削除の対象として追加で選択されているパッケージが⼀覧表⽰されます。続⾏をクリッ
クして、それらを受け⼊れます。
選択されているすべてのパッケージのインストール、更新、または削除が完了する
と、YaSTソフトウェアマネージャが⾃動的に終了します。

注記: ソースパッケージのインストール
現時点では、YaSTソフトウェアマネージャを使⽤してソースパッケージをインストー
ルすることはできません。このためには、コマンドラインツール zypperを使⽤しま
す。詳細については、『管理ガイド』、第6章「コマンドラインツールによるソフト
ウェアの管理」、6.1.2.5項「ソースパッケージのインストールまたはダウンロード」を
参照してください。

17.3.3 パッケージの更新
個々のパッケージを更新する代わりに、インストールされているすべてのパッケージまたは
特定リポジトリのすべてのパッケージを更新することもできます。パッケージの⼤量更新時に
は、⼀般に、次の側⾯を考慮します:

パッケージを提供するリポジトリの優先順位、
パッケージのアーキテクチャ(たとえば、AMD64/Intel 64)、
パッケージのバージョン番号、
パッケージのベンダ。

更新の候補を選択する上でどの側⾯が最も重要であるかは、選択する個々の更新オプション
に依存します。

1. インストール済みのすべてのパッケージを最新バージョンに更新するには、メインメ
ニューから、パッケージ すべてのパッケージ 新しいバージョンがあれば更新するの
順に選択します。
⼀定のポリシーを使⽤して、使⽤できる更新候補がないかどうか、すべてのリポジトリ
がチェックされます。このポリシーでは、まずYaSTによる検索範囲を、インストール済
みのパッケージと同じアーキテクチャおよびベンダのパッケージに限定します。検索で
パッケージが⾒つかると、以下のプロセスに従って、⾒つかったパッケージから「最良
の」更新候補が選択されます。ただし、同じベンダの同類のパッケージが⾒つからない
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場合は、同じアーキテクチャのすべてのパッケージに検索が拡⼤されます。それでも同
類のパッケージが⾒つからない場合は、すべてのパッケージが対象となり、次の基準に
従って、「最良の」更新候補が選択されます。

1. リポジトリの優先度: 最⾼の優先度をもつリポジトリからのパッケージを優先しま
す。

2. この基準で複数のパッケージが選択された場合は、アーキテクチャが「最良」で
あるパッケージが選択されます。(最良のアーキテクチャとは、インストール済み
パッケージのアーキテクチャと同⼀のアーキテクチャです)。

選択したパッケージのバージョンがインストール済みパッケージのバージョン番号より
⾼い場合は、インストール済みパッケージが選択した更新候補で更新および置換されま
す。
このオプションでは、インストール済みパッケージのアーキテクチャとベンダを変更し
ないようにしていますが、特定の条件下では、それらは許容されます。

注記: 強制的に更新する
代わりに、パッケージ すべてのパッケージ 強制的に更新するの順に選択する
と、適⽤される基準は同じですが、検出された候補パッケージは無条件でインス
トールされます。したがって、このオプションを選択すると、実際には、⼀部の
パッケージがダウングレードすることがあります。

2. ⼤量更新⽤パッケージを特定のリポジトリからのパッケージにするには:
a. 17.3.1項 「パッケージまたはパターンの検索⽤ビュー」の説明に従って、更新に使

⽤するリポジトリを選択します。
b. ウィンドウの右側で、システムパッケージをこのリポジトリ内のバージョンに切

り替えるをクリックします。この設定は、パッケージを⼊れ替えるときにパッケー
ジベンダを変更することをYaSTに対して明⽰的に許可します。
了解で続⾏すると、すべてのインストール済みパッケージが、このリポジトリ(使
⽤可能な場合)からのパッケージで置換されます。これによって、ベンダとアーキ
テクチャが変更され、⼀部のパッケージがダウングレードすることがあります。

c. これを回避するには、システムパッケージをこのリポジトリ内のバージョンに切
り替えることをキャンセルするをクリックします。ただし、このキャンセルは、了
解ボタンをクリックする前にしかできません。
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3. 変更を適⽤する前に、表⽰ インストールの概要 の順にクリックすると、変更内容をレ
ビューまたは変更できます。デフォルトでは、ステータスを変更するすべてのパッケー
ジが⼀覧されます。

4. すべてのオプションを好みどおりに設定したら、受諾で変更内容を確認して⼤量更新を
開始します。

17.3.4 パッケージの依存関係
ほとんどのパッケージは、他のパッケージに依存しています。たとえば、共有ライブラリを使
⽤するパッケージは、そのライブラリを提供するパッケージに依存します。⼀⽅、共存できな
いパッケージがあり、競合を引き起こします。たとえば、メール転送エージェント(sendmail
またはpostfix)は、1つしかインストールできません。ソフトウェアのインストールまたは削
除時には、ソフトウェアマネージャが未解決のままの依存関係や競合が残っていないことを
確認してシステムの整合性を確保します。
依存関係や競合の解決に1つのソリューションしかない場合は、その依存関係や競合は⾃動的
に解決されます。複数のソリューションがあると必ず、⼿動で解決する必要のある競合が発⽣
します。競合の解決にベンダやアーキテクチャの変更が必要な場合も、⼿動で解決する必要が
あります。受諾をクリックして、ソフトウェアマネージャで変更を適⽤すると、⾃動リゾルバ
でトリガされたすべてのアクションの概要が表⽰され、確認を要求されます。
依存関係は、デフォルトで、⾃動的にチェックされます。パッケージのステータスを変更する
たびに(たとえば、パッケージをインストールまたは削除⽤にマークする)、チェックが実⾏さ
れます。これは、⼀般的には便利ですが、依存関係の競合を⼿動で解決する際にはわずらわし
くなることがあります。この機能を無効にするには、メインメニューに移動して依存関係 ⾃
動確認の選択を無効にします。依存関係の確認は、依存関係 今すぐ確認の順に選択して⼿動
で実⾏します。整合性の確認は、受諾をクリックして選択を確定すると、必ず実⾏されます。
パッケージの依存関係をレビューするには、パッケージを右クリックし、解決器の情報表
⽰を選択します。依存関係を⽰すマップが開きます。すでにインストールされているパッケー
ジは、緑の枠内に表⽰されます。

注記: パッケージ競合の⼿動解決
競合の処理に精通していない限り、パッケージの競合を処理する場合は、YaSTによる
指⽰に従うようにします。そうしないと、競合を解決できないことがあります。⾏った
変更はいずれも他の競合をトリガする可能性があり、結局、競合の数は確実に増加する
ことに留意してください。このようになった場合は、キャンセルでソフトウェアマネー
ジャをキャンセルし、すべての変更を中⽌で破棄して、やり直します。
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図 17.1: ソフトウェアマネージャの競合管理

17.3.5 推奨パッケージの取り扱い
パッケージには、プログラムの実⾏に必須の、強い依存関係(特定のライブラリなど)だけでな
く、新しい機能や変換の追加など、弱い依存関係もあります。このような弱い依存関係を推奨
パッケージと呼びます。
推奨パッケージの取り扱いが、SUSE Linux Enterprise Server  12 SP1から少し変わりまし
た。新規パッケージのインストール時には何も変更はありません。推奨パッケージもデフォ
ルトでインストールされます。
SUSE Linux Enterprise Server 12 SP1より前では、インストール済みパッケージの推奨パッ
ケージが⾒つからない場合、⾃動的にインストールされていました。これらのパッケー
ジは⾃動的にはインストールされなくなりました。前のデフォルトに切り替えたい場合
は、 PKGMGR_REEVALUATE_RECOMMENDED="yes"を /etc/sysconfig/yast2に設定します。
インストール済みのパッケージに関する推奨パッケージが⽋落している場合、それらすべ
てをインストールするには、YaST Software Managerを開始し、エクストラ Install All
Matching Recommended Packages(該当する推奨パッケージをすべてインストールする)を選
択します。
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新規パッケージのインストール時の推奨パッケージのインストールを無効にするには、YaST
Software Managerで、依存関係 Install Recommended Packages(推奨パッケージのインス
トールを無効にします。Zypperコマンドラインツールを使⽤してパッケージをインストール
している場合、 --no-recommendsオプションを使⽤します。

17.4 ソフトウェアリポジトリおよびサービスの操作
サードパーティソフトウェアをインストールするには、ソフトウェアリポジトリをシステム
に追加します。デフォルトでは、システムを登録すると、SUSE Linux Enterprise Server-DVD
15や⼀致するアップデートリポジトリなどの製品リポジトリが⾃動的に設定されます。登録
の詳細については、8.7項 「登録」または『アップグレードガイド』、第4章「オフラインで
のアップグレード」、4.8項「システムの登録」を参照してください。最初に選択した製品に
よっては、変換、辞書などを含んだ追加リポジトリも設定される場合があります。
リポジトリを管理するには、YaSTを起動し、ソフトウェア ソフトウェアリポジトリの順に
選択します。設定されたソフトウェアリポジトリダイアログが開きます。ここで、ダイアログ
の右隅にある表⽰をすべてのサービスに変更することによって、いわゆるサービスの購読を管
理することもできます。このコンテキストではサービスは、１つまたは複数のソフトウェアを
提供できるRepository Index Service (RIS) です。この種のサービスは管理者またはベンダか
ら動的に変更できます。
各リポジトリは、リポジトリのコンテンツ(パッケージ名、バージョンなど)を説明したファイ
ルを提供します。これらのリポジトリ記述ファイルは、YaSTで使⽤するローカルキャッシュ
にダウンロードされます。ソフトウェアリポジトリには、その整合性確認のため、リポジトリ
メンテナのGPGキーで署名することができます。新しいリポジトリを追加するたびに、YaST
でリポジトリのキーをインポートできます。

警告: 外部ソフトウェアソースの信⽤
外部ソフトウェアのリポジトリをリポジトリリストに追加する場合は、その前に、リ
ポジトリを信頼できるかどうか確認してください。SUSEは、サードパーティのソフト
ウェアリポジトリからインストールされたソフトウェアによって発⽣するどのような問
題についても、責任を負いません。
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17.4.1 ソフトウェアリポジトリの追加
DVD/CD、リムーバブル⼤容量ストレージデバイス(フラッシュディスクなど)、ローカルディ
レクトリ、ISOイメージ、またはネットワークソースからリポジトリを追加できます。
YaSTの設定されたソフトウェアリポジトリダイアログでリポジトリを追加するには、次の⼿
順に従います。

1. Add (追加)をクリックします。
2. ダイアログに表⽰されているオプションのいずれかを選択します。

図 17.2: ソフトウェアリポジトリの追加
ネットワークをスキャンして、SLP経由でサービスをアナウンスしているインス
トールサーバを検索するには、Scan Using SLP (SLPを使⽤してスキャン)を選択し
て次へをクリックします。
リムーバブルメディアからリポジトリを追加するには、該当するオプションを選
択して、メディアを挿⼊するか、またはUSBデバイスをコンピュータに接続しま
す。次へをクリックして、インストールを開始します。
⼤半のリポジトリでは、該当のオプションを選択して次へをクリックすると、メ
ディアへのパス(またはＵRL)を指定するように求められます。Repository Name
(リポジトリ名)の指定は任意です。何も指定しない場合は、製品名またはURLがリ
ポジトリ名として使⽤されます。
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Download Repository Description Files (リポジトリ記述ファイルのダウンロード)はデ
フォルトで有効になっています。このオプションを有効にしていない場合は、後で必要
になったときにYaSTによって⾃動的にダウンロードされます。

3. 追加したリポジトリによっては、リポジトリのGPGキーのインポートを求められたり、
ライセンスへの合意を求められたりします。
これらのメッセージを確認すると、メタデータがダウンロードされ、解析されます。こ
れにより、Configured Repositories (設定されたリポジトリ)のリストにリポジトリが追
加されます。

4. 必要に応じて、17.4.2項 「リポジトリプロパティの管理」の説明に従い、リポジトリ
のプロパティを調整します。

5. OKをクリックして変更内容を確認し、設定ダイアログを閉じます。
6. リポジトリを正常に追加できると、ソフトウェアマネージャが起動し、そのリポジトリ

からパッケージをインストールできるようになります。詳細については、第17章 「ソフ
トウェアをインストールまたは削除する」を参照してください。

17.4.2 リポジトリプロパティの管理
ソフトウェアリポジトリの設定されたソフトウェアリポジトリの概要では、次のリポジトリ
プロパティを変更できます。
ステータス

リポジトリのステータスは、有効または無効のどちらかです。有効なリポジトリからの
パッケージだけをインストールできます。⼀時的にリポジトリを無効にするにはEnable
(有効化)を無効にします。リポジトリ名をダブルクリックして、その状態を切り替えるこ
ともできます。リポジトリを完全に削除するには、削除をクリックします。

更新
リポジトリを更新する際には、リポジトリの内容の説明(パッケージ名、バージョンな
ど)がYaSTで使⽤するローカルキャッシュにダウンロードされます。これは、CDやDVD
などの静的リポジトリでは1回で⼗分ですが、内容が頻繁に変更されるリポジトリでは
頻繁な更新が必要です。リポジトリのキャッシュを最新の状態に保つ最も簡単な⽅法
は、⾃動的に更新するの選択です。⼿動更新を⾏うには、更新をクリックして、オプ
ションの1つを選択します。
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ダウンロードしたパッケージを維持します
インストールの前に、リモートリポジトリからのパッケージをダウンロードします。こ
れらのパッケージは、デフォルトでは、インストールが正常に完了すると削除されま
す。ダウンロードしたパッケージを維持しますを有効にすると、ダウンロードしたパッ
ケージが削除されません。ダウンロードの場所は、 /etc/zypp/zypp.confに設定され
ます。これは、デフォルトでは、 /var/cache/zypp/packagesです。

優先度
リポジトリの優先度は、 1〜 200の値です。ここで、 1は最⾼の優先度、 200は最低の
優先度です。YaSTで追加した新しいリポジトリの優先度は、デフォルトで 99です。特定
のリポジトリに関して優先度値が何であってもよい場合は、値を 0に設定しても、その
リポジトリにデフォルト優先度( 99 )を適⽤できます。パッケージが2つ以上のリポジト
リにある場合は、優先度の最も⾼いリポジトリが優先して使⽤されます。これは、ロー
カルリポジトリ(たとえば、DVD)に⾼い優先度を与えることによって、インターネット
から不必要にパッケージをダウンロードしないようにする場合に有⽤です。

重要: 優先度とバージョンの⽐較
優先度の最も⾼いリポジトリが、常に、優先されます。したがって、更新リポジ
トリには必ず最⾼の優先度が割り当てられるようにします。そのようにしない
と、次のオンラインアップデートまで更新されない古いバージョンがインストー
ルされる可能性があります。

名前とURL
リポジトリ名またはリポジトリのURLを変更するには、それをシングルクリックでリス
トから選択し、次に、編集をクリックします。

17.4.3 リポジトリキーの管理
ソフトウェアリポジトリには、その整合性確認のため、リポジトリメンテナのGPGキーで署
名することができます。新しいリポジトリを追加するたびに、そのキーをYaSTでインポート
できます。そのキーを他の任意のGPGキーのように検証し、キーが変更されていないことを確
認してください。キーの変更を⾒つけた場合は、リポジトリに何らかの問題がある可能性が
あります。キーの変更の原因を突き⽌めるまで、リポジトリをインストールソースとして無効
にしてください。
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インポートしたすべてのキーを管理するには、設定されたソフトウェアリポジトリダイアロ
グでGPG鍵をクリックします。マウスでエントリを選択して、ウィンドウ下部にキーのプロパ
ティを表⽰します。追加、編集、または削除をクリックすることで、該当する操作をキーに対
して実⾏します。

17.5 システムのアップデート
SUSEはお買い上げの製品に対し、継続的にソフトウェアセキュリティパッチのアップデート
を提供します。これらは、YaSTオンラインアップデートモジュールを使⽤してインストールで
きます。また、パッチのインストールをカスタマイズする⾼度な機能も⽤意されています。
GNOMEデスクトップは、パッチをインストールするツールと、すでにインストールされてい
るパッケージのアップデートをインストールするツールを提供します。パッチとは異なり、
パッケージのアップデートは1つのパッケージのみに関連し、そのパッケージの新しいバー
ジョンを提供するものです。GNOMEツールでは、17.5.2項 「パッチおよびパッケージのアッ
プデートのインストール」の説明にあるように、わずかなクリック操作でパッチとパッケージ
のアップデートの両⽅をインストールできます。

17.5.1 GNOMEソフトウェアアップデータ
新しいパッチまたはパッケージのアップデートが利⽤可能になると、GNOMEではデスクトッ
プの最下部(またはロック画⾯)にその通知が表⽰されます。
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図 17.3: GNOMEのロック画⾯に表⽰されたアップデート通知

17.5.2 パッチおよびパッケージのアップデートのインストール
新しいパッチまたはパッケージのアップデートが利⽤可能になると、GNOMEではデスクトッ
プの最下部(またはロック画⾯)にその通知が表⽰されます。
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図 17.4: GNOMEのデスクトップに表⽰されたアップデート通知
1. パッチとアップデートをインストールするには、通知メッセージのInstall updates

(アップデートのインストール)をクリックします。GNOMEアップデートビューアが
開きます。または、Applications (アプリケーション) System Tools (システムツー
ル) Software Update (ソフトウェアのアップデート)を選択するか、 Alt ‒ F2 を押して
「 gpk-update-viewer」と⼊⼒し、アップデートビューアを開きます。

2. セキュリティアップデートと重要なアップデートは、すべて事前に選択されていま
す。これらのパッチはインストールすることを強く推奨します。それ以外のアップデー
トは、それぞれのチェックボックスを有効にすることによって、⼿動で選択できます。
パッチまたはパッケージのアップデートの詳細情報を取得するには、それぞれのタイト
ルをクリックします。

3. 更新をインストールするをクリックしてインストールを開始します。 rootのパスワー
ドの⼊⼒を求めるプロンプトが表⽰されます。

4. 認証のダイアログで rootのパスワードを⼊⼒して操作を続⾏します。
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図 17.5: GNOMEアップデートビューア

17.5.3 GNOMEソフトウェアアップデータの設定
通知を設定するには、アプリケーション システム設定 通知 Software Update (ソフト
ウェアのアップデート)を選択して、必要な設定を調整します。
アップデートの有無のチェック頻度や、リポジトリの有効化、無効化を設定するには、アプ
リケーション システムツール 設定 ソフトウェア設定を選択します。設定のダイアログの
各タブでは、次の設定を変更できます。
アップデートの設定
Check for updates

時間単位、毎⽇、毎週、実⾏しないから、アップデートのチェックを⾏なう頻度を選択
します。
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Check for Major Upgrades
毎⽇、毎週、または、実⾏しないから、主要なアップグレードをチェックする頻度を選
択します。

モバイルブロードバンドの使⽤時に更新をチェックする
この設定オプションは、モバイルコンピュータでのみ使⽤できます。デフォルトでは、
オフになっています。

Check for updates on battery power (バッテリ動作時にアップデートをチェックする)
この設定オプションは、モバイルコンピュータでのみ使⽤できます。デフォルトでは、
オフになっています。

ソフトウェアソース
リポジトリ

利⽤可能なパッチとパッケージのアップデートがあるかどうかの確認対象とするリポジ
トリを⼀覧表⽰します。特定のリポジトリを有効または無効にすることができます。

重要: アップデートリポジトリの有効化保持
セキュリティに関連するパッチがあれば、必ずその通知を受け取ることができる
ように、製品の アップデート リポジトリは有効な状態を維持するようにします。

gconf-editorを使⽤すると、さらに多くのオプションを設定できます: apps gnome-
packagekit
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18 モジュール、拡張機能、サードパーティ製アドオン製品のインストール
モジュールおよび拡張機能は、システムに部品や機能を追加します。この章では、
モジュールおよび拡張機能のインストール、スコープ、サポートステータス、およ
びライフサイクルについて説明します。
モジュールは、SUSE Linux Enterprise Serverで全⾯的にサポートされている構成要素であ
り、アドオン製品とは異なるライフサイクルと更新タイムラインを備えています。モジュー
ルは複数のパッケージをセットにしたもので、適⽤範囲が明確に定義されていて、オン
ラインチャネル経由でのみ提供されます。モジュールの⼀覧、それらの依存関係およびラ
イフサイクルについては、https://www.suse.com/releasenotes/x86_64/SUSE-SLES/15/
#Intro.ModuleExtensionRelated を参照してください。
拡張機能(Workstation ExtensionやHigh Availability Extensionなど)は、システムに機能を追
加し、専⽤の有料登録キーが必要になります。拡張機能は、オンラインチャネルまたは物理
メディアで配信されます。SUSEカスタマセンターまたはローカルの登録サーバへの登録が、
オンラインチャネルに登録するための前提条件です。Package Hub (18.3項 「SUSE Package
Hub」)の拡張機能は例外で、登録キーは必要ありません。また、SUSEサポート契約の対象で
はありません。拡張機能によっては、ある基本製品では登録キーを必要としても別の製品で
は必要としないものがあります。これらの拡張機能は、YaSTによって基本製品の登録キーで
⾃動登録されているからです。
SUSEのカスタマセンターまたはローカルの登録サーバにシステムを登録すると、使⽤してい
る製品向けのモジュールと拡張機能のリストを利⽤できるようになります。インストールの際
に登録のステップを省略していても、YaSTでSUSE Customer Center Configuration (SUSEカ
スタマセンターの環境設定)モジュールを使⽤すれば、いつでもシステムを登録できます。詳
細については、『アップグレードガイド』、第4章「オフラインでのアップグレード」、4.8項
「システムの登録」を参照してください。
アドオン製品の中には、サードパーティが提供しているものもあります。特定のハードウェ
アが正常に動作する上で必要なバイナリ専⽤のドライバはその⼀例です。このハードウェア
を持っている場合は、システム⽤のバイナリドライバの使⽤可能性に関する詳細をリリース
ノートで参照してください。http://www.suse.com/releasenotes/ YaST、またはインストー
ルしたシステムの /usr/share/doc/release-notes/にリリースノートが⽤意されています。
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18.1 オンラインチャネルからのモジュールと拡張機能のインストール
以下の⼿順では、SUSEのカスタマセンターまたはローカルの登録サーバにシステムが登録済
みであることが必要です。システムの登録作業を実⾏している場合は、『アップグレードガイ
ド』、第4章「オフラインでのアップグレード」、4.8項「システムの登録」のステップ 5を完
了すると、拡張機能およびモジュールのリストがただちに表⽰されます。その場合は、次のス
テップを省略してステップ 2に進みます。

注記: インストール済みのアドオンの表⽰
インストール済みのアドオンを表⽰するには、YaSTを起動して、ソフトウェア アド
オンを選択します。

⼿順 18.1: YASTを使⽤したオンラインチャネルからのアドオンと拡張機能のインストール
1. YaSTを起動して、ソフトウェア Add System Extensions or Modules (システム拡張機

能またはモジュールの追加)を選択します。
YaSTは、登録サーバに接続して、利⽤できる拡張機能とモジュールのリストを表⽰しま
す。

注記: 利⽤できる拡張機能とモジュール
利⽤可能な拡張機能とモジュールの数は、登録サーバによって異なります。ロー
カルの登録サーバではアップデートのリポジトリのみを提供でき、追加の拡張機
能は⽤意されません。

2. それぞれの説明を表⽰するには、そのエントリをクリックします。
3. インストールするエントリのチェックボックスをオンにします(複数選択可)。
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図 18.1: システム拡張機能のインストール
4. 次へをクリックして続⾏します。
5. 拡張機能またはモジュールで追加するリポジトリによっては、リポジトリのGPGキーの

インポートを求められたり、ライセンスへの合意を求められたりします。
これらのメッセージを確認すると、メタデータがダウンロードされ、解析されます。選
択した拡張機能のリポジトリがシステムに追加されます。インストールソースが別途必
要になることはありません。

6. 必要に応じて、17.4.2項 「リポジトリプロパティの管理」の説明に従い、リポジトリ
のプロパティを調整します。

18.2 拡張機能およびサードパーティのアドオン製品のメディアからのインストール
メディアから拡張機能またはアドオン製品をインストールする場合は、さまざまな種類の製品
メディアを選択できます。そのメディアとして、DVD/CD、リムーバブル⼤容量ストレージデ
バイス(フラッシュディスクなど)、ローカルディレクトリ、ISOイメージがあります。ネット
ワークサーバからHTTP、FTP、NFS、Sambaなどを通じて、これらのメディアを提供するこ
ともできます。
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1. YaSTを起動して、ソフトウェア アドオン製品の順に選択します。あるいは、YaSTアド
オン製品モジュールをコマンドラインから「 sudo yast2 add-on」と⼊⼒して起動し
ます。
ダイアログには、インストール済みのアドオン製品、モジュール、拡張機能の概要が表
⽰されます。

図 18.2: インストール済みアドオン製品、モジュールおよび拡張機能のリスト
2. 追加を選択して、新規のアドオン製品をインストールします。
3. アドオン製品ダイアログで、アドオン製品のインストール元のメディアの種類に⼀致す

るオプションを選択します。
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図 18.3: アドオン製品または拡張機能のインストール
ネットワークをスキャンして、SLP経由でサービスをアナウンスしているインス
トールサーバを検索するには、Scan Using SLP (SLPを使⽤してスキャン)を選択し
て次へをクリックします。
リムーバブルメディアからリポジトリを追加するには、該当するオプションを選
択して、メディアを挿⼊するか、またはUSBデバイスをコンピュータに接続しま
す。次へをクリックして、インストールを開始します。
ほとんどの種類のメディアでは、該当のオプションを選択して次へをクリックす
ると、メディアへのパス(またはＵRL)を指定するように求められます。Repository
Name (リポジトリ名)の指定は任意です。何も指定しない場合は、YaSTは、製品名
またはURLをリポジトリ名として使⽤します。

Download Repository Description Files (リポジトリ記述ファイルのダウンロード)はデ
フォルトで有効になっています。このオプションを有効にしていない場合は、後で必要
になったときにYaSTによって⾃動的にダウンロードされます。

4. 追加したリポジトリによっては、リポジトリのGPGキーのインポートを求められたり、
ライセンスへの合意を求められたりします。
これらのメッセージを確認すると、メタデータがダウンロードされ、解析されます。こ
れにより、Configured Repositories (設定されたリポジトリ)のリストにリポジトリが追
加されます。
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5. 必要に応じて、17.4.2項 「リポジトリプロパティの管理」の説明に従い、リポジトリ
のプロパティを調整します。

6. OKをクリックして変更内容を確認し、設定ダイアログを閉じます。
7. アドオンメディアのリポジトリを正常に追加すると、ソフトウェアマネージャが起動

し、パッケージをインストールできるようになります。詳細については、第17章 「ソフ
トウェアをインストールまたは削除する」を参照してください。

18.3 SUSE Package Hub
SUSE Package Hubは、［利⽤可能な拡張機能とモジュール］のリストにあります。これは追
加料⾦なしで利⽤できます。SUSE Package Hubは、SUSE Linux Enterprise⽤の豊富な追加
コミュニティパッケージを提供します。これらのパッケージは簡単にインストールできます
が、SUSEによってサポート「されません」。
SUSE Package Hubと貢献⽅法の詳細については、https://packagehub.suse.com/ を参照し
てください。

重要: SUSE Package Hubはサポートされない
SUSE Package Hubで提供されるパッケージはSUSEによって正式にはサポートされて
いません。SUSEが提供するのは、Package Hubリポジトリを有効化するためのサポー
トと、RPMパッケージのインストールまたは展開のサポートのみです。
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19 複数バージョンのカーネルのインストール
SUSE Linux Enterprise Serverでは、複数バージョンのカーネルを並⾏でインス
トールできます。2番⽬のカーネルをインストールすると、ブートエントリとinitrdf
が⾃動的に作成されるので、⼿動での設定が別途必要になることはありません。マ
シンを再起動すると、新しく追加したカーネルが追加のブートパラメータとして利
⽤できるようになります。
この機能を使⽤すると、カーネルのアップデートを安全な状態でテストでき、実績
のある以前のカーネルにいつでもフォールバックできます。そのためには、YaSTの
オンラインアップデートやアップデートアプレットなどのアップデートツールを使
⽤せず、この章で説明するプロセスに従います。

警告: サポートエンタイトルメント
独⾃にコンパイルしたカーネルやサードパーティのカーネルをインストールする
と、マシンのサポートエンタイトルメントが全⾯的に無効になります。SUSE Linux
Enterprise Serverに付属するカーネルおよびSUSE Linux Enterprise Serverの正式な
アップデートチャネルで配布されるカーネルのみがサポートされています。

ヒント: ブートローダ設定カーネルの確認
別のカーネルをインストールした後は、デフォルトのブートエントリを⽬的に合わせ
て設定するために、ブートローダ設定を確認することをお勧めします。詳細について
は、『管理ガイド』、第12章「ブートローダGRUB 2」、12.3項「YaSTによるブート
ローダの設定」を参照してください。

19.1 マルチバージョンサポートの有効化と設定
SUSE Linux Enterprise 12以降、複数バージョンのソフトウェアパッケージのインストール
(マルチバージョンサポート)は、デフォルトで有効になっています。この設定を確認するに
は、次の⼿順に従います。

1. 任意のエディタで、 rootユーザとして /etc/zypp/zypp.confを開きます。
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2. ⽂字列 multiversionを検索します。この機能に対応しているすべてのカーネルパッ
ケージでマルチバージョンサポートが有効になっている場合、次の⾏はコメント解除さ
れた状態で表⽰されます。
multiversion = provides:multiversion(kernel)

3. マルチバージョンサポートを特定のカーネルに限定するには、それらのパッケージの名
前をカンマ区切りリストとして /etc/zypp/zypp.confの multiversionオプションに追
記します。たとえば、次のような記述とします。
multiversion = kernel-default,kernel-default-base,kernel-source

4. 変更を保存します。

警告: KMP (カーネルモジュールパッケージ)
アップデートした新しいカーネル⽤に、ベンダーが提供する必須のカーネルモジュール
(カーネルモジュールパッケージ)もインストールされていることを確認してください。
最終的にカーネルモジュールが⾒つからなくても、カーネルアップデートプロセスで警
告は表⽰されません。これは、システム上に保持されている古いカーネルによって依然
としてパッケージ要件が満たされているためです。

19.1.1 使⽤していないカーネルの⾃動削除
マルチバージョンサポートを有効にして新しいカーネルを頻繁にテストしていると、ブート
メニューが急速に複雑になります。 /bootパーティションはスペースが限られていることが普
通なので、 /bootのオーバーフローに伴う問題が発⽣することがあります。YaSTや以下で説
明するZypperなどを使⽤して、使⽤されていないバージョンのカーネルを⼿動で削除できま
すが、このようなカーネルを⾃動的に削除するように libzyppを設定することもできます。
デフォルトでは、どのカーネルも削除されません。

1. 任意のエディタで、 rootユーザとして /etc/zypp/zypp.confを開きます。
2. ⽂字列 multiversion.kernelsを検索し、その⾏のコメント指定を解除することで、こ

のオプションを有効にします。このオプションは、以下の各値のカンマ区切りリストを
とります。
3.12.24-7.1 :  指定されたバージョン番号のカーネルを保持します。
latest :  最新のバージョン番号のカーネルを保持します。
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latest-N :  N番⽬に新しいバージョン番号のカーネルを保持します。
running :  実⾏しているカーネルを保持します。
oldest :  最も古いバージョン番号のカーネルを保持します(これはSUSE Linux
Enterprise Serverに元から付属しているバージョンのカーネルです)。
oldest+N .  N番⽬に古いバージョン番号のカーネルを保持します。
たとえば、次のように指定します。
multiversion.kernels = latest,running

最新バージョンのカーネルおよび現在実⾏しているカーネルを保持します。これ
はマルチバージョン機能を有効にしない場合に似ていますが、古いバージョンの
カーネルが削除される時期が、インストールの直後ではなく、「次回のリブート
の後」である点が異なります。

multiversion.kernels = latest,latest-1,running

最新とその次に新しいバージョンのカーネルおよび現在実⾏しているカーネルを
保持します。

 multiversion.kernels = latest,running,3.12.25.rc7-test

最新バージョンのカーネル、現在実⾏しているカーネル、および 3.12.25.rc7-

testバージョンのカーネルを保持します。

ヒント: 実⾏しているカーネルの保持
特殊な設定を使⽤している場合を除き、 runningというマークの付いたカーネル
は常に保持してください。
実⾏しているカーネルを保持しない場合、カーネルは更新時に削除されます。つ
まり、実⾏しているカーネルのモジュールも削除され、ロードできなくなりま
す。
実⾏しているカーネルを保持しない場合は、必ずカーネルのアップグレード後す
ぐに再起動して、モジュールの問題が発⽣しないようにしてください。

19.1.2 使⽤事例: 再起動後にのみ古いカーネルを削除する
新規カーネルを使⽤して正常にシステムを再起動できてから、古いカーネルを削除するよう
にします。
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/etc/zypp/zypp.conf内の以下の⾏を変更します。
multiversion.kernels = latest,running

前のパラメータは、最新のカーネル、および実⾏中のカーネル(最新でない場合のみ)を保持す
るようにシステムに指⽰します。

19.1.3 使⽤事例:古いカーネルをフォールバックとして保持する
1つ以上のバージョンのカーネルを保持し、「スペア」として保有しておきます。
これは、テスト⽤のカーネルが必要な場合に役⽴ちます。何らかの問題が⽣じたとき(マシン
が起動しないなど)、正常に動作していた1つ以上のバージョンのカーネルをまだ使⽤すること
ができるためです。
/etc/zypp/zypp.conf内の以下の⾏を変更します。
multiversion.kernels = latest,latest-1,latest-2,running

新しいカーネルのインストール後にシステムを再起動する際、システムは3つのカーネル
を保持します。現在のカーネル( latest,runningとして設定)と、その直前のカーネル2つ
( latest-1および latest-2として設定)です。

19.1.4 使⽤事例: 特定のバージョンのカーネルの保持
通常、定期的にシステムアップデートを⾏い、新規バージョンのカーネルをインストールし
ます。しかし、独⾃のバージョンのカーネルをコンパイルして、システムに保持させたい場合
があります。
/etc/zypp/zypp.conf内の以下の⾏を変更します。
multiversion.kernels = latest,3.12.28-4.20,running

新規カーネルのインストール後にシステムを再起動するときに、システムは2つのカーネルを
保存します。新規の実⾏中のカーネル（ latest,runningと設定)および独⾃でコンパイルし
たカーネルl( 3.12.28-4.20と設定)の2つです。

19.2 YaSTによる複数のカーネルバージョンのインストールと削除
次の⼿順で、YaSTを使⽤して複数のカーネルをインストールまたは削除できます。
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1. YaSTを起動し、ソフトウェア Software Management (ソフトウェア管理)を選択して
ソフトウェアマネージャを開きます。

2. 表⽰ パッケージグループ Multiversion Packages (マルチバージョンパッケージ)を選
択して、複数のバージョンを提供できるすべてのパッケージを⼀覧表⽰します。

図 19.1: YASTソフトウェアマネージャ: マルチバージョン表⽰
3. パッケージを選択し、そのパッケージのバージョンタブを下部ペインの左側で開きま

す。
4. パッケージをインストールするには、そのパッケージの横のチェックボックスをクリッ

クします。インストールの対象として選択されていることを⽰す緑⾊のチェックマーク
が表⽰されます。
すでにインストール済みのパッケージ(⽩いチェックマークで表⽰)を削除するには、削
除の対象として選択されていることを⽰す⾚⾊の Xが表⽰されるまで、そのパッケージ
の横のチェックボックスをクリックします。

5. Accept (受け⼊れ)をクリックしてインストールを開始します。
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19.3 Zypperによる複数のカーネルバージョンのインストールと削除
次の⼿順で、 zypperを使⽤して複数のカーネルをインストールまたは削除できます。

1. コマンド zypper se -s 'kernel*'を使⽤して、存在するすべてのカーネルパッケージ
を⼀覧表⽰します。
S | Name           | Type       | Version         | Arch   | Repository
--+----------------+------------+-----------------+--------+-------------------
v | kernel-default | package    | 2.6.32.10-0.4.1 | x86_64 | Alternative Kernel
i | kernel-default | package    | 2.6.32.9-0.5.1  | x86_64 | (System Packages)
  | kernel-default | srcpackage | 2.6.32.10-0.4.1 | noarch | Alternative Kernel
i | kernel-default | package    | 2.6.32.9-0.5.1  | x86_64 | (System Packages)
...

2. インストールする場合は、次のように正確なバージョンを指定します。
tux > sudo zypper in kernel-default-2.6.32.10-0.4.1

3. カーネルをアンインストールする場合は、コマンド zypper se -si 'kernel*'を
使⽤して、インストールされているすべてのカーネルを⼀覧表⽰し、 zypper rm 
PACKAGENAME-VERSIONを使⽤して、⽬的のパッケージを削除します。
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20 YaSTによるユーザの管理
インストール時にシステム⽤のローカルユーザを作成できました。YaSTのユーザとグループ
の管理モジュールを使⽤して、ユーザの追加や既存ユーザの編集が可能です。また、ネット
ワークサーバでユーザを認証するようにシステムを設定できます。

20.1 ［ユーザとグループの管理］ダイアログ
ユーザまたはグループを管理するには、YaSTを起動し、セキュリティとユーザ ユーザと
グループの管理の順にクリックします。コマンドラインで sudo yast2 users &を実⾏し
て、ユーザとグループの管理ダイアログを直接起動することもできます。

図 20.1: YASTのユーザとグループの管理
各ユーザには、システム全体で使⽤できるユーザーID (UID)が割り当てられます。マシンに
ログインできるユーザ以外にも、内部での使⽤のみが⽬的のさまざまな「システムユーザ」
が存在します。各ユーザは、1つ以上のグループに割り当てられます。システムユーザと同様
に、内部⽤途のシステムグループも存在します。
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このダイアログで表⽰および変更するために選択したユーザセット(ローカルユーザ、ネット
ワークユーザ、システムユーザ)に応じて、メインウィンドウにはさまざまなタブが表⽰され
ます。これにより、次のタスクを実⾏できます。
ユーザアカウントを管理する

ユーザタブから、20.2項 「ユーザアカウントの管理」の説明に従って、ユーザアカウン
トを作成、変更、削除、または⼀時的に無効にします。20.3項 「ユーザアカウントの追
加オプション」では、パスワードポリシーの強制、暗号化したホームディレクトリの使
⽤、ディスククオータの管理などの⾼度なオプションについて説明しています。

デフォルト設定の変更
新しいユーザのデフォルト設定タブで定義された設定に応じて、ローカルユーザアカウ
ントが作成されます。20.4項 「ローカルユーザのデフォルト設定の変更」では、デフォ
ルトのグループ割り当て、またはホームディレクトリのデフォルトパスおよびアクセス
許可を変更する⽅法を説明します。

グループへのユーザの割り当て
20.5項 「グループへのユーザの割り当て」では、個別ユーザのグループの割り当てを変
更する⽅法を説明します。

グループを管理する
グループタブから、既存のグループの追加、変更、または削除を⾏うことができます。
この⽅法については、20.6項 「グループを管理する」を参照してください。

ユーザ認証⽅法を変更する
コンピュータがNISやLDAPなどのユーザ認証⽅法を提供するネットワークに接続され
ている場合は、認証設定タブで、認証⽅法を選択できます。詳細については、20.7項
「ユーザ認証⽅法を変更する」を参照してください。

ユーザとグループの管理⽤に、このダイアログでは同様の機能が提供されます。ダイアログ上
部にある適切なタブを選択することにより、ユーザとグループの管理ビューを簡単に切り替
えることができます。
［フィルタ］オプションで、変更するユーザまたはグループを定義できます。ユーザまたはグ
ループタブで、フィルタの設定をクリックすると、ユーザまたはグループを表⽰および編集で
きます。該当する場合、ローカルユーザやLDAPユーザなどの特定のカテゴリに応じて⼀覧表
⽰されます。フィルタの設定 フィルタのカスタマイズで、カスタムフィルタをセットアップ
および使⽤できます。
選択するフィルタによっては、以降のオプションと機能の⼀部がダイアログから利⽤できな
くなります。

246 ［ユーザとグループの管理］ダイアログ SLES 15



20.2 ユーザアカウントの管理
YaSTでは、ユーザアカウントの作成、変更、削除、または⼀時的な無効化が可能です。熟練
したユーザか管理者でない限り、ユーザアカウントを変更しないでください。

注記: 既存ユーザのユーザーIDを変更する
ファイル所有権はユーザ名ではなくユーザIDにバインドされます。ユーザIDの変更後、
この変更に合わせてユーザのホームディレクトリのファイルが⾃動的に調整されます。
ただし、ユーザは、IDの変更後、ファイルシステム内の他の場所で作成したファイルの
ファイル所有権を失います(それらのファイルの所有権が⼿動で変更されない限り)。

次に、デフォルトのユーザアカウントを設定する⽅法を説明します。さらに詳細なオプション
については、20.3項 「ユーザアカウントの追加オプション」を参照してください。
⼿順 20.1: ユーザアカウントを追加または変更する

1. YaSTのユーザとグループの管理ダイアログを開き、ユーザタブをクリックします。
2. フィルタを設定では、管理するユーザセットを定義します。このダイアログには、シス

テムのユーザ、およびユーザが属するグループが⼀覧にされます。
3. 既存のユーザに対するオプションを変更するには、エントリを選択し、編集をクリック

します。
新しいユーザアカウントを作成するには、追加をクリックします。

4. (ログインで使⽤される)ユーザ名およびパスワードなど、最初のタブで適切なユーザ
データを⼊⼒します。このデータは、新しいユーザを作成するために⼗分なものです。
ここでOKをクリックすると、システムにより⾃動的にユーザIDが割り当てられ、デフォ
ルトに従って他のすべての値が設定されます。

5. このユーザのメールボックスに全種類のシステム通知が配信されるようにする場合
は、システムメールの受信を有効にします。これによって rootのメールエイリアスが
作成され、このユーザは最初に rootとしてログインしなくてもシステムメールが読め
るようになります。
システムサービスにより送信されたメールは、ローカルメールボックス /var/spool/

mail/ USERNAMEに保存されます( USERNAMEは選択されたユーザのログイン名)。電⼦
メールを読むには、 mailコマンドを使⽤できます。

6. ユーザIDまたはユーザのホームディレクトリへのパスなど、さらに詳細な情報を調整す
るには、詳細タブを使⽤します。

247 ユーザアカウントの管理 SLES 15



既存のユーザのホームディレクトリを再配置する必要がある場合は、新しいホームディ
レクトリへのパスを⼊⼒し、新しい場所に移動により現在のホームディレクトリの内容
を移動します。ホームディレクトリを再配置する必要がない場合は、既存データが存在
しなくても新しいホームディレクトリが作成されます。

7. パスワードを定期的に変更することをユーザに強制するか、他のパスワードオプション
を設定するには、パスワードの設定に切り替え、オプションを調整します。詳細につい
ては、20.3.2項 「パスワードポリシーの強制」を参照してください。

8. すべてのオプションが希望どおりに設定されたら、OKをクリックします。
9. OKをクリックして、管理ダイアログを閉じ、変更内容を保存します。新たに追加された

ユーザは、作成済みのログイン名とパスワードを使⽤してシステムにログインできるよ
うになります。
また、ユーザとグループの管理ダイアログを閉じずにすべての変更を保存するには、熟
練者向けオプション 変更を今すぐ書き込むの順にクリックします。

ヒント: ユーザIDの⼀致
ネットワーク内でのIDに(ローカル)ユーザIDを⼀致させると便利です。たとえば、ラッ
プトップの新しい(ローカル)ユーザは、ネットワーク環境に統合する際に同じユーザID
を割り当てる必要があります。これにより、ユーザが「オフライン」で作成するファイ
ルのファイル所有権は、直接ネットワーク上で作成した場合のファイル所有権と同じに
なります。

⼿順 20.2: ユーザアカウントを無効化または削除する
1. YaSTのユーザとグループの管理ダイアログを開き、ユーザタブをクリックします。
2. ユーザアカウントを削除しないで⼀時的に無効にするには、リストからユーザを選択

し、編集をクリックします。ユーザログインを禁⽌するを有効にします。ユーザは、ア
カウントを再び有効にするまで、マシンにログインできません。

3. ユーザアカウントを削除するには、リストからユーザを選択して、削除をクリックしま
す。ユーザのホームディレクトリを削除するか、またはこのデータを保持するかを選択
します。
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20.3 ユーザアカウントの追加オプション
SUSE® Linux Enterprise Serverには、デフォルトユーザアカウントの設定のほか、さまざま
なオプションも⽤意されています。たとえば、パスワードポリシーの強制、暗号化したホーム
ディレクトリの使⽤、ユーザとグループのディスククオータの定義のためのオプションがあり
ます。

20.3.1 ⾃動ログインおよびパスワードレスログイン
GNOMEデスクトップ環境を使⽤している場合、特定のユーザには「⾃動ログイン」を設定
し、すべてのユーザに「パスワードなしのログイン」を設定できます。⾃動ログインでは、
ユーザがブート時にデスクトップ環境に⾃動的にログインします。この機能は、⼀度に1⼈の
ユーザについてのみ有効にできます。パスワードなしのログインでは、どのユーザも、ログイ
ンマネージャにユーザ名を⼊⼒するだけでシステムにログインできます。

警告: セキュリティリスク
複数のユーザがアクセスできるマシンで⾃動ログインまたはパスワードレスログインを
有効にすることはセキュリティ上のリスクを伴います。どのユーザでもシステムおよび
データにアクセスでき、認証の必要もありません。システムに機密情報などの重要な
データを保管している場合は、この機能は使⽤しないでください。

⾃動ログインまたはパスワードなしのログインを有効にするには、熟練者向けオプション ロ
グイン設定の順に選択し、YaSTのユーザとグループの管理でこれらの機能にアクセスしま
す。

20.3.2 パスワードポリシーの強制
複数のユーザが使⽤するシステムでは、最低限のパスワードセキュリティポリシーを強制する
ことをお勧めします。ユーザに定期的にパスワードを変更させたり、推測しにくいような複雑
なパスワードを使⽤させることができます。ローカルユーザの場合は、次の⼿順に従います。
⼿順 20.3: パスワードを設定する

1. YaSTのユーザとグループの管理ダイアログを開き、ユーザタブを選択します。
2. パスワードオプションを変更するユーザを選択し、編集をクリックします。
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3. パスワードの設定タブに切り替えます。ユーザの最後のパスワード変更がタブに表⽰さ
れています。

4. 次回のログインでパスワードを変更するようにユーザに強制するには、次のログイン時
にパスワード変更を強制するを有効にします。

5. パスワードのローテーションを強制するには、同じパスワードを使⽤できる最⻑⽇数お
よび同じパスワードを使⽤する最短⽇数を設定します。

6. 期限切れになる前にパスワードを変更するようにユーザに通知するには、パスワード失
効予告⽇に⽇数を設定します。

7. パスワードが期限切れになった後ユーザがログインできる期間を制限するには、パス
ワードの有効期限切れログインを使⽤できる⽇数の値を変更します。

8. また、アカウント全体の特定の有効期限を指定できます。有効期限を YYYY-MM-DD形式
で⼊⼒します。これはパスワード関連の設定ではなく、アカウント⾃体に適⽤されるこ
とに注意してください。

9. これらのオプションおよびそのデフォルト値の詳細については、ヘルプをクリックして
ください。

10. 変更内容を反映するには、OKをクリックします。

20.3.3 クオータの管理
システム容量が通知なく枯渇することのないように、システム管理者はユーザまたはグルー
プに対するクオータを設定できます。クオータは、1つ以上のファイルシステムに対して定義
されるもので、これにより使⽤可能なディスク容量および作成可能なiノード(インデックス
ノード)の数を制限できます。iノードは、通常のファイル、ディレクトリ、または他のファイ
ルシステムオブジェクトに関する基本的な情報を保存するファイルシステム上のデータ構造
です。また、ファイル名とコンテンツを除いて、ファイルシステムオブジェクト(ユーザおよ
びグループの所有権、読み取り、書き込み、または実⾏のパーミッションなど)のすべての属
性を保存します。
SUSE Linux Enterprise Serverでは、 ソフト クオータと ハード クオータを使⽤できます。さら
に、ユーザまたはグループが特定量まで⼀時的にクオータを違反できる猶予間隔を定義でき
ます。
ソフトクォータ

限界に近づいたときにユーザに通知する警告レベルを定義します。管理者は、パーティ
ションのデータのクリーンアップと削減を⾏うようにユーザに促します。通常、ソフト
クォータの限界値は、ハードクォータの限界値よりも低くなります。
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ハードクォータ
書き込み要求が拒否される限界を定義します。ハードクォータに達すると、それ以上
データを格納することができなくなり、アプリケーションがクラッシュする可能性が⾼
くなります。

猶予期間
ソフトクォータに達してから警告の発⾏までの時間を定義します。 通常、1時間、数時
間など⼩さな値を設定します。

⼿順 20.4: パーティションのクォータサポートの有効化
特定のユーザおよびグループにクオータを設定するには、YaSTのエキスパートパーティ
ショナで、対応するパーティションのクォータサポートを有効にしておく必要がありま
す。

注記: Btrfsパーティションのクォータ
Btrfsパーティションのクォータの処理は異なります。詳細については、『スト
レージ管理ガイド』、第1章「Linuxファイルシステムの概要」、1.2.5項「サブボ
リュームに対するBtrfsクォータのサポート」を参照してください。

1. YaSTでシステム ディスクの分割の順に選択し、はいをクリックして続⾏します。
2. エキスパートパーティショナで、クオータを有効にするパーティションを選択して、編

集をクリックします。
3. Fstabオプションをクリックし、Enable Quota Supportを有効にします。 quotaパッ

ケージがまだインストールされていない場合は、はいのクリックで各メッセージを確認
することにより、クオータパッケージがインストールされます。

4. 変更を確認し、エキスパートパーティショナを終了します。
5. 次のコマンドを⼊⼒して、 quotaonサービスが実⾏されていることを確認してくださ

い。
tux > sudo systemctl status quotaon

サービスは、 有効 なものとしてマークされている必要があります。そうでない場合
は、 systemctl start quotaonコマンドを使⽤して開始する必要があります。

⼿順 20.5: ユーザまたはグループのクオータを設定する
これで、特定のユーザまたはグループに対するソフトクオータまたはハードクオータを
定義し、猶予間隔を指定できます。
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1. YaSTのユーザとグループの管理で、クオータの設定対象とするユーザまたはグループを
選択し、編集をクリックします。

2. プラグインタブで、ユーザクォータの管理のエントリを選択してから、起動をクリック
してクォータの設定ダイアログを開きます。

3. ファイルシステムから、クオータを適⽤するパーティションを選択します。

4. Size Limitsでは、ディスクスペースの容量を制限します。ユーザまたはグループがこ
のパーティションで持つことができる1KBブロックの数を⼊⼒します。Soft Limitおよ
びハード制限の値を指定します。

5. さらに、ユーザまたはグループがこのパーティションで持つことができるiノードの数を
制限できます。iノード制限で、Soft Limitおよびハード制限を⼊⼒します。

6. サイズまたはiノードに対して指定されたソフト制限をユーザまたはグループが既に超過
している場合にのみ猶予間隔を定義できます。このソフト制限を超過していない場合、
時間に関連するテキストボックスは有効になりません。ユーザまたはグループが上記の
制限セットを超過できる期間を指定します。

7. ⼊⼒した設定を確認して、OKをクリックします。
8. OKをクリックして、管理ダイアログを閉じ、変更内容を保存します。

また、ユーザとグループの管理ダイアログを閉じずにすべての変更を保存するには、熟
練者向けオプション 変更を今すぐ書き込むの順にクリックします。
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SUSE Linux Enterprise Serverには、 repquotaや warnquotaなどのコマンドラインツール
も付属しています。システム管理者はこれらのツールを使⽤してディスク使⽤量を制限した
り、所定のクオータを超過しているユーザに電⼦メール通知を送信したりすることができ
ます。管理者はまた、 quota_nldを使⽤することにより、超過したクオータに関するカー
ネルメッセージをD-BUSに転送できます。詳細については、 repquota、 warnquota、およ
び quota_nldのマニュアルページを参照してください。

20.4 ローカルユーザのデフォルト設定の変更
新しくローカルユーザを作成する際には、いくつかのデフォルト設定がYaSTで使⽤されま
す。これらには、たとえば、ユーザが属するプライマリグループとセカンダリグループ、ユー
ザのホームディレクトリのアクセスパーミッションなどが含まれます。これらのデフォルト設
定値は、必要に応じて変更することができます。

1. YaSTのユーザとグループの管理ダイアログを開き、Defaults for New Users (新規ユーザ
のデフォルト)タブを選択します。

2. 新しいユーザが⾃動的に属するプライマリグループを変更するには、デフォルトグルー
プから別のグループを選択します。

3. 新しいユーザのセカンダリグループを変更するには、セカンダリグループでグループを
追加するか変更します。グループ名はカンマで区切る必要があります。

4. 新しいユーザのホームディレクトリのデフォルトパスとして /home/USERNAMEを使⽤し
ない場合は、Path Prefix for Home Directoryを変更します。

5. 新たに作成したホームディレクトリのデフォルトのパーミッションモードを変更するに
は、ホームディレクトリ⽤のUmaskのumask値を調整します。umaskの詳細について
は、『Security and Hardening Guide』、第18章「Access Control Lists in Linux」およ
び umaskのマニュアルページを参照してください。

6. それぞれのオプションの詳細については、ヘルプをクリックしてください。
7. 変更内容を反映するには、OKをクリックします。
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20.5 グループへのユーザの割り当て
ユーザとグループの管理ダイアログの新しいユーザのデフォルト設定タブからアクセス可能
なデフォルト設定に従って、さまざまなグループにローカルユーザが割り当てられます。次
に、個別ユーザのグループ割り当てを変更する⽅法を説明します。新しいユーザに対するデ
フォルトのグループの割り当てを変更する必要がある場合については、20.4項 「ローカル
ユーザのデフォルト設定の変更」を参照してください。
⼿順 20.6: ユーザのグループ割り当てを変更する

1. YaSTのユーザとグループの管理ダイアログを開き、ユーザタブをクリックします。ユー
ザ、およびユーザが属するグループが⼀覧にされます。

2. 編集をクリックし、詳細タブに切り替えます。
3. ユーザが属するプライマリグループを変更するには、デフォルトグループをクリック

し、リストからグループを選択します。
4. 追加のセカンダリグループをユーザに割り当てるには、追加のグループのリストで対応

するチェックボックスをオンにします。
5. OKをクリックして、変更を適⽤します。
6. OKをクリックして、管理ダイアログを閉じ、変更内容を保存します。

また、ユーザとグループの管理ダイアログを閉じずにすべての変更を保存するには、熟
練者向けオプション 変更を今すぐ書き込むの順にクリックします。

20.6 グループを管理する
YaSTでは、グループの追加、変更、または削除も容易に実⾏できます。
⼿順 20.7: グループを作成および変更する

1. YaSTのユーザとグループの管理ダイアログを開き、グループタブをクリックします。
2. フィルタを設定では、管理するグループセットを定義します。ダイアログに、システム

内のグループが⼀覧にされます。
3. 新しいグループを追加するには、追加をクリックします。
4. 既存のグループを変更するには、グループを選択して編集をクリックします。
5. 次のダイアログで、データを⼊⼒または変更します。右のリストでは、グループのメン

バになることができる利⽤可能なすべてのユーザおよびシステムユーザの概要が表⽰さ
れます。
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6. 新しいグループに既存のユーザを追加するには、選択可能なグループのメンバーのリス
トで、該当するボックスをオンにして選択します。既存のユーザをグループから削除す
るには、このボックスをオフにします。

7. OKをクリックして、変更を適⽤します。
8. OKをクリックして、管理ダイアログを閉じ、変更内容を保存します。

また、ユーザとグループの管理ダイアログを閉じずにすべての変更を保存するには、熟
練者向けオプション 変更を今すぐ書き込むの順にクリックします。

グループを削除するには、すべてのグループメンバーを削除する必要があります。グループを
削除するには、リストからグループを選択し、削除をクリックします。OKをクリックして、
管理ダイアログを閉じ、変更内容を保存します。また、ユーザとグループの管理ダイアログを
閉じずにすべての変更を保存するには、熟練者向けオプション 変更を今すぐ書き込むの順に
クリックします。

20.7 ユーザ認証⽅法を変更する
マシンがネットワークに接続されている場合は認証⽅法を変更できます。次のオプションを指
定できます。
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NIS
ユーザはネットワーク上のすべてのシステムに対し、1台のNISサーバ上で集中的に
管理されます。詳細については、『Security and Hardening Guide』、第4章「Using
NIS」を参照してください。

SSSD
システムセキュリティサービスデーモン(SSSD)は、ユーザデータをローカルにキャッ
シュすることにより、実際のディレクトリサービスが(⼀時的に)アクセス不能な場合
でもユーザがデータを利⽤できるようにします。詳細については、『Security and
Hardening Guide』、第5章「Setting Up Authentication Clients Using YaST」、5.2項
「SSSD」を参照してください。

Samba
SMB認証は、通常、LinuxとWindowsが混在するネットワークで使⽤されます。詳細に
ついては、『管理ガイド』、第31章「Samba」を参照してください。

認証⽅法を変更するには、以下の⼿順に従ってください。
1. YaSTのユーザとグループの管理ダイアログを開きます。
2. Authentication Settingsタブをクリックすると、利⽤可能な認証⽅法と現在の設定の概

要が表⽰されます。
3. 認証⽅法を変更するには、設定をクリックし、変更する認証⽅法を選択します。これに

より、YaSTのクライアント設定モジュールに直接切り替わります。適切なクライアント
の設定について詳細は、次のセクションを参照してください。
NIS:  『Security and Hardening Guide』、第4章「Using NIS」、4.2項「Configuring
NIS Clients」
LDAP:  『Security and Hardening Guide』、第5章「Setting Up Authentication Clients
Using YaST」、5.1項「Configuring an Authentication Client with YaST」
Samba:  『管理ガイド』、第31章「Samba」、31.5.1項「YaSTによるSambaクライアン
トの設定」

4. この設定を確認した後、ユーザとグループの管理の概要に戻ります。
5. OKをクリックして、管理ダイアログを閉じます。
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20.8 デフォルトのシステムユーザ
デフォルトでは、SUSE Linux Enterprise Serverに削除できないユーザ名が作成されます。こ
れらのユーザは通常、Linux Standard Baseで定義されます。次のリストに、⼀般的なユーザ
名とその⽬的を⽰します。
デフォルトでインストールされる⼀般的なユーザ名
bin ,
daemon

レガシアプリケーションとの互換性を維持するために⽤意されているレガシユーザ。新
しいアプリケーションではこのユーザ名を使⽤しないでください。

gdm

グラフィカルログインを提供したり、ローカル表⽰とリモート表⽰を管理したりするた
めに、GNOMEディスプレイマネージャ(GDM)によって使⽤されています。

lp

CUPS (Common Unix Printing System)⽤にプリンタデーモンによって使⽤されていま
す。

mail

sendmailや postfixなどの、ユーザ⽤に予約されたメーラープログラム。
man

manページへのアクセスに使⽤されています。
messagebus

プロセス間通信⽤のソフトウェアバスであるD-Bus (デスクトップバス)へのアクセスに
使⽤されています。デーモンの名前は dbus-daemonです。

nobody

ファイルを所有せず権限付きグループに属していないユーザ。Linux Standard Baseは、
デーモンごとに別個のユーザアカウントを設定することを推奨しているため、現在では
あまり使⽤されていません。

nscd

ネームサービスキャッシュデーモンによって使⽤されています。このデーモンは、NISと
LDAPのパフォーマンスを向上させる参照サービスです。デーモンの名前は nscdです。

257 デフォルトのシステムユーザ SLES 15



polkitd

PolicyKit認可フレームワークによって使⽤されています。このフレームワークは、権限
のないプロセスの認可要求を処理します。デーモンの名前は polkitdです。

postfix

Postfixメーラーによって使⽤されています。
pulse

Pulseaudioサウンドサーバによって使⽤されています。
root

適切なすべての権限を付与するシステム管理者が使⽤しています。
rpc

RPCポートマッパーである rpcbindコマンドによって使⽤されています。
rtkit

リアルタイムスケジュールモードでD-Busシステムサービスを提供する rtkit  パッケー
ジによって使⽤されています。

salt

Saltが提供しているパラレルリモート実⾏⽤のユーザ。デーモンの名前は salt-

masterです。
scard

スマートカードとそのリーダーとの通信を⾏うユーザ。デーモンの名前は pcscdです。
srvGeoClue

位置情報を提供するためにGeoClue D-Busサービスによって使⽤されています。
sshd

セキュアでないネットワーク上で暗号化されたセキュアな通信を確保するためにSecure
Shellデーモン(SSH)によって使⽤されています。

statd

ネットワークステータスモニタ(NSM)プロトコルによって使⽤されています。再起動通
知をリッスンするために rpc.statdデーモンで実装されます。

systemd-coredump

コアダンプの取得、保存、処理を⾏うために /usr/lib/systemd/systemd-coredumpコ
マンドによって使⽤されています。
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systemd-network

ネットワークを管理するために /usr/lib/systemd/systemd-networkdコマンドによっ
て使⽤されています。

systemd-timesync

リモートのネットワークタイムプロトコル(NTP)サーバとローカルシステムクロックを
同期させるために /usr/lib/systemd/systemd-timesyncdコマンドによって使⽤され
ています。
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21 YaSTによる⾔語および国の設定の変更
別の国での作業、多国語環境での操作が必要な場合は、それに対応するコンピュータの設定
が必要です。SUSE® Linux Enterprise Server は、複数の ロケール を並⾏して扱うことができ
ます。ロケールは、ユーザインタフェースに反映される⾔語と国を定義するパラメータのセッ
トです。
主要⾔語はインストール時に選択され、キーボードとタイムゾーンの設定は調整されていま
す。ただし、システムに追加⾔語をインストールしたり、インストールした⾔語のどれをデ
フォルトにするか決定することができます。
それらのタスクでは、21.1項 「システム⾔語の変更」に説明があるYaSTの⾔語モジュールを
使⽤します。第⼀⾔語以外でアプリケーションまたはデスクトップを起動する必要がある場合
は、⼆次⾔語をインストールしてオプションのローカライズを適⽤します。
また、YaSTのタイムゾーンモジュールを使⽤すると、国を設定し、それに応じてタイムゾー
ンの設定を調整できます。タイムゾーンモジュールでは、タイムサーバとシステムクロックを
同期することもできます。詳細については、21.2項 「国および時間の設定の変更」を参照して
ください。

21.1 システム⾔語の変更
デスクトップを使⽤する⽅法や、システム全体を別の⾔語に切り替えるかデスクトップ環境
のみを切り替えるかの指定などに応じて、この操作を実⾏する⽅法がいくつか⽤意されてい
ます。
システム⾔語をグローバルに変更する

21.1.1項 「YaSTでシステムの⾔語を変更する」および21.1.2項 「デフォルトシステム⾔
語を切り替える」の説明に従って、YaSTで別のローカライズパッケージをインストール
し、そのデフォルト⾔語を設定します。変更は次回ログイン後に有効になります。シス
テム全体で変更を反映するには、システムを再起動するか、またはすべての実⾏サービ
ス、アプリケーション、およびプログラムを終了して再起動します。

デスクトップの⾔語だけを変更する
以下の説明に従ってYaSTを使⽤してデスクトップ環境に⽬的の⾔語パッケージをインス
トール済みであれば、デスクトップのコントロールセンターを使⽤してデスクトップの
⾔語を切り替えることができます。Xサーバの再起動後、デスクトップ全体に新たに選
択した⾔語が反映されます。デスクトップフレームワークに属さないアプリケーション
では、この変更が適⽤されず、YaSTで設定した⾔語で引き続き表⽰されることがありま
す。
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1つのアプリケーションの⾔語だけを⼀時的に切り替える
1つのアプリケーションのみを、YaSTでインストール済みの別の⾔語で実⾏することも
できます。そのためには、⾔語コードを指定して、コマンドラインからそのアプリケー
ションを起動します(21.1.3項 「標準のXアプリケーションとGNOMEアプリケーションで
の⾔語切り替え」参照)。

21.1.1 YaSTでシステムの⾔語を変更する
YaSTでは、次の2種類の⾔語カテゴリを認識しています。
第⼀⾔語

YaSTに設定された第⼀⾔語は、YaSTおよびデスクトップ環境を含んだ、システム全体に
適⽤されます。この⾔語は、別の⾔語を⼿動で指定しない限り、利⽤可能な場合に常に
使⽤されます。

第⼆⾔語
第⼆⾔語をインストールして、システムを多⾔語にします。第⼆⾔語としてインストー
ルした⾔語は、特定の状況で使⽤するために⼿動選択できます。たとえば、⼀定の⾔語
でワープロを⾏うため、その⾔語でアプリケーションを起動する場合は、第⼆⾔語を使
⽤します。

追加の⾔語をインストールする前に、インストール後にそれらの中からデフォルトのシステ
ム⾔語(第⼀⾔語)とするものを決めておく必要があります。
YaSTの⾔語モジュールにアクセスするには、YaSTを起動し、システム ⾔語の順にクリック
します。コマンドラインで sudo yast2 language &を実⾏して、⾔語ダイアログを直接起動
することもできます。
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⼿順 21.1: 追加⾔語をインストールする
追加⾔語をインストールするときに、YaSTを使⽤して rootユーザにいくつかのロケー
ルを設定することもできます。ステップ 4を参照してください。 /etc/sysconfig/

languageファイルのロケール変数( LC_* )を rootユーザに対してどのように設定す
るかは、rootユーザのロケール設定オプションで指定します。それらを通常ユーザ⽤
と同じロケールに設定するか、⾔語の変更によってまったく影響されないようにする
か、または変数 RC_LC_CTYPEだけを通常ユーザ⽤と同じ値に設定することができま
す。 RC_LC_CTYPE変数は、⾔語固有の関数呼び出しのローカライゼーションを設定しま
す。

1. YaSTの⾔語モジュールで⾔語を追加するには、第⼆⾔語でインストールする⾔語を選択
します。

2. ⾔語をデフォルト⾔語にするには、その⾔語を第⼀⾔語として設定します。
3. さらに、新しい第⼀⾔語に合わせてキーボードを変更し、必要に応じてタイムゾーンを

調整します。

ヒント: 詳細設定
⾼度なキーボード設定を指定するには、YaSTでハードウェア System Keyboard
Layout (システムのキーボードレイアウト)の順に選択して該当のダイアログを
開きます。⾼度なタイムゾーン設定を指定するには、YaSTでシステム ⽇付と時
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刻の順に選択して該当のダイアログを開きます。詳細については、16.1項 「シ
ステムのキーボードレイアウトの設定」および21.2項 「国および時間の設定の変
更」を参照してください。

4. rootユーザに固有の⾔語設定を変更するには、詳細情報をクリックします。
a. rootユーザのロケール設定を⽬的の値に設定します。詳細については、ヘルプをク

リックします。
b. rootにUTF-8エンコーディングを使⽤を適⽤するかどうかを指定します。

5. ロケールが利⽤可能な第⼀⾔語のリストに含まれていない場合は、詳細なロケール設
定で、そのロケールを指定してください。ただし、場合によってはローカライズが不完
全なこともあります。

6. OKをクリックして、ダイアログで⾏った変更を確認します。第⼆⾔語を選択していれ
ば、その追加⾔語にローカライズされたソフトウェアパッケージがYaSTによってインス
トールされます。

これで、システムが多⾔語になります。ただし、第⼀⾔語以外の⾔語でアプリケーションを起
動するには、該当する⾔語を21.1.3項 「標準のXアプリケーションとGNOMEアプリケーション
での⾔語切り替え」の説明どおりに明⽰的に設定する必要があります。

21.1.2 デフォルトシステム⾔語を切り替える
デフォルトのシステム⾔語をグローバルに切り替えるには、次の⼿順に従います。

1. YaSTの⾔語モジュールを起動します。
2. 第⼀⾔語で新しいシステム⾔語を選択します。

重要: 以前のシステム⾔語の削除
別の第⼀⾔語に切り替えると、以前の第⼀⾔語⽤にローカライズされたソフト
ウェアパッケージがシステムから削除されます。デフォルトシステム⾔語を切り
替えても、以前の第⼀⾔語は追加⾔語として保持するには、該当するチェック
ボックスをオンにすることで、以前の第⼀⾔語を第⼆⾔語として追加できます。

3. キーボードとタイムゾーンのオプションを適宜調整します。
4. OKをクリックして、変更を確認します。
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5. YaSTによって変更内容が適⽤された後、現在のXセッションを再起動して(たとえば、
いったんログアウトして再度ログインします)、YaSTとデスクトップアプリケーション
に新しい⾔語設定が反映されるようにします。

21.1.3 標準のXアプリケーションとGNOMEアプリケーションでの⾔語切り替え
YaSTで各⾔語をインストールした後、1つのアプリケーションのみを他のアプリケーションと
は別の⾔語で実⾏できます。
次のコマンドで、アプリケーションをコマンドラインから起動します。
LANG=LANGUAGE application

たとえば、f-spotをドイツ語で起動するには、 LANG=de_DE f-spotを実⾏します。他の⾔
語については、適切な⾔語コードを使⽤します。利⽤可能なすべての⾔語コードのリスト
は、 locale  -avコマンドで取得します。

21.2 国および時間の設定の変更
YaSTの⽇付と時刻モジュールを使⽤して、システムの⽇付、時計、およびタイムゾーンの情
報を作業地域に合わせて調整します。YaSTのモジュールにアクセスするには、YaSTを起動
してシステム ⽇付と時刻の順にクリックします。コマンドラインで sudo yast2 timezone
&を実⾏して、時計とタイムゾーンダイアログを直接起動することもできます。
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まず、ヨーロッパなどの⼀般的な地域を選択します。作業地と⼀致する国(たとえば、ドイツ)
を選択します。
ワークステーションで実⾏されるオペレーティングシステムに応じて、ハードウェアクロック
の設定を調整します。

マシン上でMicrosoft Windows*などの別のオペレーティングシステムを実⾏している場
合、システムでは、UTCではなく、ローカルタイムを使⽤している可能性があります。
この場合は、Hardware Clock Set To UTC (ハードウェアクロックをUTCに設定)をオフに
します。
コンピュータでLinuxだけを実⾏する場合は、ハードウェアクロックをUTCに設定し、標
準時間から夏時間への切り換えを⾃動的に実⾏させます。

重要: UTCへのハードウェアクロックの設定
標準時間からサマータイムへの転換(およびその逆)は、ハードウェアロック(CMOSク
ロック)がUTCに設定されている場合にのみ、⾃動的に⾏われます。この処理は、NTP
との時間の⾃動同期機能を使⽤している場合にも実⾏されます。これは、ハードウェア
とシステムクロックの時間差が15分未満であれば、時間の⾃動同期が機能するからで
す。
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誤ったシステム時間は、深刻な問題の原因になる場合があります(バックアップの失
敗、メールメッセージの削除、リモートファイルシステムでの障害の発⽣など)。ハー
ドウェアのクロックを常にUTCに設定することを強くお勧めします。

⽇付と時刻を⼿動で変更できるほか、NTPサーバにマシンが永続的に同期できるようにする
か、ハードウェアの時刻を調整する⽬的でのみ同期するかを選択できます。
⼿順 21.2: ⽇付と時刻を⼿動で調整する

1. YaSTのタイムゾーンモジュールで、Other Settings (その他の設定)をクリックして⽇付
と時刻を設定します。

2. ⼿動を選択し、⽇時の値を⼊⼒します。
3. 変更内容を確認します。

⼿順 21.3: NTPサーバにより⽇付と時刻を設定する
1. ⽇付と時刻を変更するには、Other Settings (その他の設定)をクリックします。
2. Synchronize with NTP Serverを選択します。
3. まだ⼊⼒されていない場合は、NTPサーバのアドレスを⼊⼒します。

4. 今すぐ同期をクリックして、システム時間を正しく設定します。
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5. NTPを永続的に使⽤するには、NTP設定を保存するを有効にします。
6. 設定ボタンをクリックすると、［⾼度なNTP設定］を開くことができます。詳細につい

ては、『管理ガイド』、第27章「NTPによる時刻の同期」、27.1項「YaSTでのNTPクラ
イアントの設定」を参照してください。

7. 変更内容を確認します。
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A 製品のイメージングと作成
ご使⽤の展開環境にオペレーティングシステムを適合させるには、KIWIでカスタムメディア
を作成して、アプライアンスまたは実働システムとして使⽤することができます。KIWIは、
ローカルマシン上でも、SUSE Studio Express (OBS)を使ってオンライン上でも利⽤可能で
す。
KIWIを使⽤して、Linuxをサポートするハードウェアプラットフォームで使⽤できるLive CD
やLive DVD、あるいはフラッシュディスクを作成できます。また、仮想化システムやクラウド
システム⽤の仮想ディスクも作成できます(Xen、KVM、VMware、EC2、その他多数)。KIWIに
よって作成されたイメージは、PXE環境でもネットワークからのブートに使⽤できます。
このガイドには、KIWIのトピックについての詳細な説明はありません。これらについては、
次のドキュメントで別途説明されています。

詳細については、https://github.com/openSUSE/kiwi のKIWIドキュメントを参照して
ください( kiwi-docパッケージからも⼊⼿可能)。
Open Build Service上でSUSE Studio Expressを使⽤して、オンラインでOSイメージを
作成できます。openSUSEまたはSUSE Linux Enterpriseのいずれかをベースにした、仮
想アプライアンスおよび実働システムの作成をサポートします。詳細とドキュメントに
ついては、https://studioexpress.opensuse.org/ を参照してください。
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B GNU利⽤許諾契約書
この付録には、GNU Free Documentation
Licenseバージョン1.2が含まれています。
GNU Free Documentation License
Copyright (C) 2000, 2001, 2002 Free Software Foundation, Inc. 51 Franklin St, Fifth
Floor, Boston, MA 02110-1301 USA. Everyone is permitted to copy and distribute
verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed.

0. PREAMBLE
The purpose of this License is to make a manual, textbook, or other functional
and useful document "free" in the sense of freedom: to assure everyone the
effective freedom to copy and redistribute it, with or without modifying it,
either commercially or non-commercially. Secondarily, this License preserves
for the author and publisher a way to get credit for their work, while not being
considered responsible for modifications made by others.
This License is a kind of "copyleft", which means that derivative works of the
document must themselves be free in the same sense. It complements the GNU
General Public License, which is a copyleft license designed for free software.
We have designed this License to use it for manuals for free software, because
free software needs free documentation: a free program should come with
manuals providing the same freedoms that the software does. But this License is
not limited to software manuals; it can be used for any textual work, regardless of
subject matter or whether it is published as a printed book. We recommend this
License principally for works whose purpose is instruction or reference.

1. APPLICABILITY AND DEFINITIONS
This License applies to any manual or other work, in any medium, that contains a
notice placed by the copyright holder saying it can be distributed under the terms
of this License. Such a notice grants a world-wide, royalty-free license, unlimited
in duration, to use that work under the conditions stated herein. The "Document",
below, refers to any such manual or work. Any member of the public is a licensee,
and is addressed as "you". You accept the license if you copy, modify or distribute
the work in a way requiring permission under copyright law.
A "Modified Version" of the Document means any work containing the Document
or a portion of it, either copied verbatim, or with modifications and/or translated
into another language.
A "Secondary Section" is a named appendix or a front-matter section of the
Document that deals exclusively with the relationship of the publishers or authors
of the Document to the Document's overall subject (or to related matters) and
contains nothing that could fall directly within that overall subject. (Thus, if
the Document is in part a textbook of mathematics, a Secondary Section may
not explain any mathematics.) The relationship could be a matter of historical
connection with the subject or with related matters, or of legal, commercial,
philosophical, ethical or political position regarding them.
The "Invariant Sections" are certain Secondary Sections whose titles are
designated, as being those of Invariant Sections, in the notice that says that
the Document is released under this License. If a section does not fit the above
definition of Secondary then it is not allowed to be designated as Invariant. The
Document may contain zero Invariant Sections. If the Document does not identify
any Invariant Sections then there are none.
The "Cover Texts" are certain short passages of text that are listed, as Front-Cover
Texts or Back-Cover Texts, in the notice that says that the Document is released
under this License. A Front-Cover Text may be at most 5 words, and a Back-Cover
Text may be at most 25 words.
A "Transparent" copy of the Document means a machine-readable copy,
represented in a format whose specification is available to the general public,
that is suitable for revising the document straightforwardly with generic text
editors or (for images composed of pixels) generic paint programs or (for
drawings) some widely available drawing editor, and that is suitable for input to
text formatters or for automatic translation to a variety of formats suitable for
input to text formatters. A copy made in an otherwise Transparent file format

whose markup, or absence of markup, has been arranged to thwart or discourage
subsequent modification by readers is not Transparent. An image format is
not Transparent if used for any substantial amount of text. A copy that is not
"Transparent" is called "Opaque".
Examples of suitable formats for Transparent copies include plain ASCII without
markup, Texinfo input format, LaTeX input format, SGML or XML using a publicly
available DTD, and standard-conforming simple HTML, PostScript or PDF
designed for human modification. Examples of transparent image formats include
PNG, XCF and JPG. Opaque formats include proprietary formats that can be read
and edited only by proprietary word processors, SGML or XML for which the DTD
and/or processing tools are not generally available, and the machine-generated
HTML, PostScript or PDF produced by some word processors for output purposes
only.
The "Title Page" means, for a printed book, the title page itself, plus such
following pages as are needed to hold, legibly, the material this License requires
to appear in the title page. For works in formats which do not have any title page
as such, "Title Page" means the text near the most prominent appearance of the
work's title, preceding the beginning of the body of the text.
A section "Entitled XYZ" means a named subunit of the Document whose
title either is precisely XYZ or contains XYZ in parentheses following text that
translates XYZ in another language. (Here XYZ stands for a specific section name
mentioned below, such as "Acknowledgements", "Dedications", "Endorsements",
or "History".) To "Preserve the Title" of such a section when you modify the
Document means that it remains a section "Entitled XYZ" according to this
definition.
The Document may include Warranty Disclaimers next to the notice which
states that this License applies to the Document. These Warranty Disclaimers
are considered to be included by reference in this License, but only as regards
disclaiming warranties: any other implication that these Warranty Disclaimers
may have is void and has no effect on the meaning of this License.

2. VERBATIM COPYING
You may copy and distribute the Document in any medium, either commercially
or non-commercially, provided that this License, the copyright notices, and the
license notice saying this License applies to the Document are reproduced in
all copies, and that you add no other conditions whatsoever to those of this
License. You may not use technical measures to obstruct or control the reading
or further copying of the copies you make or distribute. However, you may accept
compensation in exchange for copies. If you distribute a large enough number of
copies you must also follow the conditions in section 3.
You may also lend copies, under the same conditions stated above, and you may
publicly display copies.

3. COPYING IN QUANTITY
If you publish printed copies (or copies in media that commonly have printed
covers) of the Document, numbering more than 100, and the Document's license
notice requires Cover Texts, you must enclose the copies in covers that carry,
clearly and legibly, all these Cover Texts: Front-Cover Texts on the front cover,
and Back-Cover Texts on the back cover. Both covers must also clearly and legibly
identify you as the publisher of these copies. The front cover must present the full
title with all words of the title equally prominent and visible. You may add other
material on the covers in addition. Copying with changes limited to the covers, as
long as they preserve the title of the Document and satisfy these conditions, can
be treated as verbatim copying in other respects.
If the required texts for either cover are too voluminous to fit legibly, you should
put the first ones listed (as many as fit reasonably) on the actual cover, and
continue the rest onto adjacent pages.
If you publish or distribute Opaque copies of the Document numbering more than
100, you must either include a machine-readable Transparent copy along with
each Opaque copy, or state in or with each Opaque copy a computer-network
location from which the general network-using public has access to download
using public-standard network protocols a complete Transparent copy of the
Document, free of added material. If you use the latter option, you must take
reasonably prudent steps, when you begin distribution of Opaque copies in
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quantity, to ensure that this Transparent copy will remain thus accessible at the
stated location until at least one year after the last time you distribute an Opaque
copy (directly or through your agents or retailers) of that edition to the public.
It is requested, but not required, that you contact the authors of the Document
well before redistributing any large number of copies, to give them a chance to
provide you with an updated version of the Document.

4. MODIFICATIONS
You may copy and distribute a Modified Version of the Document under the
conditions of sections 2 and 3 above, provided that you release the Modified
Version under precisely this License, with the Modified Version filling the role
of the Document, thus licensing distribution and modification of the Modified
Version to whoever possesses a copy of it. In addition, you must do these things in
the Modified Version:

A. Use in the Title Page (and on the covers, if any) a title distinct from that
of the Document, and from those of previous versions (which should,
if there were any, be listed in the History section of the Document). You
may use the same title as a previous version if the original publisher of
that version gives permission.

B. List on the Title Page, as authors, one or more persons or entities
responsible for authorship of the modifications in the Modified Version,
together with at least five of the principal authors of the Document (all
of its principal authors, if it has fewer than five), unless they release you
from this requirement.

C. State on the Title page the name of the publisher of the Modified
Version, as the publisher.

D. Preserve all the copyright notices of the Document.
E. Add an appropriate copyright notice for your modifications adjacent to

the other copyright notices.
F. Include, immediately after the copyright notices, a license notice giving

the public permission to use the Modified Version under the terms of
this License, in the form shown in the Addendum below.

G. Preserve in that license notice the full lists of Invariant Sections and
required Cover Texts given in the Document's license notice.

H. Include an unaltered copy of this License.
I. Preserve the section Entitled "History", Preserve its Title, and add to

it an item stating at least the title, year, new authors, and publisher of
the Modified Version as given on the Title Page. If there is no section
Entitled "History" in the Document, create one stating the title, year,
authors, and publisher of the Document as given on its Title Page, then
add an item describing the Modified Version as stated in the previous
sentence.

J. Preserve the network location, if any, given in the Document for
public access to a Transparent copy of the Document, and likewise the
network locations given in the Document for previous versions it was
based on. These may be placed in the "History" section. You may omit
a network location for a work that was published at least four years
before the Document itself, or if the original publisher of the version it
refers to gives permission.

K. For any section Entitled "Acknowledgements" or "Dedications",
Preserve the Title of the section, and preserve in the section all the
substance and tone of each of the contributor acknowledgements and/
or dedications given therein.

L. Preserve all the Invariant Sections of the Document, unaltered in
their text and in their titles. Section numbers or the equivalent are not
considered part of the section titles.

M. Delete any section Entitled "Endorsements". Such a section may not be
included in the Modified Version.

N. Do not retitle any existing section to be Entitled "Endorsements" or to
conflict in title with any Invariant Section.

O. Preserve any Warranty Disclaimers.
If the Modified Version includes new front-matter sections or appendices
that qualify as Secondary Sections and contain no material copied from the
Document, you may at your option designate some or all of these sections

as invariant. To do this, add their titles to the list of Invariant Sections in the
Modified Version's license notice. These titles must be distinct from any other
section titles.
You may add a section Entitled "Endorsements", provided it contains nothing
but endorsements of your Modified Version by various parties--for example,
statements of peer review or that the text has been approved by an organization
as the authoritative definition of a standard.
You may add a passage of up to five words as a Front-Cover Text, and a passage
of up to 25 words as a Back-Cover Text, to the end of the list of Cover Texts in the
Modified Version. Only one passage of Front-Cover Text and one of Back-Cover
Text may be added by (or through arrangements made by) any one entity. If the
Document already includes a cover text for the same cover, previously added by
you or by arrangement made by the same entity you are acting on behalf of, you
may not add another; but you may replace the old one, on explicit permission
from the previous publisher that added the old one.
The author(s) and publisher(s) of the Document do not by this License give
permission to use their names for publicity for or to assert or imply endorsement
of any Modified Version.

5. COMBINING DOCUMENTS
You may combine the Document with other documents released under this
License, under the terms defined in section 4 above for modified versions,
provided that you include in the combination all of the Invariant Sections of all
of the original documents, unmodified, and list them all as Invariant Sections of
your combined work in its license notice, and that you preserve all their Warranty
Disclaimers.
The combined work need only contain one copy of this License, and multiple
identical Invariant Sections may be replaced with a single copy. If there are
multiple Invariant Sections with the same name but different contents, make the
title of each such section unique by adding at the end of it, in parentheses, the
name of the original author or publisher of that section if known, or else a unique
number. Make the same adjustment to the section titles in the list of Invariant
Sections in the license notice of the combined work.
In the combination, you must combine any sections Entitled "History" in the
various original documents, forming one section Entitled "History"; likewise
combine any sections Entitled "Acknowledgements", and any sections Entitled
"Dedications". You must delete all sections Entitled "Endorsements".

6. COLLECTIONS OF DOCUMENTS
You may make a collection consisting of the Document and other documents
released under this License, and replace the individual copies of this License
in the various documents with a single copy that is included in the collection,
provided that you follow the rules of this License for verbatim copying of each of
the documents in all other respects.
You may extract a single document from such a collection, and distribute it
individually under this License, provided you insert a copy of this License into
the extracted document, and follow this License in all other respects regarding
verbatim copying of that document.

7. AGGREGATION WITH INDEPENDENT WORKS
A compilation of the Document or its derivatives with other separate and
independent documents or works, in or on a volume of a storage or distribution
medium, is called an "aggregate" if the copyright resulting from the compilation
is not used to limit the legal rights of the compilation's users beyond what
the individual works permit. When the Document is included in an aggregate,
this License does not apply to the other works in the aggregate which are not
themselves derivative works of the Document.
If the Cover Text requirement of section 3 is applicable to these copies of the
Document, then if the Document is less than one half of the entire aggregate,
the Document's Cover Texts may be placed on covers that bracket the Document
within the aggregate, or the electronic equivalent of covers if the Document is in
electronic form. Otherwise they must appear on printed covers that bracket the
whole aggregate.
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8. TRANSLATION
Translation is considered a kind of modification, so you may distribute
translations of the Document under the terms of section 4. Replacing Invariant
Sections with translations requires special permission from their copyright
holders, but you may include translations of some or all Invariant Sections in
addition to the original versions of these Invariant Sections. You may include a
translation of this License, and all the license notices in the Document, and any
Warranty Disclaimers, provided that you also include the original English version
of this License and the original versions of those notices and disclaimers. In case
of a disagreement between the translation and the original version of this License
or a notice or disclaimer, the original version will prevail.
If a section in the Document is Entitled "Acknowledgements", "Dedications", or
"History", the requirement (section 4) to Preserve its Title (section 1) will typically
require changing the actual title.

9. TERMINATION
You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Document except as
expressly provided for under this License. Any other attempt to copy, modify,
sublicense or distribute the Document is void, and will automatically terminate
your rights under this License. However, parties who have received copies, or
rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long
as such parties remain in full compliance.

10. FUTURE REVISIONS OF THIS LICENSE
The Free Software Foundation may publish new, revised versions of the GNU Free
Documentation License from time to time. Such new versions will be similar in
spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or
concerns. See http://www.gnu.org/copyleft/ .
Each version of the License is given a distinguishing version number. If the
Document specifies that a particular numbered version of this License "or any
later version" applies to it, you have the option of following the terms and
conditions either of that specified version or of any later version that has been
published (not as a draft) by the Free Software Foundation. If the Document does
not specify a version number of this License, you may choose any version ever
published (not as a draft) by the Free Software Foundation.

ADDENDUM: How to use this License for your documents
Copyright (c) YEAR YOUR NAME.
Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document
under the terms of the GNU Free Documentation License, Version 1.2
or any later version published by the Free Software Foundation;
with no Invariant Sections, no Front-Cover Texts, and no Back-Cover Texts.
A copy of the license is included in the section entitled “GNU
Free Documentation License”.

If you have Invariant Sections, Front-Cover Texts and Back-Cover Texts, replace
the “with...Texts.” line with this:
with the Invariant Sections being LIST THEIR TITLES, with the
Front-Cover Texts being LIST, and with the Back-Cover Texts being LIST.

If you have Invariant Sections without Cover Texts, or some other combination of
the three, merge those two alternatives to suit the situation.
If your document contains nontrivial examples of program code, we recommend
releasing these examples in parallel under your choice of free software license,
such as the GNU General Public License, to permit their use in free software.
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